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正法眼蔵随聞記 



凡 例 

この書は、現在までに知られる最善の本である長円寺本正法眼蔵随聞記を底本として、なるべく現代人に読みやすい形に 整えようと 
したものである。 

章段の区切りは、原本では朱で〇印をつけ、行を改めてある。この書の章段は、原本のこの区切りに従った。段の区切りの中でさら 
に細分した場合は一の ㈠ 、一の ㈡ のようにその旨を示した。 

章段の題は、本文のはじめの言葉をそのままとって、新たに加えた。 

原文は、片かな漢字まじりで書かれ、所々に和化漢文の部分を交える。その片かなは平がなに直し、和化漢文の部分は読み下した。 
和化浼文の読み下し文において、校訂者が付け加えたかなは、片かなとした。助詞、助動詞や、送りが なを 補った場合も同様で ある。 
右以外に補入した場合は () の中に入れて示した。 

ふりがなは、校訂者においてつけた。ただし、原文にあるふりがなは <> の中に入れて示した。 

涝卞の裔読には、唐音の用いられる ことが 少なくなかった と 思われるが、今は、現代版で あることを 考慮に入れて、 一一、 三の特殊な 
nlrHi についてのみ、唐音を用い、一般には呉音によった。 

原文で「心"」「力，」のように、名詞の下に一字送ってあるものは「心ろ j 「$0の形にした〇「55」「徒」は r &5?」 とした。 
原文のかなに漢字をあてたものは、漢字を < > の中に入れ、原文のかなはふりがなの形にした。 

漢字の字体は、現行普 M の字体に統一した。 

かなづかいは、歴史的かなづかいに統一し、一々その誤りをあげることはしなかった。 

次の文字は統一して平がなに改めた。 

非ズ-あらず メ-して如シ - ごとし也 -なり 亦•又 - また只 - ただ猶 - なほ須， - すべからく 

其 —— そノ (原文「其ノ」は「その」)此 —— こノ (原文 r 此ノ」は「この」) 

或 —— ある或ハ —— あるィは程 I ほど為 I ため様 I やう莫レ•無レ I なかれ 
句読克、引用符をつけ、行を改めることは、校訂者において行なった。 

校. fir は、底本の本文を改めた箇所を示す。慶安本、流布本との相違を一々あげることはしなかった。 

注は、本文の読み方の典拠、その語の用例、参^^拟等にわたり、特に、この省の性質上、道元禅師の他の述作中の言葉との関係を 
なるべくあげるように努めた。引用の漢文は、読み下し文に改めた。 
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正法眼蔵随聞記 


一はづべくんば明眼の人をはづべし 

示に云く、 f ±- づべくんば BJ = 眼の人をはづべし。 

予、 *- 宋 q 時、天*,射私離”^:者に m ' r 5 るに g く、 
「外国人たりといへど1 t 瓜デ器 S 人な り。」と g 7 てこ 
れを請ず。 

予、堅く是 レを辞す。 

そノ故は、「和国に きこえん ため も、 1 子道の！^ g の 
ためも^ <切な れど も、 衆中に， K の人ありて、外国人 
として大叢林の侍者た らんこと、 国に 人なきがごとし 
と難ずる事 あらん、 尤もはづ べし。」とハひて、書状 
を もて こノ旨を 伸べ しかば、 浄和尚、 国を重くし、人 
をはづる ことを 許して、更に請ぜ ざりしなり。 


注 


「は♦つ」とは元来、相手に対して自分の劣つている点 


道元禅師が教えて言われた。 

人の批判を 気にするなら、 物の道理の 見通せる人からの批判を気- 
にすべきである。 

わたしが宋にいた時、天童 山のに 難禅師 が、わたしに侍者になる 
ようにと 頼んで 言われるには、「外国人(日本人)ではあるが、貧， 
元君は徳もあり、力もある人物だ。」と言って、 侍者になるように 
と頼まれた。 

しかし、わたしは堅く辞退した。 

その理由は、「侍者に していただくことは、わが日本に評判が云. 
わるために も、仏道を学ぶ修練の ためにも、わたくしにとって非常 
に 重要な ことでございます。しかし、同じ天童山の修行者の 中に、 
靈の わかった人が いて、 『外国人でありながら、天童山ともあろ 
う大道 場で 侍者になるとは、大宋国に人物がないように見える。』 

と非難をするかもしれません。そうした批判は、特に心して反省し 
、よければなりません。」と言って、手紙に書いて、この趣旨を 申し 



e 


を自覚し、引け目を感ずる意。「ヒトヲハプ」(日葡辞 Q ベたところ、如浄禅師も、大国の体面を重んじ、また、立派な人 
書)。 からの批判に心を用いるわたしの気持を了解して、二度と頼もぅと ■ 

1一物の道理の ょく 見通せる人。 « はなさらなかった。 

一一一道元禅師は貞応二年(三一一一一一)入宋、宋の宝慶元年(三 
一宝)から同三年(日本、安貞元年-〇 ■* 三一$まで天童山で 
如浄禅師の教えを受け、その法を嗣いだ。 

四天童如浄(一5一—三二八)。南宋明州の人。長身であっ 
たので、世の人が長翁と呼んだ。智鑑の法を嗣いだ。 

111住持•長老のそばにいて、公私にわたり日常の仕事の 
代行補佐をする役。ここは特に堂頭侍者であろぅ。「如 
し侍者を請ぜば、すべからく色力少壮にして辞令分明に、 

梵行淸 m し、心機転旋なるべし。自然に堂頭(住持人) 

の諸事一切現成す。」(禅苑淸規、堂頭侍者章)。 

六元は道元の上略。上字を欠くのが礼。子は名にそえて 
親しみを表わす。 

七仏道をまなぶこと。秸古は修練。 

八叢林は、衆僧が和合して仏道を修行する道場。 大樹が 
1はえてょく調和している様子にたとえる。 

二我れ病者なり、非器なり 

示に云ク、有ル入の云ク、「我レ！^ゃなり、^ r 器な 教えて言われた。 

り、 学1たへず。！5門の最要—、独住賢し ある人が、「わたしは病身ではあり、力量もない者で、仏 f 学 
て、 g をやしなひ、 P たすけて、一生を終へん。」 ぶには耐えられません。そこで、仏様の教えの、いちばん大切なと 
17 'こ、 〇ろを承って、家族から離れてひとり住み、世問に交わらず隠居 レ 
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正法服蔵随聞記一 


示二云ク、先聖必ズしも金骨にあらず、古人豈皆上 
器ならんや。&後を思へば幾ばくならず、在世を考フ 
るに人皆俊なるにあらず。善人もあり、悪人もあり。 

普船？レ可 思— 駿笋！ 、 #*!:■ Q 器 

量もあり。然れども、卑下して道心をおこさず、非器 
なりとい ツて学道せざるなし。 

こんじやう いづ しや5 

今生もし学道修行せずは、何れの生にか器量の物と 
なり、不病の者とならん。ただ身命.をかへりみず発心 
修行する、学道の最要なり。 


注 

一それをなすだけの力量のないこと。 

11仏の教ぇ。 

一一一いのち。生命。 

四過去に悟りを開いた人々。祖師たち。 

五すぐれた生まれつき。 

六釈迦牟尼仏が入滅されてからの年代。大きい目で見れ 
ば、千年、二千年はそれほどの長時間でない。道元禅師 
の末世思想への態度。 

七出家した男子。僧。0*11^$の音訳語。 

八思いもよらない悪い行ない。 

九品は等級、階級。最下級。 

一〇仏の正覚を求める心。この心をおこすのが発心また発 


て、いのちをだいじにして、病気養生しながら、一生を 終えょうと 
思います。」と言ったのに対して、道元禅師が教えて言われた。 

むかし修行をして悟りを開かれた祖師たちは、必ずしも筋金入り 
の強いからだではなかった。また、いにしえの仏道を学んだ人がみ 
な、特にすぐれた素質があったのでもない。釈迦牟尼仏入滅の後、 
年代が隔たるにつれて人間の器根が次第に低下し、修行も悟りもな 
くなるという ことであるが、今はまだそれほど衰えた世の中でもな 
い。また逆に、仏在世の当時を考えてみるに、皆が皆すぐれた人た 
ちばかりでもなかった。善人もあれば悪人もあった。出家の弟子た 
ちの中にも、思いもかけない悪い行ないをする者もあった。最もそ 
まつな生まれつきの者もあった。それでも、自分から卑下して道心 
をおこさなかったり、また、それだけの力がないと言って仏道を学 
ばなかった人はない。 

今この一生のうちに仏道を学び、修行しなければ、この次、いつ 
の世に生まれかわって力量のある人となり、病気をしない人になる 
と V っのか。ただ自分のからだのことも命のことも考えず、菩提心 
を おこして 修行をするのが、仏道を学ぶ上でいちばん大切な ことで 
ある。 
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菩提心である。 


三学道の人、衣食を貪ることなかれ 


示に云ク、学道の人、衣食を食ることなかれ。人々 

じきぶん みやうぶん じきみやう きた 

皆食分あり、命分あり。非分の食命を求むとも来るベ 
からず。况ンゃ学仏道の人には、施主の供養あり、常 

こつじき Iじやうぢゆうもつ わたくし 

の t :- 食に比すべからず。常住物これあり■、私の営ミ 
にも あらず。こ JK ; 蒇.乞食•信心施の三種の食、皆是れ 
=一歡 A 食なり。その余の田商仕 X の四種は、皆不浄 

C やみやう じきぶん 

邪命の食なり。出家人の食分に.*らず。 

昔一人の僧ありき。死して冥界に行きしに、閻王の 
云ク、「こノ人、命分未ダ尽キズ。帰すべし。」と云ヒ 
しに、 

七みやうくわん みやうぶん じきぶん 

有る冥官の云ク、「命分ありといへども、食分既に 
尽キぬ。」 

王の云ク、「荷葉を食せしむべし。」と。 

しかり 〈ょみがへ〉 八にんぢ -55 九じきもつ 

然シ ょり 蘇りて後は、人中の^物食す ることをえ 

ざんみやう 

ず、ただ荷葉を食して残命をたもつ。 

然れば出家人は、学仏の力によりて食分も尽くべか 
ら T -。 白毫が一相、二十年の遺恩、歴劫に受用すとも 
尽くべきにあらず。行道を専ラにして、衣食を求むベ 
きにあらざるなり。 


教えて言われた。 

仏道を学ぶ人は、衣食をむさぼってはならない。人はめいめい一 
生にそなわった食べ料があり、寿命がある。分をこえた食や薄命を 
求めても得られるものではない。まして仏道を学ぶ人には施主の供 
養がある。それは仏道を行ずる人にのみそなわった徳で、世間普通 
の乞食とは比ぶべくもないものである。また修行の道場には共有の 
財産もあって、それは個人の営みによるものではない。木の実•草 
の実と、乞食と、信者の布施という三種の食は、みな清浄の食であ 
る。その他の農耕•商売•宮づかえ•手しごとなどの四種のなりわ 
いによる食は、みな不浄な、仏の教えにそむいた食で、出家人の受 
けるべき食ではない。 

昔、一人の僧があった。死んで冥土へ行ったところ、閻魔大王が、 
「この人はまだ寿命が尽きていない。娑婆へ帰せ。」と言った。とこ 
ろが、閻魔の庁の役人のひとりが答えて、「命分はまだありますが、 
食分の方がすでに尽きております。」と言う。 

大王は、「食分が尽きたのなら蓮の葉を食べさせよ。」と， i った。 

そのようなわけで、この僧が生きかえって後は、人 InJ の^ベ物を 
食べることができず、ただ蓮の葉ばかり食べて残りの命を保った" 

これでわかるように、出家入というものは、仏迠を学ぶ功徳によ 
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注 


-二身牀血肉だにもよくもてば、心も随ッて好くなると、；' て、命はもとより、食べ料も尽意ことは，ぶ、。 これよ 経文こ説 
医法等:る—し。况ンや学道の人、 fllY かれている通り、釈尊三十二相のうちの巧%%のおかげや、釈尊が 
て仏祖!®續にまかせて、身儀を—むれば、心地も自ら百年ある寿命を二十年縮めて、後 Q 代 Q 仏弟子®ため U のこさ 
随ッて整な:&!£〇ぃだ g れた恩によるので、それはどんなに長い間いただいて用いても尽き 
学道の人二言を出さんとせん時は、三蠢ミて、自ることがない。だから出家人たるものは、仏道修行を専一にして、 

利、利他のためにへ利あるべければ是レを言ふべし。利そのほかに衣食を求めてはならない。 

なか一 i らん時は止べし。 、ニハ—, 医学の書などに、身体骨肉さえ篇に保てば、それにつれて心も 
是ノごとキ、一度にはしがたし。心に懸ヶて'漸々によくな ると 書いてあるのを、 よく 見かける。 まして 仏道を 学ぶ人は、 
きなり。 戒をたもって清らかな行ないをし、仏祖の日常の行ないの通りに、 

その身をふるまえば、心もそれにつれてととのうのである。 

仏道を 学ぶ 人が、物を言おうとする時は、言う前に三度反省して、 
自分のためにも相手のためにもなるようならば、言うがよい。利益 
寺に所属して、その寺全体の財産である田園雑具など0 のなさそうな時には言うのをやめるべきである。 

菓は木の実、藏は草の実。乞食は托鉢によって食物を こういうことは、一べんにはできないものである。、レこかけてだ 
得ること。信心施は信者がくれる布施。 んだんに習熟すべきである。 

三上の三種の食べ物。清浄とは、人の執着の対象となら 
ないこと。 

四四民。ここはその仕事。仕は当時は「さぶらいつかえ 
る者」であったから、この字でもよい。 

五比丘が乞食によらず、田畑をたがやしたり、学問知識 
を売ったり、権門の庇護を受けたり、占いなどをして生 
活の資を求めること。清浄食の対0 
六目に見えない世界。地獄。めいど。 

七地獄の閻魔の庁の役人。 
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八人間界。「ニンヂゥ、ヒトノ ナカ」(日葡辞書)。 

九「ジキモッ、クイモノ」(日葡辞書)。 

10仏蒇経、了戒品第九に、「仏弟子は衣食所須を思いわず 
らうな。如来は滅後、白笔相中百千億分のうちの一分を 
舎利および諸弟子に供養する。たとい、一切世間の人が 
皆！：時に出家しても、白毫相の百千億分の一も、尽きる 
ことがない」とある。白毫は仏の三十二相の一。仏の眉 
問にある一本の長い毛。ふだんは右に巻いておさまり宝 
石のように見える。 

二 釈尊は百年の寿命のうち二十年を縮めて、末世の仏弟 
子に施されるという。禅苑淸規には「世尊二千年の逍蔭、 
児孫を蓋蹬す。白！一光一分の功徳、受用不尽。」とある。 

111医学の書。医方の音写か。 

一三戒にしたがった清浄の行。 

|四日常の一切の行ない。 

j 五心のこと。心は一切を生ずるから地という。 

1六「ゼンゼン、シダイシダイニ」(日葡辟書)0 

校訂 

1原文集藏 。漢字に より、かなを改めた。 

2原文「聚」。 

3原文 r 逍思」。慶安本•流布本「逍凶 」。 典座教訓は 
「世尊一一千年の遗恩」。禅苑淸規は「世奴二千年の迫蔭」。 
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四学逍の 人、 衣食に労することな か 
れ 

MIS の^、示に云ク、学道の人、友貪に労すること いろいろの話をされたとき、教えて言われた。 

なかれ。こノ国は k 地小国なりといへども、昔も今 仏道を学ぶ人は、衣食を思い煩ってはならない。わが国は仏出世 
M _^ 一道に名を得、後代にも人に知ラれたる人、い のィンドから遠く離れた小国ではあるが、昔も今も、顕教•密教に. 
まだ一人も衣食！：? P りと云フ事を聞かず。み m 貧を忍 おいて名声を得、後の代まで人々に知られた人で、衣食にゆたかで 
び他事をわすれて一向その道を好む m き' ' C その名をも得 あったということは、一人として聞いたことがない。みな貧乏に耐 
ルなり。况ンや学道の人は、 - E H 度を捨テてれしらず。 え、ほかの事は全く念頭におかず、ひたすらその専門の道をすてず 
何としてか^ f がるべき。 に学ぶ時、その名声も得るのである。まして、仏道を学ぶ人は、世 
大宋一 I の叢林には、末代なりといへども、学道？人 渡りのわざを捨て、世渡りのために東奔西走しないものである。物 
千万入の中に、あるィは遠方より来り、あるィは郷土 にゆたかであろうはずがない。 

より a '." で来るも、多分皆貧なり。しかれども愁どせず、 大宋国の修行の道場では、世は末代であるとはいえ、仏道を学ぶ 
ただ悟道の未だしき事を慰ぐ、あるィは楼上若シクは 人は千万人もある。その中には、あるいは遠方から来、あるいは生 
閣下に^^^を® S せるがごとくにして道を思ふなり。 まれ故郷を離れてくる者もあるが、多くはみな貧乏である。それで 
;船た〉り見しは％'配此の僧、遠方より来リし故に所纪 も、貧乏など苦にせず、ただ仏道の悟りの及ばないことを苦にして、 
辦なし。驄11墨一一、三箇4¢1ひ〉1:三百、この国の両三十 あるいは敲齡の上、あるいは高殿の下に、所を見つけては坐禅に励 
にあたれるをもて、廒土の紙の>^弧なるは、きはめて み、あたかも亡父母の喪に服しているような気持で仏道を心にかけ 
辭ヂを 買ヒ叹 り、あるィは襖あるィは袴に作ッて着れ るのである。 

ぱ、越！5に M るる < sBi > してあさましきをも顧りみず、 自分が親しく見てきたことでは、こういう話がある。四川省出身 
觀す 。人、 r 自ラ郷里にかへりて 道具装 S せよ0」と言 の僧であったが、遠方からなので、何も持っていなかった。わずか 
フを聞ィて、「郷里遠方なり。の間に*=陰を Its シ に墨二、三箇、金額にして二、三百文、わが国の二、三十文にあた 



くして学道の時を失ハん事」を愁て、更に寒を愁ずし 
て学道せしなり。然れば大国にはよき人も出来るなり。 

伝へ聞く、雪峰山開山の時は、寺貧にして ある ィは 
絶烟 ある ィは緑豆飯をむして食して日を送ツて学 
道せしかども、一千五百人の僧、常に絶えざりけり。 
昔の人もかくの ごとし。 今 もまた此ノごとクなるべ し0 
僧の損ずる事は多く富家よりおこれり。如来在世に 
調達が嫉妬を起しし事も、日々五百車の供養より起 
れり。ただ自を損ずる事のみにあらず、また他をして 
も惡を作さしめし因縁なり。真の学道の人、 なにとし 
てか富家なるべき。直饒浄信の供養も、多くつもらば 
恩の思を作して報を思ふべし。 

こノ国の人は、また我がために利を思ひて施を至す。 
笑ツて向へる者に能くあたる、定マれる道理なり。他 
の心に随ハんとせば、是レ学道の礙なるべし。ただ飢 
を忍び寒を忍びて、一向に学道すべきなり。 


注 

ーインドあるいは中国から遠く離れた地。 

11真言宗を密教というに対して天台宗その他、経文の教 
えによる宗派を顕教という。当時の仏教は禅、顕、密の 
三種に分類されたと言ってもよい。 


るものを持っていたが、それで、かの地の紙の下級品はきわめて FS 
いものであるが、そういう紙を買い求め、あるいは上着に、あるい 
は袴に作って着るので、立ち居に破れる立日がして人が驚くような姿， 
もかまわず、苦にもしなかった。はたの人が、「自分で郷里に帰っ 
て、道具や身なりをととのえてきたらいい。—-と言うのを聞いて、 
「わたしの郷里は遠方である。旅の途中でむなしく時を過ごして仏 
道を学ぶ時を失うのがつらい。」と言って承知せず、いっこう寒さ 
を苦にもせず、仏道を学んでいた。これだから、大国には立派な人 
も出てくるのである。 

伝え聞くところによると、雪峰義存禅師がはじめて雪峰山を開か 
れた時は、寺が貧しくて、あるいはかまどの煙も絶え、あるいは緑 
豆飯を蒸して食べては日を送って仏道を学んだが、一千五百人の僧 
は常に減ることがなかった。昔の人の修行ぶりはこの通りである。 
今もこの通りでなければならない。 

僧の堕落はたいてい富裕な家からおこっている。如来在世の時代 
に、提婆達多が釈尊をねたむ心をおこしたのも、阿闇世王から日々 
五百車の供養を受けるようになったことがもとである。富はただ自 
分一人を誤ったばかりでなく、他人にも悪をなさしめた因縁を物語 
る話である。真実の仏道を学ぶ人は、どうして富家であってよいだ 
ろうか。たとえ淸浄な信仰にもとづく供養でも、多く重なったら、 
恩を思ってそれに対して報いをする気持になるにちがいない。 

それにわが国の人は、自分のための利益を考えて偕に供^する。 
また、笑って自分に向かう者にはおのずからあたり もよくなる u P 
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正法服蔵随聞 :? li — 


れは人情の自然である。しかし、相手の心に追従し ょうとすると、 
きっと学道の障りとなる。ただただ飢えを忍び、寒さに耐えて、ひ 
たすら仏道を学ぶべきである。 

六四川省。蜀の地方をいう。 

七二、三百。銭の最低の単位「文」であろう。次の「両 
三十」は二、三十。 

八宋代であるが、中国の地を一般的.にこう言った。 

九袍が絹で作った上のきぬであるのに対して、裘のつ い 
た、木綿の上着。 

|〇腰から下に着るもの。 

II 日月。 

ill 雪峰義存(八ニニー九00。徳山 vt 鑑に嗣ぐ。雲門文偃の 
沿〇 

一三食糧がなくて飯をたくことができないこと。 

一四緑豆は八重なり豆。小豆の一種。ィンド原産。高さ約 
四十センチ。和名ブンドゥ、アサメ、アオアズキ。典座 
教訓に「先づ米逛に虫有らんを択ベ、緑豆•糠塵•砂石 
等、精誠に択び了れ」とあるから、普通ならえらび捨て 
るべき雑穀を食べたことになる。 

I 五 , rn 裕な家。 

= Devadatta 音訳は提婆達多。調達はその訳名。斛飯 
王の子、ブッダのいとこ。神通力を学び、三十相を備え 
たが、三逆罪(和合僧を破り、阿羅漢を殺し、仏身より 
血をいだす)を犯して、生きながら無間地獄に堕ちたと 


iil lll: わたり。 

四定らず。 

生原文上欄に「〈親〉ノ〈忌〉ヲ ツトム ルヲ〈嬅妣〉に 
〈喪〉 スト 云。」とある。考はな くなつた 父、妣はな くな 
つた母。 
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いう仏教における代表的悪人。 
i 七ひとの善事をにくらしく思うこと。提婆は、阿閣世を 
まどわして大檀越とし、莫大な供黎を得るに至ったので 
悪心を起こし、釈尊に対抗して釈尊の僧団を破り、釈尊 
を山くずれにょり殺そうとし、大阿羅漢の蓮華色比丘尼 
をなぐり殺すという三逆罪を犯すに至る。増一阿含四十 
六、大智度論卷十四に見える。なお、知事清規に「調達 
が五西の衆を誘ふも果して逆となる」とある。 

I 八大智度論には「五百釜の義飯を送る」とある。 

校訂 

1原文、顕蜜。 

2原文、嫜妣。 

五古人云く、聞くべし見るべし 

ある日、教えて言われた。 

古人は、「耳で聞きなさい、目で見なさい0」と言っている。また、 
「実際に経験していないなら目で見なさい。目で見ていないならば 
耳で聞きなさい。」 とも 言っている。 

その意味は、「耳で聞いたら、実際に目で見なさい。目で見たら、 
実際にやってみなさい。 まだ 自分でやったことがないならば、せめ 
て見ておきなさい。 まだ 見ていないならば、せめて ri ' rj いておきなさ 
い。」 という ことである。 


一日示二云ク、古人云ク、「聞くべし、見るべし。」 
卜。また云ク、「〈経〉ずんば見るべし、〈見〉ずんば 
きくべし。」 卜。 

言は、きかんょりは見るべし。見んょりは〈経〉 
べし。いまだ〈経〉ずんば見るべし。いまだみずんば 
聞クべしとなり。 

また云ク、学道の用心、本執を放下すべし。身の威 
•儀を改むれば、心も随ッて転ずるなり。先'/律戗の戒 
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正法眼藏聞記一 


1.--<->>りば、心も随ッて改マるべきなり：^ k に (-t 俗 また>||われた。 

人’の常の習ヒに、父母の孝養のために、宗廟にして 仏道を学ぶ心得として、まずもとからのとらわれた気持をすっか 
各集会して泣くまねをするほどに、終には実に泣ク りなげ捨てるがよい。作法にしたがって姿勢を整えると、心もそれ 
なり。学道の人も、はじめより道心なくとも、ただ強 につれて正しくなる。まず、戒律に定められた行ないを守ると、心 
て道を好み学せば、終には真の道心もおこるべきなり。もそれにつれて改まるはずである。宋の国では、俗人の間の風習と 
初心の学道の人は、ただ衆に随ッて行道すべきなり。して、なくなった父母への孝養のため、先祖をまつ“離 e 皆が集ま 
修行の(用)心故実等を学し知らんと思ふ事なかれ。 り、泣くまねをしているうちに、しまいにはほんとうに泣いてしま 
用心故実等も、ただ一人山にも入り市にも隠れて行ぜ うのである。仏道を学ぶ人も、はじめから道心がなくても、気持に 
ん時、錯なくよく知りたらばよしと云ふ事なり。衆に さからってでも、仏道をすてずに学んでいると、しまいにはほんと 
随ッて行ぜば、道を得べきなり。譬ば舟に乗りて行ク うの道心がおこってくるはずである。 

には、故実を知らず、ゆくやうを知らざれども、よき 初めて仏道を学ぶ人は、ただただ僧団に従って道を行ずべきであ 
船師にまかせて行けば、知りたるも知ラざるも彼岸に る。修行の心得や秘訣を学び知ろうなどと思ってはならない。心得 
到るがごとし。善知識に随ッて衆と共に行ジて私なけ や秘訣などということも、つまりは、ただ一人山に入ったり、市中 
れば、自然に道人なり。 に隠れたりして仏道を行じようとする時、間違いなく正しく心得て 
学道の人、若し悟を得ても、今は至極と思ゥて行道 いたらよいという事である。僧団に従って修行しておりさえすれば、 
を罷ル事なかれ。道は無窮なり。さとりてもなほ行道 道を得るはずである。たとえば舟に乗って行くには、漕ぎ方も知ら 
すべし。良遂座主、麻谷に参ゼし因縁を思ふべし。 ず、進み方を知らなくても、腕のよい船頭にまかせて行けば、知っ 

ている人も知らない人も、向こう岸に着くようなものである。すぐ 
れた指導者に従い、僧団といっしょに仏道を行じて、私心がなけれ 
注 ば、そのままで仏道の人である。 

|もとから 寺って いる 執着。 仏道を学ぶ人は、もし悟ることができても、これでもうこの上は 
11なげすてる。 ないと思って、仏道修行をやめてはいけない。仏道は無窮である。 

一_|仏家の四威儀は行•住•坐•臥。日常の行為のすべて 悟ってもなお修行しなければならない。昔、良遂座主が麻谷山宝徹 



をあらわす。 

四忭儀は、一々の箇条にわたるきまり。戒行は、仏法を 
学ぶ者がしてはいけないと制止されている行ない。 

玉「キョゥヤゥ 、ブモ(父母) キョゥヤゥノタメ-一 
スル」(日葡辞寄)。 

六中国の葬儀に哭の礼がある。 

七衆は Sa - Bgha で、三人、あるいは四人以上の比丘の 
集まりを言う。ここは修行の道場の大衆をさす。 

八てほんとすべき先例。この書では、その道の人に親し 
く拊導を受けてはじめて知りうる極意、秘訣といっても 
ょいであろう。 

九「小隠は陵藪に隠れ、大隠は朝市に隠る。」(文選、王 
康琚、反招魂詩)。 

一 Q 知人朋友の善道にみちびく者をいう。教授の善知識、 
同行の善知識、 f 護の善知識の三があるが、ここは教授 
の^知識すなわち指導者。 

一一邦州の良遂座主が初めて麻谷山宝徹禅師(馬祖の法 
嗣)に参じた時の話。麻谷は、良遂の来るのを見ると鋤 
膨を とって 畑の草と りに 行- P てし まった。良遂は草をす 
いている ところまで 追っかけて行ったが、麻谷はふり向 
きもし ない。 さつさと 方丈に帰り門を とざして しまつた。 

良遂は翌日もまた麻谷のところへ出かけて行った。麻 
谷はまた門をとざしてしまった。良遂はたまりかねて門 
をたたいた。麻谷が「だれだ。」とたずねた。「良遂。」 

と答える。自ら名前をとなえた時、良遂は忽爾として契 
倍した。 
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正法眼蔵随聞記一 


そこで良遂が言った。「和尚、良遂を だまさない でく 
ださい。わたしがもし来って和尚を礼拝しなかったから、 
ほとんど一生を経論のぅちにだまされてすごしたでしょ 
う L _° と。あとで良遂は、そこから自分の講義の場所に 
帰ると、講義をやめ、弟子を解散してしまった。(正法 
眼蔵三百則による。)座主は、講座の主ということで、 

経論の講義のできる仏教学者。 


六学道の人は後日を待って行道せん 
と思ふ事なかれ 

教えて言われた。 

仏道を学ぶ人は、後日を待って仏道修行をしょぅと思ってはなら 
ない。ただ、今日ただ今をとりにがさずに、その 日 その 日、 その時 
その時に努力すべきである。 

この近くに、ある在家の人がいたが、長い間病気であヮた。この 
人が、去年の春のころ、わたしに約束して、「この病気をなおした 
ら、妻子と別れて仏門に入り、お寺の近くに庵室を建て、月に二回 
の布薩にも参加し、毎日の仏道修行やら、教えのお話やらを見聞き 
して、できるかぎりは、戒にかなった行ないを守って、一生を送り 
ましょう 0」と言っていたが、その後、いろいろと治療を加えたの 
で、少し病勢も衰えたが、重ねて病勢がつのり、むなしく 月日を す 
ごしてしまった。ところが今年の正月から急に重態と なり、 苦痛も 


示二云ク、学道の人は後日を待ツて行道せんと思ふ 
事なかれ。ただ今日今時を過ごさずして、日々時々を 
勤むべきなり。 

爰にある在家人、長病あり。去年の#!▽の比槪契りて 
云く、「当時の病療治して、妻子を捨て、寺の辺にョ齡 
室を構へて、一月両度の布薩に逢ヒ、日々の行道、法 
門談義を見聞して、随分に戒行を守りて生©-1を送ら 
ん。」と云ヒしに、そノ後種々に療治すれば少しき^減 
気在りしかども、また増気在りて、日月空シく過ゴし 
て、今年正月ょり俄に大事になりて、苦痛次第に責ム 
るほどに、思ひきりて日比支度する庵室の具足運びて 
造るほどの隙もなく、苦痛逼るほどに、先づ人の庵室 
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を 借りて移り居て、 SI 51 C *' 一両月に死去しぬ。前夜、菩 
g 獻ヲ 受ヶ 、 HO 宝 12 帰して、臨終よくて終りたれば一一 
在家にて狂乱して、梁子に愛を発して死なんよりは尋 
常な ^ ども' 去年思ヒよりたりし時、在家を離レて寺 
に近づきて、僧に i れて一年行道して終りたらば勝れ 
たらましと 存ズるにつけても、仏道修行は後日を待つ 
まじきと觉ユ るなり。 

身の病者なれば、病を治し-- C 後に好く修行1んと思 
はば、 4m ; rr 心の到す姐 V り。 M - 大和合の身、誰か病な 
.からん。古人必ズしも金骨にあらず。ただ志の到りな 
fi 、 他事を忘れて行ずるなり。大事身に来れば小事 
±觉ぇぬなり。仏道を大事と思ゥて、一生に窮メンと 
&ぅて、日々時々を空シく過ゴさじと思ふべきなり。 

*5人の云ク、「光陰戯シク度ルコトなかレ」卜。若 
シこの^を治セんと営むほどレ除ずして増気して、苦 
1^11むる時は、痛、、、の軽かり」 m 行道せでと思ふな 
り〇然 1 f 、 痛 ミを 受けては重くならざる前にと思ひ、 
重くなりては死せざる前* ti と思ふべきなり。病を治す 
るに〈の^!*〉るもあり、治するに増ずるもあり。また、治 
セざるに除くもあり、治せざれば増ずるもあり。これ 

能々思ひ入るべきなり r え，つを、？ 
また行道の居所等を支度し、衣鉢等を調へて後に行 
ゼんと思ふ事なかれ。貧，泌の人、世をわしらざれ。衣 


次 m こひどくな るので、思い切って平素準備していた庵室 J - i - j の R 材 
を運んで造ろうとしたがそのひまもなく、苦痛はいっそうひどくな 
るので、ひとまず、他入の庵室を借りて移り住んだが、わずか一、 

二か月のうちに死んでしまった。それ•でも死ぬ前の夜には菩薩戒を 
受け、三宝に帰依して、正式の仏弟子となり、臨終は立派にしてな 
くなったから、在家のまま心も乱れ、妻子への愛着をおこしたまま 
死ぬよりは結構なことであるが、去年思い立った時に在家の生活を 
離れて寺に近づき、僧団の生活にもなじんで、一年間正式にゼ逍を 
行じて死んだなら、ずっとよかったであろうのにと思う。これにつ 
けても、仏道修行は後日を待つということではいけないと思われる 
のである。 

自分は病気があるから、 i をなおして後に立派に修行しようと 
虱うのは、道心がないからである。人のからだは、地水火風の四元 
素がかりにあつまってできているものであるから、病気がないとい 
うことはない。むかしの人たちがみんな不死身であったのではない。 
ただ、仏道修行の志が徹底しているから、他のことはいっさい心に 
かけず行ずるのである。人間というものは、大事件が身に迫ると、 
小事は忘れているものである。仏道こそ一生の大事と思い、必ずこ 
の命のあるうちにきわめつくそうと思って、その日その日、その時 
その時をむだにはすごすまいと思うべきである。 

松駆¥胤#師は『毵虮歟』で、「光陰をむなしくすごしてはなら 
レよ P 〇」と： W っておられる。さしあたっての病気をなおそうと: v , r - l 心 
している間に、病気はなおらないで、かえって容態が進み、苦痛が 
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正法眼蔵 Bfi 聞記一 


鉢の)ハ乏しくして死期日々に近づくは、具足を锊ツ 
て、処を待ツて行道せんと思ふほどに、一生空シぐ過 
ゴすべきをや。ただ^;鉢等なくんば、在家も仏道は行 
ずるぞかしと思ぅて行ずべきなり。また衣鉢等はただ 
あるべき僧牀の荘なり。実の仏道は其レニもょらず。 

得来らばあるに任すべし。あながちに求ムル事なかれ。 
ありぬべきをもたじと思ふべからず。わざと死せんと 
思ゥて治せざるもまた外道の見なり。仏道には「命を 
W シむ事なかれ。命を惜シまざる事なかれ。」と云フ 
なり。より 来らば灸治一所炙薬一種なん ど 用ひん事は、 
行逍の礙ともならず。行道を指置イて、病を先とし、 
後に修行せんと思ふは礙なり。 




一出家人に対する名。家庭生活をなし、職業を営むのを 
本務とする。 

11 「チャウビャウ、ナガイ ワズ ライ」 (日葡辞書)0 
三約束して。 

四さしあたった今の時。「タウジ、イマノトキ」(日葡辞 

書) 0 

五「アンジツ」(日葡辞書)。 

六 upavasha の音訳語。善宿と訳す。仏教徒が一月に 
二回、満月と新月の日に最铬 りの 精舎に集まり、出家の 


いよいよひどくなると、痛みの軽いうちに仏道を行じないで残念な 
ことをしたと思うものである。だから、病気によって痛みを感じた 
ら、重くならないうちに仏道を行じておこうと思い、病気が重くな 
ったら、死なないうちに仏道を行じておこうと思うべきである。病 
気というものは、治療してなおることもあり、治療してもなおらな 
いこともある。また、治療しないでもなおることもあり、治^しな 
いで惡化することもある。ここのところをよくよく深く考えるべき 
である。 

また、仏道を行ずるための庵室などの用意をし、袈裟•応觉器な 
どをそろえた上で道を行じようと思ってはいけない。貧乏で困って 
いる人は、世わたりに東奔西走してはいけない。裂裳•応量器等の 
必要な道具が足りなくても、一方で死ぬ時は日々に近づいているの 
であるから、道具がそろうのを待ち、適当な居所のできるのを待っ 
て仏道を行じようと思っているうちに、あたら一生をむなしくすご 
すことになる。裝您•応 a 器なども、もし無いならば、そういう物 
を持たない在家の人でも、仏道を行ずるに不足はないのだからと思 
って、ただただ仏道を行ずべきである。また、考えてみれば、袈 
裟•応量器などは、ただ僧としての形をととのえるためのしかるべ 
き飾りである。真実の仏道はそうした物のありなしによるものでも 
ない。しかるべき因縁で手にはいれば、あるに任せて持つがよい。 
無理をしてまで手に入れようとしてはならない。かといって、また、 
持てるものをしいて持つまいと思ってもいけない。病気も同様で、 
わざと、いっそ死んでしまおうと思って治療をしないのも、また仏 
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㈣ ょ 一堂に会して 戒律の箇条を読み上げて罪を懺悔し、 

&家の信者は八戒を守り、説法を聞き、僧尼に 飲食の供 
食をする。 これが 「梵網経」 とともに 中国に伝わり、道 
元禅師も正確に実行され^ t のらしい。っ経に、「仏、 
もろもろの 菩薩に告げて i 一口 •く、 我れ今半月半月に自ら 
諸仏の戒法を誦す。霸一切発心の 菩薩、 乃至千 発 趣. 

十 長養 •十金剛•十地の諸菩薩もまた誦すべし。」「布薩 
の日は、新学の菩薩は半月半月に布薩して十重四十八軽 
戒を誦すべし。」とある。 

七病勢の減退すること 。後世、「元気」の字をあてる0 
八病勢のつのること。 

L 大乗 戒 。三帰 十戒を受けて大乗の菩薩の資格を確認す 
る儀式。 

5苦1戒±、三帚(帰依仏法僧)。三聚浄戒(摂律義戒. 

摂释摂衆—‘。 十讓(不殺.不盗.？ 

不妄語•不酿酒•不説過•不自讃毀他•不慳•不嗔•不 
謗 Vi 一宝)から成る。正法眼蔵受戒巻、仏祖正伝菩薩戒作 
^等こ詳し、，。 

|一尋は八尺、常は一丈六尺。ともに長さの 単位を あらわ 
す文字を重ねて、細かいところまできっちりとしている 
のが原義で、やがて、あたりまえ、という意義にうつっ 
て ゆく。 しかし鎌倉時代のころには、きっちりしている、 
あたりまえ であるということは、すぐれた 怠味を もって 
、た。 「ジンジャ ウナヒト」 (日葡辞書)。 

111菩提心のないこと0 

一一一一す ベてのものは 地 (堅固の 性質)•水(湿う性質) •火 


道の考え方ではない。仏道では、「命を惜しんではいけない、また、 
命を惜しまずそまつにしてはいけない。」と教える®である。しか 
るべきたょりがあれば、お灸の一所もすえ、病状にあわせて、あぶ 
った薬の一種類など服用することは、仏道を行ずる邪魔にもならな 
、。 U かし、ム道を行ずるのをやめてまで、病気を第一に考え、病 
気がな-®ってから修行しょぅと思ぅのは、道のさまたげである。 
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(熱の性^) . M (動揺の性質)の四つの元素のあつまり 
であるという思想。もちろん人間も同様。 

I 四石頭命遵 Q 8 l sss の参同契であろう。石頭希遷は 
六祖の弟子、その滅後、青原行思の法嗣となる。南岳の 
石 台上に庵を結んでいたので石頭(石の 上に いる人の 
意)和尚と人が言った。弟子に天皇道悟•薬山惟儼 •丹 
霞天然等がある。『参同契』は、洞山の『宝鏡三昧歌』 
とともに、 短くて仏法の要を説きえ たものとして洞門に 
尊重される。その結句に、「謹んで参玄の人に白す、光 
陰虛 しく 度る ことな かれ。」 と ある。 

IM わしるは走る。東奔西走するのを戒める。 

1六衣は三衣で、九条•七条•五条の袈裟。鉢は応量器と 
いう仏家の正式の贪器。住は樹下石上を原則とするから、 
衣鉢さえあれば、衣、食、住に不足がないわけである。 

一七形をととのえるためのもの。 

I 八仏道以外の思想、学問、生活態度をいう。 

一九法華経比喩品に、「若し人、精進して常に慈心を修し、 
身命を惜しまざらんに、すなはち、為に説くべし0 J と 
あり、正法眼蒇行仏威儀の巻に、 r 不惜身命也、伹惜身 
命也。」とある。 

一一0霊雲の還魂丹に、「薬を炙りて陰を制し、以てその陰 
を引く。薬を炙りて陽を制し、以てその陽を引く。」と 
あり、病状にあわせてあぶって効用を発揮するょう にし 
た薬。原文 r 瀉薬」は音写の文字であろう。 

校訂 
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1 原文、少事。 

2 原文、「待チ」。チはテの古体であったかと思われる。 

3 原文、瀉薬。 

4 ン、原文、朱書。 

七海中に竜門と云ふ処あり 

示一一云ク、海中に m - 門と云フ処ろあり。浪頻に作なり。 教えて言われた0 
も！!ろの 魚、 波の処を過ぐれば必ず^5と成るなり。] RI に 海の中に竜門という所がある。そこは波がしきりに打ち寄せる所 
竜3と云フなり。今は云く、^ノ処、浪も他処に異な である。いろいろな魚が、この波の所を過ぎる と、 必ず竜になる。 
らず、水も同ジくゾははゆき水なり〇然れども定マれ それで竜門と言うのである。今この話で言いたいことは、この竜門 
る j ^ M L fIJ にて、魚この処を渡れば必ず竜と成るなり。 という所は、ほかの所と波がちがっているわけではないし水も IN 1 じ 
魚の歡^改まらずゝ身も同ジ身ながら’忽に竜と成る く塩からい水である。けれども、一定の不思議な力によって、魚力 
なり 0 H 啦デの儀式も是レをもて知ルべし。処も他所に ここを通ると必ず竜になるのである。見たところは、魚の鱗がかわ 
似夕れども、叢林に入れば必ず^ 0 となり祖となるなり。るわけでもない、その魚のからだも、そのままでありながら、たち 
挺も A と同ジく (纪し、衣も人と同じく)服し、 Mi を どころに竜となるのである。達磨 l J , J 下の禅僧の儀式も、これによっ 
除き寒を〈 II 〉ぐ事も同じけれども、ただ献を円にし*衣を て理解するがよい。場所も他の所と M じような所であるが、修行の 
前 e し'歡し殺等にすれば、た111 i 衲子となるなり 0 1 船道場に入ると必ず仏となり祖となるのである。食物も普通の人と IM-J 
似 # 5 も 遠く 求むべからず。ただ叢林に入ると入 ラ ざ じように食べて飢えをしのぎ、衣服も普通の入と同じように造て寒 
るとなり。竜門を過グると過ギざるとなり。 さを 防ぐ事に変わりはないのであるが、ただ、頭をまるめ、四^い 

また云ク、俗の云ク、「我れ^ I ”売れども人の買フ 袈裟を着て、食事は正午に一回と朝のおかゆだけという仏家のきま 
事無ケれ ばな り . 0 卜 。仏祖の道も慰のごとし。道を りに従うと、 たちまち逹磨！ ,, J 下の禅僧となるのである。仏となり、 
1«シむにあらず、常に与フレども人の得ざるなり。道 祖師となるとい うこと も遠くに求めてはならない。ただ、出家して 
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を抖ることは根の利鈍には依らず。人々皆法を悟る、ベ 
きなり。ただ精進と懈怠とにょりて得道の遅速あり。 
進怠の不同は志の到ると到ラざるとなり。志の到ラざ 
る事は、無常を思はざるに依ルなり。念々に死去す、 
畢竟暫くも止らず。暫くも存ぜる間、時光を虚シク 
すごす事なかれ。 

「倉の鼠食に飢袅、田を耕す牛の草に飽力ず。」と 
云フ意は、財の中に有れども必ずしも食に飽かず、草 
の中に栖めども草に飢ゥる。人も是のごとし。仏道の 
中にありながら、道に合ざるものなり。希求の心止マ 
ざれば、一生安楽ならざるなり。 

道者の行は善行悪行皆おもはくあり。人のはかる処 
にあらず。昔恵心僧都、一日庭前に草を食する鹿を人 
をして打ちおはしむ。 

時に人有リ、問ゥテ云ク、「師、慈悲なきに似たり。 
草を惜シンで畜生を悩マす。」 

僧都云ク、「我れ若シ是 レを打夕 ずん ば、この 鹿、 
人に馴れて惡人に近づかん時、必ず殺されん。 この 故 
に打つなり。」卜。 

鹿を打ツは慈悲なきに似夕れども、内心の道理、慈 
悲余れる事足のごとし。 


修行の道場に入ると入らないとのちがいだけである。竜門の版の a 
で言えば、竜門を通過するかしないかのちがいだけである。 

また、世間で言う言葉に、「わたしは黄金を売っているのに、人 
人が黄金を手に入れないのは、人が買わないからだ。」というのが 
ある。仏祖の道もこれと同じである。道を惜しんで与えないのでは 
ない、常に与えているのであるが、人がそれを手に入れないのであ 
る。仏道を得るということは、生まれつきのするどいとか鈍いとか 
によるのではない。だれでもめいめい法を悟ることができるのであ 
る。ただ、ひたすらに努力してやまないか、なまけているかによっ 
て、道を得るのに速い、おそいがある。またその努力するか、なま 
けるかの違いは、志が徹底するかしないかにかかるものである。士心 
が徹底しないのは、無常ということをよく考えないからである。わ 
れわれのからだは刻々に片はしから死んでいっている。どこまでい 
っても少しの間も一定な状態を保ってはいない。生きているわずか 
の間に、時をむなしくすごしてはならない。 

またことわざに、「倉にすむねずみが腹をすかしており、田をた 
がやす牛が腹いっぱい草を食べたことがない。」というのがある。 
その意味は、倉にすむねずみは穀物を積んだ中にいるが必ずしも腹 
いっぱいでいるわけではなく、田を耕す牛が草の中にいても、草を 
食べなければ腹をへらしているということである。人もこの通りで 
ある。人みな仏道の中にいながら、それを自覚しないために、仏道 
にかなった生活ができないのである。自ら仏道のまっただ中にいる 
ことに気がつかず、ほかに悟りがあるかと思って、ねがい求める心 
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注 

I 山 l ^' ti 货河の上流に竜門県あり。滝が三段になってい 
て - fii 門：-級といぅ。 

11塩からい。「鹹 シハ、ユシ、シホカラシ」 (名義抄 )0 

_11達磨門下の禅僧。正法をまっすぐに伝えた仏弟子とし 
て、誇りをもって用いている。 

四正法眼蔵出家巻に「諸仏諸祖の成道、ただこれ出家受 
戒のみなり」とある。 

五「カ ヶタ ニ」(名義抄)。四角い衣、すなゎち仏袈裟 
のこと。 

六斎は、太陽が南中するまでに食べる一日一回の正式の 
食事。これを補って早朝には粥を食べる。仏門の定まっ 
た食事のしかた。 

七諸の善いことを心をこめて実行して休みのないこと。 

八 r ヶ ダィ、 オコタリ オコタル」 (日葡辞書)。 

九精進と懈怠といぅことがあるのは0 

一〇いかなるものも常に変遷してとどまることがないこと。 
「誠に夫れ、無常を観ずる時、吾我の心生ぜず、名利の 
念起らず、時光のはなはだ速やかなることを恐怖す」 
(学道用心集)。「しばらく無常を心にかけて、ょのはか 
なく、人のいのちのあやふきことをわすれざるべし」 
(正法眼蔵道心巻)。 

一一念は、外界の刺激に応じて記憶をとどめる心のはたら 
き。ゆえに時間的には一瞬一瞬と同じ。すべてのものが 
無常であるということは、刻々に一つの状態が死滅して 


がある間は、一生安^に生きることはできないのである。 

さてまた、仏道に深くいたっている人の行ないというものは、善 
行につけ、悪行につけ、それぞれ考えがあってやっているものであ 
る。ほかの人がおしはかることのできないものである。昔、恵信僧 
都は、ある日、庭さきで草を食べている鹿を、人に命じて打ちたた 
いて追い払わせた。 

そこにいた人が、「あなたさまは、慈悲のお心がないかのょうで 
す。なぜ庭先の草を惜しんで畜生を苦しめるのですか。」とたずね 
た。 

僧都は、「わたしがもしこの鹿を打たなかったら、この鹿は人を 
こわがらなくなり、悪人にも安心して近づいて、殺されるにちがい 
ありません。だから打つのです。」と言われた。 

鹿を打つのは、見かけは慈悲がないょうであるが、心の内の道理 
は、慈悲のあふれていることはこの通りである。 
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次の状態があらわれているということである。 

111「仏道を行ずる者は、すべからく自己本道中にあって 
迷惑せず、妄想せず、顚倒せず、増減なく、誤謬なしと 
信ずべし。」(学道用心集)0 
一一一一ねがい求める心。 

I 四源信。(九四二—一00三)恵心院に住した。大和国葛城の人。 

比叡山の慈恵大師につき天台の教学の奥儀をきわめ、権 
少僧都となる。専修念仏を説き、わが国念仏宗の基礎を 
なす。『往生要集』『一乗要訣』等の著がある。 

校訂 

1文意を考えて補う。慶安本、流布本とも「喫し衣も同 
じく」とある0 
2 濁点原本にぁり。 

八人法門を問ふ 

一日示二云ク、入、法門を問ふ、あるィは修行の方 ある日、教えて言われた。 

法を問フ事あらば、衲子ハすベからく実を以て是レを 人が仏の教えをたずねることがあったり、または修行の方法をた 
答フべシ。若シクは他の非器を顧み、あるィは^-心未ずねることがあったら、達磨門下の禅僧は、必ず真実をもって答え 
入の人意得、、へからずとて、方便不実を以て答フベから るべきである。あるいは相手がそれに耐えうるかどうかを考え、あ 
ず。！ i 口薩戒の意は、直饒小乗の器、小乗ノ道を問フと るいは初心の人や、まだ真実の法を聞いたことのない人には、わ 
も、ただ大乗を以て答フべきなり。如来一期の化儀も からないだろうといって、かりの手だてや、真実でないことをもっ 
Fli 方便の権教ホ実に!^なり。ただ最後実教のみ て答えてはいけない。菩薩戒の中に説かれている趣旨は、ょしんば 
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実の益あるなり。 

然れば、他の得不得をば論ぜず、ただ実を以て答フ 
べきな り。 若し此ノ中の人(これ)を見ば、実徳を以 
て是 レをうる事を 得べし。仮徳を以て是レを うる 事を 
得べし'|;%仮徳を以て是レを見るべからず。 

昔、孔子に一入有ツて来帰す。 

孔(子)問ゥて云ク、「汝何を以てか来ツて我レに 
帰する0」 

1 g の俗云ク、「君子参内®！:賴是レを見しに、顒々 
として威勢あり。依ツて是レに帰す。」卜。 

孔子、弟子をして乗物•装束.金銀•財物等を取り 
出 シて是 レを与へき0 
「汝我レに帰するにあらず。」卜。 

また云クこギ治の関白殿、有ル時鼎殿に到ツて火 
を焼く処を見る。 

鼎殿見て云ク、「何者ぞ、左右なく御所の鼎殿へ入 
るは。」と S ツておひ出されて後、さき.©悪き衣服を 
脱ギ改メて、顒々として矿リ装束して出給7時に、前 

〈はるか〉 一四〈てんが〉しやうぞく 

の鼎殿、遙にみて恐れ入ツてにげぬ。時に殿下、装束 
を^ I に掛ケられて拝せられけり。人、是レを問ふ。 

「我レ人に貴びら るる も我ガ徳にあらず。ただこの装 
束の故なり。」卜。 

31かなる潸の人を貴ブ事是ノごとシ。経教の文字等 


小乗しかわからない ょうな 人が、小乗の道をたずねても、ただ、自 
分は大乗をもって答えるべきだというのである。釈尊一代の教化の 
なされ 方も、真実の教えを説かれる以前のかりの教えは、 まことに 
益がない。ただ、一代の最後、入滅の前に説かれた真実の教えだけ 
が、 ほんとうに 益が あるのである。 

だから、相手が理解するかしないかは問題とせず、ただ、輿夷を 
もって答えるべきである。もし、教えをその通りに聞ける人が聞い 
たならば、実徳の人は実徳をもって法をさとることもできるであろ 
うし、仮徳でもって法をさとることもできるであろう。姿かたちの 
ょしあしや、 表に見える徳でもって人を見てはならない。 

それについて、昔、孔子のところへ一人の人が、従者になりたい 
と言ってやって来た。そこで孔子がたずねて言った。「お前は、ど 
ういうわけでわたしの従者になろうというのか。」 

その男が言った。「あなたさまが宮中へおいでになるとき、お姿 
を見ましたところ、いかにも立派で勢いがありました。それであな 
たさまのお身内になりたくてまいりました。」 

すると 孔子は、弟子に命じて乗り物•衣装•金銀•財定等を取り 
出して与え、「お前は、わたしに：3服して来たのではない。この衣 
装におどろいただけだ。」と tr った。 

また言われた。 

宇治の関白殿(歡,頼1)が、ある時、宮中の鼎殿にはいって、 
火をたくところを見ておられた。それを鼎殿の役人が見つけて、 
「むやみに宮中の鼎殿にはいっているのは何者だ、こんな所にいて 



n 法脓蔵随聞記一 


を fi ブ事 もまた 是ノごとシ。 

古人云ク、「言、天下に満チテロ過無く、行、天 
下に満チテ怨惡を亡ず。」卜。是レ則チ言ふべき処を 
言ヒ、行フべき処ヲ行ふ故なり。至徳要道の行なり。 

世間の言行は私然を以テ計らひ思ふ。恐らくは過の 
みあらん事を。衲子の言行ハ先証是レ定マれり。私曲 
を存ずべからず。仏祖行ヒ来れる道なり。 

学道の入、各自ラ己ガ身を顧みるべし。身を顧ミ 

しんじんい〈か〉 たも 

ると 云フは、身心何やぅに持ツべきぞと顧ミルべし。 
然ルに^子は、則ち是レ釈子なり。如来の風儀を慣フ 
べきなり。身口意の威儀、皆千仏行じ来れる作法あり。 
各そノ儀に随フべし。俗なほ「服、法に応じ、言、 
道に随フべし。」と云へり。一切私を用フるべからず。 


I 初心は仏道にはいったばかりの人。未入はまだ真実の 
法を聞かない人。「初めて一実を聞きて巳に華台に入る。 
未入の者のために頓ょり漸を開す。」(法華玄義卷二)。 

1一教えを聞く者の条件にあわせて教化するかりのてだて。 
三梵網経四十八軽戒の第十五に、-若仏子、仏弟子ょり 
外道悪人、六親、一切の善知識に及ぶまで、応に一々教 
へて大乗経律を受持せしむべし……而るを菩薩、悪心瞋 
心を以て、横に二乗声聞の経律、外道邪見の論等を教ふ 


はいけない。」と言って追い出した。関白殿はそこで、前の見?!/ し 
い衣服を脱ぎ、関白の装束をさっとつけて、おごそかに、出ておい 
でになった。するとさっきの鼎殿の役人は、遠くからこれを見て、 
恐れ入って逃げてしまった。その時関白殿は、関白の装束を竿にか 
けて、 うやうやしく 拝された。おそばの人がその理由をたずねる と、 
「わたしが人から尊重されるのも、自分にそなわった徳のせいでは 
ない。ただこの衣装のおかげである。」と言われた。 

頭の粗雑な人間が人を尊重するのは、せいぜい このような もので 
ある。経文や教義の文句などをありがたがるのも、またこれと同様 
である。 

孝経に、「為政者の言葉が天下一般に行なわれて言葉にあやまち 
がなく、為政者の行ないが天下一般に行なわれて、だれもうらみを 
抱くものがない。」 と ある。これはすなわち、言うべき ことを 言い、 
行なうべき ことを 行なうからである。これが最高の徳であり、道の 
最も大切な ところを 心得た行ないである。 

世間の人の言行は、自分の考えで、よいとしてやってみる。おそ 
らく間違いばかりではなかろうか。しかし、達磨門下の禅僧の言行 
には、昔からの実例がはっきり定まっている。自分勝手の間違った 
考えを持ってはならない。これがすなわち仏祖が代々行ってこられ 
た道である。 

仏道を学ぶ人は、めいめい自己の身を反省してみよ。自分の身を 
反省す ると いうのは、身と心とをどのようにしていったらいいかと 
反省するのである。しかるに、仏弟子というのは、とりもなおさず、 
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れば軽垢罪を犯す。」とある。 . 

四大乘は Mahp ' yplna の訳。音訳は摩詞衍。乗は乗り物 
の意で大きな乗り物。これに乗って行けば真実の世界に 
至る。これに対して自分ひとり煩悩を去って空寂の境地 
に達しようとする声聞縁覚の教えを小乗という。道元禅 
師の仏法は大小乗の区別なくすベて一仏乗の立場である 
が、ここは一応、教判の意味で区別している。 

五天台智者大師(蓋八|五九セ)の教相判釈は、仏教の全経 
典を五時(華厳•阿含•方等•般若•法華涅槃)八教 
(蔵•通•別•円•頓•漸•秘密•歪)に分けて組織 
立て、四十余年はいまだ真実をあらわさず、ただ法華涅 
槃時に至ってはじめて真の大乗を説いたとする。比叙山 
に学んだ者は、この教判が常識となっているから、今そ 
れによって説いているのであろう。次の「尔前方便の権 
教」も、法華に至る以前は、かりの教えと見る立場から 
言う。 r 尔前」は、-ーゼンとも読むが、今、原本のかな 
に従っておく。 

六前項にあげた天台の教判五時のうち、釈迦入滅の前八 
年間に説いた真実の教え。法華涅槃時をさす。 

七実徳とは人々本具の仏性、仮徳は因縁によって表われ 
た眼前の姿。実とか仮とか、初心、後心など、対立する 
概念は大乗仏教の立場からは、固定した差はない。 

八顔や姿の美醜等身体の上にあらわれたもの。 

九中国春秋時代の政治思想家。儒家の祖。世界の四聖人 
の一。弟子を教えて倦まなかった。この話で、物を与え 
て返したのは、従者志願の人であったからであろう。 


釈尊の子である。だから、釈迦如来のなされかたの通りにすべきで 
ある。身でする こと、 口に言う こと、 意に思う ことの それぞれに つ 
いて、多くの仏が、同じょうに行なってこられた作法がある。めい 
めい、そのき まりに 随いなさい。孝経でも、「衣服は先王の法にか 
なったものを用い、言葉は道にしたがって言うべきである。」と言 
っている。決して自分だけの考えを用いてはならない。 
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正法眼蔵随聞記一 


10さかんなさま。また厳正のかたち。「稽古とは…古今 
の耳をして願々然として聴かし む。」 (知事清規 )0 
11藤原頼通(究二—10茜)。藤原道長の子。康平四年 (10 
六一)太政大臣となる。宇治に平等院を建て、延久四年 
(一〇セーー)八十一歳で剃髪、法名を蓮花覚と言った。 r クヮ 
ンバク」(日葡辞書)。 

11一宮中主殿寮で、お湯殿の湯をわかす所。またその役人0 
1三取り太刀(いそいで太刀をとってかけつける意)とい 
う言葉が太平記にある。ここもすばやく装束をつけるこ 
とであろう0 

I 四皇族•摂政•関白•将軍などにつけた敬称。「テンガ」 
(日葡辞窖)。 

一五古文孝経、卿大夫章第四 r 言、天下に満ちて口ぁ®ち一 j 
く、行、天下に満ちて怨悪を亡ず。三者備はり矣、然し 
て後ょくその宗廟を守るはけ だし 卿大夫の孝なり0」 

1六孝経、開宗明義第一「子日く、先王至徳要道有り以て 
天下を順ふ。民用て和睦し、上下怨無し。」 

I 七自分で正しいとする。あるいは思念の音写か。 「シネ 
ン、ォモィ、ゥ」意味は思案、考ぇ。(日葡辞書)0 
一八公でなく、正でないこと。 r 監院の職は為公これ務む。 

いはゆる為公とは、私曲無きなり。」(知事清規)0 
一九衆生は仏戒を受けると仏の子となる。釈尊の子で ある 
から釈子という。「既に仏子たり、いづくんぞ仏風に111 
はざらんや。」(学道用心集)0 

110過去•現在•未来の三劫(数ぇきれない長い時間をあ 
らわす)に、それぞれ千仏の出世が あることになって お 
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り、釈尊はそのうち賢劫(現劫)の第四仏である。ここ 
は無量の長い時間の間に、時あって出現する仏がすべて 
という意味。 

111「先王の法服にあらざればあへて服せず、先王の法 t 
にあらざればあへて道はず、先王の徳行にあらざればあ 
へて行ぜず。このゆ袅に法にあらざれば言はず、道にあ 
らざれば行なはず。」(孝経卿大夫章第四)。「俗なほいは 
く、先王の法服にあらざれば服せずと。仏子いづくんぞ 
仏衣にあらざらんを f せん。」(正法眼蔵袈裟功徳巻)。 

校訂 

1原文のふりがなは「二へドノ」。漢字によってかなを 
改めた。 r 贄殿(にへどの)」は、宮中供御の料を納めて 
ぉく所。 

九当世学道する人 

示 一一 云 ク 、当世学道す る 人、多分法を聞 ク 時、先'/ 教えて 言われた。 

炉< - ru 齡する由を知られんと思ゥて、答 c ? J , m ばが好力ら 近ごろ仏道を学ぶ入は、多くは、法を聞く時、まず、理解の早い 
ん やうを 思ふほどに、聞くことは耳を過ゴすなり。詮 のをわかっても らおう として、気のきいたうけ答えをしようと思っ 
ずん艇道心なく、吾我を存ずる M なり。 ているうちに、) II '- 心の 111-]くべき ことを、聞きのがしてしまう。結 /.. i 

ただすベからく先づ我レを忘れ、人の 言 はん事を好 のところ、 ' y .- Jn 心がなく、自分というものを捨てていないからである 
く翊ィ て、 ^こ■静力に案じて、 Ir も あり 不審もあらば、 法を [1 H く時は、ただ、ぜひともまず自分というものを念頭におか 
. si '- r - も*じ、、 レ 得たらば. 51 ツて曝すべし。^' , 座に領ず、利-- P - の.：.- H うことをよ く聞いて、それから静かに考えて、もし久 
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正法服礅随閗記一 


(解)する由を C 1 I -: せんとする、法を好クも間力ざるな 点や、疑問があったならば、次の機会にでも欠点をあげて論雖し、 
り。 納得がいったらその上で M 依したらよい。その場でよくわかった梂 

子を見せよぅとするのは、肝心の法の話を、よくも聞いていないの 
、：， である。 

一「リャゥゲサトリ、トク」(日葡辞書)。 

1 i 欠点。まちがい。「ナンヲユゥ」(日葡辞書)は、誤 
解.問違いを非離する意。 

一 ii 帰依する。 

四その場で。 


卜唐の太宗の時 

示二云ク、まの太宗の時、異国ょり千里ノ馬を献ず。 教えて言われた。 

帝是レを得て喜ばず して 自ラ思はく、「直饒千里の馬 唐の太宗の時、外国から一日に千里を走る名馬を献上した"犮{•水 
なりとも、独り騎ッて千里に行くとも、従ふ臣なくん はこれをもらっても喜ばず、ひそかに、「たとえ千里をゆく駿馬で 
ばそノ詮なきなり。」卜。 も、自分ひとり乗って千里の先を走っても、あとについて来る家来 
闪ミニ魏徴を召シてこれを問フ。 がなかったなら、そのかいがない。」と考えた。 

澂云 く、「帝の心と同じ。」卜。依ッて彼の馬に金帛 そこで魏徴を呼んで、これについて意見を求めた。 

を負せて還サしむ。 魏徴は、「わたくしの考えも陛下と同じでございます。」と言ったり 
今は云ク、帝なほ身の用ならぬ物をば持夕ずして是 それで、その馬に黄金や絹織物を背負わせて、贈り主に返させたし 
レを 31 ス。况ンヤ衲子ハ衣鉢の外の物、決定して無用 今言おぅとするところは、世俗の帝王でさえ無用の物は持たない 
なるか。無用の物、是レを貯へて何かせん。俗なほ一 で、これを返した。まして、達磨門下の禅僧は、裝裝•応霧以外 



道を専ラにする者は、等を持スる事を要と 
せず-ただ一切の国土の入を百姓眷厲とす。 

九， ii ffi ? 子息に遗§すルニ、「ただ道を専ラにはげ 
むべ しごと云へり。况ンや仏子は、万事を捨て、専 
ラー事をたしなむべし。是レ用心なり。 

注 

一李世民(五九六—六四九)高祖の次子。隋末の乱れに当たり、 
父に勧めて挙兵せしめ、海内統一をなして秦王に封ぜら 
れた。兄逮成、弟元吉が世民の偉名をねたんで彼を殺そ 
ぅとしているのを 知り、かえって彼らを殺して帝位に即 
、—た。在位二十三年、世に貞観の治といわれる。『帝範』 
の著あり。 

一一 ここは 貞観政要からの引用であるが、『貞観政要』巻 
二に—話は次の通りで—。太宗が西域に使いを発し 
て良馬を求めた。これに対し、魏徴がいさめて、「ムカ 
シ於ハ 家、 千里ノ馬ヲタテマッルモノ ァリ、文帝 ノノ 
タマハク 、 Em ノツネノアルキー ーハ、 日ニ ユク事三十里 
-1 スギズ。モシ- ー ハカナル 事 アツテアルカン 時、日一一五 
十里ニスダべカラズ……千里ノ馬アリトィフトモ、ヮレ 
ヒ トリ ノリ テ イブ クニカユカンヤ、スナハチ ソノイ テマ 
キレルミ チノツヒェヲツグノヒテコレヲカヘス」(『仮名 
貞観政要』による。かなづかい訂)と言って、馬を買う 
のをやめさせた。この段の話では馬を返したのが太宗に 


の物は、間違いなく無用であろぅ。無用の物をためておいて何にな 
ろぅ。 在俗 Q 人で さぇ 一つの道を専門にする人は、田苑ゃ荘園など 
を持つことを 必要としない。ただ一切の国土の人を、自分の領地に 
すむ民や一族の者と見るのである。 

地相法橋はむすこに遺言して、「ただ道をもっぱらはげみなさ 
、。一と だけ言った。まして、仏弟子は、万事を すてて、ひたすら 
こ一つの事を身につけなくてはならない。これが心得である。 
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正法眼蔵随問;? fl — 


なっているが、それはこの随聞 dd が閗き書きであること 
を示すものであろう。『仮名貞観政要』は、江戸時代の 
出版であるが、そのょみ方は、 M 元禅師と同時代の菅原 
為長(二五八—三四六)が北条政子の求めに，応じて書きくだ 
したものと伝える0 

三字は玄成。唐初の名臣。はじめ太宗の兄建成に仕え、 

世民の偉名日に盛んなのを見て早くこれを殺すょうにと 
勧めた。太宗は、自分を殺そうとした者であるがその一 
命をかえりみず直諫する意気を愛し、.諫議太夫、検校侍 
中に任じ、鄭国公に封じた。孔頴達のもとに周書、隋書 
の編纂に従った。二十四史中直諫第一と称せられる。 

四 m は絹織物。 

五今この話を引いて言おうとするところは。 

六 r ヶッジャゥ、サダメ、(サダ)ムル」(日葡辟谨〕。事 
が定まって fj かないのに言う。決定信、決定業などと使 
われる仏教用語。 

七貴族や寺社の私有地。同時にその地の人民も隸属した。 

八「百姓」は人民、庶民。「眷属」は一族、親族。ここは 
自分につき従うもの。 

九法橋は僧位の名。法眼の次に位し、五位に準ずる。地 
相は、固有名詞であろうが、いかなる人か不明。 

校訂 

1原文、大宋。 

9. 原文、巍。 
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十一学道の入、参師聞法の時 

示二云ク、学道の人、参師聞 I の時、能々窮メて聞 
キ、重ネて聞ィて決定すべし。問フべきを問はず、言 
ふべきを言はずして過ゴしなば、我ガ損なるべし。 

師は必ず弟子の問ふを待ツて発言するなり。心得 
〈経〉たる事をも、幾度も問ウて決定すべきなり。師 
も、弟子に能々心得たるかと問ウて、云ひ聞かすべき 
なり。 


注 


師のところへ行って法を聞/ 
わかって時を経る。 

十二道者の用心 


教えて言われた。 

仏道を学ぶ人は、師匠の所へ行って法を聞くときは、よくよく窮 
極のと ころまで聞き、何度も重ねて聞いて、心に疑いのないように 
すべきで ある。 問うべき を 問わず、言うべきを言わないで過ごした 
なら、それは自分の損であろう。 

師匠というものは、必ず弟子の質問を待って発言するものである。 
だから、わかったつもりでやってきたことでも、何度も尋ねて疑い 
のないようにすべきである。師 K のほうでも、弟子によくよくわか 
つたかとたずねて、言って聞かすべきである。 


示二云ク、道者の用心、常の入に殊なる事有り。 

二 と〈き〉てらぜつじき あ と〈き〉 

故建仁寺ノ僧正在世の時、寺絶食す。有る時一人の 

三だんな 〈きぬ〉 

檀那請じて絹一疋施す。僧正悦ビて自ラ取ッて懷中し 

〈もた〉 四 

て、人にも持せずして、寺に返ッて知亊に与へて云く、 

艽みや i たんじやうしゆく な 

「明 H 一の浄粥等に作さる(べし)。」 


教えて言われた。 

仏道に深く至った人の心がけは、普通の入とはちがったところが 
ある。 

なくなった妞仁寺の栄内僧 ]£ が在 1 U : の時、食物がなくて寺じゅぅ 
何も食べられない ことがあった。そぅしたある 時、一人の檀家が僧 
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m 法眼跦随聞記一* 


然ルに俗人のもとょり所 $_!• して..•ふク、 i 训がましき 
^心ツて絹二三疋入ル事あり。少々にてもあらば給ハ 
るべき」ょしを申す。僧正則ち先の絹を取リ返して即 
ち#へぬ。時にこの知事の僧も衆僧も思ひの外に不審 
す。 

後に僧正自ラ云く、「各、僻事にぞ思はるらん。然 
れども、我れ思ハくは、衆僧面々仏道の志ありて集マ 
れり。一日絶食して餓死すとも、苦シかるべからず。 
俗の世に交はれるが、指当ツて事闕らん苦悩を助ケた 

おのおの じき 

らんは、各々のためにも、一日の食を去ツて人の苦を 
n 心 メ たらんは、利益勝れたるべし0」卜。 

道者の案じ入れたる事、是ノごとシ。 


注 


I 釈氏要覧に智度論を引いて、「得道の者を名づけて道 
人となす。余の出家者の未得道の者、また道人と名づく。 
道者またこの説に同じ。」と言ぅ。 

1一明菴栄西(二四一—三一五)。備中吉備津の人。十一歳の 
時安養寺に入り、十四歳、叡山に上り、ひろく顕密を学 
んだ〇11六八、一一八七年の二回入宋して虛1傲_か 
ら臨済宗黄竜派の禅を伝えた。幕府の支持を得て京都の 
述仁寺、鎌倉の寿福寺に住した。『興禅護国論』を 著わし、 
叙山の圧迫を受けながら禅を ひろめるにつと めた。栄西 


正ゃ：およびして||]:疋を布施としてさしあげた。僧：止は咨んで、.11 
ら 取ってふところに入れ、人にも持たせず、寺に帰って 知事にみえ 
て、「明朝のお粥などにするように。」と言われた。 

ところがある俗人のところから依頼があり、 r 体面にかかわる事 
情が ございまして、 絹二三 疋どうしても入用でございます。少しで 
もありましたらいただきたい。」 ということを 言ってきた。僧正は 
直ちに 例の絹を 知事からとり返して、そのままその俗人に与えてし 
まった。その時にはこの知事の 僧 も 修行の 僧たちも、僧正のふるま 
いを思いがけぬことと不審に思った。 

あとで、僧正は自分から、「あなたがたは、わたしの やることを 
間違ったこととお思いになるでしょう。しかしわたしが思うには、 
あなたがたはめいめい仏道を行じようという志があってここに集ま 
っておいでです。その志どおり寺にいて、一日絶食して餓死しても、 
さしつかえはありますまい。在俗の人が世間づきあいをしていて、 
現に必要なものがなくて困るその苦悩を助けたならば、すなわち一 
日の食物をさいて人一人の苦しみをなくして やる のですから、ごめ 
いめいのためにも、利益は立ちまさっておりましょう0」と言われ 
た。 

仏道に深く至った人が、道のことを深く考えていることは、この . 
通りである。 
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は道元禅師の出家後四年で入寂している。道元禅師が栄 
西に直接教えを受けたか否かについてはなお問題もある 
が、天文本建撕記には、「建仁開山のダにいますこと四 
ヶ年なり」とあり、正式に建仁寺に入って明全に師事す 
るまでは、比叙山と建仁寺との間を自由に往来していら 
れたのであろぅと見ている。 

三 dplna 施と訳す。 dp'napati (檀 Ms ) が施主であるが、 
混同して檀那でも施主の意となる。 

S 寺院内外の事務をつかさどる役〇禅門には術 f.K 
寺：副寺•維那•典座、直歳の六知事がある。 

主禅院では朝はかゆをいただく。 

六三人あるいは四人以上の比丘が和合しているのを僧伽 
( sa - sgha )、 すなわち衆という。梵音と意訳とを重ねた 
語。「シュゾウ、モロモロノソウ」(日葡辞書) 0 

七「ヒガ n 卜」(日葡辞書)。 


十三仏々祖々、皆本は凡夫なり 

教えて言われた。 

どの仏もどの祖師も、皆もとは凡夫であった。そして凡夫の時に 
は必ず悪い行ないもあり、悪い心もあった。にぶくもあり、ばかで 
もあった。しかし皆それを改めて、指導者に従い、仏の教えと仏の 
行ないとによって修行したので、みな仏となり祖となったのである0 
現今の人もそうでなくてはならない。自分はばかだから、鈍いか 


示二云ク、仏々祖々皆本は凡夫なり。凡夫の時は必 
ず悪業もあり、悪心もあり。鈍もあり、癡もあり。然 
レども皆改めて知識に従ひ、 I 行に依リしかば、皆 
仏祖と成りしなり。 

今の人も然るべし。我が身おろかなれば、鈍なれば 
と卑下する事なかれ。今生に発心せずんば何の時をか 
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正法眼蔵随間記一 


钓ッべき。好むには必ず®べきなり。 らといって卑下してはならない。この世で発心しなければ、どんな 

時を待って発心することがあろぅ。捨てずに行じていると、必ず葛. 
生 を得ることができるのである。 

I 聖者(惑いを断ち、真理を証した人)に対する称。迷 
いの中にある者。法華経に「凡夫は浅識にして、深く五 
欲に著す」とある。 

11指導者。 

111教えと修行。 

四この世に命のある間。 

五発菩提心。仏道に入り仏智を証する志をおこすこと0 


十四俗の帝道の故実を言ふに 

示二云ク、俗の帝道の故実を言フに云ク、~|-獻徽に 
あらざれば忠言を入れず。」卜。 vvw -序忠を存ぜず 
して、忠臣の言に随ツて、道理に任せて帝道を行ナフ 
なり0 

衲子の学道の故実もまた是ノごとクなるべし 。 f 右し 
己見を存ぜば、師の言‘〉耳に入らざるなり。師 ^ jl B 8 耳 
に入ラざれば、師の法を得ざるなり。 

また、ただ法門の異見を忘るるのみにあらず、また 
世事を返して、飢寒等を忘レて、一向に身心を!^めて 


教えて言われた。 

俗世の帝王の道の秘訣を説くのに、「心をむなしくしていなけれ. 
ば忠言を受け入れることができない0」と言っている。その意味は、 
自分の考えをすてて、忠臣の言葉にしたがって、道理のままに帝王 
の道を行なぅのである。 

達磨門下の禅僧が仏道を学ぶ秘訣もまた、この通りであろぅ。も 
し自分の考えを持っていると、師匠の言葉が耳にはいらないのであ 
る。師匠の言葉が耳にはいらなければ、師匠の法が身につかないの 
である。 
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聞ク#、親シく聞クにてあるなり。起 ノごと ク聞ク時、 さらに、ただ教えの上でのちがった考えを持たないばかりではな‘ 
道理も不審も明ラめらるるなり。 ハ、世俗の事をいっさい持ち こまず、 飢えや寒さも念頭におかず、 
真実の得道と云フ も、従来の身心を放下して、ただ ひたすら身心を無にして法を聞く時こそ、真に身に親しく聞けるの 
BIT ^ こ從こ随ひ行ナば、即ち絮が邀 A ! l にてあるなり。 である。このょうにして聞くとき、道理も不審も、自然に明らかに 
これ第一の故実なり。 なるのである。 

真実の得道ということも、これまでの身心をなげ捨てて、ただま 
っすぐに師匠の教えについてゆけば、それがとりもなおさず真実の. 
f 仏道の人なのである。 

I 心がむなしいこと。虚心。 これが第一の秘訣である0 
11自分一個の意見。 

=世俗の ことを 持ちこまないこと。 

四自分の思量、分別を全くなくすること。「参師聞法の 
時、身心を浄うし、職甲を静かにし、唯、師の法を聴受 
して更に余念を交へざれ。」(学道用心集)。 

五師をさす。 


正法眼蔵随聞記二 


一の ㈠ 続高僧伝の中に 
一日示二云ク、 『 li 高僧伝』の中に、ある禅師の会 

三ぶつしやり 〈あが〉 

に一僧あり。金像の仏と、また仏舎利とを祟め用ヒて、 
衆寮等にも有ッて、常に焼香礼拝し恭敬供遴す。 

有ル時禅師の云ク、「汝が崇むる処の仏像舎利は、 
後には汝がた•めに不是あらん。」卜。そノ僧肯ず。 

師云ク、「是レ天魔波旬の付処乂り。早く是レを捨 
テざラんや。」そノ僧憤然として出づれば、 

師、僧の後に云ヒ懸けて云ク、「汝、箱を開ィて是 
ニレを見ルべし。」 

1 へ僧 y 怒リながら是レを開ィて見れば、果して毒蛇 
_ 蟠 つて 臥セり。 

測 是 レを 思フ に、 仏像舎利は如来の遺骨なれば恭敬す 
戸べしといへども、また一へに是レを仰ぎて得悟すべし 
P と思はば、還ツて邪見なり。天魔毒蛇の所領と成る因 
縁なり。仏説に功徳あるべしと見えたれば、人天の福 


ある日、教えて言われた。 

『続高僧伝』の中に、次のような話がある。ある禅師の門下に、一 
人の僧がいた。この僧は黄金の仏像と仏舎利とをありがたがって持 
っていて、衆寮などにいても、いつも香をたいて礼拝し、つつしみ 
うやまい、供養していた。 

ある時禅師が、「お前がありがたがっている仏像と舎利は、後に 
はお前のためによくないことになるだろう。」と言われた。しかし、 
その僧は納得しなかった。 

禅師は、「こんな物は、天魔のとりつき場所である。急いで拾て 
ないか。」と言った。言われた僧はむっとしてその場から出て行っ 
たので、禅師は僧のうしろから声をかけた。 

「お前、箱を開いてそれを見るがよい。」 

その僧が怒りながら箱を開いて見ると、はたして毒蛇がとぐろを 
まいていたという。 

この話について考えるのに、仏像とか舎利とかいうものは釈迦如 
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分と成る事^生身と斉し/惣て三宝の境界、恭敬すれ 
ば罪滅し功徳を得る事、悪趣の業をも消し、人天の果 
をも感ずる事は実なり。是レにょりて仏の悟リを得た 

1へきけん 

りと執するは僻見なり。 

仏子と云フは、仏教に順じて、直に仏位に到らんた 

2ニニくふぅべんだぅ 

めには、ただ教に随ツて功夫辦道すべきなり。その教 

まこと むね -IHL 

に順ずる実の行と云フは、即チ今の叢林の宗とする只 
管打坐なり。是レを思フべし。 


注 


|三十巻。唐の道宣(五九五—六六セ)の著。梁の慧皎の『高 
僧伝』に続いて、梁の天監年間から唐の貞観年間に至る 
商僧の伝を記しあつめてある。本書卷五第七段に、「因 
みに高僧伝•続高僧伝を披見せしに」とあり、道元禅師 
がその修行時代、読んだ書の一つである。 

一一一人の宗師のもとにあつまって修行する門下。 

HI 仏の遗骨。唐招提寺に鑑真がもたらした仏舍利のょぅ 
に宝石などの場合もある。 

四看読寮。僧堂が坐禅•斎粥等の道場であるのに対し、 

斎•粥などの終わった あと、 仏経祖録を見るための建物。 
H 三宝に香華、飲食等を供え、ほめたたえて敬い、教え 
にしたがって修行す ること。ここは、 香華な どを 供えた 

のである。 


来の遺骨であるから、つつしみうやまうべきではあるが、また一方、 
ただただこれをあがめていれば悟りが得られると思うのは、かえっ 
て間違った考えである。天魔や毒蛇のとりことなる因縁である。仏 
の説かれた教えに、うやまえば功徳があるであろうと書かれてある 
から、仏像•舎利が人間界•天上界にしあわせをもたらすもととな 
ることは、ほんものの仏と全く同じである。一体に、仏法僧の三宝 
と称せられるものは、どんなものでもたいせつにしてうやまえば、 
罪が消え、功徳を受け、地獄•餓鬼•畜生などに生まれる悪業をも 
消し、人間界や天上界に生まれる果報をも受けることは真実である。 
しかし、この三宝をうやまうことによって、仏の悟りを得たと思い 
こむのは、間違った考えである。 

仏弟子というものは、仏の教えに従って、直接に仏の位に至ろう 
とするのであるから、そのためには、ただ教えにしたがって一生懸 
命、仏道に力をいたすべきである。その教えに従う真実の修行とい 
うのは、すなわち、今のこの修業の道場が第一とする只管打坐であ 
る。 よくよく これを考えよ。 
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六よくないこと。 

七天魔は欲界の最上位、第六天の魔王。人の真実の智慧 
を断ち、悪業を成就させる。波旬 (pplpiyas) はその名 
である。 

八よりつく手がかり。 

九仏十号の一。ここは釈尊をさす。 

10因果の道理を無視する間違った考え。 

11領有するところ。ここは魔王につかまえられて、魔王 
の手下となること。 

111因は事物の起源、縁は因が果を結ばせる動機、または 
作用。ここはたより。 

一三人間界と天上界。 

I 四現世のしあわせを受けるもととなる行。道分(さとり 
を得るもととなる行)に対する。 

1 UI 本人。舎利のほんものである仏。 

1六仏法僧の三宝。三宝には、一体三宝(無上の真理と、 
その清浄の徳と和合の徳)、現前三宝(如来と、如来の 
証した法と、如来の法を学ぶもの)、住持三宝(仏像、 
経巻、剃髪染衣の僧)の三種がある。 

一- tr 環境として認識される対象。とにかく三宝と名づけら 
れる対象のすべてをさす。 

I 八六道のぅち、惡業の因によっておもむくところ。すな 
ゎち、地獄•娥鬼•畜生•修羅等。 

一九身と口と意とのなす一切のしわざ。 

110衆生は仏戒を受けて仏の子となる。仏弟子。 

111直に仏位に至るのは、坐禅以外に道がない。 



I 三功夫は、力をいたすこと。辦道は成辦道業で、菩提の 
完成に力をいたすこと。その内容は坐禅で ある。 

11111ひたすら坐禅する こと 。『普勧坐禅 儀』に説くところ 
の來禅。 


1原文、右傍に r ヒカ叟力」とあり。 
2原文、工夫辨道。 


一の ㈡ 戒行持斎を守護すベければと 
て 

また云ク、戒行持斎を守護すベければとて、また是 また言われた。 

レ IS のみ宗として、是レを奉行に立て、是なレ frc 依^て 戒律にかなった行ないをし、正午前に一食という仏弟子の規著 
得道すべしと思1た是れ非なり。$£1、守るのがよい t といって、またこればかりを第一とし、これ— 
セ子の家風なれば従ひゆくなり。是れを能事と公へばよりの大事として、これによって逍の语りを f うと f のも、こ 
とて、あな％ち是み宗とすべしと思ふは非 f 。 れまた正しくない。戒行持斎はた i 磨門下®禅僧が言でやって 
然レ <(£ とて、また破戒放逸なれと云フにあらず。若きた行ないであり、仏孪の廣であるから、したがってゆくまで 
シま套ノ f ク執せば邪見なり、外道なり‘だである。これが—な二とだからといって、しいてこれを し 
家の儀式、叢林の家風なれば随順しゆくなり。*レを ようと思うのはよく V よ、，。 

宗とすと、宋土の寺院に住せし時も、衆僧に見ゆべか だからといって、戒を破り、勝手気ままにせよというので はな い¬ 
ら -? r と もしまた、破戒放逸で通そうとするならば、それは間違った考えで 
実の得道のためにはただ坐 W 功夫、仏祖の相伝なり。あり、仏道にはずれている。戒行持 斎はただ、 仏道 修行者の きまっ 



43 


正法 nn 葳随聞記二 


是れに依つて一門の同学五根房、故用祥僧正の弟たやり方であり、修行の道揚の家風であるから、したがつてゆく i ' 
子なり、度土の禅院にて持斎を固く守りて、戒経を終でである。これを第一にするということは、わたしが宋土の寺院に. 
n ’ MHIi せしをば、教へて捨テしめたりしなり。 いた時も、修行僧の間にも見られなかつた。 

ifs 公問ゥテ云ク、叢林学道の儀式は百丈の清規を守 真実道を得るためには、ひたすら坐禅に力をいたすのが、仏祖か. 
るべきか。然ルに、彼にはじめに「受戒護戒をもて先 らしたしく伝わつたところである。 

とす。」と見工たり。また今の伝来、相承の根本戒を そういうわけで、われわれと同じ建仁寺門下の五根坊—この人は 
さづくと見エたり。当家の口决面授にも、西来相伝の 故栄西禅師の弟子である—が唐土の禅院で持斎をかたく守り、梵網 
戒を学人に授く。是レ則チ今の菩薩戒な り。 然るに今 戒経を一日じゅうとなえていたのを、教えてやめさせたのである。 
の戒経に、 「 0;夜に是レを 誦せよ。」と 云へ り。 何ぞ是 その時、わたし(懐弗)がたず ねた。 

レを誦スルを捨テしむるや。 修行の道場で道を学ぶきまりは、百丈禅師の制定された清規を守. 

師云ク、然り。学人最モ百丈の規繩を守ルべし。然 るべきかと存じます。そうすると、かの清規には、まず最初に「受 
ルにそノ fc 式ハ護戒坐禅等なり。「史夜に戒を誦し、 戒•護戒を第一とする」と書いてあります。また、ただ今伝わると- 
専ら戒を售持す0 J と云フ事は、古人の行李にしたが ころも、仏祖から伝わつた根本戒を授けているようでございます。 
うて祇管打坐すべきなり。坐禅の時何の戒か持たれざ わが]4磨門下で弟子と師匠が顔を合わせて親しく伝える教えにも、 

る、何ノ功徳か来らざる。古人の行じおける処の行履、達磨大師がィンドから親しく伝えた戒を、仏道を学ぶものにさずけ 
皆深キ心あり。私の意楽を存せずして、ただ衆に従ッ ております。これがすなわち現在行なわれている菩薩戒でございま 
て、古人の行履に任せて行じゆくべきな り。 す。 しかるに、そのよりどころである梵網戒経にも 「旦仪 これを t 

なえよ0」としてあります。どうして戒経をとなえるのをやめさサ 
るのでございますか。 

注 道元禅師が言われた。 

一戒行は戒律の教ぇにしたがつた行ない。持斎は、仏弟 その通りである。仏道を学ぶ人は、特に百丈の定めたきまりを守 
子の定めとして、正午までに一回食し、以後は食物をと るべきである。しかるに、そこに定められているきまりは、護戒. 
らないこと。 坐禅等である。「昼夜に戒経をとなえもつぱら戒をかたく守る」と 




44 


一一 旨を奉じて行なう。「方今の務め、故事を奉行す るに 
在るのみ。」(漢書魏相伝)。 

||一戒を破り、感覚の刺激に心をうばわれること。「放逸 
にして五欲に入らしむることなかれ」(遗教経)0 
四仏の道場、また仏の教えを信奉する者の意ともなる0 
五三十七品菩提分法に「五根、.-''信根、一1精進根、 
三"ハ念根、四-ス定根、五--、'慧根」とあるのがこの名のよ 
り どころであろう。 また 『宝慶記』 に、 「道元拝問して云 
く、菩薩戒序とは何ぞや」、和尚示して日く、「今隆禅が 
誦する所の戒序なり0」とある。この隆禅のことではな 
かろうか。隆禅上座のことは正法眼蔵嗣書卷にも見える。 
六栄西禅師のこと。その号葉上坊の異字音写である。こ 
のような字音による音表記は、『溪嵐拾葉集』にも 「用 
浄房、用上房」とも見え、当時よく行なわれたものらし 
い。なお、「赴粥飯法」にも「用祥僧正」とある。 

七当時は宋であるが古来の言いならわしによっている。 
八戒の書かれてある経文。ここは梵網経であろう。 

九 r ジュシ、スル、シタ、ョム」(日葡辞書 )0 声を出し 
てよむこと。 

10この「公」の字は、懐群禅師滅後の弟子が、随聞記書 
写の際、敬ってつけた敬称であろう。 

一一百丈は百丈懐海(七四九一<一四)。その制定した禅院の規 
則。百丈は馬祖道一の法嗣。達磨門下の僧は、はじめ方 
方の寺に寄宿して、めいめい修行していたが、百丈の こ 
ろその数もふえ、一つの寺にあつまって共同の生活を し 
ながら修行す るよう になった。百丈ははじめて このよう 


いうことは、すなわち古人の行なったところにしたがって、ひたす 
ら坐禅することである。坐禅の時、どの戒として穿たれないという 
ことがあろうか。またどんな功徳ももたらされないということがあ 
ろうか。古人が行じておかれたところの行ないには、皆深い意味が 
ある。個人のすき勝手な考えを持つことなく、ただ僧団にしたがっ 
て、古人の行なったところのままに行じてゆくべきである。 
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芷法眼葳随聞記二 


な神11.1-寸 n の尭をつくり、その必要に応じて規則を作った。 
大小乗の戒律を折衷したもので、これを古清規という。 

百丈滅後：白九十一年、宋の揚億が景徳元年 (100 四)に序 
文を作って世に流布したが、その本文は今に伝わらない0 
景徳元年から百年後、宋の崁寧二年(一一0111) に、 長蘆宗 
_が、諸本を校定して『禅苑清規』を出版したので、こ 
れ にょり 古清規のお も かげを 知ることができる。 次に あ 
る百丈の規繩も同じものをさす。「禅苑清規に云く、… 
…然れば則ち参禅問答は戒律を先と為す。」(正法眼蔵受 
戒)。「禅苑清規に云く……百丈高祖の規繩、あに虐然な 
らんや。」(典座教訓)。 

111大乗の菩薩戒。梵網経に「諸仏の法戒…是れ諸仏の本 
源、行菩薩道の根本、是れ大衆諸仏子の根本なり。」とあ 
る。道元禅師の正伝の菩薩戒は梵網経にもとづき、三帰 

さんじゆじようかい しよ 5りつぎかい しよう ぜん If うかい しよう 

(帰依:^、法、僧) • 一一聚浄戒(摂律儀戒•摂善法戒•摂 
衆少戒、•十重禁戒を授ける。 

111一口伝や、直接会っての教授。 

I 四道元禅師が如浄禅師のもとで伝授せられた仏祖正伝の 
菩薩戒。その内容は一二項参照。 

11 il 梵網経四十八輕戒の第三十^！に、二右仏子、禁戒を護 
持し、行住坐臥、日夜六時に是の戒を読誦すること、な 
ほ金剛のごとく、浮襲を帯持して大海を渡らんと欲する 
がごと くなるべし。」 と ある 0 
一六『禅苑淸規』巻頭第一が受戒、次が護戒の章である。 
護戒の章にいわく、「受戒の後、常に まさに 守護すべし、 
むしろ法有りて死すとも、法無くして生きざれ。」また、 
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坐禅、巫禅儀の章ぁり。 

一七前出梵網経四十八軽戒第三十四。また同第十八には、 
「 H 夜六時に菩薩戒を持し、その義理、仏性の性を解す 
べし0」とある。 

I 八道元禅師の戒は坐！；と別のものではないから、坐禅を 
すればおのずから保たれるのである。「れ」は自発の助 
動詞。 

I 九内心に満足してよろこびをおこすこと。 


1原文、奉公。したがってここは漢音で読む。 

二人その家に生まれ、その道に入ら 

一日示一一云ク、人その家に生マれ、そノ道に入ら ば、 ある 日、教えて言われた。 

先づその家の業を修スべし、知ルべきなり。我が道に 人は、ある専門の家に生まれ、ある路門の道に入るならば、まず 
あらず、自が分にあらざらん事を知り修するは即チ非 第一にその専門の家のしごとを身につけるべきでありょく理解すベ 
なり。 きである。そして、自分の^ ns ' y -3 でなく、自分のなすべき範囲で 
今、出家の人として、即チ仏家に入り、僧道に入ら ない事を知り、身につけょうとするのは、すなわち心得違いである。 
ば、すべからくその業を習フべし。 今、出家 1/.- H として仏の道場に入り、僧の道に入るならば、ぜひと 
そノ霞 を守ると云ふは、我執を捨て、知識の教に随 も出家としてのしごとを身につけるべきである。 

ふなり。そノ大意は、食欲無キなり。食欲無力らんと その,' I 1 ,家としてのやり方を守るというのは、自分に対する執着を 
思はば先'/すべからク吾我ヲ離ルべキなり。吾我を離 捨て、指導者の教えにしたがうことである。その大事な点は、むさ 
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止:沾眼蔵随聞記二 


るるには、観無你处れ第•一の ")!] 心なり。 

世人多ク、我レは元来人に能シと言ハれ思はれんと 
思ふなり。そレが即チょくも成リ得ぬなり。ただ我執 
を次第に捨て、知識の言二随ひゆけば昇進するなり。 
「理を心得たるやぅに云へども、しかありと云へども、 
我レはその事が捨テ得ぬ。」と云ツて執し好み修する 
は、ぃ r : p るなり。 

渖僧の能く成る第一の用心は祇管打坐すべきなり。 
利鈍賢愚を論ぜず、坐禅すれば自然に好くなるなり。 


注 

一一つの煤門の家。 

二やり方。 

三自分の身を、実体あるものと認めるのが執着になる。 
四重要な内容。 

五欲望の対象をむさぼり求めて飽くことない心。 

六自分といぅもの。しかしこれは、因縁によって成り立 
っているのであるから、元来実体のないものである。 

七すべてのものは ぅつり 変わって一定の状態にあるもの 
でないことをよくよく知ること。「誠にそれ無常を観ず 
る時吾我の心生ぜず、名利の念起らず。」(学道用心集)。 
八その心がとりもなおさず。 

九のぼり、すすむ。「抜群昇晋す」(知事淸規)。「百尺の 


ぼりほしがる心がないことである。その介欲の心をなくそうと III 心う 
ならば、まず、ぜひとも自分というものを捨て去るべきである。自 
分を捨て去るには、無常を観ずることが、第一の心得である。 

世間の人はたいてい、もともと、人から立派だと言われよう、思 
われようと思っている。その心があるから、立派になることができ 
ないのである。ただ自分に対する執着をだんだんに捨て、指導者の 
言葉に従ってゆけば、進んで行くのである。 

「あの指導者は、道理のわかったような事を言うが、それはそうで 
はあるけれども、自分はこれこれのことは捨てかねる」と言って執 
着し、特に取りあげて身につけようとすると、いよいよ下落するの 
である。 

禅僧がよくなる第一の秘訣は、ひたすら坐禅すべきことである。 
生まれつきのするどいのも鈍いのも、.賢いのも愚かなのも問題にし 
ないで、坐禅をすれば、おのずから立派になるのである。 


竿頭に昇進するとも」(正法眼蔵大悟)。 

10師匠の話が。 

11しずむ。おちぶれる。昇進に対する語。 

一一一「ゼンゾゥ、ゼンシュゥノ ソゥ」(日葡辞^ )0 
11一| 人為の造作なくそれ自身のあり方としてそぅある こと0 

校訂 

1「は」、原文朱書。 

三広学博覧はかなふべ からざる 事な 


教えて言われた。 

広く学び、博く書物を読むことは、到底できるものではない。す 
ベて思い切ってやめるがょい。ただ一つの事について、心得や、秘 
訣を習い、先輩の修行のあとをもょく調べて、一つの行に専心努力 
し、人の師匠ぶ- P たり、先浓顔をしないことである。 

注 

I その道の先顰。 

一|人間界に法ゼ説く師。世尊は人間.天上の両方に法を 


<はくらん〉 、，つ 

>示二日ク、広学博覧はかなふべからざる事なり。一 
向に思ひ切ッて、留るべし。ただ一事に付ィて用、ひ故 

一せんだつ あんり いちぎやぅ 

実をも習ひ、先達の行履をも尋ネて、一行を専ラはげ 

二に んし け しき 

みて、 人師先達ノ気色すまじきなり。 
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正法眼蔵随閒記二 


四の ㈠ 如何なるか是れ不味因果底の 
道理 

ある時、弗、師に問ゥて云ク、如何ナルヵ是レーー V ® ある時、齡齡が、禅師におたずねした。 

ん. .、 :i5 てい ひ a- くじよ 5a- こ わ 

沐 wli- の道" 31 - 百丈野狐の話に、不味因果ということがありますが、不昧因果の 
帥云ク、不動因果ナリ。 道理とは、どういうことでございますか0」 

云ク、なにとしてか脱落せん。 禅師が言われた。 

師云ク、歴然一時見なり。 「不動因果である 。I 

かく 五くわ 1 

云ク、是ノ ご , i クな らば、果、引起すや。 「因果とはそんな墜固なものであるとすれば、どうしてぬけ出られ 
師云ク、您て是ノ ごとクな らば、南泉猫児を截ル事、ますか0」 

大衆 d に避得ず。即チ猫児を斬却シ了ンぬ。 「因果ははっきりと、 1-11 時にあらわれている0」 

後に趙州草鞋ヲ脱シテ戴キ出し、また一段の儀式 「因果が！：時であるとすれば、次の結果を引き起こしますか0」 
なり。 禅師が言われた。 

また云ク、我レ若シ南，奴なりせば即チ道フべし、 「いつもそんなふうに、次々と結果を引き起こすとしたら、萌戚組 
「道 ヒ 得たりとも即チ斬却せん。道不得 なりと も即チ 配の&はどうだろう。ある時、南泉の門下で、両堂の大衆が猫を争 
斬却せん。何人か猫児を争ふ、何人か猫児を救ふ。」 っていた。南泉はこれを見ると、たちまち猫を引っとらえ、『一句 
卜。 、 . 言ってみょ、言い得れば切らずにおこう。一言もなければ切ってし 
火衆に代ッて道ハん、「既に道得す。請フ、和尚猫 まうぞ。』と言った。しかし、^^!のうち一人として物も言えなか 
児ヲ斬 ラン (ことを)0」卜。 った。そこで南泉は猫を一刀両断に切りすててしまった0 

また大衆に代ッて道ハん、「南衆ただ一刀両段のみ そのあとで南泉が趙州にこの話をすると、趙州はわらじを脱いで、 
を知ッて一 a 、 一段を知ラず0」卜。 頭にのせて出て行ってしまった。これはまた一段とみごとなやり方 
弊云ク、如何ナルヵ是レー刀一段。 であった。」 
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師云ク、大衆道不得、 Ji 久不対ナラバ、泉、道フべ 
し、「大衆 □? に道得す。」と S ッて猫児を放下せまし。 
古人云ク、一^<用現前して軌則を存セず。」卜。 

また云ク、今の斬猫は是レ即チ仏法の大用、あるい 
は一 r 転語なり。若シー転語にあらずは、山河大地妙 
1 rlr .'L 队とも云 7 ベからず。また即心是仏とも S フべ 
らず。即チこ ノー 転語ノ言下にて、猫児ガ鉢仏身と 
— またこの語を聞ィて学人も頓に悟入すべし。 

また云ク、こノ斬猫即チ是レ仏行なり。 

唤ンで何とか道フべき。 

唤ンで斬猫とすべし。 

また云ク、是レ罪相なりや。 

云く、罪相なり。 

何としてか脱落せん。 

云ク、別。並ビ具ス。 

云く^ , ; SIJ 3 解脱戒とハ是ノごとキヲ道ふか。 

云く、然なり。 

また云ク、但シ S 疋ノごとキ料簡、直饒好事なりと 
も無カランにはし力じ。 


百丈野狐の話に出る言葉。 


また禅師は言われた。 

「わたしがもし南泉であったら、すなわちこう言おう。 

『一句言い得ても斬ってしまうぞ。言い得なくても斬ってしまうぞ。 
猫をとりあっていたのは一体だれだ。猫を救おうというのはだれ 
だ0』 

それから、わたしが大衆の代わりにこう言おう。 

『このように大衆一同黙然としているのは、まさに道の全体を言い 
得ております。 さあ お師匠さま、どうぞ猫をお切りください0』 

また、大衆に代わってこうも言おう。 

『南泉大和尚はただ一刀両段だけを知って一刀一段を知りません 
な。』と。」 

懐弗がたずねた。 

「一刀一段とはどういうことでございますか。」 

禅師が言われた。 

「大衆が一言もなく、しばらくうけ答えがなかったならば、南泉は 
こう 言ったらよい。 

『諸君が黙っているところに、道の全体がそのまま現われている。 
これが言い得たところだ。』と a って、つかまえていた猫を放して 
やったらよかろう。(猫は逃げてゆく、これが一刀一段である。) 

古入も、 『 A に偉大な働きが実現するときは、きまったやり方と 
いうものはない。』と言っている。」 

また言われた。 

「この南泉の斬猫は、とりも直さず仏法の偉大なるはたらきである。 
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正法服蔵随聞記 


「洪州 'rl 丈山大知 1禅師、おょそ参のついで、一老人苻つ 
て常に法を聴く。大衆もし退けば老人もまた退く。たち 
まち一日退かず。師、つひに問ふ、面前に立つ者はまた 
是れ何人ぞ。老人対へて日く、某甲は是れ非人なり。過 
去迦葉仏の時において、かつてこの山に住す。因みに学 
人問ふ、大修行底の人、還つて因果に落つるやまた無し 
やと。某甲他に答へて云く、不落因果と。後五百生野狐 
身に堕す。今請ふ、和尚代つて一転語したまへ。貴むら 
くは野狐身を脱せんことを。つひに問うて日く、大修行 
底の人、還つて因果に落つるやまた無しや。師云く、不 
味因果。老人言下において火悟し、礼を作して日く、某 
rn すでに野狐身を脱してこの山後に住す。あへて和尚に 
告ぐ、乞ふ、亡僧の事例に依れと。」 c 正法眼蔵大修行巻 
にょる)。正法眼蒇深信因果にもこの話をあげる。 

「不味因果の道理は、因果にくらからずとなり。」(深信 
因果)。「不味因果は、因果にくらからずといふは、大修 
行は超脱の因果なるがゆ袅に脱野狐身すといふ。」(大修 
行)。「底」は、上の事がらを名詞とする辞。 

11道元禅師の一転語であるが、懐姅禅師は r 因果は動か 
すべからざるもの」と 取つたので、 「どうしたらそれか 
ら 解脱で きるか」という 問いが 出てくる。 

111解脱と同じ。とらわれがなくなること。 

四見は現に同じ。はっきりと、同時にあらわれている意。 
「大因果と云ふは、円因果満の道理なる因果をさすなり。 
今の大修行の姿を因果とは談ずべきなり。」(大修行巻御 
抄)。「上堂、百丈野狐の話を挙し了って云く、まさに為 


あるいは言い^ないところを言いあらわして大転換をもたらす 一111/-ム 
語である。もし、一転語でなければ、山河大地妙浄明心とも：： m うこ 
とはできない。また即心是仏と言うこともできない。すなわち、こ 
の一転語の言下に、直ちに猫の体を、すなわち仏の身と見るのであ 
る。またこの一転語を聞いて、学人も即座に真実の悟りに入るであ 
ろう。」 

また言われた。 

「この斬猫はすなわち仏行である。」 

「それでは、その行為を何と名づけたらよろしゅうございましょ 

う0」 

「斬猫と言ったらよい L _° 

また懐弊がたずねた。 

「これは罪相でございますか。」 

禅師が言われた。 

「罪相だとも0」 

「どうしたら罪相からぬけ出せますか0」 

禅師が言われた。 

「仏行として大衆を悟入せしめることと、罪相ということとは別の 
ことである。しかし、一つの行為に仏行と罪相とが同時にそなわっ 
ているのだ。」 

懐弊が言った。 

「別解脱戒とは、こういうのを申しますか。」 

禅師が言われた。 
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へり、胡鬚赤と。希有なり、赤鑛胡。不落と不味と。因 
果さらに因果。諸人因を知り果を識らんと要すやまた無 
しや。払子を挙して云く、看よ、看よ、因果歴然 U 払子 
を擲下して下座す。」(永平広録卷一)。 

五因果が同時に完成しているなら、次の果はどうして出 
てくるかと疑う。因果同時がまだ理解されていないから 
である。 

六南泉斬猫の話。「南泉一日、柬西の両堂猫児を争ふ。 
泉、見て遂に提起して云く、道ひ得ば斬らじと〇衆無対。 
師、猫児を斬却して両段となす。泉、前話を挙して趙州 
に問ふ。州、便ち草鞋を脱して、頭上に戴いて出づ。泉 
云く、子若し在りしかば猫児を救ひ得てん。」(宏智頌 
古：水平広録卷九頌古)。 

南泉普願 Q 四八—八 ill 四)は馬祖道一の法嗣、王老師とも 
言われる。趙州従 ii (セ七八—八九七)は南泉の法嗣。六十歳 
から出家し、以後六十年法を説いたと伝える。ちなみに、 
宏智頌古では百丈野狐の話の次が南泉斬猫の話である。 

七すぐれたやり方とほめる。南泉が、弟子たる趙州に、 
すでにすぎ去ったことを話してたずねたのは本末転倒で 
ある、という意味を表現したのであろう。趙州は仏行の 
みを見て、猫を殺したことを大問題としなかった。 

八 いわゆる代語である。南泉に代わって南泉より一歩 進 
んだ道得をする。 

九 絶体絶命の境地に立たせて猫児を争う当体を問う。 

10大衆が無対であったのは無言によって人々の当体を全 
露したのであるからすなわち道得である。 


「その通りである。」 

また禅師は言われた。 

「ただし、猫を殺して道を悟らせるというょうな手だては、たとい 
結構なことでも、ないにこしたことはなかろう0」 
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正法眼蔵随聞記二 


二しばらく答えがない。 

_1雲門文偃の語。すばらしい働きがあらわれる時には、 
一定の きまりに かかわらない という 意。 

111 一目前の事態 そのままに 真如の 悟りとならせる契機をな 
す語。 

一四「古徳云く、作麼生か妙浄明心。山河大地日月星辰。 
あきらかにしりぬ、心とは山河大地なり、 日月 星辰な 
り。」(正法眼蔵即心是仏卷)。あらゆるものをあらしめ 
ている不可思議の、けがれのない心とは、山河大地、日 
月 星辰と別のものではない。 

1 M 正法眼蔵即心是仏の卷参照。大梅山法常禅師は、馬祖 
道一から「即心是仏」と聞いて直ちに山居し、草庵に独 
居して坐禅弁道三十年に及んだ。一切をあらしめている 
原理に即して修行するのが仏であるということ。 

1六とみに。ただちに。 

一七仏教ではすべて実体あるものと考えないから、相をと 
るだけである。 

一八仏行と罪相と(因と果と)は別のものである。しかし、 
斬猫において同時にそなわっている。 

一九波羅提木叉 ( prp ' timokMa ) の訳。防非止悪の意。受 
戒の作法に従って、五戒、十戒等を撥って、：^口！！の惡 
業を離れること。別々に戒を保つことにょって全体解脱 
を得る。道元禅師の戒は、「一戒を受持する時、諸戒受 
持ならずといふ事なし。」(梵網経略鈔) という 立場で あ 
る0 

一一0救済手段。(日葡辞谱)。手だて。 
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1二雲門にもこの語あり。 

校訂 

1はじめからここまで、原文は前段に M しているが、内 
容にょり、段を改めた。 

2原文、不道得。 

3原文、脱草鞋。 . 

4原文、載。宏智頌古、永平広録にょり改む。 

5原文、不得の間に Z 点あり。 


四の ㈡ 犯戒と言ふは受戒以後の所犯 
を道ふか 

懷弊がたずねて言った。 

「犯戒(戒を犯す)ということは、戒法を受けてから後に犯したこ. 
とを言うのでございましょうか、それともまた、受戒以前の罪相を- 
も犯戒と言うべきでございましょうか。」 > 

禅師が答ぇて言われた。 

「犯戒ということは、受戒以後の犯したところについて言うのであ 
る。まだ受戒しない前に犯したところの罪相は、ただ罪相(罪のす 
がた)、罪業(罪のしわざ)と言って、犯戒と言うべきではない。」 
懐弊がたずねて言った。 

「梵網経の四十八軽戒の中に、未受戒の時に犯したところを犯すと、 


羿問ウテ云ク、犯戒と言フは、受戒以後の所犯を道 

フか、ただシまた未受以前の罪相をも犯戒と道フべき 
> 〇 

師答へテ云ク、犯戒の名は受後の所犯を道フべし。 
未受以前所作の罪相をばただ罪相、罪業と道ツて、犯 
戒と道フべカラず。 

問ウテ云ク、四十八軽戒の中に、未受戒の所犯を犯 
と 名.' ツクと 見ゆ。如何。 

答へテ云ク。然ラず。彼の未受戒の者、今受戒せん 
とする時、所造の罪を懺悔する時、今の戒に望めて十 
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戒を授クルに、軽戒ヲ犯セルを犯すと云フなり。以前 
所造ノ罪を犯戒と云フにあらず。 

問ウテ云ク、今受戒せん時、所造の罪を懺悔せんた 
めに、未受の者をして懺悔せしむるに、「十重四十八 
軽戒を教へて読誦せしむべし。」と見エたり。また下 
ノ文に、「未受戒の前にして説戒すべからず。」と云へ 
り。二度の相違如何。 

答へテ云ク、受戒と誦戒とは別なり。懺悔のために 
戒経を誦するはなほ是レ念経なるが故に、未受の者、 
戒経を誦せんとす。彼がために戒経を説力ん事、咎有 
ルべカラず。下ノ文には「利養のための故に、」未受 
の前に是レを説くことを修せんとす。最も是レを教フ 
べし。 

問ウテ云ク、受戒の時は r 逆の懺悔すべしと見ゆ。 

新。 

答へテ云ク、実11懺悔すべし。受戒の時許サざル事 
は、且く抑止門とて抑フる儀なり。また K の文は、 
破戒なりとも還得受せぱ清浄なるべし。113悔すれば清 
浄なり。未受にハ同じカラず。 

問ウテ云ク、七逆既に懺悔を許さば また 受戒すべき 
か、如何。 

答へテ云ク、然なり。故僧正自ラ立つ所が義なり。 
既に懺悔を許サばまた是レ受戒すべし。逆罪なりとも 


名づけると見えますがいかがでございましょう L_° 

禅師が答えて言われた。 

「そうではない。四十八軽戒の中で言っているのは、未受戒の者が 
これから受戒しようとする時、今までに造った罪を懺悔する時、こ 
れから受けようとする戒にてらして、十戒を授けるのに、今までし 
た行為の中で四十八軽戒にあたる行為を犯しているのを、『犯した』 
と言うのである。受戒以前に犯した罪を犯戒と言うべきではない。」 
懐羿がたずねて言った。 

「これから受戒しようとする時、今までに造った罪を懺悔するため 
に、未受戒の者を懺悔させるのに、『十重四十八軽戒を教えて読誦 
させよ』と経に見えております。しかるにまたそのあとの文に、 
『未受戒の者の前で戒を説いてはならない』と言っております。こ 
の二個所の違いはどういうことでございましよう。」 

禅師が答えて言われた。 

「受戒(戒を受けること)と、誦戒(戒を声を出してよむことノと 
は別である。懺悔のために戒経を声を出してよむのは、これはやは 
り念経(経の意を思いめぐらしてよむこと)であるから、未受戒の 
者も、戒経を声をあげてよもうとするのである。この人のために戒 
経を説くことはさしつかえない。あとの文章では『利養のためのゆ 
えに』未受戒の者のために戒を説こうとするのをいましめているの 
である。利養のためでなければ、申すまで もなく 説いて教えるのが 

ょぃ0」 

懐葬がたずねて言った。 



悔ィて受戒せば授クペシ。况ンャ菩薩は、直饒自身は 
從 k 戒の罪を受クとも、他のために受戒せしむべし。 

注 

一戒をおかすこと。 

一一仏祖正伝の菩薩戒を受けて仏子となること。道：兀禅師 
は嘉禎三年(三11石)に「得度略作法」(出家を求める人 
に剃髮、受衣、受戒を行なぅやり方を示す)を著わされ 
た。また別に、在家の男女が仏子としての資格を得るた 
めの大乗の菩襁喊を受ける「仏祖正伝菩薩戒作法」一巻 
が伝授されている。」いずれも r 梵網経菩薩戒経」にょる。 
以下この段似||答-も發網経にょる。ちなみに、懐奘禅師 
は嘉禎元年八月十，瓦日、道：兀禅師から伝戒相承されてい 
る。 この 段は その 前後の商置であろぅ。 

三梵網経に説くところの菩薩戒は、三帰(仏法僧に帰依 
する)、十重禁戒(不殺生、不倫盗、不食姪、不妄語、 
不酤酒、不説四衆罪過、不自 J 毀他、不慳食、不瞋恚、 
不謗三宝)、おょび四十八軽戒から成る。ここはその第 
四十一軽戒が問題となるので、次に煩をいとわず引いて 
おく。 

「なんぢ仏子、人を教化して信心を起さしめん時、菩薩、 
他人のために教戒の法師とならば、受戒せんと欲する人 
を 見てまさに教へて二師を請ぜしむべし。和 上と 阿閣梨 
となり。二師まさに問うて言ふべし1汝、七遮罪有りや 


「受戒の時には七逆の懺悔をするようにとあります。しかし、梵網 
経では七逆の人は現身に得戒することを得ずとあります。いかがで 
ございましょう。」 

禅師が答えて言われた。 

「まことに懺悔すべきである。受戒の時、梵網経で、『七逆罪の者 
は懺悔を許さない』と言っているのは、一応、抑止門といって、悪 
をおさえて正道に入れるやり方である。また、この前の文章から言 
って、破戒の人でも、懺悔してふたたび戒を得れば、もはやけがれ 
はないであろう。懺悔をすれば、すべて清浄である。『未受戒不清 
浄の者』とはちがうのである。」 

懐笄がたずねて言った。 

「七逆罪も懺悔を許すとすれば、さらに受戒をさせてよろしゅうご 
ざいましょうか。いかがでございましょう0」 

禅師が答えて言われた。 

「その通りである。なくなった栄西禅師が御自身でお立てになっ 
たところである。懺悔を許した上は、 さらに 受戒するがよい。逆# 
であっても、悔いて、受戒を求めたら授けるべきである。ましてや 
菩薩は、たとえ授くべきでない人に授けたために自分は破戒の罪を 
受けても、ひとのために受戒させるべきである。」 
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不や』と。若し現身に七遮罪有らば、師は まさにた めに 

家かぃ H: rt :^ ぃ忘高 ufT /' r 

さに教へて懺悔せしむべし。仏菩薩形像前に在って、日 
夜六時に十重四十八軽戒を誦し、苦到に三世の千仏を礼 
して好相を見ることを得しめよ……若し好相無くんば、 
懺すといへども益無し、この人現身にまた得戒せず、而 

il: 乂雰 S:) ぃ §t:i で露 対首 

懺悔して罪すなはち滅することを得、七遮には同じから 
ず1° 

ここは、⑶および(5)の傍点の個所の「犯する」の意味 
を検討しているのであろぅ。 

四懺は.5*§0の音訳下略。悔がその意訳語。過去の罪 
過を申しのベて許しを請ぅこと、受戒の前、および布薩 
の時、懺悔文を唱えて行なわれる。 

五前々項に引く梵網経(4)の傍点の部分を見よ。 

六第四±一戒に「なんぢ仏子、利養のための故に、未受 
菩薩戒の者の前、若しくは外道惡人の前において此の千 
仏の大戒を説くことを得ざれ。邪見人の前にも亦説くこ 
とを得ざれ。」とある。この文が第四十一戒の内容と矛 
盾していると見たのである。 

七誦は声をあげてよむこと。 

八経文の意を考えてよむこと。声をあげるにもあげない 
にも、 通じて用いる。六祖の教えに よって 法華経の真意 
を理解した法達は、六祖から念経僧の称を許されている。 
九注六に引く四士一戒の傍点の部分。 

10第四十戒に、「菩薩の法師は七逆人のために現身に受 
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戒せしむることを得ざれ。七逆とは、5 1 似射) M と、齡 r 

. 1.*つ ‘ .t . A つ.出じやう せつ*じや9 はかつまてん -W ふ9んそ5 

と、殺母と、殺和上と、殺阿閣梨と、破羯磨転法輪僧と 
殺聖人となり。若し七逆を兵せば即ち現身に得戒せず0」 
とあり、また第四十一戒にも(2)の傍点の個所のように、 
これを「七遮」と言って、戒を授けてはならない事にな 
っている。しかし、第五輕戒には、「一切衆生の八戒、 
五戒、十戒を犯し、禁を毀り、七逆•八難一切の罪を見 
てはまさに教へて懺悔せしむべし0」とある。 

II 衆生を惡に入れないため、しばらく慈悲をかくし、悪 
人は救われないと言って惡をいましめること。これに対 
し、善悪一切を例外なく受け入れる方面を摂取門という0 

1一 I 注三の第四十一戒⑷の傍点「増受戒することを得」に 
当たるであろう。 

一三「自ら罪有りと知らばまさに懺悔すべし、懺悔すれば 
即ち安楽なり。懺悔せざれば罪ますます深し。罪無くは 
黙然せよ。黙然するが故に、まさに知るべし、 t 歡かケ 
り。」(梵網経菩薩戒序)。 

一四七逆は前掲のごとく梵網経では現身に受戒を認めない 
が、戒の本体は本有の仏性であるから例外はない。栄西 
禅師がそのような解釈を立てたところによるというので 
あろう。 > 

11 f ! 軽戒の制止に反すれば「軽垢罪を犯す」ことになる。 
その罪を承知で、戒を与えるのである。 

校訂 

1濁音原文。 
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原文、所^立。「立つ」は四段でもよい。 


五悪口をもて僧を呵嘖し 


夜話に云ク、悪口をもて僧を呵嘖し、毀呰する事な 
かれ。悪人不当なりと云フとも、左右無ク悪毀る事な 
かれ。先づ何にわるしと云フとも、四人已上集会し 
(行)ずべければ、僧の鉢にて国の重宝なり。最モ帰 
敬すべき者なり。住持長老にてもあれ、若シクは師匠 
_識にてもあれ、不当ならば慈悲心老婆心にて能教訓 
シ誘引すべきなり。そノ時直饒打つべきをば打ち、呵 
噴すべキを: f 呵嘖 すとも、- 殿1 口 謗言の心を起スべ カラ 
ず。 

先師天童浄和尚住持の時、僧堂にて衆僧坐禅の時、 
眠リを警むるに履を以て是レを打チ謗言呵嘖せしかど 
も、僧皆打 タルる 事を喜び、讃歎しき。 

ある 時、また上堂の次でには、常に云ク、「我レ已 
に老後の今は、衆を辞し、庵に住して老を扶ケて居る 
ベけれども、衆の知識として各々の迷ヒを破り、道を 
助けんがために住持人たり。是レに因ツて ある イは呵 
嘖の言を出し、竹箆打擲等の事を行ず。是レ頗る恐 
レあり。然れども、仏に代ツて化儀ヲ揚グル式なり。 
詰兄弟、慈悲をもてこれを許し給へ。」と言へば、 


夜話に言われた。 

口ぎたない言葉で僧をしかり責め、また過失を言い立ててそしっ 
てはならない。たとえその者が悪人で、道理に反して いようと も、 
わけもなくにくみそしってはならない。第一、どんなに悪い といっ 
ても、四人以上集まって仏道を行ずるならば、僧団を形づくって い 
るのであって、国のたいせつな宝である。特に帰依し尊敬すべきも 
のである。一山の住持とか、長老とか言われる身であっても、もし 
くは師匠、指導者であっても、衆僧が道理にはずれていたら、慈悲 
心、老婆心を もってよ く教えて、善道にさそい入れるべきである。 
その時、たとえ打たねばならないものを打ち、しからねばならない 
者を しかり 責めても、相手の過失を言い立て、悪口を言おうという 
気持をおこしてはならない。 

なくなった恩師如浄禅師が天童山に住持の時、僧堂で衆僧が坐禅 
をす る 時、居眠りを やめさせる には、はき物でもって打ち、非を言 
い立ててしかり貴めたけれども、僧はみな打たれることを喜び、そ 
の慈悲の行をほめたたえた。 

ある時、また上堂のおりには、いつも言われた。「自分はすでに 
年をとったから、今はもう修行者といっしょに修行するのをやめて、 
そまつな庵にでも住んで、老後を養っていればよいのであるが、衆 



60 


衆僧流涕しき。 

かく ニニニ三け 〈の〉 

是ノごとキ心を以てこそ、衆をも接し化をも宣ブべ 
けれ。住持長老なればとて猥りに衆を領じ、我ガ物に 
思ぅて呵嘖するは非なり。况ンヤそノ人にあらずして 
人の短を謂ヒ、他の非を謗るは非なり。能々用心すベ 
きなり。 

他の非を見て、わるしと思ウて、慈悲を以てせんと 
思はば、腹立つまじきやうに方便して、傍の事を言ふ 

二八 

やうにてこしらふべし。 


注 


一住持人が、大衆の修行を励ますため、夜間、坐禅の間 
でする道話。 

一一比丘を罰する七種の法をいぅ。僧衆の前で呵責を宣言 
し、三十五事の権利を奪ぅ。ここは多くの人の前で非を 
あげて罰を加えること。 

111 そしりとがめる0 
四道理にはずれている。 

M わけもなく。むやみに。 

六僧は Sa - Bgha の略語。和合と訳す。四人以上の比丘 
が一所に集まって和合していること。僧は単数ではない。 
七 仏法僧の三宝は、国家のためにもたいせつな宝である 
という考え方。 


僧の指導者としてお前がたの迷いを破り、仏道を助けようために、 
住持人となっている。このために、あるいはしかり責める言葉を口 
に出し、竹箆で打ちたたくなどのことを行なう。これは非常に慎む 
べきことである。ではあるが、これは仏に代わって、化導をさかん 
にするやり方である。みなさんがた、慈悲をもってこれを許してく 
だされ。」と言うと、衆僧はみな涙を流したものであった。 

このような 心をもってこそ、衆僧をも指導し、教化をもひろめる 
ことができるであろう。住持、長老であるからといって、むやみに 
衆僧を支配し、自分の配下と思ってしかり責めるのは間違っている" 
まして、しかるべき立場にない人が、人の短所を言い、他人の欠点 
をそしるのは間違っている。 よくよく 気をつけるべきである。 

ほかの人の間違いを見て、いけないと思い、慈悲をもって教化し 
ようと 思ったら、相手の人が腹を立てない ように 手段をめぐらして、 
ほかの事をいうようにして、教え導くべきである。 


ei 


正法眼跋随聞記二 


八帰^しうやまう。 

九長老は徳高く、出家して年を経た比丘をもいうが、こ 
こは住持人をいう。前の住持と、同じ意の語を重ね用い 
てある。次の師匠知識と同じ使い方。 

一〇もとは、顔も心も知っている友人の意。善知識、惡知 
識の二類があるが、ここはもちろん善知識。 

二慈は抜苦、悲は与楽。老婆心はゆきとどいた思いやり 
の心。 

11一惡口を言ってやろうという心。 

一一1一なくなった師のこと。「センジ、マエノ シシャゥ J 

(日葡辞書)。 

i 四坐禅堂、雲堂、撰仏堂ともいう。禅院の主たる建物。 
修行僧が集まり、坐禅、斎粥(朝、昼の食事)、起臥を 
ともにする所。堂の中央に聖僧(文殊菩薩)を安置し、 
周囲に長いさじきを作り(いわゆる長速床)、大きな禅 
院では数千の僧がいた。住持人は別に倚子があり、方丈 
から来てこれに坐し、衆僧を指導する。 

一五住持、長老が法堂にのぼって法をのべること。禅院の 
正式の説法。 

1六衆は僧衆。修行僧の指導から手を引く。 
l - fcr 草庵、ここは寺内の小庵。 

|八法具。長さ約三尺、弓のょうにそった竹製のつえ。籐 
を巻き、漆をぬってある。禅家で学人を指導するに用い 
る。「竹箆、人を打つ杖なり。」(下学集、器財門)。 

一九化儀は化導するしかた。それをさかんにする。 

110同学、同参の者にいう呼び名。住持人としては、門下 
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に対してであるが、親しみをもって言っている。 

一なみだを流す。 

11接得。手をとって、指導する。 

三化導をさかんにする。 

四支配下におく。濁音原文。 

五しかるべき位置にある人。 

六てだてをめぐらす。 

七わきのこと。別のこと。 

八教え導く。「誘誨古之良布」(華厳経音義)。「誘コシラ 
フ」(名義抄)。 


1原文、流涕メ。 
2 原文、人ヲ。 


六故鎌倉の右大将 

また、お話の中にこんなことがあった。 

なくなった鎌倉の右大将すなわち源頼朝が兵衛の佐であった時、 
ある日、はれの饗婪があって、頼朝は、内大臣の身近に、役目がら 
出ていた。その時、一人の狼藉者があった。 

その時、火納言が、「あの者をとりおさえよ。」と命じられた。 

頼朝は、「六波羅にお命じください。六波羅は平家の総指挪者で 
あります。」と言った。 


また物語二云ク、故鎌倉の右大将、始め兵衛佐にて 
有リし時、内府の辺に一日はれの会に出仕の時、一人 
の不当入在りき。 

そノ時、大納言のおほせて S ク、「是レを制すべ 
し。」 

(犬)将の云ク、「六波羅におほせらるべし。平家の 
料軍なり。」 





法眼蔵随聞妃二 


大納言は、「手近にお前という武士がいるのだから。」と言われた 
大将は、「私は武士でも、平家の武士を取り締まる立場の者では 
ございません。」と言われた。 

この頼朝の言葉は立派なものである。この心がけで、後には征夷 
大将軍として天下をも治めたのである。今の仏道を学ぶ者も、こう 
した心がけがなくてはいけない。しかるべき立場の人でないのに、 
人をしかりつけてはならない。 

I 源頼朝(二^丄一九九)。 

一|頼朝が右よ衛権佐に任ぜられたのは、いわゆる平治の 
乱の®頼の除目にょるもので、平治元年(二五九)十二月 
十四日、十三歳の時である。同月二十七日には父義朝は 
敗れて美濃にのがれ、翌年正月三日尾張で長田忠致父子 
に殺される。頼朝は三月に伊豆に流されている。 

一||平治元年の内大臣は藤原公教であるが、翌永暦元年八 
月には松殿基房である。道元禅帥は祖父基房からこの話 
を聞いたのではなかろうか。 

四平家の居館のあった所。 

五立派な言葉。 

校訂 

丨原文、二。 

2 原文、 ヲセ ラルべシ。ヲは上声のかなであるから、 の 
ばしてよむ。 


大納 Er の云ク、「近々なれば。」 

ガ将の云ク、「その人にあらず。」と。 

是れ美言なり。この心にて、後に世をも治めたりし 
なり。今の学人もその心あるべし。そノ人にあらずし 
て人を呵する事なかれ。 

注 



注 
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七の ㈠ 昔、魯の仲連 

夜話一一云ク、背、魯の仲連と云フ将軍ありて、平原 夜話に言われた。 

君が国に有ッて能く朝敵を平ラ, ■ COSM ! 君賞して数多 昔、 魯仲連という将堪がいた。平原君の国にあって、よく朝敵を 
の金銀等を与へしかば、魯の仲速辞しで云ク、「ただ 平定した。平原君はその功を賞して多くの金銀等を与えた。ところ 
将軍の道なれば敵を討つ能を成す已而，'賞を得て物を が、魯仲連はそれを辞退して、「ただ将軍として当然なすべきこと 
取ラんとにはあらず。」と謂ッて、敢て取ラずと言フ。 ですから、敵を討伐するはたらきを発揮しただけです。賞を得、物 
魯仲迚ガ廉直とて名よの事なり。 をいただこうためではありません。」と言って、どうしても受け取 
俗なほ賢なるは、我レそノ人としてそノ道の能を成 らなかったという〇魯仲連の廉直な行ないとして、有名なことであ 
すばかりなり。代りを得んと思ハず。学入の用心も廹 る。 

ノごとクなるべしり仏道に入リては仏法のために諸事 在俗の人でさえ、すぐれた人は、自分がその任にある者として当 
を行じて、代リに所得あらんと思フべかラず。内外の 然のはたらきを発揮するだけである。それによって代償を得ようと 
諸教に、皆無所得なれとのみ進むるなり。心を取ル。 は思わない。仏道を学ぶ人の用心も、こうあるべきである。仏道に 

はいった上は、仏法のためにさまざまの事を行なって、代わりに何 
か得る所があろうと思ってはならない。 仏教 や 仏教 以外のさまざま 
の教えに、みな、所得があってはならないと勧めるのである。この 
中国、戦国時代 S 士。あえて職に任ぜず二—を持 話は要約である。 

した。かつて、秦が趙を攻めて趙の四十万の単を破り、 

邯鄲城をも囲んだ時、魏の涔将眾新坦衍は、平原君を介 
して、趙が秦を帝とする意志尜•：小をすれば、桊は囲みを 
解くであろうと説いた。この時、たまたま仲速は趙に遊 
んでこの囲みの中にあったが、平原君に会って新 M 衍と 
会見できるように取りはからってもらった。そして、秦 
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正法眼蔵随聞記二 


が帝となることの不可を説き、趙が秦を帝とするように 
勧めることを思い止まらせた。その結果、形勢は一変し、 
秦の軍は囲みを解いて退き、魏の公子無忌がさらにこれ 
をうち退けた。そこで平原君は仲連に土地を与えようと 
して使者三たび至ったが仲連は辞して受けなかった。 乎 
原 S はさらに仲連のために酒宴を催し、酒たけなわにし 
て千金をもって仲連に贈ろうとした。この時、魯仲連は 
笑って言った。「いはゆる天下の士に貴ぶものは、 人の 
ために2'をはらひ、«をとき、紛乱を解きて取ることな 
ければなり 。 i い ^ 0 5 ^ so ^) 0 ^^^ 0 ^ 0 商賈の事なり。而 
して速、なすに忍びざるなり。」と。ついに 平原 君を 辞 
して去り、一生会うことがなかった。 (史 記卷 八十三、 

啓仲連列伝)。 

一一戦国時代、趙の武霊王の子。名は勝。平原に封ぜら る。 
贤明にして寶客を好み、至る者数千人。趙の宰相となる。 
三物事をよくする力。はたらき。 

四 いさぎよく 心が正しい。 

玉名高いこと。評判の高いこと。 

六しかるべき地位にある入。 

七代償。 

八「仏法のために仏法を修す、すなはち是れ道， より。」 
(学道用心集)。 

九内は仏教の教え、外はそれ以外の儒教、道教等の教え。 
10取意要文の意。魯仲連の話は詳しくされたのであろう 
が、ここには寄かないという、断わり書き。 
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校訂 

1原文、中迪。 

七の ㈡ 直饒我れ道理を以て道ふに 

法談の次に示して云ク、直饒我レ道理を以て道ふに、 法の話をなさったおりに、教えて言われた。 

人僻事を言フを、理を攻めて言ヒ勝ッは惡きなり。 よしんば自分は道理にかなったことを言っているのに、相手が間 
次に、我れは現に道理と思へども、「我が非にこそ」。違ったことを言っても、理屈で攻めて相手を言い敗かすのはよくな 
と 言ツて負けてのくもあしばやな ると 言フなり。 い。 

ただ人をも言ヒ折らず、我が僻事にも謂ヒおほせず、 また次に、自分では、たしかに自分の方が道理に合っていると思 
無為にして止めるが好キなり。耳に聴キ入レぬやうに っても、「わたしが間違っているのでしょう0」と言つて、敗けて引 
て忘るれば、人も忘れて怒らざるなり。第一の用心な きさがるの も、 あきらめが早すぎてよくない。 

り。 ただ、相手もへこませず、自分の間違いにもしてしまわず、何事 

もなく、そのままにしておくのがよいのである。相手の議論も、聞 
生 こえないようにして、気にかけないと、相手も同様に忘れて、怒り 

もしないのである。何より大切な心得である0 

I 法の義理を語ること。談義。 

11理詰めに押して。 

三我が非にこそあらめ。私の方が間違いな のでしょう。 

四退く。 

五早すぎて惡い。 

六言い敗かさない。 

七 何ごともなく。 
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正法眼蔵随 pg 記二 


ハ.， JI -. む」の已然形/- 
いた形。 


" I め」の迚休形がつ 


校訂 


原文、改テ。 


八無常迅速なり、生死事大なり 

示二云ク、無常迅速なり、生死事ガなり。暫^1 
の問、業を修し学を好マンには、ただ仏道を行じ仏法 
を学すべきなり。 

文筆詩歌等そノ詮なきなり。捨ツべき道理左右に及 
ばず。仏法を学し仏道を修するにもなほ多般を兼ネ学 
すべからず。况ンや教家の顕密の聖教、一向 iT 擱▽く 
べきなり。仏祖の言語すら多般を好み学すべからず。 

一事ヲ専ラにせん、鈍根劣器のものかなふべからず。 
况ンや多事を兼ネて心想を調へざらん、不可なり。 


注 


一永嘉一宿覚の話(永嘉真覚が六祖のもとに一宿して道 
を悟り、そのまま止まらずに去つた話) にも この語があ 
る。また、『勅修百丈清規』には、請益(住持人、師僧 
に特に個人的に教えを受ける形式)の時には、住持人の 


教えて言われた。 

生滅の転変は速やかである。生死を明らめることは重大である。 
わずかに命のある間に、何かわざを身につけ、何かとりあげて学ぼ 
うと思うならば、ただ仏道を修行し、仏法を学ぶべきである。 

文章を作ったり、詩歌を詠んだりなどは、結局役に立たない。こ 
れらを捨てるべき道理は言うまでもない。また、仏法を学び、仏道 
を修行するのにも、やはり、手びろくあれもこれもと学んではなら 
ない。まして、学問仏教における顕教、密教な どと いう区別を立て 
た教えは、全くやらずにおくべきである。仏祖の言われた言葉であ 
っても、あれもこれもととりあげて学んではいけない。 

ただ一つの事を専一に行なうことさえ、生まれつき力の劣った者 
には、できはしない。まして多くの事を同時にして、心やそのはた 
らきを静かにしないのは、いけないことである0 
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もとに至り、焼香礼拝して、「生死事大無常迅速、伏し 
て望むらくは和尚慈悲方便をもて開示したまえ。」と言 
ってたのむことになっている。 

1|道元禅師には「久しく人間に在つて愛惜無し、文章筆 
硯既に抛ち来たる、花を看、鳥を聞きて風情少なし、時 
の人の不才を笑ふに一任す。」の偈がある。 

三役に立たない。 

四とやかく言ぅまでもない。 

五多くの方面。 

六禅に対し、経論にもとづいて教義を立てる宗旨をいぅ。 

七教家はさらに密教と、それ以外の顕教とに分けられる。 

八ここは経論等にもとづく仏の教え。 

九禅家の祖師の語録、公案等をさす。 

S 生まれつきのにぶく劣っている者。 

II 心とその働きである想念。これを寂静にするのが禅で 
ある〇「若し無明にして断ぜば、心想あることなし0」(大 
乗起信論)。 

校訂 

1原文、蜜。 

2 原文、閣 


九昔、智覚禅師と云ひし人 

示二云ク、昔、^-覚禅師と云ヒし人の発心出家の事、 教えて言われた。 



こノ師は初メは官人なり。富に誇るに正直ノ賢人なり。 
有ル時、国司たりし時、官銭を盗ンで施行す。旁ノ人、 
是レを官奏す。帝、聴ィて大ィに驚き恠しむ。諸臣皆 
恠シむ。罪過巳に軽カラず。死罪に行なはるべしと定 

マり ぬ。 r 

爰に帝、議して云ク、「こノ臣は才人なり、賢者な 
り。今 ことさら こノ罪を犯す、若シ深キ心有 ラン か0 
若シ頸を斬 ラン 時、悲シミ愁 たる 気色有 ラ ば、速ヤカ 
に斬ルベシ。若シその気色無クんぱ、定めて深キ心有 
り。斬ルべ カラず0 」 

敕使ひきさりて斬ラント欲スル時、少シも愁の気色 
無し。返りて喜ぶ気色あり。 

自ラ云ク、「今生の命は一切衆生に施ス。」と。 

使、驚き恠シンで返り奏聞す。 

帝云ク、「然り。定メて深キ心有らん。こノ事有る 
べしと兼ネて是レを知れり。」卜。仍ツてその故を問 

ニフ。 

I 師 a ク、 「官を辞して命を捨て、施を行じて衆生に 
_縁を結び、生を仏家に稟けて一向二仏道を行ぜんと思 
■フ。」と。 

E 帝、是レを感じて許して出家せしむ。仍'ソテ延寿と 
名を賜ヒき。殺スべキを、是を留むる故なり。 

今の衲子も是レほどの心を一度発すべきなり。命を 


昔、智觉禅師と言った人が発心出家した ことにつ いて、 こんな^ 
がある。このかたは初め、官吏であった。財産も多く、その上、心 
のまっすぐな、賢者であった。 ある 時、国司をしていた時、役所の 
銭を盗んで貧しい人々に施した。役人仲間の者がこれを見て、公式 
に皇帝まで申し上げた。皇帝はそれを聞いて、たいへん驚き、 また 
ふしぎに思った。皇帝のみならず、諸臣も皆、ふしぎに思った。し. 
かし、犯した罪は軽くないので、死罪にすべき だと 決定した。 

その時、皇帝は、臣下にはかって、「この者は学問もあり、賢者. 
でもある。それを、今わざわざ、こんな罪を犯すについては、深い 
考えがあるのではなかろうか。もし、首を斬る時に、悲しみなげく 
様子があったなら、さっさと斬るがよい。もし、その様子がなかっ 
たなら、きっと深い考えがあるに違いないから、斬ってはならな. 
い。」と言った。 

いよいよ勒使が引き出して斬ろうとする時、少しも悲しみなげく- 
様子が見えない。かえって喜んでいる様子であった。そして、自分 
から、「このたび人間と生まれた命は、一切の生きとし生けるもの 
にほどこすのである0」と言った。 

勅使は驚きふしぎに思って、その次第を皇帝に復奏した。 

皇帝は、「思った通りだった。きっと深い考えがあるのであろう0 
こんな事ではないかと、： i 刖から思っていた。」と^!われた。そこで、 
その理由をたずねた。 

智覚禅師は、「私は官職をやめ、命を捨てて、施しを行ない、生 
きとし生けるものと仏縁を結び、次の世には修行僧に生まれて、ひ.. 



注 
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軽くし生を憐レむ心深くして、身を仏制に任せんと思 たすら仏道を行じようと思うのです0」と言った。 

ふ心を発すべし。若シ前よりこノ心一念も有らば、失 皇帝はこの言葉に心をうたれ、罪を許して出家させた。そして、 
はじと保つべし。これほどの心一度発サずして、仏法 この因縁により、延寿という名をたまわった。それは死罪に すべき 
ヲ悟る事はあるべからず。 命を留めたからである。 

今の禅僧もこれほどの気持を一度おこすべきである。命を軽くし、 
衆生をあわれむ心を深く持って、自分の身を、仏の定められた 通り 
にしてゆこうと思う心をおこすべきである。もし前からこの心を少 
永明延寿(九§|九荖)。天台徳韶(法眼宗第二祖)の しでも持っていたら、失わないように持ち続けるべきである。一度 
法嗣宗第三袓。出家の年は二十八歳。呉越王銭元はこれくらいの心をおこさなくては、とても仏法を吾ることはでき 
瑶(文一王ぃ一の治世にあたる。口鐘は五代七十二年、銭ないであろう。 ' ’ 

弘俶(忠懿王)の時(九セ八)、その地を宋の大宗に献じ、 

自らは淮南王に封ぜられて終わる。代々仏教を信奉した。 

洪觉範(一〇七一丄三八)の『禅林僧宝伝』には、「年二十 
八、華亭の鎮将となった。ある時、漁船に多くの魚がつ 
かまえられているのを見て、惻然として気がめいり、官 
服を破って出家した0」とあるが、思うに、高僧の在俗 
時代を潔くしようとするあまり、話の核心を見誤ったも 
のではなかろうか。のち、忠懿王に請ぜられて永明第二 
世となり、『宗鏡録』百巻を著わす。 

II 官銭を盗むような人でないことをあらかじめ述べる。 

一一一同輩。同僚。 

四役目として申し上げる〇奏は天子にむかって言うこと。 

五学問のある入。才は学才をいう。 

六王使であるが、ここは一国の王として、日本の天皇と 
同じく扱っている。 
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IF . 法眼蒇随聞記二 


七前もって。 

八高位の菩薩。専門の仏道修行者。「不思議の仏法是れ 
仏の住所。初地(高位の菩薩)以上は仏家の中に入る。 

これによって行におもむくを仏家に生ずといふ。」(観経 
慧遠疏) 0 

九衆生。生きとし生けるもの。 

校訂 

1原文、.。 

2原文、賜テ。 

十袓席に禅話を覚り得る故実 

夜話に云く、祖席に禅話を觉リ得ル故実は、我ガ本 夜話に言われた。 

ョリ知り思ふ心を、次第に知識の言に随ッて改めて去 達磨門下の法席で禅話を聞いてよく理会する秘訣は、自分が今ま 
H <なり。 で理解し、考えていた気持を、指導者の言葉にしたがって順々に改 
仮令仏と云フは、我ガ本知ッたる やうは、 相好光 めて ゆくことで ある。 

明具足し、説法利生の徳有リし釈迦弥陀等を仏と知 よしんば仏というのは、自分が的から知っていたところでは、仏 
ッたりとも、知識若シ仏と云フは蝦喷蛇蚓ぞと云はば、としての特別 V .派なお顔かたちやら輝く光明やらがそなわり、法を 
蝦^蚯蚓を、是レらヲ仏と信じて、日比の知恵を捨ッ 説き、衆生を利益する徳のあるお釈迦様とか、阿弥陀様などのこと 
ルなり。こノ蚯蚓ノ上に仏の相好光明、種々の仏の所 だと理解していても、指導者が、もし、仏というのは、ひきがえる 
具の徳を求ムるもなほ情見改まらざるなり。ただ当 やみみずであると言ったら、ひきがえるやみみずを、これが仏であ 
時の見ゆる処を仏と知るなり。若シ是のごとク言に ると信じて、平生の知識を捨てるのである。その時、このみみず' • 
從ッて、情見本執を改めもて去けば、自ラ合ふ処あ 上に、仏としてのすぐれたお姿や光明や、仏の持っていられるさま 
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るべきなり。 

然ルに近代の学者、自らが情見を執して、己見にた 
がふ時は、仏とはとこそ有るベけれ、また我ガ存ずる 
やぅにたがへば、さは有ルまじなん どと 言ツて、自が 
情量に似夕る事や有る と 迷 ひありく ほどに、おほかた 
仏道の昇進無きなり。 

また身を惜シミて、「百尺の竿頭に上ツて手足を放 
ツて一歩進め。」と言フ時は、「命有ツてこそ仏道も学 
せめ。」と云ツて、真実に知識に随順せざるなり。能 
能思量スペシ。 


注 


I 達磨門下の法席。 

一一順々に。 

111ょしんば。かりに。 

四仏の三士一相八十種好を具足し、全身から光明を放つ。 
If ! 法を説いて衆生を利益する。 

六「先師古仏(如浄禅師)上堂に云く、霖霪たる大雨、 
豁逹たる大晴、蝦蟆鳴き蚯蚓鳴く。古仏曾て過去せず、 
金剛の眼睛を発揮す。咄。葛藤葛藤。いはくの金剛 IJM 睛 
は霖霪大雨なり、豁達大晴なり、蝦蟆鳴なり、蚯蚓嗚な 
り。」(正法眼蔵眼睛)。また、「風条を鳴らし雨塊を破 
る、蝦蝻啼き蚯蚓啼く。」(永平広録二)。 


ざまの徳がそなわっているかと、さがして見るのも、やはり自分勝 
手な物の見方が改まっていないのである。ただ現在目に見えるとこ 
ろそのままを、仏と理解するのである。もしこのように、指導者の 
言葉にしたがって、自分勝手な物の見方や、昔から持っている執着 
を改めてゆくと、おのずから、道にかなうところがあるはずである。 

ところが、近ごろの道を学ぶ者は、自分勝手な物の見方を絶対す 
てず、自分の考えとあわない時は、「仏はこんなふうであるに違い 
ないのだが。」と言い、また、自分の考えて いると ころとちがうと、 
「そうでは ありますまい。」などと 言って、自分が勝手に おしはかっ 
たと ころと 似 かよつ たことが ありは しないかと、 あちこちと 迷い ま 
わるから、ちっとも、仏道の進歩がないのである。 

また、自分の身をだいじにして、指導者が「百尺の竿のさきに上 
って、手を放って一歩進め。」と言うと、「仏道を学ぶのも命があっ 
てのことだ。」と言って、指導者に心からしたがわないのである。 
このことはよくよく M いめぐらすべきである。 
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正法眼蔵随聞: 1 己二 


ちよぅしや わ けいしん ちな •ちくし や 5しよ 

七畏沙蚯蚓の話がある。「長沙景岑和尚、因みに竺尚書 
問ふ、蚯蚓を斬つて両段と為す。両頭ともに動く。未審、 
仏性阿那箇頭にありゃ。師云く、莫妄想。」(正法眼蔵三 
百則)。 

八真実と一致しない分別判断。凡夫の考え。 

九さしあたったその時。 

10仏道にかなぅ。 

II 妄情 にょるおしはかり。 

一二長沙景岑の頌に、「百尺竿頭不動の人、然も得入すと 
いへども未だ真となさず、百尺竿頭すベからく歩を進む 
べし、十方世界これ全身。」とあり。 

校訂 

1原文、卜 n ゾ。 


十一人は世間の人も衆事を兼ね学し 
て 

夜話二云ク、人は世間の人も、 t 事を兼ネ学して何 夜話に言われた。 

れも能もせざらんよりは、 ただ 一事を能して、人前に 人は、俗世の人でも、多くの ことを 同時に学んで、そのどれもし 
してもしつべきほどに学すべきなり。况ンや出世の仏 っかりとできないよりは、ただ一つの事をじゅうぶん究めて、人前 
法は、無始より以来修習せざる法なり。故に今もうと でも通用するほどに学ぶべきである。ましてや世間を超えた仏法は、 
し。我が性も拙なし。高広なる仏法の事を、多般を兼 無限の過去以来、かつて自らやったことも習ったこともない法であ 
ヌれば一事をも成ずベからず。一事を専ラにせんすら る。だから、今もよくわからない。その上学ぶ自分のうまれつきも 
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本性味劣の根器、今生に窮め難し。努々学人一事を専 劣っている。この上なく高く、広い仏法の中で、 多くの 方 IM を |><| 時 
ラにすべし。 にやると、その中の一事さえも成就することができない。一事を専 
弊問ゥテ云ク、若シ然ラバ、何事いかなる行か、仏 門にやろうとしてさえ、生まれつきおろかなものが一生のうちに0 
法に専ら好み修スべき。 わめることはむずかしい。仏道を学ぶ人は、必ず必ず一事をもっば 
師云ク、機に随ヒ根に随フべしと云へども、今祖席 らにせよ。 

に相伝して南すフする処は坐禅なり。この行、能ク te 機 懐弗がたずねて言った。 

を兼ネ、上中下根等 シク 修し得べき法なり。 それでは、どの一事、どのような行を、仏法において もっぱら 取 
我レ大宋天童先師の会下にしてこノ道理を聞ィて後、りあげて身につけたらよろしゅうございましょうか。 

昼夜 i / tiL 坐して樋熱極寒には発病しつべしとて諸僧暫く 道元禅師が言われた。 

放下しき。我レそノ時自ラ思はく、直饒発病して死 何を専一にしたらよいかは、それぞれの人により能力に応じてき 
ヌベくとも、なほただ是レを修すべし。病まずして修 めるべきであるが、現在達磨門下の法席に代々相伝えて専一にする 
せずんば、こノ身労しても何の用ぞ。病して死なば本 ところは、坐禅である。この坐禅の行は、よく多くの人に通じて適 
意なり。大宋国の善知識の会にて修し死二て、よき僧 し、生まれつきの上、中、下の区別なくみな修することのできる法 
にさばくられたらん、先づ結縁なり。日本にて死なば である。わたしは、大宋国で、先師天童如浄禅師の門下にあってこ 
是レほどの人々に如法仏家の儀式にて沙汰すべからず。の道理を聞いてからは、昼夜に坐禅した。極暑厳寒のおりには、病 
修行して未だ契ハザル先に死せば、好キ結縁として生 気になりそうだといって、多くの僧がしばらく坐禅をやめてしまっ 
を tfA 家にも受クべし。修行せずして身を久シく持つ て たが、自分はその時考えた。「たとい発病して死のうと も、 やはり 
も證無キなり。何の用ぞ。况ンや身を全くし病作ラず ただ坐禅をしよう。今、现に^気でもないのに修行をしなかったら、 
と思ふほどに、知ラブ、また海にも入リ、横死にも逢 こうして宋まで来てこの身を労しても何の役に立とうか。病気にな 
はん時は後悔如何。是ノごとク案じつづけて、思ヒ切 って死んだらそれこそ本望である。大宋国のすぐれた指導者の門下 
ッて昼城 i 坐せしに、一切に病作らず。 にあって、教えにしたがって坐禅して死んで、立派な仏弟子たちに 
如今各々も一向に思ヒ切ッて修して見よ。十人は十葬ってもらうなら、何より第一に、未来に得度を得るもとである。 
人ながら得道スべキなり。 日本にいて死んだなら、これほどの僧たちに、法にかなった仏道修 
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正法眼跋随聞記二 


先師天童のすすめ是ノごとシ。 


注 

|多くのこと。 

11仏法は流転生死の世界を立ちいでたものである。 

|_1遠い遠い過去のむかしからいくらさかのぼってもその 
始点を知ることはできないから無始である。 

四 仏法の難値難遇を言い、仏道が人間の分別判断を こえ 
ていることを 言う。 

五身に親しくわかっていない。 

六本性、うまれつき。 

七 r ず」の濁点原文にあり。 

八くらく、劣 - P ている。 

九根は生まれつきの可能性。器は器量。 

10必ず必ず。古くは もっぱら 禁止に用いる。 ここで 命令 
に用いているのは、鎌食時代の語法である。「努 ユメ 
ユメ」(名義抄)。 

教法に激発されて活動する心のはたらき。法を聞く人 
をいう。 

111どんな人にも向いている。 

1111生まれつきのよしあしにかかわらず同様にできる。 

一四「エゲ」(日葡辞書)。「会下」(饅頭 M 本節用集}。一人 
の師僧のもとにあつまって学ぶ所。 

|五正身端坐。 


行者の儀式によって葬ってはもらえない。坐禅修業して、仏道にい 
たりつかないうちに死んだならば、これが仏果を得る よき 因縁とな 
って、次の世には生命を専門の仏道修行者として受けるであろう。 
修行もしないで、命を長らえてもかいのないことである。何の 殳； 
立とうか。ましてや、からだをいためず、病気もおこらないで、よ 
かったと思っているうちに、航海の途中でおぼれ死ぬか、 また 不慮 
の死にでもあったときは、どれほど後悔するか知れない0」このよ 
うに思案を重ねて、思い切って昼夜に坐禅をしたところ、全く病は 
おこらなかった。 

今、お前がたも、ひたすらに思い切って坐禅をしてみなさい。十 
人が十人とも、例外なく道を得るはずである。 

亡き師、如浄禅師の勧めはこの通りであった。 
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1六やめた。 

I 七もとからの意志。本懐、本望。 

|八さばくるは取りはからいあつかぅ。 

一九仏法に縁を結び未来得度の因縁をつくること。 
110如法は法にかない、理にかなぅこと。 

111災難にあって思いがけなく死ぬこと。 

校訂 

1原文、発痫メッべシ。メの右傍にシとあり。 

2原文、-^契。 


十二人は思ひ切つて命をも捨て 

教えて言われた。 

人は思い切つて命をもすて、身肉手足をも切ることは、威勢がい 
いからかえつてできるものである。してみれば、世間の事を考え、 
名誉や利益や、自分が思いこんだことのためにも、こぅして命もす 
てる気になるのである。ただ、何也かあつた時に応じ、物にしたが 
つて、心をととのえることがむずかしいのである。 

仏道を学ぶ者は、命をすてる気になって、 しばらく 心をおちつか. 
せて、言うべきことでも、修行すべきことでも 、 il 一理にかなってい 
るか、かなっていないかと思いめぐらして、道理にかなっていれば 
言いもし、修行もすべきである。 


示二云ク、人は思 ヒ切ッ て命をも捨て、身肉 手足を 
も 斬ル 事は中々せらる るな り。然れば、世間の 事を 思 
ひ、 备利 執心のためにも、 氣ノごとク思ふなり。 ただ 
依リ来る時に触 レ、 物に随ッて心器を調フる事 難きな 
り〇 

学者、命を捨ッ ると 思ゥて、暫く推し静めて、 云フ 
べき事をも修すべき事をも、道理に順ずるか順ぜ ざる 
かと案じて、道理に順ぜばいひもし、行じもすべきな 
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注 

I 「乃至餓袅たる虎狼師子、一切の餓鬼に、ことごとく 
まさに 身肉手足を捨てて之れを供養すべし。」(梵網経四 
十八軽戒第十六)。 

11かえって。張り合いがあるから、かえって やり やすい。 
三名聞利養や自分個人の思いこんだこと。 

四心のこと。心は万法を受ける器である。 

五仏道を学ぶ者。 


十三学道の人、衣粮を煩はす事なか 

れ 

教えて言われた。 

仏道を学ぶ人は、衣食に心を煩わしてはいけない。ただ仏の定め 
られたき まりを 守って、心を俗事に向けてはならない。仏は、「僧 
の衣服には糞掃衣があり、食には常乞食がある。」と言われている。 
この二つは、いつの世にも尽きることはあるまい。無常の迅速であ 
るのを忘れて、いたずらに俗事に心をわずらわしてはならない。露 
のようにはかない生命がしばしある間に、ひたすら仏道に専心して、 
ほかの事を問題にしてはならない。 

ある人がたずねて言った。 

「名誉•利益の二つは、捨て難いとはいっても、仏道修行の大きな 


示二云ク、学道の人、^ k 粮を煩ハす事なかれ。ただ 
仏制を守ツて、心ヲ世事に出す事なかれ。仏言く、 
「衣服に一^掃衣あり、食に常乞食あり。」卜。何れの世 
にかこノニ事尽クる事有ラん。無常迅速なるを忘れて 
へ_▽らに世事に煩フ事なかれ。露命の暫く存ぜる間、 
ただ仏道を思ウて余事を事とする事なかれ。 

ある 人問 ウテ云ク 、「名利の二道は捨離しが たしと 
云へども、行道の大なる礙なれば捨てずんばあるべ力 
ラず。故に是レヲ捨ツ。衣粮の二事は小縁なりと云へ 
ども行者の大事なり。糞掃衣、常乞食、是レは上根の 
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所行、また是レポ天の摩流なり。神丹の叢林には常住 障害でございますから、捨てないわけにはまいりません。ですから 
物等あり。故にそノ労なし。我ガ国の寺院には常住，物 これは捨てましょう。しかし衣と食の二つの事は、小さなことでは 
なし。乞食の儀も即チ絶エたり、伝ハラず。下根不堪 ありますが、仏道を行ずる者にとっては大事件であります。幾掃 
の身、姑? WI : がせん。人4らば予がごときは、檀那の信施 衣•常乞食といっても、これは摩訶迦葉尊者のような素質のすぐれ 
を食らんとするも虛受の罪随ヒ来る。田商仕エを営む た人のするところであり、またそれはィンドで行なわれたことであ 
も是一 h 邪命食なり。ただ天運に任せんとすれば果報ま ります。中国の禅院には寺に所属する財産があります。ですから衣 
た^道なり。飢寒来らん時、是レを愁として行道を碍 食のわずらいはありません。わが国の寺院には寺に備わる財産もな 
つべし。ある人諫めて云ク、『汝が行儀太あらじ。 く、乞食の行も今は絶えて伝わって t ません。こうした状況で、 
t 機を顧ミざるに似たり。下根なり、末世なり。是ノ 素質も劣り力もない者はどうしたらよろしゅうございましょうか。 
ごとク修行せばまた退転の因縁と成リぬべし。あるィ 私のような者は、檀家の信心による布施に頼ろうとすれば、受ける 
は一檀那を“相語らひ、若シクは_ーー 外護をも契ッて、 資格がないのに、布施を受ける罪になります。農耕•商売•宮づか 
閑居静所にして一身を助ヶて、衣粮に労スル事無く え.•手しごとなどの職業を営むのは、僧としては正しい食のとり方 
して仏道を行ずべし。是レ即チ財物等を食ルにあらず。ではありません。ただ運を天に任せようとすると、持って生まれた 
時の活計を具して修行すべし。』と。この言を聞クと 福分の乏しいやせ法師です。飢えや寒さが襲ってきたとき、その方 
云へども未ダ信用セず。是のごとキ用心如何。」 の心配をして、きっと仏道修行をさまたげましょう。私に、ある人 
答へテ云ク、夫レ衲子の行履は仏祖の風流を労すベ が意見をして、『お前のやり方は大いにまちがっている。時代や、 
し。三国殊なりと云へども、真実学道の者未ダ是ノご 人の生まれつきを考えに入れていないよう だ。 生まれつきはわるし、 
とキ事有ラず。ただ心を世事にいだす事なかれ。一向 世は末世である。それを考えずにお前のような修行をしたら、きっ 
に道を学すべきなり。 と修行 も ゆきづまって、 あともどりする もとを作るようなものだ。 

仏 言く、 「衣鉢の外は寸分 も 貯へざレ。乞食の余分 だから、あるいは®家の一軒 も 持ってめんどうを見てもらうとか、 

ハ、飢ヱ たる 衆生に施す。」卜。直饒受ヶ 来るとも 寸 または 修行を助けてくれる 人の 一人と でも 約束して、その庇護の も 
分も貯フべヵラず。况ンや馳走有ラんや。 とに、0かな土地に閑居して、身一つを無事にたもって、衣食に心 
外典に云 ク 、「朝に道を聞ヵバタべに死ス とも 可な を 労す ることなく仏道を 行 じたらよかろう。これは 財物な どを食る 
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正法眼.做随聞記二 


り。」卜。直曉飢ヱ死二寒ヱ死一一すとも、一日一時な 
りとも仏教に随フべし。万劫千生幾回か生じ幾回 
か死せん。皆是レ是のごとキ世縁妄執なり。今生一度 
仏: M に順ッて餓死せん、是レ永劫の安楽なるべし。 

何二况ンャ未だ一大蒇教の中にも、三国伝来の仏祖 
冇ッて一人も餓 H 死二寒ヱ死ニシたるを聞力ず。世間 
衣粮の K 具ハ生得ノ命分なり。求ムるに依ッて来ラず、 

まさ三一にんぅん 

求メずとも来ラざるにもあらず。正！：2任運として心を 
おく事なかれ。末法なり、下根なりと云ッて、今生に 
r 心を)発サずハ何れの生にか得道せん。直饒空生迦 

せふ 三四 

葉のごとクにあらずとも、ただ随分に学道すべきなり。 

げ でん= 芤せいし S まぅしや5 

外典二云ク、「西施毛嬙にあらざれども色を好む者 

111六ひとりよくじ 

は色を好む"飛兎緑耳にあらざれども馬を好む者は馬 
を好む。竜肝豹胎にあらざれども味を好む者ハ味を 
好む。」卜。ただ随分の賢を用フるのみなり。俗なほ 
こノ儀有リ。(僧)また是ノごとクなるべし。 

况ンやまた仏二十年の福分を以て末法の我等に施す。 
是レに因ッて天下の叢林、入天ノ供養絶 H ず。如来神 
通の福徳自在なる、なほ馬麦を食して夏を過ゴしまし 
ましき。末法の弟子豈是レを慕ハざらんや。 

問ウテ云ク、破戒にして空シく人天の供養を受け、 

無逍心にして徒らに如来の福分を費ヤさんよりは、在 
家人にしたがうて在家の事を作シて、命いきて能ク修 


のではない。その時その時の生計の用意をして修行したらよかろ 
う0』と言いました。しかしこの言葉を聞いても、私はまだ信じて 
用いることもできません。これについてどのように考えたらよろし 
ゅうございましようか0」 

禅師が答えて言われた。 

そもそも、達磨 n 下の禅僧の行ないは、仏祖のなされ方を伝える 
ことに力をいたすべきである。ィンド•中国.日本と仏法の伝来は 
三国にわたってそれぞれちがっているが、真実に道を学ぶ者が、そ 
のように、衣食の後援者をきめておいて道を行じたということはか 
つてない。ただ世俗の事に心を向けてはならない。ひたすら道を学 
ぶべきである。 

仏は、「三衣と応 y ; 器のほかはすこしも貯えるな、乞食によって 
得た食物も余分があったら飢えた人々に施すのである。」と言われ 
た。たとい余分にもらってきても、少しでも貯えてはいけない。ま 
して食物のために奔走することなどあろうはずがない。 

論語には、「朝に道を g ぃたなら夕方に死んでもよい0」とぁる。 
たとい飢え死に、凍え死にしようとも、一日でも一ときでも' 仏の 
教えにしたがって生きるべきである。人間の計箅では数え切れない 
長い長い時の経過の間に、人はいくたび生まれかわり、いくたび死 
にかわることであろうか。こうした輪廻転生は、みな転変する世間 
のことにかかわるまちがった執着のためである。このたびの一生に、 
一回だけ、仏の定めにしたがって蛾死すると、この輪！！がたち切ら 
れるのであるから、実に永遠の安楽であろう。 



道せん事、如何。 

答へテ云ク、誰か云ッし破戒無道心なれ;<!:。ただ強 
ヒて道心をおこし、仏法を行ずべきなり。何一一况ンや 
持戒破戒を論ぜず、初心後心をわかたず、斉シく如来 

四三げんぞく 

の福分を与フとは見工たり。未ダ破戒ならば還俗すベ 
し、無道心ならば修行せざれとは見エず。誰人か初め 
より道心ある。ただ是ノごとク発し難きを発し、行じ 
難きを行ずれば自然に増進するなり。人々皆仏性有ル 
なり。徒らに卑下する事なかれ。 

また云ク、文選に云ク、「(一)国は一人ノ為二興リ、 
先賢ハ後愚ノ為二廃ル」卜。文。言ふ心は、国に賢一 
人出来ラざれば賢の跡廃ルトなり。是レを思フべし。 


注 

| 着るものと食べるもの。 

11人が捨ててかえりみない布をつづり合わせて作る袈裟。 
t 嚼衣•鼠嚼衣•火焼衣•月水衣•産婦衣•神廟衣•塚 
問衣•求願衣•王職衣•往環衣の十種の糞掃衣がある。 
これらは俗世の人の執着の全くない布であるから、仏法 
から#えば最上の材料である。 

三乞にょってのみ炎物を得て生活する行。十二頭陀行の 
一。十二頭陀行は、粦掃衣•但三衣•常乞食•不作余 

じき いつたんじき <ぅげんしよちよかんざ じゆげざ ろじ 

食•一 坐食•一 揣食•を閑処•塚問坐•樹下坐•露地 


ましてや、大蔵教全体の中でも、ィンド•中国•日本と伝わって 
きた仏祖たちの中で、一人たりとも飢え死にし、凍え死にしたため 
しは、いまだかつて聞いたことがない。生きてゆくための衣食の資 
材は、人の一生に備わった分量がある。求めたからといって得られ 
もしないが、また求めないからといって得られないものでもない。 
まさしく自然にまかせて、心をつかってはならない。末法の世であ 
るとか、生まれつきが劣っているとか言って、この一生のうちに道 
心をおこさなかったら、いつの世に生まれかわって道を得ることが 
あろう。たとい須菩提尊者とか、摩訶迦葉尊者ほどでなくても、た 
だめいめいの分際にしたがって道を学ぶべきである。 

外典には、「西施•毛嬙ほどの美人でなくても、色を好む者は色 
を好む。飛兎•緑耳ほどの駿馬でなくても、馬を好む者は馬を好む。 
竜肝•豹胎ほどの美味でなくても、味を好む者は味を好む。」と言 
っている。ただめいめい応分の力を発 g するまでである。世俗の人 
でさえもこうである。出家者もまたこの通りでなければならない。 

ましてや仏は、御自分の百年の^命のうち二十年をさいて、末法 
の世のわれら仏弟子に施してくださってある。そのおかげで、天下 
の仏道修行の道場には入 l : ij 界からも天上界からも供養が絶えない。 
また釈迦如来は神讪力があり、一切の善行を修して得られた福徳に 
は欠けたところのないおかたであったが、それでも因 M にょり馬の 
飼いばにする麦を食べ、一夏九十日の安居の期間をおすごしになっ 
たこともある。末法の世の仏弟子たるわれわれが、どうしてこの風 
儀を- m わずにいられょうか。 


81 正法眼蔵随問記二 


坐•随坐•常坐不臥。 

四前項の士一頭陀行は、仏の正法眼蔵を嗣ぃだ摩訶迦葉 
が常に行じたと言われる。すぐれた素質を持った人でな 
いとできないという 意。 

五西天竺。ィンドのこと。 

六先人の遗風、余流。 

七中国のこと。「シンダン」(日葡辞書)。 

八寺院の経済をまかなう財産。 

九ィンドで仏弟子たちがしたような愈物を乞うやり方。 

一〇生まれつきがわるく、物事にたえられない者。 

=信者が三宝にささげた施物。 

111仏弟子として布施を受けて他に その 福を分かたず、道 
を行じないために受ける罪。 

一三出家者が、信施、乞食によらず、農、商、仕、エによ 
り生活すること。 

一四普通、徳少なき道人の意で僧の自称として使われるが、 
ここは現世の福もそなわらない貧窮の道人という意味。 

IM やり方。方針。 

1六「あらず」は、正しくない、まちがっているの意。 

一七時と人。末世、下根に対応する。 

I 八いったん進んだ境地からあともどりすること。 

一九身方に引き入れて契約する。次の契るもその意味。長 
期の保証を得ておく。 

110僧団の外にあって、財力勢力等により仏教を保護する 
人。「一檀那をも相語らひ」と同じ意になる。 

111 しずかなすまい、静かな所。 


たずねて言った。 

戒を破りながらなすこともなく、人間界、天上界の供養をうけ、 
道心も無くてむだに如来からいただいた福分を費やすよりは、俗世 
にある人々と同じようにして、俗世の人のする ことを して、生きな 
がらえて、よく仏道を修行するのはいかがでございましょう。 

禅師が答えて言われた。 

破戒無道心でおれとだれが言ったか。ただ無理にも道心をおこし、 
仏法を行ずべきなのである。 まして 経典には、持戒•破戒を問題と 
せず、初心•後心の区別なく、平等に如来の福分を与えると説いて 
ある。戒を破ったら還俗せよ、道心がなければ修行をするなと書い 
たものは見たことがない。だれといって最初から道心のある人な ど 
が あろう か。ただこの ように、 おこしにくい道心を おこし、 行 じに 
くい仏道を行ずると、おのずと進歩するのである。人は皆仏性があ 
るのだ。いたずらに卑下してはならない。 

また言われた。 

文選に、「一国は一人のために興り、先賢は後愚のためにすたる。」 
と言っている。その説くところは、国に一人の賢者が出なければ、 
先賢の跡はたちまちすたれてしまうというのである。この意味をよ 

く考えよ。 
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1三インド、中国、日本。 

11111仏教以外の経典。内典に対する r ゲデン」(日葡辞書)。 

11四論語里仁篇第四の言葉。 

11五劫は、四十里四方の蔵に詰めた芥子粒を、百年に一回 
一粒ず つとり 出して なくなる 時間(带子劫)、あるいは、 
四十里四方の石に、百年に一回長寿の人が来て、そのう 
すい衣でこすってその石が なくなる 時間.磐石劫) とも 
言い、考ぇ切れない長い時間をいう。 

11六「幾廻イクタヒ」(名義抄)。「幾回」(易林本節用集)。 

一一七•うき世とのかかわりを断ち切れない、それが妄情にょ 
る執着である。 

11八経典に説かれた仏の教の集大成。一は全の意。 

一一九生活をたすける道具。 

111〇生まれつきその人の一生に備わっているもの。 

1 一 11人の造作を加えないこと。自然に。 

1兰須菩提 substi の訳語。釈迦の十大弟子のうち把空 
第一と称せられる。 

蓋摩 M 迦葉 Mahaktatsyapa 十大弟子のうち頭陀第一と 
称せられ、付法蔵第一祖。 

三四分にしたがって。 

曼，威王ノノタマハク、古ノ賢人 ニオヨべ ル賢人ナジ、 

故二 n ノマズ 。淳于髡 ガイハク、イーーシへニスグレタ ル 
色 ハ 西 施毛嬙ノ カホヨキタグヒナリ。今ハ n レニオヨべ 
ル 色ナシトイへドモ王強テ求メ n レヲ愛ス。イニシへノ 
溢アヂハヒハ宽ノ肝、豹ノハラゴモリノタグヒナリ。今 
ハ n レニオヨべ ル 味ナシトイへドモ 、王 タシナミモトメ 
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正法眼蔵随聞記二 


テコレ7愛ス、ィーーシへノョキ馬ハ飛免耳ノタグヒ 
ナリ。今ハコレニオョべル馬ナシトィへドモ、随分二 n 
レヲコノムゾ〇」(仮名貞観政要#第一。かなづかい訂〕 
淳于髡は戦国齐の人。斉の宣王の入り壻となる。弁舌を 
もって人を動かす力があり、諸 (1 に使してかつて国の体 
面をけがすことがなかった。史記滑稽列伝に入る。西施、 
毛嫱は、中国古代の美女の代表。-縦ひ毛嬙西施美妙の 
容顔を見るも、朝の露眼を遮る。」(学道用心集)0 

一一 H 八名馬の代表。 

111七豹胎は、文選、枚乗の七発の注に、「玉杯象箸は菽藿 
之 rl を盛らず、必ずや熊蹯豹胎を将てぜん。」とある0 
美食の代表。 

111八一〇ぺージ注一一参照。 

111九道分に対する。この世的なしあわせ。ここは、世間衣 

粮の資具。 

so はかり知れぬ自在な力。 

四一仏九難の一。随羅然国の波羅門王阿耆逹は釈啓および 
五百の弟子に一夏九十日の間自分の国ですごしていただ 
くよぅにお願いした。釈尊はこれを許されて五百弟子と 
ともにその国に行ったところ、王は仏および仏弟子への 
日々の供#をすっかり忘れてしまった。釈尊の一行は食 
ベるものもなく困っていると、五百匹の馬を持つ馬師が 
いて、馬の食べる麦を半分さいて、仏および五百の弟子 
に供養し、これによって仏の一行は九十日をすごしたと 
いぅ。(法苑珠林に興起行経を引く。) 

四二初心ははじめて道に入った者。後心は仏道に入って時 
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経たる者。 

四三一たん出家した入が髪をのばして俗人となること。 

四四仏果に至るべき本性。大乗仏教ではあらゆるものが成 
仏する。 

四五六十巻、梁の昭明太子粛統の撰。周秦から梁までのす 
ぐれた詩文を集める。 

四六文選第三十八巻、張子然の「呉の令謝詢がために諸孫 
の守冢の人を置かんと求めし表」。 

四七以上が本文であるといぅ意味の注記。 

四八その意味は。 

校訂 

1余事、事のふりがなは朱書。 

2原文、依条不ぃ来、不.求非^":来。 

3原文、毛牆。 

4 原文、〃胎。 

5慶安本、流布本は「仏家」。俗に対する語は僧であり、 
またこの書の「仏家」の用法は単なる僧を さすと見えな 
いので、ここは「僧」と補った。 

6原文、二千年。禅苑清規は「二千年遺蔭」。 

7原文、国為一人興 k 先賢為後愚癡。返り点がおかしいが、 
慶安本も「国ハー人ノ為二先賢ヲ興シ後愚ノ為二^ 7 ス j 
とあり、かなり古くからの形らし 、 w o 



85 


正法眼蔵随閗記二 


十四世間の男女老少 

一 Mf 話の次デに云ク、世間の男女老少、多く雑談の次 さまざまの話のおりに言4 M 4 ^:''8 i 7 
デ、あるい版交激1 jl 色等の事を談ず。是レを以テ心を 俗世の男女は老いも若き4、'雑談しているとたいていは、猥談、 

A 慰〉メンとし興言とする事あり。一旦心も遊戯し、徒 色ごとの話を始める。それ^^を，慰めたり座興とすることがある。 
然も慰むと云フとも、僧は尤モ禁断すべき事なり。俗 しばらくは気持を解放し、手持ちぶさたをまぎらせはするが、仏弟 
なほよき人^ k レき人の、礼儀を存じ、げにげにしき 子は特にかたく禁ずべきことである。世俗の人でさえも、教養もあ 
談の時出来らぬ事なり。ただ乱酔放逸なる诗の談なり。り身分もある立派な人や、きちんとした人が、礼儀をわきまえ、ま 
况ンや僧は、専ら仏道を思フべし。希有異鉢の乱僧の ともな話をする時には、出てこないことである。ただ、酒に酔って 
所言なり。 しまりもなくなったときに話すことである。ましてや、仏弟子たる 
宋土の寺院なんどには、惣て雑談をせざれば、左右 ものは、専ら仏道を心にかけるべきである。猥談などするのは、め 
に及ばず。我ガ国も、近ごろ BO 仁寺の僧正存生の時は、ったにない行儀はずれの気ちがい坊主の言ぅことである。 

一向1からさ まに も是のごと {一口 語出来ラず。滅後も 宋の国の寺院などでは、全く雑談をしないから問題はない。わが 
在世の門弟子等少々残リ留マリシ時は、一切に言ハざ 国でも、近ごろ建仁寺の僧正栄西禅師が世においでの時には、全く、 
りき。近ごろ七八年より以来、今出の若入達時々談ズ かりそめにもこのよぅな言葉は出てこなかった。亡くなった後も、 
ルなり。挺外の次第なり。 禅師御在世当時の門人たちが少し寺に残りとどまっている間は、全 
聖教の中にも>2一1^|強ノ惡業ハ人ヲシテ覚悟セシム、く言わなかった。最近この七、八年以来、新参の若い人たちが時々 
無利の言説は能ク正道を障ふ。」卜。ただ打チ出し言 するのである。もってのほかけしからぬ事である。 

ふ語すら利無キ言説は障道の因縁なり。况ンや然ノご 仏の教えの中にも「粗雑ではげしい悪業はかえって人を悟りに入 
とキ言説ノことばに引力れテ、即ち心も起りつべし。 れることもある。役に立たないおしゃべりは仏道をさまたげる。」 
尤も用心すべきなり。わざと ことさらいで かくなんい とある。ちょっと口に出す言葉でさえ、役に立たない話は仏道をさ 
はじとせずとも、 あしき 事と知リなば漸々に退治すベ またげるもとになる。ましてや、猥談などは、その言葉にひかれて、 
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-广り すぐにそうした 煩悩 も起るであろう。特に気をつけるべきである。 

しいて特別にこんなことは言うまいとしなくとも、悪いこととわか 
ったら、次第次第に この 煩悩を断ず ることができるのである。 

注 

一 いろいろとりまじえた話0 

1|淫色を交会する。女色、男色の肉体的な交わり。「白 
衣の為に男女を通致し、淫色を交会し、諸の縛著を！； 

す。」(梵網経軽戒第三十)。「ケウク*7ィ、マジヮリ、ヮ 
ウ。フウフノケウクヮィ」(日葡辞書)0 
111おもしろい言葉。即興のことば。 

四 r ユケアソビタヮブルル」(日葡辞書 )0 
五教養もあり身分もある人。立派な人。 

六まじめな人。きちっとした人。 

七まともな。 

八交会淫色等のことを談ずるのは。「希有異鉢」はめっ 
たにない、あるべからざる身なり姿。 

九乱行の僧。「ランソウ、ミダレタソウ」(日葡辞書)0 
10栄西禅師。 

II かりそめにも。 

111「ゴンゴ、ゴンゴニオョバヌ」(日葡辞書)0 
1三道元禅師が安貞元年に帰朝されてからこの嘉禎元年ま 
でおょそ七、八年になる。 

I 四新参。 

I 五思いもかけぬ。 

1六あらあらしく強い言葉や行ないは悪業である。 


町 正法眼錄随閗記二 


I 七ちょっと口に出す。 

一八 仏道のさわりとなる もと。 

I 九直ちに。 

1 一0交会淫色の煩悩がおこる。 

111「ことさらびて」の 音便。特別に.。 

1三対治とも書く。煩悩を断ずること。 

校訂 

1原文、^。— 

2原文、「鹿強悪業ノ人覚悟」。慶安本、流布本は、「麁 
強悪業令人覚悟、無理言説能障正道」とする。 

十五世人多く善事を成す時は 

夜話二云ク、多く善事を成す時は人に知ラれん 夜話に言われた。 

と思ひ、悪事を成ス時は人に知ラれじと思ふに依ッて、 世俗の人はたいてい善い事をする時は、人に知られたいと思い、 
こノ、 fe み M が心にかなはざるに依ッて、所作の善事に 悪事をする時は、人に知られまいと思ぅ。それでこの気持が、目に 
:獻 K なく、 IT に作ス所ノ悪事には罰有るなり。己に 見えない世界に いる 諸天や閻魔王などの心にかなわないために、善 
依ッて返りて齡 f フ思はく、善事に1験^!し、仏法の利 い事をしてもよい報いがあらわれず、人知れずやった悪事には fl が 
^なしなんど思へるなり。是レ即チ邪見なり。尤も改 下るのである。そぅした自分の経験から、かえって、「善い事をし 
ムペシ。 てもいい結果はあらわれない。仏法のご利益はないものだ」などと 
人も知ラざル時：^ひ^^善事を成し、悪事を成シて後 思っている。これがとりもなおさず間違った考えである。まずこの 
は览1路して昝を悔ゆ。是ノごと ク すれば即チ密々に成 考えを改めなくてはならない。 

ス所ノ善事には感応有り、露レたる悪事は懺悔せられ だれも知らない時に、ひそかに善い事をし、悪い事はしたらあと 
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て罪滅する故に、自然 一一 現益も有るなり。当果をも知 で告白して罪を悔いる。 このように すれば、人に知られない ように 
ルべシ。 - した善事は神仏に通じ、告白して人に知られた悪事は懺悔が行なわ 
爰に有ル在家人;'来ッて問ゥテ云ク、「近代在家人、 れて 罪が消滅す る。 だからおのずから、この世でのご 利益 も あるの 
衆僧ヲ供養じ仏法を帰敬するに多く不吉の事出来ルに である。 これに よって、未来に受ける果報 も、，■わ^; ，であろう。 
p ッ テ、邪見起りて三宝に帰 S ) せじと 思ふ、如 ここに 一人の在家の人が来て、たずねて言，— §:'■ 

何。」卜。 「近ごろ在家の者が御出家がたを供養し、仏法に嬌依しうやまうと、 
答へテ云ク、即チ衆僧、仏法の咎にあらず。即チ在 たいてい縁起でもない事が起こってくるので、間違った考えをおこ 
家人の自ガ誤なり。そノ故は、仮令人目ばかり持 して、仏法僧の三宝に帰依するのはやめようと思いますが、これは 
戒持斎の由現ずる僧をば貴くし、供養じ、破戒無慚の いかがなものでございましょう。」 

僧の飲酒肉食等するをば不当なりと思ゥて供養セず。 禅師が答えて言われた。 

こノ差別の心、実に仏意に背けり。因ッて帰敬の功も それはとりもなおさず、お坊さんがたや仏法の罪ではない。すな 
空シく、感応無キなり。戒の中にも処々にこの心を誡 わち、 在家の人自身のまねいた間違いである。そのわ■け|±/ こうで 
めたり。僧と云はば、徳の有無を択バず、ただ供養ス ある。たとえば見かけばかり戒を保ち、正午前一食の作法を守る様 
ベキなり。殊にその外相を以て内徳の有無ヲ定ムベカ 子を見せる僧をありがたがって供養し、戒を破って恥を■知らない僧 
ラず。 が酒を飲んだり肉を食ったりするのを、道にはずれたものだと思っ 
末世の比丘、聊力外相尋常なる処と見ユれども、ま て供養をしない。この分けへだてする心が、実に仏の心にそむいて 
た是レに勝ッたる悪心も悪事もあるなり。仍て、好キ いるのである。だから、 M 依しうやまっても功徳はなく、神仏にも 
，悪シキ僧を差別し思フ事無クて、仏弟子なれぱ此 通じないのである。四十八蚱戒の中でも、方々でこの気持をいまし 
方を貴びて、平等の心にて供養帰敬もせば、必ズ仏意 めている。出家の仏必子とあれば、徳の有り無しを問題とせず、た 
に叶ッて、利益も速疾にあるべきなり。 だ供養すべきである。特に、その姿かたちによって内にある徳の有 
また冥機冥応、顕機顕応等の i 句有る事を思フべシ。り無しをきめてはいけない。 

また現生後報等の三時業の事も有り。此等の道理能々 末世の比丘というものは、少しばかり見かけのいいところが見え 
学スべキなり。 ても、またそれを上回る惡心も悪事もあるものである。だから立 
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注 


人間の目に見えない梵天、帝釈天や闊魔王など。 

一衆生の信心善根が諸仏•菩薩に通じてその力があらわ 
れること0 

I 犯した罪をかくさず申しあらわすこと。懺悔がこの形 
で行なわれる。 

一現世の利益。 

一 当来の果。未来の果報。 

:「日葡辞書」に、「クヤウジ、ズル、シタ、ソウヲク 
ヤウスル、ホトケヲクヤウズル」と両様に出ている。 
ここの濁音は原文のまま。 

】戒をたもち、食事は正午前に一回だけというきまりを 
実行する。 

:「シャべツ」(日葡辞書)。 

一「プツィ、ホトケノ nn 口」 (日葡辞書)。 

) 梵網経 四十 八軽戒のうち第二 十八に 「知事報じて言 ふ 
べし、次第に請ぜば即ち 十 方の賢聖 僧を 得ん。しかるに 
世人五百羅漢僧を別請せんは、僧次の一凡夫僧にしかず。 
もし僧を別請せば是れ外道の法なり。」とある。 

|身体の上にあらわれた美醜をいう。 

一仏弟子であるという点だけを。 

一一冥機冥応(見えないところでしたことが見えない とこ 
ろで報いる)、冥機顕応(見えないところでしたことが 
表にあらわれたところに報いる、以下同様)、顕機冥応、 


派な坊さんだとか、悪い坊さんだとか差別して考えることなく、仏 
弟子とあれば、その点を尊敬して、差別のない気持で供養もし帰依 
もしてうやまったならば、必ず仏の心にもかなって、ご利益も直ち 
にあるに違いない。 

また論理的に言って、冥機冥応といって、見えないところでした 
ことが見えないところで報いられることもあり、冥機顕応で見える 
ところで報いられることもあり、顕機に冥応のある場合もあり顕応 
のある場合もある。この四つの場合があることを考えてみよ。また、 
報いというものは、順現報受といって現世でした行ないの報いを現 
世で受けることもあり、順次生受といって、次の生で報いを受ける 
こともあり、順後次受といって、第三生以後に生まれ変わった時に 
報いを受けることもある。これを三時業というのである。こういう 
道理をよくよく指導者について学ぶべきである。 
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顕機顕応の四通りの組み合わせができる。 

一四四句分別といって、諸法は一である、諸法は一ではな 
い、諸法は一でもあり一でなくもある、諸法は一でもな 
く一でないのでもないという四句にょって諸法を解釈分 
別する論理形式があるが、ここは前項のょうな四つの言 
い方をさしたのであろう。 

IH 順現報受(今生でなした業の報いを今生で受ける)、 
順次生受(今生でなした業の報いを次の生で受ける)、 
順後次受(今生でなした業の報いを第三生以後百千生に 
受ける)の三をいう。正法眼蔵三時業巻がある。 

校訂 

1原文、「帰敬三宝不レ帰思フ」。上の帰敬は余分と見て 
削る。 

2原文 r 不 k 供養」「可 k 供養」。ゆえにこの場合は清音で 
読む。注六参照。 


十六若し人来って用事を云ふ中に 

夜話二云ク、若シ人来ッて用事を云フ中に、あるィ 夜話に言われた。 

は人に物を乞ヒ、あるィは訴訟等の事をも云はんとて、 もし、だれか来て用件を話しているうちに、あるいはほしい物が 
一通の状をも所望する事出来有るに、その時、我レ あるため、あるいは訴訟事件などのため、一通の手紙をいただきた 
は非人なり、遁世籠居の身なれば、在家等の人に非 いということが起こったら、その時、「わたしは俗世を捨てた人間 
分の事を謂ハんは非なりとて、眼前の人の所望を H へ である。僧になってもその道で出世しょうという望みは持たず、世 


ぬは、その時に臨ミ思量すべきなり。 

突に非人の法には似たれども、然有ラず。そノ心中 
を捜るに、なほ我レは遁世非人なり、非分の事を人に 
云はば人定メて惡シく思ひてんと云ふ道理を思ゥて聞 
かざらんは、なほ是レ我執名聞なり。ただ眼前の人の 
ために、一分の利益は為スベからんをば、人の惡シく 
思ハん事を顧ミず為スべキなり。こノ事非分なり、悪 

七 〈たが〉 かく 八 

しとてぅとみもし、中をも違はんも、是ノごとキ不觉 
の知音中違ん、何か悪ヵルべキ。顕には非分の僻事を 
すると 人には見ユれども、内には 我執を破ッて 名聞を 
抬つる、第一の用心なり。 

仏菩薩は、人の来ッて云フ時は、身肉手足をも斬る 
なり。况ンや人来ッて一通の状を乞ハん、少分の悪事 
の名聞ばかりを思ゥてそノ事を聞力ざランは我執の咎 
なり。人は「ひじりならず、非分の要事云フ人かな」 

と、所詮無ク思ふとも、我レは名聞ヲ捨テ、一分の人 
二の利益とならば、真実の道に相応スべキなり。古人も 
I そノ義あるかと見ユる事多し。予もそノ義を思ふ。少 
1■少檀那知音の思ヒ懸ヶざる事を人に申シ伝へてと云フ 
剡をば、紙少分こそ入レ、一分の利益をなすは、やすき 
IK 事なり。 

7 弊問ウテ云ク、この事、実に然なり。但し善キ事に 
人の利益とならん事を、人にも云ヒ伝へんはさるべし0 


間づきあいをやめている身であるから、世俗の人に分をこえた口出 
しをするのは、いけないことで ある 0」と考えて、目の前にいる人 
の希望をかなえてやらないのは、その時と場合に応じ、よく考えて 
みなければならないことである。 

実際、それが世捨て人のやり方のように見えるが、そうではない。 
そんなことを言う人の心中を察してみるのに、やはり、 r 自分は世 
俗の名利に望みをかけぬ世捨て人である。分不相応のことを人に言 
ったら、世間の人がきっと自分を悪く思うだろう。」という道理を 
考えているのである。そのため相手の頼みを聞きとどけないのは、 
やはりこれは自分のことを考え、世間の評判を気にしているのであ 
る。ただただ目の前にいる人のために、身分相応に、自分にできる 
だけのことは、人が自分を惡く思うのは気にかけないで、利益をは 
かってあげるべきである。その結果、手紙を受け取った人が、「こ 
れは、世捨て人らしからぬことである◦よくない事だ。」といって、 
疎遠にしたり、仲たがいしたりすることがあっても、そんな道理の 
わからない知人とは仲たがいしてもなんの悪いことがあろうかり外 
見は、分不相応のまちがいをするように人からは見られても、内心 
に、自分のことばかり考える気持を打ち破り、名誉心をすてること、 
これが第一に心がけねばならぬことである。 

仏菩薩は、入が来て頼むときには、自分の身の肉でも、乎足でも 
切ってあたえるのである U ましてや、人が来て、手紙一本頼むのに、 
わずかな世間の不評判を気にして、その頼みを聞かないのは、これ 
は自分のことばかり考えているまちがいである。相手は「遁世看ら 



若し僻事を以て人の所帯を取ラんと思ひ、あるィは人 しくもない、分不相応の俗用を言ってくる人だ0」しようがないな、 
のために惡シキ事を云フをば、云ヒ伝フべキ乎、如何。と思っても、自分としては、世間の評判を捨て、自分なりに人の利 
師答へテ云く、理非等の事は我が知ルべキニあらず。益となるならば、それが真実の道にかなうはずである。昔の人にも、 
ただ 一通の状を乞へ ば 与フれども、理非に任セて，汰 こうした道理によっているのではないかと思われる行ないが多い。 
スべキ由、云ふ人にも、状にも載スべシ。請ヶ取ッて わたしもそういう道理を考えている。檀那や知人が、少々思いがけ 
沙汰せん <A こそ、理非をば明ラムべけれ。我ガ分上-一 ないようなことを、人に伝えてくださいと言うのに対しては、紙は 
あらず〇是のごとキ事を理ヲ枉ゲテ人に云ハん事、ま 少しはいるけれども、分相応の利益をはかってあげるのは、たやす 
た非なり。また現の僻事なれども、我レを大事にも思 いことである。 

ふ人の、この人の云ハん事は善悪違へじと思ふほどの 懐弈がたずねて言った。 

知音檀那の処へ、僻事を以て不得心の所望を なさ ば、 このことはまことにおっしゃる通りでございます。ただし、善い 
其レをば、今の人の所望をば、一往聞クとも、彼ノ状 ことでしかも人の利益になることを人に言い伝えるのはよろしゅう 
にも、去リ難ク申せば申すばかりなり、道理に任セて ございましょう。けれども、もし間違った事で、人の財産を取ろう 
沙汰有ルベシト云フべキなり。一切に是(のごとく) と思ったり、あるいはだれかにとって不都合な事を言う場合でも、 
ナレば、彼も此レも遺恨有ルべ カラ ざルなり。 依頼に応じて伝えるべきでしょうか、いかがでございましょう。 

足ノご とキ 事、人に対面をもし、出来る事に任 セて 禅師が答えて言われた。 

能々思量すべきなり。所詮は事に触レて名聞我執を捨 その場合、道にかなっているか、かなっていないかはわたしのか 
ツべキなり" かわり知るところではない。ただ、「手紙を一通望まれたので書き 

与えますが、その裁定は道理のあるなしにしたがってなさるよう 
に」ということを、相手方にも言い、また手紙にも書いておくのが 
注 よい。手紙墨け取って処理する人が理非を明らかにするで f 
一 r シュッラィィデキタル」(日葡辞書) 0 そこまでは 肉 分の範囲ではない。こういうことを道理をまげてまで 
11世捨て人。世俗の人に対する。 人に要求するのは、これまたいけないことである。また、明らかに 
1_|平安時代以来、僧が顕密のしかるべき寺院に籍を置き、間違ったことであるけれども，自分を尊重してくれている，< で、 
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師匠について学問をするのは、それによって世間に認め 
られ、貴族の帰依を受け、ひいては僧綱の位にのぼる立 
身出世の道となってしまっていた。鎌倉時代にはそれに 
不満をいだき、寺院の籍を離れ、立身を求めずひたすら 
仏道にかなった生活をしよぅとする出家者があらわれた。 
これらを遁世- - t と呼んだ。「トンセィ、トンゼィ、ョヲ 
ノガルル」(日葡辞香 )0 

四世間づきあいをせず、引きこもっていること。 「ロゥ 
キョ コモリィル」(日葡辞書) 0 

五分にはずれたこと。遁世者は遁世者な りの 名聞を 持っ 
ていたことが知られる。 

六「あし」は善に対する惡であり、「わるし」「わろ し」 

は見かけがわるい、見っともないの意。 

七疎遠にする。寺院や師僧についていればそれぞれ衣、 

食、住に事欠かないが、遁世者は篤信者の布施にまつよ 
りほかないから、そこに弱みがあるところを突いている。 

八道理のわからないこと。 

九七七べージ注一参照。 

0かたく戒行を守る高徳の僧。また遁世者。 

I かいがない。せっかく後援者となっていてもはりあい 
がないと思ぅ。 

一一予想外な、ふさわしくないこと。 

三領有物。領土、財産。 

四よい悪いというような寧。 

五理非を論じ定めること。 

1ハ現在目に見えた。 


「あなたのおっしゃることなら善悪ともにそむきますまい0」とまで 
思ってくれている知友や檀那の所へ、間違った事をもって納得のい 
かない要求をするようならば、その場では一応-その人の頼みを聞 
いてやるが、書いて与える手紙には、「たって望むからお伝えする 
だけです。道理にしたがって処理してください。」と書くべきであ 
る。 すべてにこのようであれば、双方とも恨みを残すことはないは 
ずである。 

このようなことは、人と会ったり、事の起ったりするにしたがっ 
て、よくよく考えめぐらすべきである。要は、何事につけても名声 
を思い、自分のことばかり考える心を捨てるべきである。 
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| 七納得のいかない望み。 

一八断わりきれない。 

校 , IT 

1原文、訴詔。 

2原文、抂：，理。 

十七今の世出世間の人 

夜話二云ク、今た世、出世間の人、多分は善事をな 
しては、がまへて人に識ラれんと思ひ、悪事をなして 
は人に知られじと思ふ。此レニ依ッテ内外不相応の<« 
此射る。相構へて内外相応し、誤りを悔い、実徳を蔵 
シて、外相を荘らず、好事をば他人に譲り、悪事をば 
己に向フる志気有るべきな'??。 

問ウテ云ク、実徳を蔵し外相を荘ラざらん事、実に 
然ルペシ。但シ、仏菩薩の大悲ハ利生を以て本とす。 
無智の jI A 俗等、外相の不善を見て是レを謗難せば、謗 
僧の罪を感ぜん。実徳を知ラずとも外相を見て貴ビ供 
養せば、一分の福分たるべし。是レ等の斟酌いかなる 
べきぞ。 

答へテ云ク、外相を荘ラずと云ツて、即チ放逸なら 
ば、また是レ道理にたがふ。実徳をかくすと云ツて在 


夜話に言われた。 

今の世の在俗の人も出家の人も、たいていは、善い事をすると、 
どうかして人に知られようと思い、悪い事をすると、人に知られま 
いと思う。そのために心の内と外とが一致しなくなる。どうか努め 
て、心の内と外を一つにし、間違いは悔い改め、真実の徳は内にか 
くし、うわべのすがたを飾らず、好い事は他人に謎り、惡事は自分 
がその責めを引き受ける意気ごみをもつべきである。 

たずねて一言った。 

真実の徳を内にかくし、 うわべを 飾らないことは、まことに仰せ 
の通りで ございましょう。 ただ、仏菩薩の大きな慈悲心は、生 ある 
もののためになる ことを 根本としております。物 も わからぬ出家、 
在家の人々が、出家人のうわべの姿の悪いのを見て、悪口を言い、 
非難をしたならば、僧をそしる罪の報いを受けましょう。真実の徳 
はわからないでも、うわべの姿を見て、ありがたがって供#をすれ 
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家-^ の 前に悪行を現ぜん、 また 是レ破戒の甚しきな り。 ば、それなりに俗世のしあわせを得るもとと なりましょう。このへ 
た e 希有の道心者の由を人に知られんと思 ひ、 身二在 んの考慮は、 どのように したもので ございましょう か。 

ル失を人に知られじと思ふ。諸天善神及ビ三宝一のセ冥に 道元禅師が答えて言われた。 

知 ii する処を愧ヂずして、人に貴ビられんと思ふ心を うわべの形を飾らないからと言って、すぐさま勝手気ままにする 
誡ムるなり〇ただ時に臨ミ事二触レて興法のため利生 なら、これまた道理に反する。真実の徳を表にあらわさないからと 
の1め、諸事を斟酌すべきなり。 言って、在家の人などの前で悪い行ないをして見せるのは、これま 
「擬して後言ヒ、思ゥて後行じて率暴なる事なかれ0」 たとんでもない破戒である。かれらはただ、自分が世にもまれな道 
となり。所證は一切の事に臨ミて、道理を案ズべキな 心者であることを人に知られようと思い、また自分の持っている欠 
り。 I 一一一せんる 点を人に知られまいと思うのである。諸天善神や仏法僧の.一一宝が人 
念々に留マラず日々に遷流して、無常迅速なる事、 の目に見えないところで見通していらっしゃるのに対して、 fc ずか 
眼前の道理なり。知識経卷の教を待ッべヵラず。念々 しいとも思わず、ただ世人にありがたがられようと思う心を戒める 
に明日を期スル事なかれ。当日当時許と思ゥて、後 のである。ただ時に臨み、事に触れて、ひたすら仏法がさかんにな 
日は甚だ不定なり、知り難ければ、ただ今日ばかりも るよう、生あるものに利益のあるよう、さまざまの事を考盧すべき 
身命の在らんほど、仏道に順ゼント思フべきなり。仏 である。「実際にあてはめて考えてから物を言い、よく考えてから 
道に順^;^^は、興法利生のために、身命を捨テ諸事実行に移して、決して軽々しく粗暴であってはならない0」とも言 
を行じ去なり。 われている。つまりはすべての事に当たって道理をよく考えるべき 
問ゥテ云ク、仏教の進めに順ッて乞食等を行ズべキ である。 

敵 勿和」 二四どふ われわれの生命は刻々に流れゆいて少しもとどまらず、物事は日 
答へテ云ク、然ルベシ。伹シ、是レは土風に順ッて 日うつりかわって、一定の状態なく、変化することのすみやかなこ 
斟酌冇るべ'。なにとしても、利生も広く、我が行も とは、だれでも目の前に見ている道理である。指導者や経典の教え 
11一む 誌.す 就ク ベれ l^n 是^^の 作法、 道路不浄にを 待つまでもない。一刻一刻に、明日のある ことを あてにしてはな 
して ミ ^ ヶて行歩せば織つペシ。 また 人民貧窮 らない 0' その日、その時だけ生きているものと考えて、このあとど 
にして次第乞食も叶フべヵラず。行道も迟クべク、利うなることかはきまったものではない、先のことはわからな、，から、 
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益も広カラざル歟。ただ土風を守ッて、尋常二仏道を 
行じ居たらば、上下の衆自ラ供養を作すべし。自行 
化他成就せん。 

是のごとキ事も、時一一臨ミ事に触レて、道理を思量 
して、人目を思ハず自の益を忘レ、仏道利生の方にょ 
きやうに計ラフべシ。 

注 

一世間にある人と俗世を出た人と。 

一一心にかけて。なんとかして。 

三心の中と外の態度が一致しないこと。 

四离実心にたくわえられた徳。外相に対する。外相は身 
体の上にあらわれた美醜。 

五 I しかも菩薩はまさに一切衆生に代りて毀辱を加ふる 
を受け、惡事をば自ら己れに向へ、好事をば他人に与ふ 
べし。」(十 m 禁戒のうち、不自譜毀他戒)。また、「如し 
大己の所に在らば苦事はまづ作せ。好事はまさに大己に 
識るべし。」(対大己五1:闊梨法第三十)。 

六事を成そうとする意気ごみ。こころざし。 

七衆生を利益すること。 

八道は道人すなわち出家人、俗は在俗の人。 

九そしり、非難する。 

一〇仏法僧の三宝をそしれば、不謗三宝戒を犯す。 

=この世的なしあわせが報いられる善行。道分に対する 


ただ、きょうだけでも、命のある間、仏道にしたがおうと思うべき 
である。その仏道にしたがうということは、仏法を興し、生あるも 
のに利益を与えるため、身を捨て命を捨ててさまざまの事を行なっ 
ていくのである。 

また、たずねて言った。 

仏教のすすめにしたがって、托鉢などの行も行なうべきでしょう 
か、いかがでございましょう。 

禅師が答えて言われた。 

そうあるべきである。ただし、これはその土地の風俗習慣にした 
がって考えるべきであろう。何にしても、広く生あるものを利する 
ことができ、また自分の修行も進む方につくべきである。托鉢など 
の作法は、この国でやっては、道がきたないから、お袈裟を着けて 
歩いたら、お袈裟がよごれてしまう。またわが国では庶民が貧乏で 
あるから、順に七軒だけ門に立って食を乞うて W るということもで 
きない。それでは仏道を行ずることもあともどりして、人々に利益 
を与える こと も広くないことになるであろうか。ただその土地の風 
俗習惯を守って、まともに仏')11を行じていたならば、上下の人々も 
自然に供養をするようになるであろう。そうすれば自分の修行も、 
他人を教化することも成し遂げられるであろう。 

このような 取 も、 時に臨み事に触れて、その道理を よく 考えめぐ 
らし、人が見て何と思うかを気にせず、自分の利益を念頭におかず、 
ただ、仏道のため、また生あるものに利益を与えるため、少しでも 
うまくいくように 計らうべきである。 


正法眼蔵随聞,? lJ 二 


ーニず怙をょく見て考えはかること〇 

一三 さまざまの対象に心をうばわれて制止な く 勝手気まま 
なこと。 

一四 たぐいまれな道心を持った人であるということを。 

IW 欠点。 

一六天界(人問界の上)にいる天人や護法の善 神。 

一- tr 人の目に見えないこと。諸天善神は人の目に見えない 
ところで見通している。 

一八仏法を興隆せしめること。 

一九 おしはかる0 

一一〇蛏率で あらあらしいこと。 

111 うつりかわってとどまらないこと。これを!一という0 
一三 あてにする。 

一1三一定していない0 
11四その土地の風習。 

一至袈裟の こと。 

=「ギャゥプユキ、アルク」 r 日葡辞省) 0 
二 - fcr 贫富 をえらばず、得、不得にかかわらず、順に七軒を 
托鉢して帰る乞食の仕方。十二，の一。 

11八あともどりする。 

11 九 あたりまえなことが立派なことである。 まともに。 

三〇人が見て何と思うかを気にしない。 

校訂 

1原文、道俗。 





注 
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十八学道の人、世情を捨つべきに就 
ぃて 

示二云ク、学道ノ人、世情を捨ツべキに就ィて重々 教えて言われた。 

ノ用心有ルべシ。世ヲ捨テ、家ヲ捨テ、身ヲ捨テ、心 仏道を学ぶ人が、俗世で習慣になった分別判断を捨てるについて、 
ヲ捨ツルなり。能々思量スべキなり。 段階的に心がけるべきことがある。世を捨て、家を捨て、身を捨て、 

世を遁レて山林に隠居し、我ガ重代ノ家を絶ャサず、心を捨てるという四段階である。これについてょくょく考えめぐら 
家門親族の事を思ふも有り。 すべきである。 

家ヲ遁捨シて親族の境界をも捨離すれども、我ガ身 まず、ともかくも世をのがれて山深くかくれ住んだが、祖先代々 
に苦シキ事を為サじと思ひ、病発しつべき事を、仏道 伝わった家は絶やさず、一家、一門、親族の者どもの身の上まで考 
をも行ゼじ卜思ふハ、未だ身を捨テざルなり。 えてい る 者も ある。 

また身をも惜まず難行苦行すれども、心仏道に入ラ 次に、俗家はのがれいで、一門一族とも縁が切れたが、自分の身 
ずして、 我ガ心に違く事を ば、 仏道なれども為じと 思 に苦しいことはすまいと思い、病気に なりそうな ことは、仏道でも 
ふハ、心ヲ捨テざルなり。 行じまいと思うのは、まだ身を捨てていないのである。 

第三に、我が身を惜しまず雖行苦行を するけれども、 心が仏道に 
入らず、自分の気持に合わないことは、仏道であってもすまいと思 
うのは、まだ心を捨てていないのである。 

俗世において習慣となった分別判断。情は、感覚、意 
識にひき回されておこる心の動き。 

いくえにも。段階のあること。 

かくれすむこと。 

自分の勢力の及ぶ範囲を、自己のものとして執着する 


正法眼蔵随聞妃二 


五病気のおこりそぅな事をしない、そのためには仏道を 
も行じない。 

七父 丁 

屯 f> u 

1原文％ R % 

2原文、「遠 ク」 の左側に「違 X 」とあり。 



100 


正法眼蔵随聞記三 


行者先づ心を調伏しつれば 


示二云ク、行者先ブ心を調伏しつれば、身をも世を 
も捨ッル事は易きなり。ただ言語に付き行儀に付キて 
人目ヲ思ふ 〇こノ 事は悪事なれば人悪く思 フべシ とて 
作 サ ず、我れ こノ 事をせんこそ仏法者と人は見めとて、 
.事に触れ能キ事をせんとするもなほ世情なり。然れば 
とて、また恣に我意に任セて惡事をするは一向の悪 
人なり。所詮は悪心を忘れ、我ガ身を忘レ、ただ一向 
に仏法のため一一すべき也。向力ひ来らん事にしたがッ 
て用心 スべキなり。 

初心の行者は、先づ世情なりとも人情なりとも、悪 
.事をば心に制して、善事をば身に行ずるが、即ち身心 
をすつるにて有るなり。 


教えて言われた。 

仏道修行をする者は、まず心を調え、その動きをおししずめてし 
まえば、身を捨てることも世を捨てることも、たやすいことである。 
ところがなかなかそれができないで、物を言うにつけても動作の仕 
方につけてもただ人目ばかりを考えている。この事は悪事であるか 
ら人が見て悪く思うであろうと思ってしなかったり、自分がこの事 
をしたならば、人はいかにも自分が仏法者 だと 思うであろうと考え 
て、何かにつけてよい事をしようとするが、それもやはり世情であ 
る。そうかといって、また好き勝乎に自分の気持にまかせて悪い事 
をするのは、全くの M 人である。結局のところ悪心も忘れ、自分の 
身をも忘れて、ただひたすらに仏法のためにすべきである。個々の 
事については、起こって くる 事に応じて気をつけるべきである。 

道にはいったばかりの修行者は、まず世情で考えても、入情で^ 
えてもよいから、悪事はしないようにし、善事を身をもって行なっ 
て ゆく の^'、とりもなおさず身も心も捨てることになるのである。 
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正法眼蔵随聞記三 


一身心を調えてもろもろの悪行をとりのぞくこと。ここ 
は心の方に重点をおいている。 

11九八ぺージ注一参照。 

三「それ仏法修行はなほ自身のためにせず、いはんや名 
聞利養のためにこれを修せんや。ただ、仏法のためにこ 
れを修すべきなり。」(学道用心集)0 
四人間的な思慮分別。世情と根本的な差はない。 

校訂 

1原文、見ヌ。「こそ」の結びでもあり、 r メ」 であろう。 

二故僧正建仁寺に御せし時 

教えて言われた。 

なくなった葉上僧正栄西禅師が京都の建仁寺においでになった時.， 
一人の貧乏人が来て、「わたくしの家は貧乏で、数日にわたり、ご 
飯をたくこともできないでおります。それで夫婦と息子二、三人が 
餓え死にしそうになっております。お慈悲をもってわたくしども e 
お救いください。」と言って頼んだ。 

その 時、建仁寺 内のどこにも、 衣類 も食物も、ねうちのある品物 
もなん にもなかった。考えてみたが全くて だても なかった。 ところ 
がちょうどその時、薬師如来の像を造ると-いうので光背の材料に使 
う打ちのベた銅が少しあった。僧正は、 C れを持って来て、自分で 
打ち折り、束ねまるめて、 さっきの 貧し.い客に与え、「これでもク 


一，不一 MK ク、故僧正建仁寺に輒せし時、视の！^艇ッ 
て道ッて云ク、「我ガ家貧にして絶煙二及ビ、夫 
婦7-息両三人餓死しなんとす。慈悲をもて是レを救ひ 
給へ。」と云ふ。 

一ば5„ちゆ5すべ えじき 〈なか〉 

そノ時、房中に都て衣食財物等無りき。思慮をめぐ 
らすに計略尽キぬ。時に薬師の仏像を造らん とて 一、 一ひ r 

〈あかがね〉 

の料に打チのベたる銅少分ありき。これを取ッて自 

〈つかねまろ〉 か 

ラ打チ折ツて束円めて彼の貧客に与へて云ク、「是レ 

<ぅ&> 〈ふさ〉 

ヲ以テ食物をかへて、餓を塞ぐべシ〇」卜。彼ノ俗兑 

まかりいで 

ンで退出ぬ。 

門弟子等難じて云く、「正シく是レ仏像の光なり。 
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以て俗人に与フ、仏物己用の罪如何。」 

僧正答へテ云ク、「実に然ルなり。但シ、仏意を思 
フに、身肉手足モ分ツて衆生に施スべシ。現に餓死ス 
べキ衆生には、直饒全鉢ヲ以て与フ とも 仏意に叶フべ 
シ。また我レこの罪に依ツテ縦悪趣に堕スべク とも、 
ただ衆生ノ餓 H を救フべシ。 」 云々。 

先達の心中のたけ、今の学人も思フべシ、忘ルル事 
なかれ。 

またある時、僧正の門弟の僧云ク、「今の建仁寺の 
寺敷河原に近し。後代に水難有リぬべシ。」 

僧正云ク、「我等後代の亡失こレヲ思フベカラず。 

元さいてん103ぎをんしや5じや 〈いしず&ばかり〉とどま こん 

西天の祇園精舎も礎計留れりしかども、寺院建 
立の功徳失スべカラず。また a = 時一年半年の行道、そ 
ノ功莫大なるべし。」卜。 

今これヲ思ふに、寺院の建立ハ実に一期の大事なれ 
ば、未来際をも兼ネて難無キやうにとこそ思フべけれ 
ども、 さる 心中にも、是ノごとキ道理を存ゼらレシ心 
のたけ、実二これヲ思フペシ。 


注 


房は僧の居所。 r バウヂウ、バウノウチ」(日葡辞 


書)。 


て食物と交換して餓えをしのぐがよい0」と言われた。そこでその 
俗人は喜んで帰って行った。 

そのあとで、弟子たちはこれを非難して、「この銅は、ほかなら 
ぬ仏像の光背でございます。それを俗人に与えられたのは、仏のた 
めに使うものを私用する罪になると思いますが、いかがでございま. 
しよう。」とたずねた。 

僧正が答えて言われた。「まことにその通りである。けれども、 
仏様のお心を考えてみると、仏様は、からだの肉や手足をさいても 
衆生に施しなされるであろう。目の前に餓え死にしそうになってい 
る人々には、たとえ、仏像の全体を与えても、仏様のお心にかなう 
であろう。また、わたし自身はこの罪によって、たとえ地獄におち 
ようとも、ただ生あるものの飢えを救うべきである0」と。 

仏道に深くいたった先輩の心の高さを、今の道を学ぶ巷もよく考 
えて、 こういう 心を忘れてはならない。 

また、ある時、僧正の弟子の僧が、「今の B 仁寺の寺の敷地は、 
加茂川の川原に近いから、後世、洪水にあう危険がありましょう。」： 
と言った。 

僧正は、「われわれは、後111:になって寺がなくなる心配までして 
はならない〇 . ィンドの祇！一粘舎でさえも、礎石だけしか残っていな 
いが、それでも寺^ B 立の功徳はなくなりはしない。後代は どう あ 
ろうとも、今 さしあたって 一年でも半年でも、ここで修行が行なわ 
れる功徳は、莫大なものであろう。」と言われた。 

今、この話を考えてみると、寺院を建立することは、まことに I 


103 


正法眼蔵随聞記 H 


11後光。「ひかりのなかの化仏無数億」(栄華物語)。 

三仏に供#されたものを他に流用すると、盗戒を犯した 
罪となる。 

四釈尊の前生譚には、餓えた虎の親子のために身を施し 
た話や、鵠を助けるために身の肉をさいて鷹に与えた話 
がある。なお七七ぺージ注一参照。 

五地獄、餓鬼、畜生、修羅の惡道。 

六自分より先にその道に逑した人。先輩。「センダチ、 
またはセンダッ」(日葡辞書) 0 
七高さ。 

八家の敷地が家敷であるに対して、寺の敷地‘ 

九ィンド。 

10 祇陀園林須達 精舎の 略。祇樹給孤独 k ともいう。仏 在 
世に舎衛国の 7 ;v 豪須達畏 者は釈尊のために寺院を建てて 
献 じようとし、 祗陀 太子の土地が最もふさわしいので、 
これを買い取ろうとした。太子はたわむれに、この土地 
に贸金を敷きつめたら売ろうと言った。長者が真実に黄 
金を敷きつめたので太子は前言を侃い、土地は長者の買 
ったものであるが、樹木は自分のものであるからこれを 
献じようと言って、両人力を合わせてできあがった。そ 
れでこの二人の名をとって寺の名とした。西域伝には、 
「今荒廃して石柱のみ有り。高さ七十 余 尺、 育 王之れを 
造る。甎室一つ存せり、余は並びに湮滅す。」とある。 

一一さしあたった今の時。 「タゥジ、ィマノトキ」(日葡 辞 
書) 0 

I 一一一生にまたとない大事件。囊二年十月十五日には興 


代の大事業であるから、遠い未来の先までも欠点のないょうにと III 心 
うのは 当然であるが、 そうした 気持の中でも、栄西禅師 はまたこの 
ょうな 道理を考えておいでになったので ある。その お 心の高さを、 
ほんとうに 考えて みなくてはならない。 
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聖寺が開堂されるから、この筆録のころ寺院廸立のこと 
は進行していたであろぅ。 

=未来のはて。未来にはてはないから永遠と同じことに 
なる。 

校訂 

1原文、御セン。 

2原文、歎。 

3 原文、祇菌。 

三唐の大宗の時 

夜話に言われた。 

唐の大宗の時、魏徴が太宗に、「人民どもが陛ドの惡口を言って 
おります。」と申し上げた。 

太宗は、「わたしに仁徳があって、しかも M く： H われるならば心 
配しないでよい。もし、仁徳もないのに人からほめられるならば、 
それは心配しなくてはならない。」と--:-:1われた。 

世俗の人でもこの通りである。仏必子たる者は特にこの気持がな 
ければならない。慈悲もあり、道心もあって、ばかな人々に悪口を 
言われ、非難されるのはいっこうさしつかえない。道心もないのに、 
人から道心のあつい人だと思われるのはよくよく気をつけなければ 
ならない。 

また、教えて言われた。 


夜話二云ク、唐の太宗の時、魏徴奏して云ク、「土 
民、帝ヲ謗ズル事あり。」 

二くわじん ぅれへな 

帝の云ク、「寡人仁あッて A に謗ゼられば愁と為す 
ベからず。仁無クして人に褒らればこれヲ愁フべシ〇」 

ho 

俗なほ足ノごとシ。僧ハ尤モこノ心有ルベシ。慈悲 
あり、道心ありて愚：擬人に謗ぜらレ譏らるルはくるし 
かるべからず。無道心にして人に有道と思ハれン、是 
レを能々慎むべし。 

また示二云ク、隋の文帝の云ク、「密々の徳を修し 
て〈称〉ぐるをまつ。」卜。言ふ心は、能き道徳を修 

六いつくし 

してあぐるをまちて 民を厳ゥ するとな り。僧な ほ 及べ 
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ざラン、尤モ用心スべキなり。ただ内々二道業を修セ 隋の文帝は、 r 人知れず徳をおさめて、人民が王の徳をたたえる 
バ自然に道徳外に露ルベシ。自ラ道心道惠外に露れ人 ようになるのをまつ。」と言われた。その意味は、道の徳を立派に 
に知られン事を期セず望マず、ただ専ラ仏教に随ヒ祖 身につけて、人民が王をほめたたえるようになってから、民を正し 
道二順ひ行けば、人自ラ道徳に帰スルなり。 くみちびいてゆくというのである。出家の仏弟子としてこの心がけ 
此に学人の誤出来るやうは、人に貴びられて財宝 に及ばないのは、特に気をつけなければならない。ただ、人知れず 
出来たるを以て道徳彰たると自ラも思ひ、人も知ル 仏道にかなった行ないをしていると、おのずから仏道の徳が外にあ 
なり。是レ即チ天魔波句の心に付キたると知ルベシ。 らわれてくる。自分では、道心のあることや、仏道修行の結果身に. 
尤モ思量スべシ。教の中にも、是レをば魔の所為と云 ついてくる徳が外にあらわれ、人に知られるなどということは望み 
フなり。未ダ聞力ず、三国の例、財定に富ミ、愚人の もせず、期待もせず、ただひとすじに、仏祖の教え、仏祖の道にし 
帰敬を以て道徳と為スべしとは。 たがってゆくと、人が自然にその仏道の徳に帰依するのである。 
道心と云フは、昔より三国皆貧にして身を苦しめ、 ところがここに、仏道を学ぶ者が間違いをおこすのは、人にあり. 
省約して慈有リ道有ルを実の行者と云フなり。 がたがられ、財宝が豊かになったのをもって道の徳があらわれたの 
徳の顧ハルると云フも、財宝に饒に、供養に誇るを だと、自分も思い、人もそれによって判断することである。これこ 
云フにあらず。徳の顕ハルルに三重あるべし。先ブは、そ悪魔が心にとりついたのだと思うがよい。よくよく思いめ ぐらす 
その人、その道を修するなりと知らるルなり。次には、べきである。経典に 説く 中でも、これをば魔のしわざ と言うの であ 
そノ道を慕ふ者出来る。後にはそノ遒を同ジク学し同 る。ィンド、中国、日本の例を見ても、財宝が豊かになり、 おろか 
ジク行ずるなり。是れを道蒽の顕ハるると云フなり。 な人々から帰依され敬われるのをもって道の徳とせよということは 

聞いたことがない。 

道心というのは、昔から、ィンド、中国、日本ともに、みな貧乏- 
注 で、身をもって苦労にたえ、余分なものは贤やさず、^^悲心あり、 

一次に「愚癡人」と言って いるよう な無知の人民を さす。 仏道にかなった行ないをすることで、このような人を真夾 Q 仏道修 
原文「土」。 行者と言うのである。 

一一徳すくなき人。天子。諸侯の自称。 徳が外にあらわれるということも、財定をたくさん持って、ご仍 
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三 楊堅(五四一— 3 四)。隋初代の王。北周の外戚として権 
力あり、五八一年、北周の帝から位を譲られて帝位につ 
く。在位二十四年、蕃政を行ない諸般の制度を整備した 

四 類聚名義抄に「称ホム、アグ」とあり。濁音表記は 
原文の まま。 

五 道を学んで身につけた徳。 

六 類聚名義抄「厳ィッ クシ」 おごそかである。端正で 
ある。 

七類聚名義抄「約ッブマヤカニ」。原文は省字の左側 
にかなあり。 

校訂 

1原文、随。 

2原文、蜜々。 

3 原文、自不勤 T 不&道心迫魅ギ外！被*知乂。今、 

かなを重んじて読んだ。 

4 原文は、省の字の左側にッッ マヤ カ ニメと あり。約は 
次行に移る。 

5原文、同学行シ。行は不用と見て削る。 

四学道の人は人情をすつべきなり 

夜話二云ク、学道ノ人は人情をすつべきなり。人情 夜話に言われた。 

を捨ッると云フは、仏法を順じ行ズルなり。^ 1 A!C 多ク 仏道を学ぶ人は、人情を捨てるべきである。人情を捨てるといぅ 
ハ/ J ^ 乗根性なり。善惡ヲ弁じ是非ヲ分チ、是ヲ取リ非 のは、仏法を、教えの通りに行ずることである。世間の人はたいて 


養が多いといって得意になるのを言うのではない。徳が外にあらわ- 
れるには三段階ある。第一には、あの人は、仏道修行をしているの 
だと人に知られることである。第二には、その道を慕って、ついて 
くる者が出てくることである。第三には、その道をいっしょになっ 
て学び、同じように修行するようになることである。こういうのが、 
道の徳が外に顕われたというのである。 
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正法眼哉随聞；? 3 三 


ヲ捨ッるはなほ是レ小乗の根性なり。ただ世情を捨ッ い、自分ひとり悟ろうとする小乗根性である。善悪是非を分別し r -+- 
れぱ仏道二入ルなり。仏道二入ルには善悪を分ち、よ よい方を取り、悪い方を捨てるのは、やはり小乗の根性である。-: 
しと思ひ、あししと思フ事を捨て、我ガ身よからん、 うした世間の人情を捨てさえすれば、そのまま仏道にはいるのであ 
我ガ心何と有ラんと思ふ心を忘れ、よくもあれあしく る。仏道にはいるには、善惡を分別して、これが善い、あれが悪い 
もあれ、仏祖の言語行履に順ひ行くなり。 と考えることをやめて、自分の身がよくなるようにとか、自分の気 
我ガ心によしと思ひ、また世人のよしと思フ事、必 持がどうであろうとか考える心を忘れて、よくてもわるくても. • 

ズよからず。然レば、人目も忘れ、心をも捨て、ただ 祖の言われたこと、行なわれたあとにしたがって行くのである。 
仏教に順ヒ行クなり。身も苦シく、心も患とも、我が 自分の心でよいと思い、また世間の人がよいと思うことが、必ず 
身心をば一向に捨テたるものなればと思ゥて、苦しく よいのではない。だから、人からの批判も考えず、自分の心をも捨 
愁つべき事なりとも、仏祖先徳の行履ならば為スべキ て、ただ仏の教えに順って行くのである。たといからだも T ^ しく、 
なり。こノ事は能キ事、仏道に叶ッたりと思フとも、 心もつらい思いをしても、自分の身も心も、全く捨てたものなの/4 
なしたく行じたくとも、仏祖の心になからん事をなす からと思って、苦しくつらいことでも、それが、仏祖や、高徳の先 
ベからず。是レ即チ法門をも能ク心得たる事にて有ル 輩のなさった行為ならばなすべきである。反対に、この事はよい事 
なり。 で、仏道にかなっていると思い、実行したいと思っても、仏祖の心 
我ガ心も、また本より習ヒ来レる法門の思量をばす にない事をしてはならない。これがすなわち仏法の教えをもよく心 
てて、ただ今見ル処の祖師の言語行履に次(第)に心 得ていることである。 

を移しもて行クなり。是ノごとクすれば、知恵もすす 自分の心も、また以前から習い修めた教義によるおしはかりを捨 
み、悟リも開くるなり。 てて、ただ今現に見ているところの祖師の裏や行ないに、次第に 
元来学スル所ノ教家ノ文字の功も、捨ッべキ道理あ 心を移して行くのである。このようにすれば、知恵もすすみ、悟り 
らば捨テ、今の義につきて見ルべキなり。法門ヲ学ス も開けるのである。 

る事はもとより出家得道のためなり。我ガ学スル所多 これまで学んで来たところの経論にもとづく学問の力も、捨てる 
年の功を積めり、何ぞやすく捨テんとなほ心深ク思ふ、べき道理があったら捨て、今聞くところの意味にしたがって考える 
即チこノ心を生死繫縛の心と云フなり。能々思量スべ べきである。教えを学ぶことは、本来出家して道を得るためである。 



シ〇 

注 

I 人間的な分別判断。 

11小乗は大乗に対する語。自分 ひとり 煩悩を去って悟り 
の 世界に 入ろぅと する考え。 これに 対し大乘の菩薩は 
「われょり先に入をわたさん」といぅ 願を おこすもので 
ある。 

三 シク 活用の形容詞の終止形に「し」を重ねるのは、中 
世初期前後に多く現われる語法である。 

四有徳の先輩。 

五生死輪 M につなぎとどめられること。解脱の反対。 

校訂 

1原文、自 k 本。 

五故建仁寺の僧正の伝をば 

夜話二云ク、 t 建仁寺ノ僧正の伝をば顕兼ノ中納言 夜話に言われた。 

入道書ィたるなり。そノ時； a する一 WP ▽に云ク、「儒者に なくなった B 仁寺の僧正栄西禅師の伝記は、顕兼中納言入道が se 
書力せらるべきなり。そノ故は、儒者ハ元来身を忘レ いたのである。その時、はじめ辞退して、言われた。 

て、幼きょり長るまで学問を本とす。故に書ィた 「儒者に13かせらるべきである。そのわけは、儒者はもともと身を 
る物に誤リ無キなり。只人は、身の出仕交衆を本とし 忘れて、幼いころから成人するまで学問を本務としている。だから' 


自分の学問は多年の功をつんだのである、どうして容易に捨てる C 
とができようかと、依然として心中深く思っている、この心を とり 
もなおさず迷いの世界にしばりつけられた心というのである。よく 
よく考えてみるべきである。 


伽 主法妝蔵随聞 . klJ 


ごと 八おの〇か〉 £. 

.て、かた - (i ら 事に学問をす1 であ ひだ、自らょき 人あ 書いたものに間違いがない。儒者でない普 M の人は、_ 分の勁めや 
れ ども、 文筆の道げに1 ん誤リ出来ルな り。」 卜。これを交際を第一として、片手間に学問をする から、 自然に豪な ども 立 
思ふに、昔の ^ A は外典の学問も身を忘レて学するなり。派な人もあるけれども、詩や文の書き方にも 間違いが出てくるので 

また云ク、故胤僧正云ク、「道心と云フは、一念三 ある0」と言われた。この話を考えてみるに、昔の人は、仏教以 ^f . 千の法門なんどを胸中に学し入 レて持 た道心 

の経典の学問でも身を忘れて学んだのである0 
is ” なり。なにとなく笠を頸に懸ケて迷ヒありくをば、 また、言われた。 

天狗魔縁の行と云フなり。」卜。 なくなった公胤僧正は、！■道心というのは、天台の一念一 V 一千の教 

義などを学んで心に入れて持っているのをいうのである。なんとな 
注 く笠を首にかけて、僧の格好をしてうろつき回るのは天狗に惑わさ 
一兑 .4! 巾。 れた行と言うのである。」と言われた。 

||源宗雅の子、本名兼綱。『古事談』の著者。建暦元年 
(三二)出家し、連保- ■.: 一年(三一五)没。このころの入道 
は、剃髮、染衣して僧の形となるが#院に入らず、家庭 
にあろ#。 

一!一邙門以外の人。 

四役 EI にょ- P て出勤し、人々とつきあいをすること。 

「交衆 ヶゥシゥ」 (色葉字類抄 )0 
五立派な人。ここは学問のできる人。 

六文は韻文、筆は敗文，、詩や文章を書くこと。またその 
わざ。 

七公胤( I 三一六)。大僧正公顕の弟子。 gf 寺の長吏と 
なること 二回、明王院僧正とも言われた。しかし晚年に 
は法然上人源空をたずねて往生の法を聞き、職を辞して 
裨林寺のほとりに住み、熱心な念仏行者として知られた® 
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道一兀禅 e は叙山を下って公胤をたずね、「本来本法性天 
然自性身と説かれてあるが、もしかくのごとくならば、 
三- H 1- 一の諸仏は、どうしてさらに発心して三菩提の道を修 
行するのか」という疑問を 呈 し、宋に行って 善知識を た 
ずねることを勧められている。(天文本建撕記にょる S 3: 

八天台宗の法の解き方。人の一念のうちに三千の諸法が 
完全にそなわつているということ。 

九天句魔は一種の M ® で、道心なく、我執 li 慢で名利を 
求める出家人がなるという。魔縁は、魔が人を惑乱して 
さまざまの さまたげをすること。 


校 i 


原文、幻。 


六故僧正云く、衆各々用ふる所の衣 
粮等 

夜話二云ク、 SC - 僧正云ク、「衆各用ヰル所の衣5 II 
等の事、予が与フると思フ事なかれ。皆是レ諸天の供 
ずる所なり。我レは取り次ギ人に当ッたるばかりなり。 
また各々 T , 仏航仿具足す。奔走する事なかれ。」卜 
^にすすめられければ、是レ第一の美言と覚ュるなり。 

また大 & ItnI 禅師のぎ f 、 Ir 里は齡ぅ齡物千人ノ用 
途なり。然れば、堂中七百人、堂外三百人にて千人につ 


夜話に言われた。 

なくなった栄西禅師は、「あなたがたこの寺においでの修行者た 
ちが、めいめい使っている衣類や盘料などは、わたしがあげると思 
ってはなりません。みなこれは仏法を守る神様たちが供養してくた 
さるのです。わたし.はただ取り次ぎ入にあたっているだけです。ま 
た、あなたがためいめい、一生の間に必要なものは、生まれつき備 
わっ ております。余分に手に入れょぅとして鬼り回ってはいけませ 



もる常住物なるにょりて、長老の住シたる間、諸方の 
僧雲集して堂中千人なり。そノ外五、六百人ある間、 
知事、宏智に訴へ申スに云ク、「常住物は千人の分な 
り。衆僧多ク集マツて用途不足なり。枉ゲてはなたれ 
ん(ことを) 0」と申シしかば、宏智云ク、「人々皆口 
相リ。汝が事に干ラず。歎く事なかれ」云々。 

今これを思ふに、人皆生得の衣食有り。思フにょり 
ても出来ラず、求メずとも来ラざルーーあらず。在家人 
すらなほ運に任せ忠を思ひ孝を学ぶ。何二况ンヤ出家 
人は惣て他事を管ゼず。釈尊遗付の福分あり、諸天応 
供の衣食あり。また天然生得の命分あり。求め思ハず 
とも、任運として有ルべき命分なり。直饒走り求メて 
M をもちたりとも、無常忽に来らん時如何。故に学 
人はただ宜余事に心ヲ留めず、一向二道ヲ学スべキ 
なり。 

またある人云ク、「末世辺土の仏法興隆は、衣食等 
の：^護の外に累なくて修行せば、其レニ付ィて有相 
咖界我‘の諸入集マリ学せんほどに、そノ中に若シー人の 
5:発心の人も出来ルべし。故に閑居静処を構へ、衣食具 
b して仏法修行せば利益も弘かるべし。」と。 

今は思フに然ラず。直饒千万人、利益につき財欲に 
プふけりて聚ツたらん、，一人なからん二なほ(お)とる 
べき。悪道の業因の自ら粘ミて仏法の気分無キ故なり。 


ん。」と言って、常に道に励むことをすすめられた。わたしは、こ 
れはこの上ない立派なお言葉だと思っている。 

また大宋国の宏智禅師の門下では、禅師が住せられた天童山は、 
寺の平常の経済が千人の費用をまかなうものであった。だから、僧 
堂の中で修行をする人が七百人、僧堂の外で寺の仕事に従事する人 
が三百入で、合計千人と計算する経費であった。しかるに宏智禅師 
の住持せられた間は、修行僧が雲のように各地から集まって、僧堂 
の中の人がすでに千人あった。そのほかに、まだ五、六百入もあっ 
たので、寺務をつかさどる役僧が宏智禅師に申し出て、「寺の経常 
費は千人分であります。ところが、修行僧たちが多く集まるので費 
用が不足いたします。道理には合いませぬが、ここは特別に、余分 
の僧は、ほかへやるようになさってくださいまし。」と言ったとこ 
ろ、宏智禅師は、「人はめいめい口を持っている。おまえの仕事と 
関係はない。心配するな。」と言われたという。 

今、この話を考えてみるに、人はめいめい、一生に備わった衣食 
がある。いくら考えてみたところで出てくるものでもなく、乎に入 
れようとしないとやってこないというものでもない。俗世にいる者 
でさえ、やはり、衣食のことは運に任せて、ただ君に忠義をつくし、 
親に孝行しようと思うばかりである。ましてや、出家たる者は、す 
ベて仏道以外のことにはかかわらない。お釈迦様が残してくださっ 
た物質的なめぐみもあり、仏法を守る神様がたが供養してくださる 
衣食もある。また生まれながらその一生にそなわったものがある。 
さがし求めないでも、命をささえるだけのものは、天然自然にそな 
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淸贫屬難してあるィは乞食し、あるィは蕖艉等を食し わっている。よしんば奔走して財産を持ってみても、今にも死んだ 
て、恒に飢饉して学道せば、是レを聞ィて若シー人も らどうであるか。だから、仏道を学ぶ者は、ただ、ほかの事に心を 
来り学せんと思ふ人有らんこそ実の道心者、仏法の興 とめないで、ひたすら道を学ぶべきである。 

隆ならめと党ユる。艱難貧道によりて一人も無力らん また、ある人が、「末法の世ではあり、仏出世のィンドからは遠 
と、衣食饒にして諸人聚マツて仏法なからんと、ただ く離れたこの日本で仏法をさかんにするには、衣食等について、外 
八両と半斤となり。 部から援助してもらう以外は心にかかることもなく修行をしたら、 
また云ク、当世の人、多ク造像起塔等の事を仏法興 その点にひかれて、形にとらわれ、自分のことばかり考えている人 
隆と思へり。また非なり。直饒高堂大観珠を磨ィて金 人が集まって来て、仏法を学んでいるうちに、その中に、あるいは 
をのべたりとも、是レに因ツて得道の者あるべからず。一人ぐらい、真の菩提心をおこす人も出てくるでしょう。ですから、 
ただ在家入の財宝を仏界に入レて善事をなす福分なり。静かな所に、しずかな住まいを作って、衣食に事欠かず仏法を修行 
小因大果を感ずる事あれども、僧徒のこノ事を常むは したら、利益も大きいでしょう。」と言った。 

^ A 法興隆にあらざるなり。ただ草庵樹下にても' 法門 今これを考えてみると、そうではない。よしんば千万人の人が、 

の一句をも思觉し、一時ノ坐禅をも行ぜんこそ、実の 利益にひかれ、物欲のとりことなって集まったとしても、それでは、 
仏法興隆にてあれ。 学ぶ人が一人もいないのよりまだいけない。それらの人は、餓鬼. 

今俏觉を立テんとて勧進をもし、随分に労する事は、畜生におちるもととなる行為を自分から稂んで、仏法の気分がない 
必ズしも仏法興隆と思はず。ただ当時学道する人も無 からである。行ないを潔くする結果貧乏し' さまざまの苦労をなめ 
く、徒ラに日月を送る間、ただあらんよりもと思ゥて、て、あるいは托鉢によって食物を^、あるいは木の実•草の実など 
迷徒の結縁ともなれかし、また当時学道の輩の坐禅の を食べて、いつも腹をすかして仏迫を学んでいると、その話を問い 
道場のためなり。また、思ヒ始めたる事のならずとて て、もしも一人でもその人について、仏道を学ぼうと思う人ができ 
も、恨ミ有ルべヵラず。ただ柱一本なりとも立て置 たら、それこそほんとうの适心者であり、また、ほんとうに仏法が 
きたらば、後来も思ひ企テたれども成らざり梟と見ん さかんになることであろうと思われる。苦労と貧乏ゆえに仏迫を学 
も苦思スべヵラざルなり。 ぶ人が一人もないのと、衣食が充分あり、人がおおぜい集まって、 
またある人すすみて云ク、「仏法興隆のため関東に それで仏法が一かけらもないのとは、はかりにかければ、どちらも 
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け か5 

下向すべし。」卜」 2じ役に立たぬことである。 

签へテ云ク、然ラず。若シ仏法に志あらば、山川江 また、禅師が - Br われた。 

海を渡ッても来ッて学スべシ。そ,4!&>らん人に往 今®世®人は、たいてい、仏像を造ったり、お寺を立てたりなど 
キ向ヵッてすす^^<間キ入レん事嘆なり。ただすることを仏法がさかんになることだと思っている。これ|た、 
1が资營ため人を，_せん、財 ff んた めか。 麗！'ている。よしんば高大な il 石をみがき黄金を®ベてか 
其れは身 Q 苦しければ、：；でもありなんと觉ユるなざ！'てみても、これによ P て道®さと.りを得る者があろうはずはな 
丨 I い。ただ、俗世にいる人の財宝を仏様関係のことに取り入れて、よ 
ま/- i . 4ク学道1®人教 * の書籍及び外典等学すベ いことをしてしあわせを得るもととなるだけである。在家の物： K こ 
ヵラず。見るべ基_を見ルべし。そノ余は$|よる供邊と1のは、いかに多額1めて小|二とに| 
レ!&1ク^!->|ゅ fii -5 ないが、それが原因で、成仏の緑を得るという莫大な繁が得られ 
A - 代の：^僧 r を作り法語を書かん料に文筆等を好るのだから結構なことではある。しかし出家の仏弟子がこうしたこ 
む、赴レ則チ非な 1^- 頌作らずとも、心1はん事をとに精を出すのは、仏法がさかんになることではない。出家の仏弟 
證ィたらん。文筆調ハずとも.、法門を書クべキなり。子は、ただ、そまつな草の® - e 5 でも、わずかに麗をしのぐ木の下 
是レをわるしとて見たがらぬほどの無道心の人は、好にいてで も、 仏の教えの一言でも考えめぐらし、またはしばらくの 
へ、いみじき秀句あり一た—語 P 間の靠でも行—のが、真に仏法がさかんになることである。 
翫んで.理を得ベヵラず。我レも本幼少の時 1, c j : x ^ 好 わたしも今、この興聖寺に僧堂を建てようとして、施主の寄4も 
み学せし事にて^もややもすれば、外典等の美一 WX 案つのり、自分の力相応にはたらいているが、これは必ずしも仏法が 
せられ、文選等も見らるるを、證無キ事と存ずれば、さかんになることとは思っていない。ただ、言しあたって、ム注 
I 向に招つべき由を思ふなり。 を学ぶ人もそんなになく、したがってわたしのする仕事もないので、 

何もしないでいるよりは、こんなことで もしておこうと思って、ま 
、ド- た迷っている人々が仏法に縁を結ぶきっかけにでもな って ほしいと 
、 思い、 また、 現にここで仏道を学んでいる少数の人々の坐禅の道場 
ータ忡钊印 とするためである。だからまた、思い立 - P てはじめたことが実現し 



114： 


II 字は正覚(一0九一—二老)。真歇淸了とともに丹溢子淳 
の法を嗣ぐ。長蘆山、天童山に住持となる。大慧宗杲の 
看話禅に対し、『黙照銘』を作り、達磨正伝の禅風を鼓 
吹した。その頌古百則はのちに『従容録』の骨子と なる 0 

一一一明州慶元府天童山景徳寺。もと小院であったのを、宏 
智禅師の時、道士館、尼寺、教院等をとりはらって大き 
な禅院となしたという。 

四住持人。ここは宏智禅師をさす。 

m 1〇ぺ1ジ注一〇、一一參照。 

六元来仏の十号の一。一切の悪を断じて人天の供養を受 
くべきもの。ここは、当然受けてょい人間天上界からの 
供養という意味に用いている。 

七人の造作を加えず、自然のなりゆきにまかせること。 

八死を意味する。「無常、涅槃ノ義」(天文十八年本節用 
集^-〇日葡辞 tf には「無常の刹鬼」で死を意味する。 

九末法の世。釈辟入滅後、：取初の千年(あるいは五 - F - I 年 
とも)を正法、次の千年を像法、その後の一万年を末法 
と言い、次第に人の機根が下落し、法もさとりもない救 
い雖い世となるという末法思想は、平安時代以来 H 本の 
上下にわたり舆剣に問題にされていた。末法二千年説を 
とると、末法の第一年は永澉七平 as 二)であるからこ 
の時はすでに末法にはいっていた。 

一〇釈尊出世のインドから遠く離れた地。遠いほど、法の 
うるおいがうすいとされる。 

一一親族や檀那が衣服、飲食その他必要な ものを 供給して 
仏道修行者を援助すること。 


なくても、心を残すことはない。ただ、柱一本でも立てておいたら、 
後世の人も、思い立って計画はしたけれど、完成はしなかったのだ 
なと見るだろうが、それもいっこう気にすることはないのである。 

またある人が進み出て、「仏法がさかんになるように、関東へ下 
り ましよう。」 と 言った。 

禅師が答えて言われた。 

それはちがう。もし仏法に志があるなら、山でも川でも大海をこ 
えてでも自分の方からやって来て学ぶであろう。求法の志のない人 
に、出かけて行って勧めたところで、こちらの話を聞き入れるかど 
うかはわからない。にもかかわらず、わざわざ鎌倉へ行くのは、た 
だ自分の物質的なより所を得ようとして人をまどわし、また無理に 
財宝を得ようためであろうか。そんな事なら、からだが疲れるだけ 
であるから、行かないでもよかろうと思われる。 

また、禅師は言われた。 

仏道を学ぶ人は、天台•真言など経論をもととした宗&の ® 物や、 
仏教以外の経典などを学んではいけない。しかるべき祖師の語録な 
どを読むがよい。そのほかのものは、しばらくやめておきなさい。 

近ごろの禅僧は、頌を作ったり法語をつくるために、詩文の道を 
好むが、これはまったく liijiffi いである。頌を作らないでも、心に思 
ったことをその M り:: ItKI いておけばよい。また文幸の法にはあわない 
でも、仏の教えを fl : いたらよいのである。それを' まずいからと - a 
って、見ようとしないほどの無道心の人なら、詩文の法を立派にと 
とのえ、すばらしいいい表現があっても、ただ、言葉ばかりをもて 
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一一 I 真実には無相である仏や浄土を有るものと思い、我れ 
有りと執着すること。 

=物音のない静かな場所、人との交渉のないすまい。 
「まさに憒閊を離れて閑居すべし〇静処の人はた航 g 諸天 
共に敬重する所」(遗教経)。 

I 四地獄•餓鬼•畜生などにおちいるもととなる業。 

I 五本義は聖道にとぼしい意で、出家者の謙称であるが、 
ここは貧乏な道人の意。 

一六両も斤も重さの単位。十六両をもって一斤とする。つ 
まり名がかわるだけで同じく役に立たないこと。 

I 七大智度論卷七にも、「小因火果、小縁大報あり。」とあ 
り、たった一回南無仏と唱え、一つまみの香をささげて 
も必ず成仏することを説く。在家のどんな多額の富も小 
因にすぎないという考え方。しかし、それによって成仏 
の果が得られるのは大果である。 

一八嘉禎元年十二月付で、僧堂勧進疏(僧堂建立のための 
袼付をつのる趣意書)が伝わっている。この記事の年時 
が推しはかられる。 

一九人に善根功徳を積むようすすめる意味であったが、の 
ちおもに堂塔建立等の寄付をすすめることに用いられる 
ようになる。 

110何もしないでいるよりは。 

111後生と同じ。後の世の人。 

一一 li 考え苦しむ。深く考える。原文に音読の点あり。 

11111一定しない、必ず帰依するときまっていない。 

i | 四うそを言ってまどわす。 


あそんで、道理はわからないであろう。わたしも元来、幼い時から 
特に心がけて勉強したことなので、今でもどうかすると、漢籍など 
の立派な言葉におのずから考え及び、また文選なども自然に参照さ 
れるのであるが、かいのないこと だと 思うので、全く やめようと 思 

つている。 



116 


一一 H 禅家の祖師の上堂小参の法語や偈頌などを集録した書。 

11 六 gplthsc' の訳語。サンスクリットやパーリ語の詩体の 
一。偈頌ともいぅ。中国で韻文形式にょって宗旨をあら 
わしたもの。 

一一- tr 文は韻文、筆は散文。形式をととのえ詩文を書くこと。 

X 自然に見るょぅになる。「るる」は自発の助動詞。 

校訂 

1原文、狂テ。 

2原文、猶トルべキ。 r 猶ヲトルべキ」とあったのが、 

ヲは猶 のすてが なと 見られて落ちたのではあるまいか。 

3原文、茶菓。 

4原文、狂惑。 

5原文、幻少。 

七我れ在宋の時禅院にして古人の語 
録を見し時 

一日示二云ク、我レ在宋の時、禅院にして古人ノ語 ある日、教えて言われた。 

録を見シ嚇きヽ〉あ1 wJIlt の僧の道者にて有リしが、我 レ わたしが宋にいた時のこと、坐禅の道場で古人の語録を読んで い 
二問ゥテ云ク、「なにの用ぞ。」 た。その時、ある、四川省出身の僧で道心あつい人であったが、 こ 
云ク、「郷里に帰ツて人を仮せん0」 の人がわたしにたずねて言った。「語録を見て何の役に立つのか。」 
僧云ク、「なにの用ぞ。」 わたしは言った。「くにに帰って人を導くためだ。」 

云ク、 P 靴 5 S のためなり。」 その僧が言った。「それが何の役に立つのか。」 
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僧云ク、「畢竟じて何の用ぞ。」卜。 わたしは言った。「衆生に利益を与えるためである0」 

予、後にこノ理を案ずるに、語録公案等を見て、古 僧はさらに言った。「結局のところ何の役に立つのか L _° と。 

人の行履をも知り、あるいは迷者のために説き聞かし わたしはあとで、この問いの道理を考えたが、語録や公案などを- 
めん、皆是レ自行化他の ために無用なり。 只管打坐し 読んで古人の行ないの跡をも知り、あるいは迷っている人のために 
て大事を明ラめ、心ノ理を明ラめなば、後には一字を その内容を説いて聞かせるなどのことは、みなこれは、自分の修行- 
知ラずとも、他に開示せんに、用ひ尽クスべカラず。 の上でも、他人を導く上でも、いらないことである。ただひたすら. 
故に彼の僧、畢竟じて何ノ用ぞとは云ひけると、是レ 坐禅して一生参学の大事を明らめ、仏法に説くところの极の道理を. 
真実の道理なりと思ゥて、そノ後語録等を見る事をと 明らかにしたなら、そのあとは、一文字も知らなくても、人に教え 
どめて、一向に打坐して大事を明ラめ得たり。 示すのに使い尽くせないほどである。だからあの蜀地の僧が、結局. 

のところ何の役に立つのかと言ったんだなと思い、これはほんとう. 
空 の道理であると思って、その後は、語録などを読むことはやめ、ひ 

たすら坐禅に徹して、一生参学の大事を明らかにし得たのである。 

I 四川省。蜀の地方をいう。 

一1教化、化導。 

三衆生を利益する。 

四仏祖が学人を化導したてほんを書きしるしたもの。仏 
道参学者の手びきとする。因縁話頭とも言う。 

五一生参学の大事。 

六仏法では「三界唯一心、心外無別法」「一心一切法、 

一切法一心」などといってこの「心」がどういうもので 
あるかを明らかにすることが大事である。この一句流布 
本、慶安本に欠く。 
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八真実内徳無うして人に貴びらるべ 
からず 

夜話二云ク、真実内徳無ゥして入に貴びらるべから 夜話に言われた。 

ず。 ほんとうに内におさめた徳もないのに、人からあがめられてはな 
こノ国の人は真実の内徳をばさぐりえず、外相をも らない。わが国の人は、真に内徳をさぐり知ることができず、表に 
て人を貴ぶほどに、無道心の学人は、即チあしざまに 見えるかたちだけで人をあがめるので、道心のない修行者はすぐさ 
ひきなされて、魔の眷属と成るなり。人にたッとびら ま悪い方へひっぱられ、仏道をさまたげる魔の手下になってしまう= 
れじと思はん事、やすき事なり。中々身をすて世をそ 人にあがめられまいと思うのはたやすいことである。身を捨て世間 
むく由を以てなすは、外相計の仮令なり。ただなにと にそむく様子をして見せる人は、かえって、うわべだけで真実の道 
なく世間の人のやうにて、内心を調へもてゆく、是レ 心者ではない。表面はただ、なんということもなく世間の人と同じ 
実の道心者なり。 ようにしていて、内心を調えてゆくのが、ほんとうの道心ある者で 
然レば、古人云ク、「内空シくして外したがふ。」と ある。 

いひて、中心は我ガ身なくして外相は他にしたがひも であるから、古人も、「内を空しくして外は111:の中の風に従う。」 

てゆくなり。我ガ身わが心と云フ事を一向にわすれて、と言って、心のなかに自分に対する執- Y -: 711 がなく、表面は一般の人と 
仏法に入ッて、仏法のおきてに任せて行じもてゆけば、同じようにしていくのである。自分の身、自分の心ということを全 
内外ともによく、今も後もよきなり。 く忘れ去って、仏法に入り、仏法のきまりどおりに行なってゆけば、 
仏法の中にも、そぞろに身をすて、世をそむけばと 内心も表面もともによく、现在も将来もよいのである。 

て、すつべからざる事をすつるは非なり。此土の仏法 仏法の中でも、むやみに身を捨て、世間にそむくからといって、 

者、道心者を立つる人の中にも、身をす(て)たれば 捨ててはならない事をすてるのは間違いである。わが国で仏法者と 
とて、人はいかにも見よと思ゥて、ゆ袅なく身をわろ か道心者とかを表看板にしている人の中にも、身を捨てたのだから 
くふるまひ、あるいはまた世を執せぬとて、雨にもぬ といって、人はどうとも見るがいいと思って、わけもなく見っとも， 
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れながらゆきなんどするは、内外ともに無益なるを、 ないふるまいをし、あるいはまたこの世に執着しないといって、雨 
世 fin の人は JP チ是レを貴き人、世を執せぬなんどと思 ふりに仕度もせず、ぬれながら歩いたりするのは、内心のためにも、 
へるなり。中々仏制を守ッて、戒、律儀をも存じ、自 表面の行ないのためにも、ともに無益であるのに、世間の人はすぐ 
行他行仏制に任セて行ずるをば、名聞利養げなると人 さまこれをありがたい人だ、世に執着しないなどと思っているので 
も化ぜざるなり。其レがまた我ガためには、仏教にも ある。かえって、仏のきまりを守り、戒律の内容もわかって、自ら 
順ひ、内外の蓝も成ルなり。 の行ないも他のための行ないも仏のきまりどおりに行なぅ人を、名 

誉、利益を気にする人だと思って、世人も相手にしないのである。 

」 けれどもそれがまた、自分にとっては仏の教えにも順い、内心の徳 
f も、表にあらわれた徳も，できてくることになるのである。 

一身の内に積んで表にあらわさない徳。 

11あがめられる。ありがたがられる。 

|一一仏道のさまたげをなすもの。欲界第六天の主、波旬を 
かしらとし、魔軍、魔民、魔衆等の眷属(手下)がいる。 

四ありがたがられまいと。「じ」濁点原文にあり。 

五かりのこと。 

六内面の心。 

七，： HI 分の身を考えに入れない。 

八内は内徳、外は外相。 

九わけもなく。むやみに。 

IQ 四天此土と熟して使ぅ。この国、ここでは日本のこと。 

II 仏法者、道心者を翁板にしているもの。 

11一見た0のわるいこと。ぶていさいに。 

11一一戒は非を防ぎ、 M を止める力、諸善発生の根本。律儀 
ほ戒を实現するやり方。 

忍{01分のための行と、他人のための〔门。 
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I 五かかわらない。ここは、相手にしない。 

九学道の人、世間の人に知者もの知 
りとしられては無用なり 

夜話二云ク、学道の人、世間の人に、知者もの知リ 夜話に云われた。 

と〈知〉られては無用なり。 仏道を学ぶ者が、世間の人に、知者だ、物知りだと知られるのは、 
爲実求道の人の一人も有ラん時は、我が知るところ いらないことである。 

の仏祖の法を説力ざル事あるべからず。直饒我レを殺 ほんとうに仏道を求める人が一人でもある時は、自分の知ってい 
さんとしたる人なりとも、真実の道を聞力んと、真の る仏祖の法を説かないことがあってはならない。たとい、自分を殺 
心を以て問はんには、怨心を忘レて為に是レを説クべ そうとした人であっても、真実の道を聞こうとまごころから尋ねた 
キなり。そノ外は、教家の顕密及ビ内外の典籍等の事、ならば、怨みを忘れて、その人のためにこれを説くべきである。そ 
知ッたる気色して全く無用なり。人来ッて是のごとキ うした場合のほかは、経論をもととする天台•真言の教えや、仏教 
事を問フに、知ラずと答へたらんに一切苦しカルべ力 や、それ以外の教えの経典などのことを知っている様子をするのは 
レフマルなり。其レを、物しらぬはわろしと人も思ひ、 全くいらないことである。人が来て、このようなことを尋ねたら、 

M 人と自ラも覚ユる事を傷れて、ものを知らんと r - tfl 「知りません」と答えておいていっこうさしつかえない。それを、 

く内外典を学し、剰へ世間世俗の事をも知ラんと思 物を知らないのは見っともないと、人も思うだろうし、自分でも、 

ゥて、諸事を好み学し、あるィは人にも知ッたる由を ばかのように思うのがつらさに、物を知ろうとして広く仏教やその 
もてなす、極めたる僻事なり。学道のために真実に無 他の経典を学び、おまけに、世 flsjiil : 俗のことまで知ろうと思って、 
用なり。知ツたるを知ラざる気色するも六借し、やう さまざまな事をとりあげて習い、あるいは人に対しても知っている 
がましければ、かへりてたうと気色にてあしきなり。 様子を見せるのは、とんでもない間違いである。仏道を学ぶために 
もとより知ラざらん、一の事なり。 は、ほんとうにいらないことである。そうかといって、知っている 
我レ幼少の昔、紀伝等を好み今して、其レが今も A 5 のに知らないふりをするのも、わずらわしく、様子ありげで、かえ 
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宋伝法するまでも、内外の書籍をひらき、方言を通ず って ありがたそうに 見えるからよくない。はじめから知らないのが 
るまでも、 大切の用事、 また 世間の ためにも 尋常な り。 一番よいのである。 

俗なんども尋常の事に思ヒたる、かたがた fflo 事にて有 自分は幼い時、紀伝道なども好んで学んだ。それが今でも、入宋 
レども、今倩思フに学道の碍にてあるなり。ただ聖 して法を伝える時にいたっても、仏の経典やその他の教典を読み、 
教をみるとも、文に見ゆる所の理を次第にこころえて また宋の地方の言葉が使えるようになるまでも、しなければならな 
ゆかば、その道理をえつべきを、先づ文章に対句韵声 い重要なことであり、また、世間的な仕事のためにもたいしたこと 
なんどを見て、よき、あしきぞと心に思ゥて、後に理 であった。世俗の人などもたいしたことだと思っているし、一方で 
をば見ルなり。然らばなかなか知らずして、はじめよ は必要なことではあったのであるが、今、よくよく考えてみると、 
り道理を心得てゆかばよかるべきなり。法語等を書 仏道を学ぶには障害なのである。仏の教えを読んでも、ただ文面に 
クも、文章におほせて書力んとし、韵声たがへば拄 見られるところのすじみちを順々に理解してゆけば、その道理を理 
られなんどするは、知ッたる咎なり。語言文章はいか 解できるものを、まず第一に文章について対句や韻や平仄などを見 
にもあれ、思ふままの理をつぶつぶと書きたらば、：^ て、 これはうまい、これはまずいと心中に考えた上で、道理を考え 
来も文章わろしと思ふとも、理だにもきこえたらば、 る。してみれば、かえって、文章の方面は知らないで、初めから道 
道のためには大切なり。余の才学も是ノごとし。 理を理解していったらそれでよいわけである。自分で法語などを書 
伝へ聞ク故高野の空阿弥陀仏は、元は顕密一の八！*藤な くにも、文章の法に合うように書こうとし、 韻 や平仄が違うと、そ 
りき。遁世の後、念仏の門に入ッて後、真言師ありて こで考えこんだりするのは、よけいなことを知っている罪である。 
來ッて密宗の法門を問ヒけるに、彼ノ人答へテ云ク、言葉や文章はどうあっても、考えているとおりの道理をくわしく書 
「皆忘レをはりぬ。一事もおぼえず0.1とて答へられざ いてあれば、後の人も、文章はととのっていないと思っても、道理 
りけるなり。 さえよく通じていれば、仏道のためには重要なことである。その他 
これらこそ道心の手本となるベけれ。などか少々お の学問知識も、これと同様である。 

ぼえでも有るべき。しかあれども、無用なる事をば云 聞くところによると、なくなった高野の空阿弥陀仏という人は、 
はざりけるなり。一向念仏の日はさこそ有ルべけれと もとは天台•真言の教えに詳しい高僧であった。それが寺を出て一 
觉ユルなり。今の学者もこの心有ルべし。直饒元教 介の修行者となり、念仏の教えにはいってのち、真言専門の僧がや 
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家の才学等有リとも、皆わすれたらん、ょき^なり。 
况ンや 4? k 子する事、於々有ルべからず M 示 n の , is 録等 • 
なほ真実参学の道者はみるべからず。そ/余は是レを 
知ルべシ。 


|見っともない、「わろし」はていさいの M いこと。 

11自ら心をいためずにいられないで0 

三わずらわしい。めんどぅである。 

四もったいぶる。しさいらしい。 

五ありがたそぅで。 

六原文は記典である。しかし、これは、記は紀に通じ、 
典は内典、外典と、当時の読み方ではデンの音を丧わす 
文字であるので、紀伝の音写と認められる。紀仏は紀伝 
逍の略。紀仏道は桓武天皇延 M 二十四年はじめて大学资 
におかれ、紀伝博土がそれに当たった。三史(前漢書、 
後漢書、史記)おょび史文を塔門とし、菅原、大江の二 
氏が世襲したが、後、菅原家のみとなる。道：：儿禅師の時 
代には、有名な字鏡集の著者菅原為•長(二五八—三 S が 
あり、嘉禎年中参議兼勘解由長官となり、 E 保年中、後 
鳥羽上皇に^観政要の御進講をしている。管原家には三 
史、文選の家伝の点本もあり、道元枰師在俗の時の学問 
の傾向がうかがわれる。 

七地方の1111諸をょくする。当時は南宋でぁるから、北方 


って来て、真言宗の教義を尋ねた。ところがかの空阿弥陀仏は、 
「全部忘れてしまいました。一事も思い出せません。」と言って答え 
られなかった。 

このょうな人こそ、道心の手本となるであろう。どうして、少し 
は思い出せないことがあろうか。しかし、用のないことは言わなか 
ったのである。念仏専門の行者となった以上は、そうあるはずだと、 
わたしも思うのである。今仏道を学ぶ者も、この気持がなくてはな 
らない。ょしんば以前から教家の学問などがあったにしても、全部 
忘れてしまうのが立派なのである。まして、これから学ぶことは、 
決して決してあってはならない。禅門の語録などもやはり、ほんと 
うに仏道を学ぼうとする 仏法者は、 読んではならない。その他の C 
とは言うまでもなかろう。 
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の標準- > w である漢音は役に立たず、改めて学び直さねば 
ならなかった。 

八まともである。 たいした ものである 
九かつ、一方では。「見舞いかたがた立ちよ る」 といぅ 
場合の用法と同じ。 

一〇しなければならないこと。用件。 

=文字の韻や四声、すなわち平仄。 

111先へ進めなくなる。 

一 三非難すべき欠点。罪。 

一四くわしく〇片はしから、こまごまと。 

一五後の世の人。 

H 〈学んで得られる知識。学識。 

I 七明遍(二四 一:— 三 一一 四)。真言僧。少納言藤原通憲の子。 
幼より奈良東南院に入り、三論および密教を修め、大和 
光明山に隠れて仏行を積み、さらに高野山連華谷に入っ 
て もっぱら 出離の法を修した。のち法然に帰依し、名を 
空阿弥陀仏と改め、法然寂するや、常にその遗骨を首に 
かけていたといぅ。同時代に、口に念仏を唱えて一生巡 
遊教化した空阿弥陀仏法性があるが別人である。 

一八碩は大。徳のすぐれた人。 

一九 r お ぼゆ」は思い出す。 

校訂 

1原文、幻少。 

2原文、記典。注六参照のこと。 

3原文、■網蜜り 
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原文、蜜宗。 

十今この国の人は 

夜話二云ク、今こノ国の人は、多分あるィは行儀に 夜話に言われた。 

つけ、あるィは言語につけ、善悪是非、世人の見聞識 現今、わが国の修行者は多く、あるいは動作につけ、あるいは言 
知を思うて、その事をなさば人あしく思ひてん、その 葉につけて、善悪是非を考え、世間の人が見聞きしてどう思うかを 
事は人よしと思ひてん、乃至向後までも卜執するなり。考え、こんなことをしたら人が悪く思うだろう、こういうことは人 
是レまた全く非なり。世間の人、必ズしも善とする事 が立派だと思うだろう、ひいてはあとあとのこともあるということ ■ 
あたはず。人はいかにも思はぱ思へ、狂人とも云へ、 まで勘定に入れて考えている。これはまた全く間違っている。世間 
我ガ心に仏道に順じたらば作シ、仏法にあらずは行ぜ の人は、善いことでも必ずしも善しとすることはできないものであ 
ずして一期をもすごさば、世間の人はいかに思ふとも、る〇だから、人はどのように思おうとも、また狂人と言うなら言っ 
苦シカルべカラず。 てもよい、自分で考えて、仏道にかなっていたらやり、仏法でない 
遁世と云フは、世人の情を心にかけざるなり。ただ ことならやらないで、一生を過ごしたなら、世間の人はどう思おう. 
仏祖の行履、菩薩の慈行を学行して、諸天善神の冥に と、さしつかえないのである。 

てらす処』慚愧して、仏制に任セて行じもてゆかば、 世の名利を離れて一介の修行者となるということは、世人の不た 
一切くるしかるまじきなり。 しかな分別判断を気にかけないことである。ただ仏祖のなさったあ 
さればとてまた、人のあししと思ひ云ハん、苦シカ と、菩薩の慈悲の行ないを学び行じ、諸 1 K 善祌が目に見えないとこ 
ラずとて、放逸にして悪事を行じて人をはぢずあるは、ろではっきりと見ていられることを思って自らの欠点をかえりみ、 
是れまた非なり。ただ人目にはよらずして、一向に仏 仏様のきめられたきまり通りに行じてゆけば、何も気にすることは 
法によりて行ずべきなり。仏法の中にはまた、しかの ないのである。 

ごとくの 放逸無慚をば制するなり。 そうかといってまた、人が惡いと言おうが思おうが、平気だとい 
また云ク、世俗の礼にも、人の見ざる処、あるィは って、勝手気ままに悪事を行なって入の批判を気にかけないのは、 
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喑キ室の中なれども、衣服等をもきかふる時、坐臥す 
る時にも、放逸に陰処なんどをも蔵サず無礼なるをば 
天に漸ヂず鬼にも漸ヂずとてそしるなり。ひとしく人 
の見る時と同ジく、蔵スべキ処をも隠し、慚ヅべキ処 
をもはづるなり。仏法の中に もまた 戒律是ノごとし。 
しかあれば、道者は内外を論ゼず明暗を択バず、仏制 
を心に存じて、人の見ず知ラざればとて、悪事を行ず 
ベからざるなり。 


注 


I 将来。ゆくすえ「向後キヤウコウ」(色葉字類抄 )0 
1一慚は内心に自らはじる、愧は、他に比べて自らのおと 
った点を自覚してひけ目を感じる。 

111シク活用の終止形にさらに「し」のついた語法。 

四「床上に露白にして衣を換ふることを得ざれ」(弁道 
法) 0 

一!!「インジョ、カクシド n 口」(日葡辞書) 0 
六目に見えないところにいる死者の霊。 


これまた間違いである。ただ入の思わくにはよらないで、ひたすら 
仏法によって行ずべきである。仏法では、また右のよぅな勝手気ま 
まで恥をしらない行為は、してはならない ことにな つてい る。 

また言われた。 

世俗の礼儀でも、人の見ていないところ、あるいは暗い室の中で 
あっても、衣服などを着かえる際、またすわったりねたりする際に、 
気をゆるして、かくし所などもかくさず礼を欠くのを、天に愧じず、 
目に見えない死者の霊に対しても愧じないといって非難する。人の 
見ていない場合も、人の見ている時と同様にかくすべきところをか 
くし、恥ずべきところを恥じなければならないのである。仏法の中 
でもまた戒律はこの通りである。であるから仏道に生きる者は、へ 
やの内外の別なく、明るい暗いにかかわりなく、仏のきまりをわき 
まえて、人が見ていないから知らないからといって、悪事をしては 
ならないのである。 


十一学人問ふて云く某甲なほ学道心 
に繫けて 


_ それがし 1ねん 

日学人問ウて云ク、「某甲なほ学道心二繫ケて年 


ある日、仏道を学んでいる人が質問して言った。 
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月を運ぶといへども、未ダ省悟ノ分有ラず。古人多く 
道ふ、聡明霊利に依ラず、有知明敏をも用 ヒず卜 。し 
かあれば、我ガ身下根劣智なればとて卑下すべきにも 
あらず と聞エたり。若シ故実用心の存ずべき やうあり 
やいかん。」 

示一一云ク、しかあり。有智高才を須ひず霊利弁聡に 
頼らず。実の学道あやまりて盲襲癡人のごとくになれ 
とすすむ。全く多聞高才を用ヒざルガ故に下々根劣器 
ときら ふべからず。実の学道はやすかるべき なり。 

しかあれども、大宋国の叢林にも、一肺の会下に数 
百千人の中に、実の得道得法の人は僅一二なり。し 
かあれば、故実用心も有るべき事なり。今これヲ案ズ 
ルに、志之至ルと至ラざルとなり。真実志を至して随 
分に参学する人、また得ずと云フ事無きなり。 そノ用 
心の やう、 何事を専ラにし、 そノ 行を急にすべし と 云 
フ事は次の事なり。 

先づ欣求の志の切なるべきなり。たとへば重き宝を 

こはかた〈き〉 10 二 

ぬすまんと思ひ、強き敵をうたんと思ひ、高き色にあ 
はんと思ふ心あらん人は、行住坐臥、事にふれをりに 
したがひて、種々の事はかはり来れども、其れに随ひ 
て隙を求め、心に懸クるなり。こノ心ぢながちに切な 
るもの、とげずと云フ事なきなり。是ノごとク道ヲ求 
ムル志切になりなば、あるイは只管打坐の時、あるイ 


「わたくしは、ずっと仏道に専念して年月を経てまいりましたが. 
いまだに、悟ったというほどのこともございません。古人は多く、 
『悟るには聡明とか霊利とかはいらない、知恵があり頭のはたらき 
がよいということも役に立たない〇』と言っております。してみ 
ると、自分が生まれつき、おろかで知恵が劣っているからといって、 
卑下することもないと思われます。これについて知っておくべき秘 
訣や心がけがございましょうか、いかがでございましょう0」 

道元禅師が教えて言われた。 

その通りである。悟るには知恵も学問もいらない、頭のはたらき 
がするどく物事を うまく 処理する力によるのでもない。されば と 言 
って、真実の学道を間違えて、めくらかつんぼかふぬけのようにな 
れとすすめることがあるのは、嘆かわしいことである。物知りで学 
問があるということが全然役に立たないのだからこそ、よくよく劣 
ったうまれつきがだめだと思うことはない。真実の学道はやさしい 
はずである。 

では あるが、大宋国の修行の道場で も、 一人の師匠の門下に学ぶ 
弟子、-何百人何千人の中で、ほんとうに仏道を悟り、法を伝えた人 
は、わずかに一人、二人である。だから、秘訣や心がけもあるのが 
当然である。いま、それを考えてみるのに、それは志がしっかりき 
まっているのと、そうでないのとによるのである。真実、志をしっ 
かりきめ、全力をあげて、師について仏道を学ぶ人は、 また 悟りを 
得ないということはない。その心がけとして、どういう事に専心し、 
どういう 修行をまずしなくてはならない かということは、 次の こと 
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は古人の公案に向力はん時、若シクは知識に向力はん 
時、実の志をもてなさんずる時、高クとも|€つべく、 
深くとも釣リぬべし。是れほどの心難サずして、；||道 
U 云フほどの一念に生死の輪廻をきる大事をば；^ MI が 
成 f ん。 

若シこノ心有ラん人は、下知劣根をも云ハず、 愚鈍 
•悪人をも謂ハず、必ズ悟道すべキなり。 

またこノ志を発サバ、ただ世間の無常を思フべきな 
り。こノ言またただ仮令に観法なんどにすべき事にあ 
らず。また無キ事を造ツて思ふべき事に もあらず。 真 
実に眼前の道理なり。人のをしむ聖教^^^|ぅ道理を 
待っべからず。繫生じて^2死し、！-0:見シ人ゲふ日 
無き事、眼に遮り耳二近シ。是レは他の上にて見聞キ 
する事なり。我ガ身にひきあてて道理を EH - I ふ事を〇 K 
饒七旬八旬に命を期すべく とも、 に死 ヌべキ 道理有 
らば G ノ間 S シみ悲シみ、厭愛1 II を、 EEI - r 〈ぎ 

けば何にてもすごしてん。ただ仏道を思ゥて衆生の楽 
を求むべし'〇况ンや我れ年長大せる人、半パに過ギぬ 
る人、余年幾なれば学道ゆるくすべき。 

こノ道理もなほのびたる事なり。世間の事を も 仏道 
の事をも思へ。明日、次の時よりも、他なる重病を も 
受ケて、東西も弁ゼず、重苦のみかなしみ、また g な 
る 鬼神の怨害をも受ケて g 死をもし、 g なる賊難 にも 


である。 

まず第一に、仏道を心から喜び求める志が 痛切でなくてはなら々 

I たとえば、たいせつな宝を盗もうと思ったり、てごわい敵を W * 

とうと思ったり、高貴の美人をわがものにしようと思う気持のある 

人は、ねてもさめても、事にふれ、時にしたがい、いろいろ事育は 

かわっても、それぞれにつけてすきをうかがい、6こかける。この 

気持が度はずれて痛切な者は、思いをとげないという事は ない。こ 

れと同様に、道を求める志が痛切になってくれば、 ある、 は、ふこ 

すら坐禅をしている時、あるいは昔の人の公案にむかって いる寺、 

もしくは、指導者の前に出た時、本気になってする時、いかに高く 

ても射あてることができようし、いかに深くても釣りあげる ことが 

できるであろう。これくらいの心をおこさないで、仏道とハう一舜 

に、生死の輪^をたち切る大事を、どうして成就する ことができよ 
う0 

もし、 これほどの気持の ある 人は、知恵のない ことも 素質の 劣っ 
ている ことも 問題ではない。愚鈍で あろうが、 悪人で あろうが、問 
題ではない。必ず道を悟る ことができる はずで ある。 

また次に、二の志を起したら、た f つりかわる世の ありさまが 
一定不変のものでないことを思うがよい〇この無常を観ずるとハう 
B 葉は、また、ただかりの手段としての観法などです べき 事では な 
しまたありもしないことを 頭の 中に 作り あげて 考えてみるべき 
ことでもない。無常はまことに眼前の道理である。世出でだいじが 
っている聖典の中の証拠となる文草や道理をまつまで もない。 fj こ 



逢ひ、怨敵も出来ッて殺害锻命せらるる事もや有 ラん、 
真実に不定なり。 

然れば、これほどにあだなる世に、極めて不定なる 
死期を、いつまで〈生〉きたるべしとて種々の活計を 
案じ、剩へ他人のために惡をたくみ思ぅて、徒ラに 
時光を過ゴす事、極メて愚力なる事なり。 

こノ道理离実なれば、仏も是レを衆生のために説き、 
祖師の^ I 説法語にもこノ道理をのみ説く。今の上堂請 

えき むじや5じんそく L や5じじだい かへ すがへす 

益等にも、無常迅速、生死事大を云フなり。返々もこ 
ノ道理を心に忘レずして、ただ今日今時許と思ゥて、 

時光を失ハず学道に心を入ルべキなり。そノ後真実に 
易きなり。 也が上下、根ノ利鈍、全く論ズベからず。 


注 


|生まれつきすぐれていて心のはたらきがするどい。 

一一知識があり、頭のはたらきがょい。 

三智は生まれついての頭のはたらき。才は学んで得た才 
能。学識。 

四頭のはたらきがょく物事をぅまく処理する。 

五多く聞いて知識を広くもち、学才があること。 

六「下々の入に上々の智あり」(衆寮清規)。 

七鑑智僧璨の『信心銘』には「至道無雛」とある。 

八一師のもとにあつまって仏道を学ぶこと。 


生まれて夕べには死に、きのう見た人が、きょうはもう死んでいる 
ことは、自らの目で見、したしく耳にするところである。これらは 
他人の身の上で見聞きする事であるが、さらに自分の身におきかえ 
て、 よくよく この道理を考えてほしいものである。 かりに、 七十歳、 
八十歳まで生きられるとしても、結局は死ななくてはならない道理 
があるとすれば、その生きている間の楽しみ、悲しみ、親子夫©の 
間の愛情問題や、あだかたきと思う心も、正しく見きわめてみれば、 
大さわぎする問題でないことがわかるから、どうあろうとすごして 
いけるであろう。生きている間はひたすら仏道を心にかけて、生き 
とし生けるものの真の楽しみを求めなければいけない。まして、自 
身高齢となった人や、人生の半ばを過ぎた人は、この後何年生きら 
れるかと考えてみたら、仏道を学ぶことをなまけられるものではな 
いであろう。 

こうした道理を考えることさえ、なお手ぬるいことである。世間 
のことでも、仏道のことでも考えてみよ。明日にも、いや次の瞬間 
にも、どんな重病にかかり、苋西もわからぬほどの重苦にあえぐか、 
また、どんな鬼神の憎しみを受けて急死をするか、どんな賊の難に 
も逢い、怨敵が出てきて、殺1|--::!され、命を奪われることになるか、 
ほんとうにわからないのである。 

してみれば、これほどあてにならない世に、死期はいつや - P てく 
るかも知れないのに、いつまでも生きながらえていられると思って、 
さまざま生活手段を考え、その上まだ、他人に対して悪事をたくら 
んで、むだに時を過ごすということは、きわめて愚かなことである。 
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九仏道を心からねがい求める心。 

一〇身分の高い美人。 

二おのれのものとする。 

ill すき。機会。 

_||度がすぎているのに言う。必要以上にはげしい。 

一四これが仏道かとわかるその瞬間。 

i 五車輪が回転して窮まりないょうに、人の心が次々に執 
着をおこして、無始無終、迷いの世界を めぐる こと。 

一六世は 3 it 流の義、間は中の義、うづり流れてとどまらな 
い現象世界をいう。 

一七心の散動を止め、その結果生ずる智慧で、諸法の真の 
姿を観察すること。教家には六観法、三種の観法等の形 
式があった。「クヮンボゥ、ホゥヲクヮンズル」(日葡 
辞書)。 

一八証拠となる経論の文言。それは学問にほこる者がだい 
じにし，，て、勿体をつけていたのであろう。 

一九 思うことをねがう の意。 

11〇父母•妻子など肉親の間におこる愛着の情。 

111道理を明らめた上で考えてみれば。 

1三手ぬるい。 

11111禅家の説法の一種。あまねく正法を説いて入々を導く 
意。 

11四請益は師匠の説法のほかに、特に願い出て教えを受け 
る こと。 勅修百丈清規にも請益の仕方を規定しているが、 
あらかじめ侍者に告げて許しを受け、方丈に至り、焼香 
礼拝して、「無常迅速、生死事大」のゆえに特に慈悲を 


この道理が真実であるから、仏もこれを生きとし生けるものの た 
めに説き、祖師の普説法語にも、この道理を説いている。また今日 
の上堂請益等にも、無常が迅速であり、生死を明らめることが大事 
である ことを言ぅ のである。くれぐれも、この道理を心に忘れない 
で、ただ、この日一日、たった今だけ命があると思って、時をむだ 
にせず、仏道を学ぶ ことに 身を入れなければならない。その觉悟が 
できれば、その後は まことにた やすいものである。生まれつきのよ 
しあし、りこぅか ばかかは全く問題ではない。 




注 
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もってお教えをいただきたいと言ってたのむことになっ 
ている。 

校訂 

1原文、右側に音読みの点あり。 

2原文、盲龍。 

十二人多く遁世せざる事は 

夜話に言われた。 

人が多く遁世しないのは、自分の身をむさぼっているょうで、実 
は自分の身を思わないのである。これは考えが深くないからである。 
またこれはすぐれた指導者に会わないからである。 

遁世して真の仏法者となれば、かりに名誉の点から考えても、仏 
祖の名を得、昔の高徳の人や、後世の Ee 者がこれを li'rj いて喜ばれる 
であろう。またかりに利益の ifli から考えても、常楽我浄という利益 
を得、竜神や諸善神の供 a を受ける身となるであろう。 

遠きおもんぱかり。 

この「しめ」は尊敬を表わす助動詞。 

利益を得てわが身を^うこと。 

涅槃の四徳、常、楽、我、浄。涅槃は寂滅、不生と訳 
すが、大乗仏教では不生不滅の義とし、常、楽、我、浄 
の四徳ありとする。「当に仏道の涅槃の常楽を以て一切 


夜話に写ク、人多く遁世セざる事は、我身を食ルーー 
似て我身を思ハざるなり。是レ即チ遠慮無キなり。ま 
た是レ善知識一一逢ハざルニ依ルなり。 

たとひ名聞ヲ思フとも、仏祖の名を得て古徳後賢处 
レを聞ィて悦ばしめん。たとひ利養を思フ とも 1 巾楽の 
益ヲ得、竜天の供養を得ペシ。 
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を益すべし」(尺智度論巻十六)。 

•五帘神諸天。 

校訂 

1原文、右側に音読みの点あり。 

2原文、「名聞利薇」利養は余分と見て、今省いた。 

.3 原文、後見。 

十三古人云く朝に道を聞かば夕に死 
すとも可なり 

夜話に言われた。 

古人は、「朝に道を聞いたら夕べに死んでもょい。」と言っている 
が、今日仏道を学ぶ者はこの心をもつべきである。われわれは無限 
に長い時間のあいだに何度も生まれかわり死にかわりするのである 
が、その間に幾たびか、仏法にあわず、いたずらに生まれ、またむ 
なしく 死んだことであろぅ。このたびた まに 人間界に生まれ、 おり 
ょく仏法に出あったこの時にあたり、どぅしてみても必ず死んで行 
く身を、自分の気持だけで惜しんで持っていても、思い通りになる 
ものではない。しょせんは捨てて行く命を、一日でも半ときでも、 
仏法のために捨てたならば、未来永遠の安楽のもととなるであろう。 

あとあとの事や、明日のくらしのてだてを考えて、捨てるべき世 
を捨てず、修行すべき道を修行しないで、だいじな日夜をむだに過 


夜話二云ク、古人云ク、「朝に道を聞カバタに死ス 
とも可なり。」卜。今ノ学道の人、この心有るべきな 
り。広劫多生の間、幾回か徒ラに生じ、徒ラに死せ 
し，。まれに人界に生マれて、たまたま仏法に逢フ時、 
何にしても死二行クべき身を、心ばかりに惜シミ持ツ 
とも叶フべカラず。遂に捨行く命を、一日片時なりと 
も仏法ノためすてたらば、永劫の楽因なるべし。 

後の事、明日ノ活計を思ゥて捨ツべキ世を捨テず、 
行ズべキ道を行ゼずシて、あたら日夜を過ゴすは口惜 
シき事なり。ただ思ヒ切ツて、明日の活計なくは飢 H 
死にもせょ、寒ヱ死二もせょ、今日一日道を聞ィて仏 
怠に随ツて死ナんと思ふ心を先づ発すべきなり。そノ 



m 


上に 道を行じ得ん事 ( i ^ tf ^ Ti : 5 り。 ごすのは残念なことである。ただ思い切って、明日のくらしのてだ 
こノ 心無 クて 世を IPS き道を学するやうなれ ども、 な てがないなら、餓え死にしてもよい、こごえ死にしてもよい、とに 
ほいり 足をら < r みて、夏冬のだ Mf 等の事をした心 4 く今日一日、仏の道を聞いて、仏の心にしたがって死のうと思う 
にかナ、明日明年が席^^思ゥて仏法を学せんは、万 気持を、まずおこすべきである。その上で、仏道を行じ道を fe るこ 
し^ T 学すともかなふべ しと も覚エず。またさる人 とは間違いない。 

もや 有 ラん ずらん、存知の意趣、仏祖の銳'には有ルべ この 気持がないと、俗世に そむいて 道を学んで いるよう に見えて 
しともお？又ざるなり。 も、やはりしりごみ なんかして、暑い 時、 寒い時の衣服などのこと 

を内心気にかけ、明日、来年のくらしむきを考えながら仏法を学ん 
でいては、どんなに長い間生まれかわり死にかわりして学んでも、 
S 目的を 達することがあろうとは思われない。そういう人もあるいは 
I 論語里仁篇第四の言葉。 あるかもしれないが、わたしの知っているところでは、仏祖の教え 
-1 広は曠とも書く。久の義。劫は数えきれぬ長い時間。 こ— ろうと—われない。 

未来に長いのを永劫と言い、過去に長いのを曠劫という。 

一一|何回も生まれかわる間。 

四「ヘンシ、カタトキ、即ちスコシメ アィダ」(日葡辞 

書)。 

玄生活のてだて。 

六きまっている。 

七「しり 足」は、 しりごみ すること。「判官組んではかな 
はじと 思ひて しり 足ふんでぞやすらひける」(盛衰記)。 

「ら」は添えたことば。 

八生存すること。命をつなぐこと。 

校訂 

1原文、ン。 
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十四学人は必ずしも死ぬべき事を思 
ふべし 

夜話二云ク、学人は必ズしも死ぬべキ事を思フべシ。 夜話に言われた。 

道理は勿論なれども、たとへばそノ言ハ思ハずとも、 仏道を学ぶ人は、まちがいなく死ぬのだということ をよ く考えよ9 
しばらく先づ光陰を徒ラにすぐさじと思うて、無用の 人が死ぬという道理は言うまでもないが、それはどういうことかと 
事をなして徒ラに時をすぐさで、詮ある事をなして時 いうと、死ぬという言葉で考えなくても、ともかくも、日時をむだ 
をすぐすべきなり。そのなすべき事の中に、また一切 に過ごすまいと思って、いらないことをして時日をむだにすごさず、. 
の事、いづれか大切なると云フに、仏祖の行履の外は' かいのあることをして時をすごすべきである。そのなすべき事の中 
皆無用なりと^ルべシ。 で、またすベての事のうち、どれが一靈要であるかというと、仏. 

祖の行ないのほかは、皆無用だと心得よ。 

注 

|「しも」は強め。必ずを強めたのみで、後世のように 
後に否定を伴なう用法ではない。 

11 かいのあること。 

十五衲子の行履旧損の衲衣等を 

示二云ク、衲子の行履、旧損の衲衣等を綴り補うて 教えて言われた。 

捨てざれば物を食惜するに似たり。旧を捐て当るに随 達磨門下の仏弟子の行ないとして、古くな - P て悪くなったお袈裟： 
ツてすぐせば、新しきを食惜する心有り。二つながら などを、つぎをして捨てずにいると、物をむさぼり惜しんでいるよ. 



咎あり。いかん。 、 

W 問ゥテ云ク、畢竟じて如何が用心すべき。 

答へテ云ク、食惜食求の二をだにもはなるれば、両 
頭俱に失無力らん。伹し、やぶれたるをつづりて久し 
からしめて、あたらしきを食らずんば可なり。 

注 

I つづり合わせた衣といぅことで仏袈裟のこと。袈裟は 
不用の布をつづり合わせて作ったものが釈尊以来の正 
式のものである。仏衣であるから、古くなったからとい 
って粗末にできない。この問いは師の方から発せられて 
いる点に注意。 

一一 むさぼり惜しむこと。 

111これは食求の意か。 

四両方。捨てても捨てないでも。 

校訂 ■ 

1「らん」、原文朱書。 

十六父母の報恩等の事 
夜話の k に弗公問ウて云ク、父母の報恩等の事、作 

スべき T 


うに見える。古いのを捨ててあるに任せて使っていると、新しい物 
をむさぼり惜しむ心がある。両方とも欠点がある。どうしたらよい 
かな。 

わたしはおたずねした。 

結局どんな心がけでいたらよろしゅうございましよう。 

禅師が答ぇて言われた。 

むさぼり惜しむ心と、むさぼり求める心の二つさえなくせば、捨 
てても捨てないでも、欠点とはならない。ただまあ、破れたものは 
手当をしてなるベく長く着るようにし、新しいのをしいてほしがら 
なければよろしかろう。 


夜話のおりに、懐葬が問ぅて言った。 

父母に対する報恩などのことは、なすべきでございましょぅか2. 
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示二云ク、 #- 順は尤も用フル所なり。但し、そノ孝 道元禅師が教えて言われた。 

順に在家出家*°別#り。在家は孝経等 s 説を守りて生 孝順は、何ょりもなすべきことである。ただしそ®孝順に、在家 
をつかふ。死につかふる事、世人皆知レり。出家は恩 と出家の区別がある。在家の場合は、『孝経』などに説かれている 
を艇てぎ纪に入ッて、無為の家の作法は、恩を一人に ことを守って、父母の生存中おつかえする。また死後にも報恩の行 
限ラず、一切衆ち斉シく父母の恩のごとく深しと思ゥ ないをすることは、世間の人がみな知っている。ところが、出家は、 
て、作ス所ノ 11二めぐらす。別して今生一世 父母の恩を捨て、無為の仏道に入るので、その無為の生き方をして 
の父母に限ラず。是レ則チ無為の道に背力ざるなり。 いる出家のやり方は、恩を自分ひとりの父母に限って考えない。す 
日々の行道時々の参学、ただ仏道に随順しもてゆかば、ベての生きとし生けるものの恩をみな平等に父母の恩と同じく深い 
其レを真実の孝道とするなり。皮日の追善中陰の作善 と考えて、自分がした善根の功徳をあらゆるところに向けるのであ 
なんど、皆在家に用フル所なり。 る。とりわけてこの世一代の自分の父母に限定しない。これが、と 
抛デは父母の恩の深き事をば実のごとく知ルべし。 りもなおさず出家としての無為の生き方にそむかないことである。 
余の一切また同ジく重クして知ルベシ。別して一日を 日々 の仏道修行、その時その時の仏法参学を、ただ仏道にしたがっ 
しめて殊に善を修し、別して一人をわきて回向をする てしてゆけば、それを真実の孝道とするのである。父母の なくなっ 
は似 ff ' にあらざるザ戒経の「忙母兄弟死亡の日」の た日にちなむ追善供#とか、なくなった当座四十九日の間の作善な 
文は、暫く在家に蒙らしむる歟。大宋ノ叢(林)の衆 どは、みな在家の人のすることである。 

15、師匠の忌日には石ノ儀式あれども、父母の忌日は 達磨門下の仏弟子は、父母の恩の深いことを、仏法の上から正し 
是 レを 修した りと も見エざるなり。 く理解すべきである。他のいっさいの恩についても、父母の恩と同 

様に重く考えなければならない。とりわけて一日に限って善根を行 
なったり、とりわけてひとりだけについて回向をしたりするのは、 

注 仏様のお心にそわないのではあるまいか。梵網戒経に、「父母兄弟 
I 「孝順は至道の法、孝を名づけて戒となす」(梵網経)。の死亡の日には法師を請じて福をもって亡者をたすけるょぅに」と 
一一孝道を説いた経書。一巻。孔子が門人曾参に孝道につ ある文也早 は、 まずは在家に対して言ったものであろぅか。大宋国の 
いて述べた ところを 録した ものと 言われる。 修行の道場の僧たちは、師匠の命日にはそれにちなむ儀式をするが、 



三「流転三界中、恩愛不能断，棄恩入無為、真実報恩者」 
(清信士度人経)。この偈は、「永平得度略作法」中にも、 
得度の際誦することになつている。恩を棄てて出家する 
ことは不孝のょうであるが、それにょつて真実の さとり 
に至れば、かえつて真実の報恩となること。，無為は寂 
静涅槃、有為の営みのない世界。 

四梵網経四十八軽戒の第二十に「一切の男子は是れ我が 
父、一切の女人は是れ我が母、我れ生々に之れに従つて 
受生せざること無し」とある。 

五あらゆる場所。全宇宙。 

六人の死んだ日。この日に善事をなして、その福をその 
死んだ人の ものと して供黎するのを追善という。 

七中有。人の死後、業に応じ七日をくぎつて次の生にう 
つる。その中間をいう。一七日、二七日、三七日、ない 
し七七日まである。 

八善をなすこと。ここは死者の冥福のための追善。 

九「如実」に。仏の実知慧から見たとおりに。一切衆生 
の恩を父母の恩とひとしく思う見方。 

一〇自分のした辨根功徳を他にふりむけること。 

11梵網経軽戒第二十五に、「若し父母兄弟死亡の日は、 
まさに法師を請じて菩薩戒経律を講ぜしめ、福をもつて 
亡者を資け、諸仏を見たてまつり、人天の上に生ずるこ 
とを得しむべし」とある。 

111正式の説法(上堂)をして、師跎の恩をしのぶ。道元 
禅師の広録にも、仏樹和尚(明全)忌の上堂、千光禅師 
(栄西)忌の上螢、天童和尚(如浄)忌の上党などが見 
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える。 

十七人の鈍根と云ふは、志の到らざ 
る時の事なり 

一日 示一一 云ク 、人の鈍根と云 フ は、志の到ラざル時 ある日、教えて言われた。 

の^なり。 人が生まれつきにぶいというのは、やりとげようとする気持がゆ 
世間の入、馬より落ッる時、未ダ地に落チざル間に くところまでゆきついていない時のことである。 

種々の思ひ®る。身をも損じ、命をも失するほどの大 世間の人が馬から落ちる時、馬の背を離れてから地面に着くまで 
事 HV , 把たる時、!! A ? も^-觉念慮を起すなり。 そノ 時は、の間に、さまざまのことが頭に浮かぶものである。このように、大 
利根 も 鈍根 も 同ジく物を思ひ、義を案ずるなり。 けがをするか、命を落とすほどの大事件が突発した時には、どんな 
然れば、明日死に、今夜死ヌべしと思ひ、がさまし 人でも知恵•分別のはたらきがさかんになるのである。その時は、 

き事に逢ゥたる思ヒをなして切にはげみ、志をすすむ 生まれつきのするどい人もにぶい人も、少しの差もなく物を考え、 
るに、悟リをえずと云フ事無きなり。 意味を考えめぐらすのである。 

11 日把麟なるよりも、鈍根なるやうにて切な だから、あすにも死ぬだろう、いや、今夜にも死ぬだろうと考え 
る志を邸す人、速ャヵに悟リを得ルなり。如来在世の て、とんでもない事件に遭遇した気持になって、ひたむきにはげみ、. 
厭^ J ? ||辦は、一撕を齡諷する事は難かりしかども、 さらに志を強くしてゆくならば、悟りを得ないということはない。 
sxir 切なるによりて1 F に証を取りき。 小ざかしく処世術に長じている者よりも、頭が:.111心そうでいて、ひ 
ただ今ばかり我ガ命は存ずるなり。死ナざる先に悟たむきな志をおこす人のほうが、かえって早く悟りを得るものであ 
リを得んと、切に思ゥて仏法を学せんに、一人も得ざる。釈尊のお弟子の周利盤持は、愚かで、たった一つの偈も声に出. 
るは有るベヵラざルなりり して読むことができなかったが、心根のひたむきなところがあった 

から、一夏九十日の間に悟りを#た。 

自分の命はたった今だけあるのだ、死なないうちに悟りを得よう 
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一学んで得た知患の働きと天然の心の働き。 

11あきれるばかりの事。 

一一一世わたりの知恵の発達していることであるが、^.& で 
は小ざかしい意に用いられる。仏の正法を信ずる ことが 
できない場所が八つある(八難所)中の〇 
四 c £ aplhaka . 仏弟子中の逊鈍者の代表。 兄と とも 
に仏門に入ったが兄はりこぅで、弟はばかで あった。沢 
%は方便をもって帶を与え、その名を覚えさせた が、そ 
れさえできなかった。しかし、一心に努力して唱えたの 
でついに阿羅漢果を証した。 

H 一夏は雨季九十日の贺把の期間。 


と、本気に なつて 仏法を学んだら、 倍—科ない者は一入として2 
いはずである。 


十八大宋の禅院に麦米等をそろへて 

一夜示二云ク、大宋ノ神院に麦米等をそろへ て、 あ 
しきをさけ、ょきを取ツて飯等に する^ あり。 

是レをぁる fw 師 f 、 「靈我1 P 打チ穿ル事七 
分、にすとも、米をそろふる事なかれ。」と、^に 乍 ツ 
て戒めたり。 

こノ心は、僧は斎^|〉等を調へて俗スル事なかれ。 
たた有ルにしたがひて、よければよくて 食し、あしき 
をもきらはずして食すべきなり。ただ檀那の佶へ 也、 し ！ g 


ある夜、教えて言われた。 

大宋の禅院で、麦 や 米を よりわけて、惡いものは除き 去り、 よ、/ 
ものをとって 御飯な どにすることがある。 

これについてある 神 M が、 「たとい自分の頭を 打ちく だいて ヒ分 
-ノ歹次にしよぅとも、米をより分けていいものばかりあつめることは 
してはならない。」と言って、その意味を頌に つくって戒め.こ。 

この 意味は、僧は— った 時刻に いただく御飯などを味を ととの 
えて# へて はならない。ただあるにまかせて、 結構な ものはセ：！薄.、、 
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浄なる常住食を以て餓を除き、命をささへて行道する ものとしていただき、結構でないものもそれなりに、えりきらいを 
ばかりなり。味を思ゥて善悪をえらぶ事なかれと云フ しないで食べるべきである。ただ施主の信心による供養の物や、寺- 
ナリ。 でまかなわれる世間の執着を離れた食物をもって餓えをしのぎ、命 
今我が会下の諸衆、こノ心あるべし。 をささえて仏道を行ずるまでである。味わいを考えて食物の善惡 f 
因ミーー問ゥテ云ク、学人若シ「自己仏法ナリ、舱外 えり好みしてはならないということである。 

に向ッテ求ムべカラず。」と聞ィて、深くこノ語を信 今、わが門下の修行者たちも、この心を持つべきである。 

じて、向来の修行参学を放下して、本性に善悪業をな その時に、おたずねして言った。 

して一斯を過ゴサん、こノ見如何。 . 仏道を学ぶものが、もし「自己すなわち仏法である、外に向かっ 
示二云ク、こノ見解、語と理卜相違せり。外に向ッ て求むべきではない」と聞いて、この言葉を信用して、今までやっ 
て求むべからずと云ッて、行をすて、学を放下せば、 てきた修行参学をやめて、生まれたままの気持で善悪の所行をして. 
行をもて求ムル所有りと聞えたり、求メざるにあらず。一生を過ごそうという、こうした考え方はいかがでございましょう 
ただ行学本より仏法なりと証して、無所求にして世事 か。 

悪業等の我が心に作したくとも作サ ず、 学道修行の懶 禅師が教えて言われた。 

きを もな して、こノ行を以て果を得きたるとも、我ガ その考え方は言葉と道理が合っていない。「外に向かって求むベ 
心先より求ムる事無クして行ずるをこそ、外に向ッて きでない」と言って修行を捨て、参学をやめるなら、その行ないを 
求ムる事無シ と云フ 道理には叶 フべ けれ。 手段として求めるところがあったことになる。それは真の「求めな 
南岳の磚を磨して鏡を求めしも、馬祖の作仏を求め い」ことではない。ただ修行も参学も本来仏法で—とさとって、 
しを戒めたり。坐禅を制するにはあらざるなり。 何ものをも求めることなく、世俗のことや悪業などは自分の心でし. 

坐ハすなはち仏行なり。坐ハ即チ不為なり。是レ即 たいと思ってもせず、仏道を学ぶ修行はやりたくないことがあって 
チ，： m 己の正鉢なり。こノ外別に仏法の求ムべき無きな もしいてやり、こうした行ないによってよい果報を得ることがあっ 
り" ても、自分の心では前もって求めることなく行ずることこそ「外卩 

向かって求めることがない」という道理にかなったものであろう。 

南岳懐譲禅師が弟子の馬祖道一に対して瓦を磨いて見せ、鏡を求 
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注 


I 「若し我が呪に順ぜずして説法者を悩乱せば、頭破れ 
て七分と作ること、訶梨樹の枝のごとくならん」(法華 
経、陀羅尼品)。 

11是非善惡を分別し、是をとり非をすて、善をょろこび 
悪を憎むのは最も仏法に遠い。 

三自己と仏法と別のものではない。 

四生まれついたままの考えで。 

五馬祖道 一 Q 0セ— K 六、南岳の法嗣)が南岳懐譲禅師 
(六 WIP 四四、六祖の法嗣)に参侍した時、南岳はしたし 
く心印を授けた。その後馬祖は伝法院に住して常に坐禅 
をしていた。南岳は法を伝える•に足る者であると見込ん 
で、そこへ出かけて行ってたずねた。 

「大徳、坐禅して箇の什麼をか図る。」 

馬祖いわく、「作仏を図る。」 

そこで南岳は磚を取り上げて、馬祖の庵前の石上で磨き 
はじめた。 

馬袓がたずねた。「師、什麼をか作す。」 

南岳いわく、「磨して鏡となす。」 

馬祖いわく、「磨磚あに鏡となすことを得んや。」 

南岳いわく、「坐神あに作仏を得んや。」(正法眼蔵三百 
則による)。 

右は南平 1磨磚の話といって有名である。この提唱は正 
法眼蔵坐禅箴に詳しい。磚は磚であればよいので、鏡に 
しようとすると作為が加わる。坐禅は、学人が学人のま 


めてはならないことを教えられた話も、馬祖が坐禅にょって仏にな 
ろぅとし たのを戒めたのである。坐禅そのものをやめさせょ ぅとし“ 
たのではない。 

坐禅はとりも直さず仏行である。坐禅はすなわち人間的ないとな- 
みの 一切行なわれない境地である。 これこ-:- 自己の正体である。 C 
のほか別に仏法といって求めるべきものはないのである。 
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ま何のたくらみもなく坐せばよいことを言ぅ。 

六正法眼蔵三昧王三昧の巻に「打坐の仏法なること、 仏 
法は打坐なることを、あきらめたるまれなり」。「これ衆 
生成仏の正^恁麼時なり」とあり。「この外、別に仏法 
の求むべき無きなり」の語は最も注目すべき語である。 

七薬山惟儼(七四五—八二八)が坐禅していた時、その師石頭 
希遷(30^七九 0) がたずねた。 

「汝、這•製に在って什麼をか為す。」 

薬山いわく、「，一切不為。」 

石頭いわく、「恁麼ならば即ち閑坐せり。」 

薬山いわく、「若し閑坐ならば即ち為なり。」 

石頭いわく、「汝不為といふ、また箇の什麼をか不為な 
る。」 

薬山いわく、「千聖もまた不識。」(景徳伝灯録卷十四に 
よる。) 

作為の全くないところに离如が現前することを言う。 


1原文、采の右傍に墨で米とあり。 


十九近代の僧侶 

一日請益の次に云ク、近代の僧侶、多く世俗にした ある日、請益のおりに言われた。 

がふべしと云ふ。思フに然ラず。世間の賢すらなほ民 近ごろの僧侶は、多くが、お釈迦様の教えどおりでは今の世にあ 
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俗に随ふ事を■レたる事と云ッ て ' JS 4 M 2 のごときは わないから、世の風俗にしたがうべきだと言って いる。 しかし自分 
r 皆酔へり。我レは爬 Ml メたり0 」 とて、民俗に随 ハず が考えるにそうではない。在俗の人でもす ぐれた 人は、やはり世間 
してつひ！一一^?货こ.没す。 一般の風俗にしたがうことを«れたことだと言っている。たとえば 
况ンや 仏法は、 事々皆世俗に違背せるなり。俗は髪 楚の屈原な どは、 「世間の人は皆酒に酔ったょうに正邪の判断がで 
をかざる、僧は髪をそる、俗は多く食す、僧は一食す きなくなっている。自分だけが冷静に正邪をわきまえている。」 と 
るすら、皆そむけり。然シテ後、 m ッて1<安楽人なり。言って世間一般の風俗にしたがわず、ついに漢水の下流に身を投げ 
故に一切世俗に背クべキなり。 て死んだ。 

まして や 仏法は、何事につけてもすべて皆世俗と反対で ある。 在 
家の人は髪を飾るが僧は髪を剃る、在家の人は一日に何回も食事を 
注 するが僧は一日一回であるということからして、皆反対で ある。 だ 
1名は平、原は字な(前1?|二八九？)。中国戦国時代楚 が曽 i •そうした生活をするから、かえって大安楽の人なので ある。 

K ' ■一， こ§ざん.5^〕 だから、僧たるものはすべてにわたり世俗にそむいて生きるべきで 

ょってしりぞけられ、さらに襄王の時に流されて江南に ある 
流浪し、ついに研羅に身を投じて死ぬ。その間、楚の衰 
微を憂え、不合理な世の中と身の上を嘆いて作った詩を 
集めたものが『楚辞』とされている。屈原がはたして歴 
史上の入物であったかどうかはともかく、史記第八十四 
巻の列伝などで、日本でも平安時代以来親しまれ、同情 
を受けてきた人物である。 

11「世を举げて皆濁り、我れ独り清めり。衆人皆酔へり、 

我れ独り醒めたり」(楚辞、漁父)。 

J 一一漢水の下流。漢水は今の湖北省に在り、大江に注ぐ。 

昔の楚の国を流れて. V る川。屈原が身を投げて死んだの 
は'®羅(湖南省北柬部を流れる川。湘江と合して洞庭湖 
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に入る)であるが、『漁父 I'-., の^に * I 沿：似の水沽まば、以 
て吾が纓を濯ふべし、滄浪の水濁らば、以て吾が足を濯 
ふべし」といぅ有名な句があるので、筆録の際、混同し 
たのであろぅ。なお、『漁父』は屈原と漁父との問答の 
形をなして おり、 楚の地方に行なわれていた民謡を もと 
に、屈原に仮託されたものである。 

四世間生滅のいとなみのないのが、人間として最上の大 
安楽である。 


二十の ㈠ 治世の法は上天子より 

一日一■不二云ク、治世の法は、上天子より下庶民二至 ある日、教えて言われた。 

ルマデ各皆その官に居する者、そノ業を修ス。その 天下を治める法は上は天子から、下は庶民に至るまで、皆おのお 
人にあらずしてそノ官をするを乱天の事と云フ。政道 の、そのなすべき目にある者が、そのなすべき仕事を行なうので 
天意に 叶 ふ時、世清み民 m ? きなり。故に帝は三更の三 ある。しかるべき地位の人でないのに一定の役目を行なうのを天を 
点におきさせ給ゥて、治世する時としませり。たやす 乱す事と言う。政治のありかたが天意にかなうとき、世は 正しく 民 
からざる事、ただ職のかはり、業の殊なるばかりなり。もやすらかに生活できる。だから、天子は、午前一時にはお起きに 
K 王は自思量を以て政道をはからひ、先規をかんが なり、政務を執る時となされた。天子とても容易でないことは、た 
へ、冇道の臣を求めて政天意に相合スル時•是レ だ職務がかわり、することが違うだけである。国王は自分で思慮を 
ヲ治世と云フなり。若シ是レを怠れば天に背き世を乱 めぐらして政道をとり行ない、前代からのきまりを考え、徳をそな 
し、民を苦しむるなり。其レより以下、諸侯大夫人士 えた臣下をさがして用い、このようにして政治が天意によく一致し 
11!;^•皆各所官の業有り。其レに Mi ふを人と一石ふな た時、これを治まるみ世と言うのである。もし天子がこれらのこと 
り‘其レに背ク、天を乱す事を為して天之刑を蒙ルな を台心ると、天にそむき世を乱して民を苦しめることになる。天子か 
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り。 ら下、大名•家老•さむらい•庶民に至るまで、みなめいめい担当 
然レば、学人も世を離れ家を出ればとて、徒ラに身 する仕事があり、それに従事するのを人らしい人というのである。 

をやすくせんと思ふ事、暫くも有るベカラず。利有ル それにそむくのは天を乱す ことと して、天の罰を受けるのである。 

二似テ後大害有ルなり。出家人の法は、またそノ職を であるから、仏道を学ぶ者も、世を離れ家を出たからといって、 
収め、その業を修すべきなり。 なすこともなく、らくを しような どと、ちよっ との間で も 考える こ 
世間の治世は先規有道を嗜み求ムれども、なほ先達 とがあってはならない。らくをすることは、その時は利益が有るよ 
知識のたしかに相伝したるなければ、自ラし、たがふ うに見えて、後に大きな損害がある。出家人の法としては、やはり 
る事も有ルなり。仏子はたしかなる先規教文齟然なり。出家人の職務をまっとうし、出家としての仕事をしっかり身につけ 
また相承伝来の知識现在せり。我レに思量あり。四威 なければならない。 

儀の中において一々に先規を思ひ、先達にしたがひ修 世間において、天下を治めるには、先代からのきまりをよく心#、 
行せんに、必ズ道を#べきなり。俗は天意に合せんと 徳をそなえた臣下を心がけてさがすが、それでもなお、その道の先 
也ひ、衲子'^仏意に合せんと修す。業等しくして得果 輩や指導者が確実に伝え伝えてきたものがない から、おのずから、 

勝れたり。一得永#‘大安楽のために、一世幻化の身 判断の間違うこともある。仏弟子においては、先代からのきまりも 
を苦しめて仏意に随はんは、行者の志に在るペシ。 教えの文言もはっきりしている。また、代々うけつぎ、伝えついで 
然リと雖も、またすぞろに身を苦しめ、作すベカラ きた指導者も現存している。自分には考える能力もそなわっている。 
ざル事を作せと仏教にはすすむる事無きなり。戒行律 行住坐臥の作法において、一々、先代からのきまりを考え、先眾に 
儀に随ひゆけば、自然に身安く行儀も尋常に、人目も 従って修行するならば、必ず道を得ることができる。世俗の人は天 
安きなり。ただ、今案の我見一の安立をすてて、一向仏 意にかなうようにと III 心い、仏道修行者は仏意にかなうようにと修行 
制に顺フべ— する。つとめる業は等しいが、#る果報は仏弟子がすぐれている。 

一たび得ては、氷久に失わない大安楽の法のために、この世一代のま 
ぼろしのかりのこの身を苦しめて、仏の心に従うかどうかは、修行 
者の士§一つにある。 

なすべき社会上の役目。 とはいえ、またむやみと身を苦しめたり、できないことをせよと 
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一一更は夜間の時刻のかわり目。日没に漏刻を設け、その 
漏の尽きるまでの間を五分して初更(おょそ午後八 時)、 
二更(午後十時)三更(午前〇時)四更(午前二時)五 
更(午前四時)とし、各更の間をさらに五分して一点か 
ら五点とする時刻の数ぇ方。三更の三点は大体午前一時 
にあたる。 

三官とするところの意。 

四「出家の所作の事務、三有り。一には坐禅、二には誦 
経、三には勧化。衆事若し三事を具足せば、？!に出家人 
なるべし」(三千威儀経)。収は修と同じ。 

五「し」は強めの辞。 

六あきらかで隠れるところがないさま。「ケンゼン」(日 
葡辞書)。 

七師から弟子へ相伝ぇてきた。 

八行•住•坐•臥の四をいう。一切の行動が含まれる。 

九一度得たならば永遠に失わない。このことばは受戒の 
功徳に言うのであるが、ここでは仏道修行についても同 
祿に見なして言っている。 

3この一生限りのまぼろしのょうな0 r 幻化」は幻術師 
がかりに作り出したもの。 

II わけもなく。むやみと。 

― I 戒にしたがって身と P と意の非を防ぎ、戒の一々のき 
まりにしたがって実践修行すること。 

1三今の自分の考え。 

I 四安置述立の意。真如は言辞の相を絶したものであるが、 
かりに、文字言語によって説きあらわすのを安立諦とい 


は、仏の教えでは、すすめることはない。戒律にきめられたところ 
を守ってゆけば、おのずから、身も安楽になり、ふるまいも立派に 
なり、見た目もよいのである。ただ、きのうきょう思いついた自分 
一個の考えなどはやめて、ひたすら仏のきまりに順うべきである。 
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う。ここも、自分流儀の考えで言葉にょって真実を立て 
ること〇 

校訂 

1原文、礼天。 

二十の ㈡ 我れ大宋天童禅院に居せし 
0 # 

また言われた。 

わたしが 大宋国天童禅院 にあって修行していた 時、如浄禅師 がそ 
の住持であった時は、夜は十一時まで坐禅し、明け方は午前二時半、 
三時というころから起きて坐禅した。住持 人で ある 如浄禅師 は、 大 
衆とともに僧堂のうちで坐禅し、一夜も欠かしたことがなかった。 
その間に、僧たちはたいてい眠った。すると如^ 禅 師は回って行っ 
て、居眠りする僧を、あるいは拳で打ち、あるいは脱物をぬいでそ 
れで 打って恥ずかしめ、精進をすすめて眠りをさました。それでも 
眠るときは照堂に行って純を打ち、行者をょんで蠛燭をともしなど 
して、その場でみんなに説いて言われた。 

「僧堂のうちにあつまって修行生活をしていて、なすこともなく眠 
つて何になるか。それならどうして出家して修行の道場にはいった 
のか。世間の帝王、役人などを見ているであろう。だれといって身 
を安楽にしていようか。あるいは王としての道を修め、あるいは臣 


また云ク、我レ大宋天童禅院に居せし時、浄老住持 
の時は、宵は二更の三点まで坐禅し、暁は四更の二点 
三点ょりおきて坐禅す。長老ともに僧堂裏に坐す。一 
夜も闕怠なし。そノ間衆僧多く眠る。長老巡り行ィて 
睡眠する僧を ばある ィは拳を以て打チ、 ある ィはく 
つをぬいで打チ耻しめ勧めて睡リを觉す。なほ睡る時 

七 八あんじや らふそく 〈とも〉 

は照堂に行き、鐘を打チ、行者を召して蠟燭ヲ燃しな 
んどして卒時に普説して云ク、 

「僧堂裏にあつまり居して徒ラに眠りて何の用ぞ。然 
レば何ぞ出家入叢林する。見ず麼、世間の帝王官人' 
何人か身をやすくする。王道を収め忠節を尽クし、乃 
至庶民は田を開き揪をとるまでも、何人か身をやすく 
して世をすごす。是レをのがれて叢林に入ツて虛く時 
光を過ゴス、畢竟じて何の用ぞ。生死事大なり、無常 



迅沌なり。教家も祌家も M ジクすすむ。今夕明：：：一何 
なる死をか受け何なる病をかせん。且く存するほど、 
仏法を行ぜず眠リ臥して虚しく時ヲ過ゴサン、尤モ愚 
力なり。故に仏法は衰へ去くなり。諸方仏法のさかり 
なりし時は、叢林皆坐禅を専ラにせり。近代諸方坐を 
すすめざれば、仏法澆薄しもてゆくなり。」 

是ノごとク道理を以て衆僧ヲすすめて坐禅せしめし 
事、親シくこれヲ見シなり。今の学人も彼の風を思フ 
べし。 

またある時、近仕の侍者等云く、「僧堂裡の衆僧眠 
りつかれ、あるィは病も発り、退心も起りつべし。坐 
久シき故歟。坐禅の時尅を縮らればや。」と申シけ 
れば、長老大ィに諫めて云ク、 

「然ルベヵラず。無道心の者、仮名に僧堂に居するは、 
半時片時な りと もなほ眠ルベシ。道心 あッて 修行の志 
あらんは、長からんにつけ喜び修せんずるなり。我レ 
.芯かりし時、諸方ノ長老を歴観せし に、 是ノごとクす 
孤すめて眠る僧をば拳のかけなんとするほど 打 チせめ，し- 
强なり。今は老後になりて、 ょわくな りて、人をも打得 
故せざるほどに、 ょき 僧も出来らざるなり。諸方の長老 
も來を緩くすすむる故に、仏法は衰微せるなり。弥々 
7打ツべキなり。」とのみ示サれしなり。 


下として忠節を尽くし、くだっては庶民が田をひらき鍬をとってす 
る苦労に至るまで、だれが身を安楽にして世をすごしていようか。 
こうした世俗の業務をのがれて道場にはいって、なすところなく時 
間を過ごして結局のところ何になるというのか。生死を明らかにす 
ることは重大であり、この世のうつりかわりは迅速である。教家も 
禅家も同じくこれを説いて精進をすすめている。今晚にもあすの朝 
にも、どんな死に方をするか、どんな病気にかかるかわかったもの 
ではない。しばらく命のある間に、仏法を修行しないで、眠りこけ 
てむなしく時を過ごすのは特に愚かなことである。それだから仏法 
が衰えていくのである。諸方の修行の道場で仏法がさかんであった 
ときは、修行の道場では皆坐禅を専一にしていた。近ごろになって 
諸方の長老が坐禅をすすめなくなったので、仏法はかげがうすくな 

っていくのである。」 

このように、道理をもって衆僧をすすめて坐禅をさせた事を、わ 
たしは親しく見てきた。今の仏道を学ぶ人も、天童の宗風を思いみ 
るべきである。 

また、あるとき、如浄禅師の身近く仕えている侍者たちが、「僧 
- 堂のうちに寝起きしている修行僧たちが睡眠不足で疲れまして、あ 
るいは病気にかかり、いったんおこした道心もあともどりしそうで 
ございます。これは坐禅の時間が長いからでもございましょうか。 
坐禅の時間を短縮していただきたいものでございます。」と言った。 

ところが如浄禅師は大いにその不心得をいましめて、「それはい 
けない。無道心の者が名目ばかりで僧堂ですわっているのならば、 



1 ぬ 


わずかな時間でもやはり眠るであろう。道心があって修行の志のあ 
るものは、坐禅の時間が長いほど、喜んで修行し ょうとす るもので 
ある。わたしも若い時諸方の長老を歴任した が、このょうにすすめ 
て、眠る僧を拳が割れるほど打ってせめたものである。今はもう年 
を とって体力も衰え、人も充分打つ ことができな いので、立派な僧 
も出て こなくな つた。諸方の住持人たちも坐禅の すすめ 方がてぬる 
いので、仏法は衰微したのである。いっそう打つべきである。」と 
教えられた。 


ぅ者。 

九にわかにし 

一 jo あまねく正法を説いて学人に-•小すこと。説法。「上堂、 
今朝九月初一、板を打して普 M して坐禅す。第一切に忌 
む、瞎匯することを。直下猛烈を先とす。忽然として漆 
桶を爆破せば、豁たること秋天に雲の散ずるが如くなら 
ん。臂脊に棒し、迸胸に举す。昼夜方に纔も眠るベから 
ず。虚空消損して更に消須す。透過す威音未朕の前」 
(如浄禅師、台州瑞岩寺語録)。 

11諸方の叢林。またその住持人をもさす。 

„|浇は水でうすめてうすくなつたこと。薄は厚さがうす 


注 

I 大白峰天童山景徳禅寺。 

11天童如浄禅師。老は長者の尊称。 

ーーー午後卜一時ごろ。 

四午前二時半から三時のころ。 

玄長老は住持人のこと。「今の禅宗の住持の者を必ず長 
老と呼ぶ」(祖庭事苑)。住持人は方丈があってそこにい 
るが、如浄神師は、坐禅の時間には間違いなく僧堂に出 
てきて修行僧と共に坐禅したのである。次の「僧堂裘に 
坐す」の主語が長老すなわち如浄禅師。 

六 「スィメン、ネムリ、ル。」 (日葡辞書)。 

七僧堂の後ろにあり、天窓をあけて明るくしてある。首 
座の僧が住持人に代わって衆僧を指導するのに用いる。 

八未だ髮を剃らないが、寺に住んでさまざまの仕事に従 
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正法眼0随聞 ,1 己三 


いこと。 

一一一一 r 縮シジマル」(類聚名義抄)。ばやは他に対してあ 
つらえる 意の助詞。 

I 四非を告げてやめさせる。いましめる。「禁ィサム」 

(名義抄)。 

I 五かりの名ばかりに。 

一六如浄禅師は建康の清涼、台州の瑞岩、臨安の浄慈、明 
州の瑞岩、二度〇一の浄慈、明州天童と六回住持入となり 
衆僧を指導している。これを自らへりくだって歴観と言 
ったと見られる。如浄禅師には「三，百年ょりこのかた、 

わがごとくなる知識いまだいでず」(行持巻)の語があ 
り、道元禅師も「諸方天童をほむ、天童諸方をほめず」 

(行持)とも言っている。次の「是のごとくすすめて」 

以下も如浄禅師が主語である。 

二十一得道の事は、心をもて得るか 

また、言われた。 

仏道を得るには、心で得るのか、身で得るのか。 

教家などでも、「身と心は一つものである」と言い、「身をもって 
得るのだ」と言っているけれども、なおそれは、「身と心が一つも. 
のだからだ」と断わりを言っている。まちがいなく身が道を得るの 
だとい うこと がは つきり していない。 

いま、わが達磨正伝の仏法では、身と心が両方いっしょに道を得 


また云ク、得道の事は心をもて得るか、身を以テ得 
るか。 

教家等にも「身心一如」と云ツて、「身を以テ得」 
とは云へども、なほ「一如の故に」と云フ。正シく身 
の得る事はたしかならず。 

今我が家は、身心俱に得ルなり。そノ中に、心をも 
て仏法を一 ft ? 校する間は、万劫千生にも得べカラず。心 



150 


ヲ放下して、妒見ぎぎを捨ッルと嘴、得るなり05;け见粒哪 るのである。身と心の二つのうち、心でもって仏法をおしはかり考 
伙 ' ハ it £^ iiv ノごときも、なほ身を得ルなり。 えている間は、無限に長い時間の間、幾千たび生まれかわっても、 
然れば、#の念慮知見を一向すてて、只!坐すれ 道は得られはしない。心を投げ捨て、知識や見解や理会をすっかり 
ば、今少し道は親シミ得るなり〇然レば道を得ル事は、やめた時に、仏道が得られるのである。霊雲志勤禅師は桃の花を見 
IE1 シく身を以て得ルなり。是レによりて坐を専ラにす て悟り、香厳知閑禅師は竹に石があたった音を聞いて悟ったという 
べしと觉ユルなり。 が、これらの例も、やはり仏道の身を得たのである〇 

だから、心の思いはかりや、知識•見解を全く捨てて、ひたすら 
坐禅すれば、 もう 少し道に親しむことができるのである。だから、 
道を得ることは、まちがいなく身をもって得るのである。だからこ、 

I 普通は、道などというものは高級な心で考えるように そ坐禅を専一にしなければならないと思われるのである。 

思い、身体で道を得ようとは思わない。ただ「身も、心 
と 離れたものでないから」、身でも得るのだと注釈して 
いると いうのである。 

II 達磨正伝の仏法。 

111はかり、くらべる。 

四知識、見解、解釈、理会。「参学知るべし、仏道は思 
量、分別、卜度、観想、知見、憩解の外に在ることを」 

(学道用心集)。 、 

五霊雲桃花の話。霊雲は潙山霊裕の弟子。霊雲志勤禅師 
は三十年弁道していた。あるとき山を旅していた時、山 
のふもとで休息して、はるかに人里を望み見ていた。と 
きに春、桃花のさかりに咲いているのを見て、忽然とし 
て悟道した。(正法眼蔵豁声山色巻による。) 

六香厳擊竹の話。香厳知閑は潙山霊裕の弟子であったが、 

「草疏のなかから覚えたことでなく、父母未生以前にあ 
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正法眼 0 随問，:己三 


たって一句を言え」と言われて何とも答えょぅがなかっ 
た。ついに年来あつめた書をやき、衆僧に粥飯を給仕す 
る僧となって年月を経た。ついに、武当山の大証国師の 
庵のあとに草庵をむすんで#.裨していた。あるとき道路 
を掃いていたおり、箒の先でとばした石が、竹にあたっ 
て音を立てた時に、豁然として大悟した。(正法眼蔵谿 
声山色卷にょる。) 

七、レは、レのはたらきのおこるもと。念處は心のはたらき。 



注 
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正法眼蔵随聞記四 


一学道の人身心を放下して 

示二日ク、学道の人、身心を放下して一向に仏法に 教えて言われた。 

入ルベシ。 仏道を学ぶ人は、身も心もなげすてて、ひとむきに仏法の中に入 
古人云ク、「百尺竿頭上なほ一歩を進む。」卜。何 りなさい。 

にも百尺の竿頭に上ッて足を放たば死ヌべしと思ゥて、 古人は、「百尺の竿頭にあってさらに一歩を進める。」と言ってい 
つよくとりつく心の有ルなり。其レを思ヒ切りて一歩 る。人間というものは、いかにも百尺の竿のさきにのぼると、 ここ 
を進ムと云フは、よもあしからじと思ひきりて、放下 で足をふみはずしたら死んでしまうと思って、いっそう強くしがみ 
するやうに、度世の業より始メて、一身の活計に至ル つく気持があるものである。そこをかえって、「思い切って一歩を 
まで、何にも捨テ得ぬなり。其レを捨テざらんほどは、進める」と言っているのは、「教えにしたがうのであるから、 まさ 
何に頭燃をはらひて学道するやうなりとも、道を得ル か悪いことにはなるまい」と思い切って、すべてを投げ出すように、 
事叶ハざるなり。思ヒきり、身心俱に放下すべし。 世渡りの仕事をはじめとして、自分の生活の手段に至るまでも、捨 

ててしまえばよいのであるが、それがどうしても捨てられないので 
ある。しかし、その最後のところを捨てないうちは、どんなに、髮 
の毛についた火をはらうような気持で仏道を学んでいるようであっ 
「百尺竿頭不動の人、然も得入すといへども未だ真と ても、道を得ることはできないのである。 

なさず、百丈の竿頭すベからく歩を進むべし、十方世界 思い切って、身も心もともに捨て去るべきである。 
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正法眼蔵随聞記四 


是れ全身」(景徳伝灯録卷第十、長沙景岑章}。永平広録 
第一卷第十一条おょび第十三粂にもこの則が見える。 

一一世わたり。 

一1一頭髪に火がついたのをはらうように、寸刻の猶予もな 
いこと。「時光の太だ速やかなることを恐怖す、所以に 
行道は頭燃を救ふ」(学道用心集)。 


二世間の女房なんどだにも 

ある象比丘尼云ク、「世間 ( D - M 皆なんどだにも、仏 ある時、尼僧が、「在家の御婦人などでさえ、仏法と言って学ん 
法とて学すれば、比丘尼の身には少々の不可ありとも でいますから、それにくらべれば、頭を剃って尼僧にまでなった身 
一ぎで叶ハざルべきと覚ゆ。如何。」と云ヒし時、 に、少々よろしくないことがあっても、仏道にかなわないことはあ 
示 二 云 ク 、こノ義然ルべカラず。在家の女人そノ身 るまいと存じますが、いかがなものでございましよう0 」 と言った 
ながら仏法を学ンでうる事はありとも、出家人の出家 時、 

の心なからんは得べカラず。仏法の人をえらぶにはあ 教えて言われた。 

らず、人の仏法に入ラざればなり。出家在家の儀、そ その考えは違っている。在家の女の人は、在家のままで、仏法 e 
ノ心殊ナルべシ。在家人の出家の心有ラば出離すべし。学んでさとることがあるが、だからといって、出家した者が出家の 
出家人の在家の心有ラば二重の僻事なり。用心殊ナル 心がなかったら仏法を得ることはできない。それは仏法が、人によ 
べき事なり。 る差別をするのではない。人が仏法にはいらないからである。出家 
作ス事の難キにはあらず。よくする事の難きなり。 と在家とでは、その心の持ち方が違うであろう。在家人で出家人の 
出離得道の行ハ、人ことに心にかけたるに似たれども、気持があれば迷いを離れることができるが、出家の身として在家の 
よくする人の難きなり。生死事大なり、無常迅速なり、人と同じ気持を持つなら、それは二重の間違いである。出家と在家. 
心をゆるくする事なかれ。世をすてば実に世を捨ッべ とではその心がけが違うはずである。 
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キなり。仮名は^にてもありなんとおぼゆるなり。 することがむずかしいのではなく、立派にすることがむずかしい 

のである。迷いを離れて仏道を得る修行は、人それぞれ、特に心に 

E かけているようではあるが、立派にする人が、少ないのである。生 

死を明らめる問題は重大であり、無常は迅速である。気をゆるして 

| bhikli の音訳。乞士女、_女と訳す。祟したはならない。世を捨てた と あらばほ.^ とうに 世を检てなければなら 

女子 を(。出家•在家などと、，う仮りの名目は、どうでもよハと田5われ 
II 独立のへや(房)を持って社会的に、または家庭で生 ^ I —r I f びネ { V ^ ? 

活をしている女の人。 る 

一一一在家の身そのままで。 

四生死(迷いの世界)を出て、さとりの世界に入ること。 

五かりの名目。 

三世人を見るに果報もよく 

夜話二云ク、世人を見るに t 報もよく、家をも起す 夜話に言われた。 

人は、皆正直に、人のためにもよきなり。故に家をも 世間の人を見ると、果報にも AU まれ、家をも興す入は、みな心が 
持チ、子孫までも絶エざルなり。心に曲節あり人のた 正直で、人のためにもよくする人である。だから一家を安泰にたも 
めにあしき人は、たとひ一旦は果報もよく、家をたも ち、ひいては、子孫までも絶えないのである。心にひねくれたとこ 
てるやうなれども、始終あしきなり。縦ひまた一期は ろがあり、人のためにならないことをする人は、たとい一時は果報 
よくてすぐせども、子孫未ダ必ズシモ吉ナラざルなり。にも恵まれ、家を保っているようでも、しまいまでいいことはない 
また人ノため一一善キ事を為して、彼の主に善しと思 よしんばまた、その人一代の間は恵まれて過ごしても、子孫は必ず 
ハれ悦バれンと思ゥてするは、惡シきに比すれば勝レ しもしあわせでない。 

たれども、なほ是レは自身を思うて、人のために実に また、人のためよい事をしても、その相手方からよいことをして 
善きにあらざルなり。主には知ラれずとも、人のため もらったと思われ、喜ばれようと思ってするのは、惡いことをする 
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正法！ in 碑防間記四 


に; fa っしろやすく、乃至米来の事、誰がためと思ハざれ のに比べればまさっているが、やはりこれは自身のことを考えて人 
ども、人ノためによから/ V ?料ハ事を作シ置キなんどす のためにしているので、ほんとうによいことをしているのではない Q 
るを、真に人のため善きとは云フなり。 当の相手には気づかれなくとも、その人のためあとあとの心配のな 
况ンや—僧は、是レには超エたる心を持ッべキなり。いように取りはからい、ひいては将来にまでわたって、だれのため 
衆生を思ふ事親疎をわかたず、平等に済度の心を存じ、とも思わないが、人のため‘なるようなことをしておきなどするの 
iits 、 脱- tits 間ノ利益、都て自利を位ハず、人に知られず を、ほんとうの_で、入のためによいことをするというのであるゾ 
主に悦バれず、ただ入のため善き事を心の中になして、 ましてや達磨門下の禅僧は、これよりもっと高い気持を持たなけ 
我レは®ノごとクのハッたると人に知ラれざルなり。ればならない。衆生を思うのに、親疎のわけへだてをせず、平等に 
この故実は、先づすべからく世ヲ棄て身を捨ッべキ すくう気持を持ち、俗世のことでも俗世を離れたことでも、利益に 
なり。我ガ身をだにも真実に捨離シつれば、人に善く 関しては、すべて自分のことは考えに入れず、入に知られることな. 
思ハれんと云フ心は無きなり。然レどもまた、人は何 く、相手によろこばれることなく、ただ、自分の心一つで人のため 
にも思はば思へとて、悪シき事を行じ、放逸ならんは よいことをして、自分がこのような気持をもっているとさえ人に気 
また仏意に背ク。ただ好キ事を行じ人のためにやすき づかれないようにするのである。 

事をなして代リを思フに我ガよき名を留めんと思ハず それについての秘訣は、まず、ぜひとも、世間を捨て、自分の身 
して、真実無所得にて、先生の事をなす、即チ吾我を を捨てることである。自分の身だけでもほんとうに捨て去ったなら 
離るる第一の用心也 U ば、人によく田心われようという気持はなくなるものである。そうか 
こノ心を存ゼんと欲ば先づすべからく無常を念フべ といってまた、人はどう思おうがかまわないといって、惡いことを. 
シ。一期は夢のごとシ。光陰移リ易シ。露の命は待チ 行ない、勝手気ままなふるまいをするのは、やはり仏の心にそむく 
がたうして、明るを知らぬならひなれば、ただ暫クも のである〕ただよい事を行なって人のために、あとの心配のないよ 
佐じたるほど、聊力の事につけても人のためによく、 うな事をして、その代償については、自分の美名をとどめようと思 
仏意に順はんと思フべきなり。 わず、ほんとうに所得なく、次の世のためを思ってするのが、とり 

もな おさず自分を離れるの第一の心がけである。 

この気持を持ち続けようと思うなら、まず、ぜひとも無常を心に 
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かけて忘れてはならない。一生は夢のよぅなものである。月日はま 
たたく間に過ぎてゆく。命は露のように夜の明けないうちに消えて 
しまう のが常であるから、ただし ばらく でも生きているうちに、ど 
んな些細なことでも、人のためになることをして、仏の心にしたが 
おうと思うべき である。 


六仏袈裟つけた违磨門下の禅僧。 

七世は世間、ぅつりかわって休みない迷いの世界、その 
迷いの世界を離れ出たところが出世間。 

八後生に対する今の世。後の世のことを中心に考ぇれば 
今は先生となる。 

九「菩提心は多名一心なり。竜樹祖師日く、ただ世間の 
生滅無常を観ずる心もまた菩提心と名づくと。」「誠にそ 
れ無常を観ずる時、吾我の心生ぜず、名利の念起らず」 
(学道用心集)。 

10 r しらず、露命いかなるみちの くさに かおち む」 (重雲 
堂式)。 

=「ィノチヲ ゾンズ ル」 (日葡辞書) 0「じ」 の濁点、 
原文にぁり。 

校訂 

1原文、善事ヲ為 k 人メ。「為人 メ」 を句読をかえ、「人」 
を不用と認めた。 


I 果は因に対する結果。報は縁にょる報い。善因善縁に 
ょって現在しあわせである こと。 

||曲がったところがある。 

|_1一生、一代。 

四心配のないこと。 

五ため。 



Z .57 正法眼蔵随聞記四 


四学道の入は尤も貧なるべし 

夜話二云ク、学道の人は尤も^^なるべし。世人を見 夜話に言われた0 
るに、財有る人は先、、〇-議醫の二難§7 4 て M るなり。仏道拿ぶ者は、特に貧しくあるべきである。世の中の入を見る 
財柯れば人是レを奪ヒ取ラんと^〉ふ0我レハ取ラれじ と、財宝を持っている人は、まず怒りとはずかしめの二つの雞がき 
と齡る時、嗔恙た Ml ちに起る。あるィは之レを論じて っとやってくる。財宝があれば人はこれを奪い取ろうと思い、自分 
f - a " 注対决に及び、遂に ( iH 斷齡が¥«?:"紙〉す。慰ノごとク は取られまいと思う。するとたちまち怒りが起こる。あるいはこれ 
間、眞恚起り耻辱* I るなり。貧にして耐モ食ラざる時 を言いあらそって訴訟対決になり、ついには争い、戦いをするに至 
ハ、 先ヅこノ難を免る。安楽自在なり。 IJE 拠眼前なり。る。二のょうなわけで怒りが起こり、はずかしめがくるのである。 
%文を待ッべヵラず。〈し她|^〉先人後賢之レを1!〉り、貧しくして欲ばらない時は、まずこの難をまぬかれる。身は安楽で、 
諸天仏袓皆之レを^ヂしむ。而るを、愚人と^!〉財宝を 心は束縛がない。その証拠は目の前に見るところである。教えを省 
貯はへ、 S 〈■を〈燃〉き、愚人と成ラん事、耻辱の中の いた文章をまつまでもない。そればかりでなく、財空を持つことは 
耻辱なり。貧にして而モ道を思フ者は先賢後聖”仰 昔の人も後世のすぐれた人もそしるところであり、もろもろの天神 
c , ^'〉 ム1 潑趣 a 喜 ブ所なり。 も仏祖 も 皆これをはずべきこととしている。であるのに、 M 宝を貯 
仏1 ifiit し行く事眼前に近し。予、& メ建仁寺二入え、怒りをいだいて愚か者となることは、恥辱の中の恥. f である。 
リシ 時見しと、肥七八年に次第にかはりゆく事は、寺貧しくてしかも道を思う者は、昔の賢人や後世の聖人が仰いでたっ 
の！^々 に似^? 一 。 ^し、器物を持ち、美服を好み、とぶところであり、仏祖 や 目に見えない世界の神たち の ょろこばれ 
財物 irIT :< しへ、 放逸之 一 WX 語を好み)問訊、礼拝等凌遅す るところである。 

る事を以て思ふに、が M も推察セらるルなり。仏法者 仏法が次第に衰えて行くことは、まのあたり近く見るところであ 
は%一の外は財をもつべからず。何を置かんために塗 る。自分が始めて建仁寺にはいった時に見たことと、その後七八年 
籠をレーつらふべきぞ。人にかくすほどの物を持ッべ力 のうちに次第に変わってゆくことは、寺の寮ごとにそれぞれ壁を厚 
ラず。穿夕ずハ返ッてやすきなり。人をば殺すとも人 く塗った押し入れを作り、道具を持ち、きれいな衣服を好み、宝物 
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には殺サれじなんどと思ふ時こそ、身もくるしく、用 
心もせらるれ。人は我レを殺すとも我レは報を加へじ 
と思ヒ定めつれば、先づ用心もせられず、盗賊も愁へ 
られざるなり。時として安楽ナラずと云ふ事無シ。 


注 

I いかり。食欲、愚痴とともに三毒と言われ、心身を熱 
悩せしめ、諸の悪行を起こさせる。 

一一訴訟の対決。問注は、訴えた礙とこれに対して弁護す 
る者との言い分をたずねしるすこと。 

111あらそいたたかう。 

四教えを書いた文章。 

五目に見えない世界にいる神たち。 

六丘陵がだんだん低くなるょうに物事が衰えてゆくこと。 

七犬文本建撕記にょれば、建保五年(三一七)、禅師十八 
歳の時建仁寺に入って明全についたと見える、そのころ 
であろう。 

八弁道話に「ちなみに建仁寺の全公(明全)をみる、あ 
ひしたがふ霜華すみやかに九廻をへたり。」とある期間 
にあたる。 

九別棟の小さい建物。個人的な住まいとする。 

1〇周囲を壁で厚く塗りこめ、明かり取りをつけ、妻戸か 
ら出入りするようにしたへや。衣服、調度などをしまつ 
ておく所。今の押し入れ、納戸にあたる。 


を貯え、勝手気ままな言葉を好み、きまったあいさつや礼拝などが 
衰えていったが、これで考えてみても、ほかの寺の様子も、おしは 
かられるのである。仏法者は、お袈裟と応量器のほかは物を持って 
はならない。何を置くために押し入れを設ける必要があるのか。人 
にかくすほどの物を持ってはならない。物を持たなければかえって 
安心である。人を殺すことはあっても、人に殺されはしまい、など 
と思っている時には、からだも休まらず、用心もしないではいられ 
ない。人は自分を殺しても、自分は仕返しもしまいと決意していれ 
ば、まず用心のしょぅもなく、盗賊の心配もなくなる。こぅなれば 
いつといって安楽でないことがない。 


止法酿藏随聞記 PM 


一一 li '. J 訊は合掌してするあいさつ。礼拝は S 敬の気持を身 
体の形にあらわすことでさまざまのやり方があるが、こ 
こは五体投地の礼拝。 

111設ける。 

五宋土の海門禅師 

ある 日教えていわれた。 

宋の海門禅師が天童山の住持であった時、その門下に元首座とい 
う僧がいた。この人は法を得、道を悟った人であった。その点では 
長老をもこえるほどであった。 

ある 時、夜、 この 僧が住持の室へ参って焼香礼拝して、 r 禅師様、 
どうかわたくしに後堂首座の地位をお許しくださいますょうに。」 
と 言つた0 

海門禅師はこれを聞いて涙を流し、「自分が小僧であった時以来、 
お前のょうに、禅僧たるものが首座長老という席次を頼みに来ると 
いう、そんな話は聞いたことがない。お前がすでに道を悟っている 
ことは、先代からの きまりに てらしあわせても、わたしをも超える 
ほどである。であるのに首座を望むのは昇進したいためなのか。^ 
すことは前堂首座をも、あるいは住持の地位をも許そう。だが、お 
前でさえこの通りなのだから、そのほかの悟りにいたらない僧たち 
の心中は察するに余りある。仏法の衰微することは、これでも知る 
ことができる0」と言って、涙を流して嘆き悲しんだ。そこでその 


一 n 示 二 云ク、宋土ノ海門禅師、天童の長老たり し 
時、会 下二 元首 座と云フ 僧有リき。 こノ人、 得法悟道 
ノ人な り。長老に もこえ たり。 

有ル時、夜、妒丈二参じて焼香礼拝して云ク、「請 
フらくは師、後堂首座を許せ。」 

11、流涕して云ク、「我レ小僧たりしヨリ未 ダ是ノ 
ごとクの 事を110かず、汝禅僧としテ首座長老を所望す 
る事を。汝 EJ に悟道せる事は、先規を見る二我レにも 
超エたり。然ルに首座を望ム事、昇進のためか。許ス 
事は前堂をも乃至長老をも許すべし。余の未悟僧ハ之 
レを察するに、(余りあり)。仏法の衰微、是レを以テ 
知リぬペシ。」と云ツて流涕悲泣す。爰に僧耻ヂて辞 
スト 雖モ 、なほ 首座二補ス。そノ後首座、 こノ 事を記 
録して自ラ耻ヂしめ師の美言を彰ハす。 

今之レヲ案ズルーー、昇進を望み、物の首となり、長 
老にならん事をば、古人是レを耻ヂしむ。ただ道ヲ悟 
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らんとのみ思ウて余事有るベカラず。 


注 

I 齡ポ師斎。船赋齡ガの法嗣。無際了派(道元禅師ス宋 
当初の天童山の住持) •« 翁如玻らと同門。痴鈍智穎の 
後をついで天童山景徳寺の住持人となった。この話は、 
天童山で聞いて来られたものであろう。 

一一 禅林の住持人の居室。維摩居士の居室が一丈四方であ 
ったところから言う。 

一一一 僧堂は、中心に ある 聖僧(文殊菩薩像)を境にして、 
前門寄りを前堂、後門寄りを後堂という。首座は僧堂内 
全体を管理するが、後堂は特に後堂首座が管理する。 
四海門の上略。 

五住持のこと。 

六先代からのきまり。 


六唐の太宗即位の後 

一夜 r 不二云ク、唐の太宗即位の後、一旧き殿に栖み給 ある夜、教えて言われた。 

へり。 破損せる離'*/ iMilI あがり、風霧〈慰〉して玉鉢 唐の太宗は即位された後も、古い御殿に住んでいられた。その御 
1 Su るべし。臣1|^ルべキ由を奏」*|ば、帝^^はぐ、殿は破損していたので、湿気があがり、風ゃ霧がはいって、天子の 
「時、皆節なり。民定めハ！^有ルベシ。秋ヲ待ッて造 おからだにさわりそぅであった。臣下のものが新築されるょぅに申 
ルベシ。湿気に®サれバ地に受ケられず、風雨二侵サ し上げたところ、みかどは、「いまは農繁期である。今新築の事を 


僧は恥じ入って辞退したけれども、あえて首座に任ぜられた。その 
後この元首座は右の事実を記録して自らを恥ずかしめ、師の立派な 
言葉を顕彰したのであった。 

いまこのことを考えるに、昇進を望んだり、物のかしらとなった 
り、住持長老の地位につこうと思ったりすることを古人は恥とした 
のである。禅僧たるものは、ひたすら道を悟ろうということだけ考 
えて、ほかに何事もあってはならない。 
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正法眼蔵随聞記四 


れぱ天に叶ハざルなり。天地に背かば身有ルべカラず。おこすと人民が困るであろう。秋の取り入れのすむのをまつて造ろ 
民ヲ煩ハサずん i ±* sst フ天地に叶フべシ。天地に叶はば う。天子として湿気におかされるのは地に受け入れられないからで 
身を犯スべカラず0」と云ッて、 k に宮ヲ作ラず、古 あり、風雨におかされるのは天の心にかなわないからである。天地 
キ殿に ffij み給へり。 の心にかなわないでは身を保つことはありえない。民を困らせるこ 
况ンや仏子ハ、如来ノ家風を受ヶ、一切衆生を一子 とがなければおのずから天地の心にかなうであろう。天地の心にか 
のごとく憐レムべシ。我レに属 t る侍者所従なればと なえば、からだにさわることはあるまい。」と言われて、ついに宮 
て、1 ^# t し煩はすべからず。！；二况ンャ同学等侶耆年 殿を造らず、古い御殿に住まわれた。 

宿老等を恭敬する事、如来ノごとくすべしと、戒文 まして仏弟子は、如来の家風を受けつぎ、一切の生きとし生ける 
化ん 1 TV り。然レば今の学人も、入には色！； i 出て知ラ ものを一人子のようにあわれみいたわるべきである。自分の配下に 
れずとも、心中に上下親疏を別たず、人のためにはよ ある侍者、家来だからといつて、大声でしかりせめ、苦しめてはな 
からんと思フべキなり。大小ノ事につけて、人をわづ らない。ましてや、同じ門下で仏道を学ぶ仲間や、年上の人、先輩 
らはし心15傷 t -- 事有ルべカラざルなり。 の僧をつつしみ敬うことは如来に対すると同様にすべきであると、 
如来在世に f 道多く如来ヲ謗じも有リき。仏弟 戒の文言にもはつきり説かれている。であるから、今の仏道を学ぶ 
子問ゥテ云ク、「本より柔和を本とし慈を心とす。一 者も、他人には表から見てはわからなくとも、心の中では上下、親 
切衆生等シく恭敬すべし。何故にか是ノごとク随ハざ 疎の区別をたてず、一切の人のためによいようにと思うべきである。 
ル衆生有る。」 大きい事でも小さい事でも、人を困らせ、心を傷つける事があつて 
仏言く、「我レ昔衆を領ぜし時、多く呵嘖竭摩を はならない。 

もて弟子をいましめき。是レに依つて今是ノごとシ。」 釈迦如来が在世のとき、外道で如来をそしり、にくむものも多く 
と"律中に見エたり。 あつた。仏弟子がおたずねして、「あなたさまはもともと柔和を根 
然レば即チ住持長老として衆ヲ領ジたりとも、弟子 本とし、慈悲を心としていらつしゃるのですから、すべての衆生が 
のすをただしいさめんとて呵責の言を用フべカラず。 等しくつつしみ敬うはずでございます。それなのに、どうしてこの 
名和ノ言を以テいさめすすむとも、随フベくは随フべ ような従わない人々があるのでございますか。」と言つた。 

きなり。况ンや衲子ハ、親疎兄弟等のためにあらき言 仏様は、「自分が過去世に弟子を率いていた時、たいてい弟子を 
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を以て入をにくみ呵貴する事は、 
能々用意スべキなり。 


一向に止むべきなり。 


注 

I 「貞観二年六月ノスヱニ、公卿奏シテ申 サク、 秋ノ霧 
ャゥャクハジマル、宮室卑シテ城地下リゥルホヘリ。請 
フ、 一閣ノタカキヲイトナンデ居タマハンコトヲ。上ノ 
0:ぐ朕、気病アリ、クダリゥルホへル所ニヰルべ力 
ラズ。シカレドモ、オノオノ来請ノムネヲトケパ、ッヒ 
へマコトーーオホカラン。……朕、徳義、漢ノ文帝ニオョ 
パズシテ、ッヒヤストコロコトゴトクカノ時ニスギタリ、 
豈、人ノチチハハタルミチニカナハンヤト。ッヒニック 

ルコトヲユルサズ0」(仮名貞観政要巻第六)。 

11農業のいそがしい時節。 

三けらい。てした。 

四同じく仏道を学ぶ著、同輩。 

五年をとった先輩の僧。 

六明らかである。「フンミャゥニ」(日葡辞書)。 

七色は顔色。表にあらわして。 

八仏九難のぅちにも孫陀利の謗仏、奢弥跋の謗仏、婆^ 
門女の謗仏のことあり。外道は仏教外に道を立てるもの。 
九竭摩は karman の音訳。僧中の作法、所作。 

一〇非を告げて改めさせる。 

II 同門の修行僧を親しんで言う。 


いましめるのに大声でしかりせめた。その報いで、今、この通り外 
道からそしり、にくまれるのである。」と言われた。この話は、律 
の中に見えている。 

してみると、住持長老として衆を率いていても、弟子の間違いを 
正し、いましめよ うとして 呵責の言葉を用いてはならない。おだや 
かな言葉で、改めさせたり、すすめたりしても、従うものは従うの 
である。まして、仏弟子は、親しい人にも、親しくない人にも、ま 
た同輩などに対しても、あらあらしい言葉で人をにくんでしかりつ 
けることは、 まったく 禁止すべきである。よくよく気をつけるべき 
である。 
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校訂 

1原文、大宋。 

2原文、作造の間に訓よみの傍線あり。 しばらく 「^:配 
る」 とよむ。 

3 原文、 ィマシメ テ。 

七衲子の用心仏祖の行履を守るべし 

また云ク、衲子の用心、仏祖の行履を守るべし。 また言われた。 

たと第一には財宝を食るベ A ら ず。如来慈悲深重なる事、 達磨門下の.禅僧の心がけは、仏祖の行ないをその通り守る ことで 
喩へを以て推量するに、彼の所為行履、皆是レ衆生の ある。 

ためなり。一微塵許も衆生利益のためナラずと云フ 第一には財宝を M ぼってはならない。釈迦如来の慈悲の深いことを、 
1^無シ。そノ故は、仏は是1輪王の太子にてまします。実際に推しはかってみるに、如来のなされたことはすべて、皆衆生 
ぁは^をも御意にまかせ給ヒつべし。財を以テ弟子を のためである。一微塵ばかりも衆生を利益するためでないというこ 
哀み 、所^^▽ぶ?- C 弟子をはごくむベくんば、何の故 とはない。そのわけは、仏はもともと世界征服の王の太子でおいで 
にか 捨 テて自ら乞食を 行 じ給フべき。決定末世の衆生 になる。しようと思えば、全世界をも思い通りになさることがおで 
のために も、 弟子 m ^ のために も、 利益ノ因縁有ルべ きになったはずである。財宝をもって弟子をめぐみ、領土をもって 
キガ故に、宝を貯へず、乞食を 行 じおき給へり。然 弟子を養うのがよいのなら、それもおできになったのに、一体^の 
ッ しより 以 1一一 漢土の祖師の由、また人にも知ラ ために王位を捨ててみずから^^ をなさる わけが あろうか。 末-111: の 
れ しは、 皆貧窮乞食せしなり。 衆生のためにも仏弟子の修行のためにも、間違いな く 利益と なる 因 
况ン や我ガ門の祖々、皆財宝を畜ふべカラずとのみ 縁があるからこそ、財宝をたくわえず、乞食を 行 じて 模範を一.小して 
すすむるなり。教家に もこノ 宗を讃たるに、先づ是レ おかれたのである。それ以来、ィンド•シナの祖師のなされたこと、 



をほめ、記録の家に もこノ 事を記して讃むるなり。未 
がダ財宝に富‘饒 L して仏法を行ゼシ事を聞力ず。皆よ 
き 仏法者と云フは、 ある ィは布衲衣、 常 乞食なり。禅 
門に よき 僧と云はれはじめ おこる も、 ある ィは教院、 
律院等に雑居せし時も、禅僧の異をば身をすて貧人な 
るを 以て異 せりと す。宗門の家風、先ブ こノ 事を存ズ 
べし。聖教^ A 文理を待ツベからず。我ガ身にも田園等 
を持ツたる時も有リき。また財宝を領ぜし時も有リき。 
彼ノ時の身心と、 こノ ごろ貧シくして衣盂に乏しき時 
とを比するに、^ f 時の心勝レたりと覚ゆ。是レ現証な 
り0 

また云ク、古人云ク、「そノ人に似ずしてそノ風を 
語ルコトなかれ。」と。言フ心は、その人の惠を学バ 
ず知ラずして、そノ人の失なるを、そノ人はよけれど 
も、そノ事あしきなり、(あしき)事をよき人もする 
と思フベからず。 

ただそノ人の徳を取り失を取ルコトなかレ。君子は 
徳を取ツて失を取ラずと云へル、こノ心なり。 

注 

一転輪聖王、転輪聖帝ともいう。三士一相を具足し、位 
に即く時天から輪宝を感得し、その力で四方を降服する 


また仏法者と人に知られるほどの人は、皆貧乏で乞食をしたのであ 


ましてわが禅門の祖師たちは皆、「財宝をたくわえてはいけない」 
とすすめられるのである。教家でもこの坐禅宗をほめるには、まず 
第一にこのことを讃め、高僧伝などを書く人も、このことを書き記 
してほめたたえるのである。財宝に富み、裕福にくらして、仏法を 
行じたということは聞いたことがない。みな、立派な仏法者という 
のは、あるいはつづり合わせた布のお袈裟で、常に乞食にょっての 
み食を得るという生き方をした。禅門にすぐれた僧がいると言われ 
るょうになり、ついに教界にその宗旨がおこった時も、あるいは教 
家の寺院や律宗の寺院などに、他宗の僧とまじって住んでいた時も、 
禅僧が他宗の僧と違う点を、身を顧みず貧乏な点にありとしている。 
宗門の家風はまず第一にこの事をわきまえなくてはならない。仏典 
の文言や道理をまつまでもない。わたしも、荘園などを持っていた 
時もあった。また財宝を持っていた時もあった。その時の身心と、 

近ごろ貧しくて、三衣一鉢にも乏しい時のそれとを較べてみると、 
今の気持がずっとすぐれていると III 心われる。これが目の前の証拠で 


また言われた。 

古人の言葉に、「その人に似ないで、その風を語ってはいけな 
い0」 とある。その 意味は、その人の徳を学ぶ こともなく、 知りも 
しないで、その人の欠点を、あの人は立派な人だがこういう点が悪 
い、立派な人でもよ くない 事を する もの だと 思ってはいけない、 と 


ある。 


る0 
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といぅ。ここは世界征服の王といぅほどの意。 

一一全世界。 

|||行業記や高僧伝を書く人。 

四布の衲衣。衲は世間で役にたたなくなった布をつづり 
あわせて作った袈裟。 

五十二頭陀行の一。乞食にょってのみ愈を得て生活する 
こと。 

六天台、華厳、律等の寺院。達磨以来禅僧はこれらの寺 
に仮寓していた。その数がふえ、独立の禅院をもち、共 
同生活のための規矩が定まったのが百丈の時と言われる。 
七「ザッ n またはザ ッキ 日、 マジヮリィル」 (日葡辞書)0 
八文言と道理。 

九私有の荘園。 

10五条、七条、九条の三枚の袈裟と、応量器という比丘 
の持つ食器。 

II 現在。今の時。 

一 II 現前の証拠。 


いうのである。 

ただその人の徳を取って、欠点をとってはならない。 r 君子は徳 
を取って、失を取らず0」と言っているのは この 意味である。 


八人は必ず陰徳を修すべ. 


一日示二云ク、人は必ズ陰徳を修スべシ。必ズ冥加 
顕益有 るな り。 たとい 泥木塑像の麁惡なりとも、仏像 
をば敬礼すペシ。黄紙朱軸の荒品なりとも、経教をば 
帰敬スべシ。破戒無慚の僧侶 A りとも僧鉢をば信仰ス 
ベシ。内心に信心をもて敬礼すれば、必ズ顕福を蒙ル 


ある日、教えて言われた。 

人は必ず陰徳を修めなくてはならない。目に見えない加護や、_ 
に見えた利益が必ずあるものである。たとえ泥 や 木や土で作った そ 
まつなお像でも、仏像をばぅやまい礼拝すべきである。黄色い紙と 
朱塗りの軸のそまつな品でも、経典は帰依し敬ぅべきである。戒を 
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なり。破戒無慚の僧なれば、疎相 N % u p o ! e の経なればとて、破って恥ずかしいとも思わぬ僧でも、僧のすがたは信仰すべきであ 
不信 f 批なれ ぱ必ズ罰を撇むルな り。 しかあるべき如来 る。 心の内に信仰心をもってつつしんで礼拝すれば、必ず目に見え 
の|施||にて、^^の福分となりたる仏像.経卷.僧侶 たしあわせをいただくのである。戒を破って恥ずかしいとも思わぬ 
なり。 iK に帚敬すれば益あり、不信なれば罪を受クる 僧だから、そまつきわまるお経だからといって、これらを M ぜず、 
なり。«;に#^ 5 に«|歡〉くとも、一_1一宝の境界をぱ恭敬ス 礼を失すると、必ず罰を受けるのである。’てうあるようにと如来が. 
べキなり。禅僧は善ヲ修セず功徳ヲ要セずと云ッて悪 お残しになった法によって、人間天上のしあわせのもとと なった 仏 
行ヲ好む、きはめて — Mis なり。先規未ダ^<ノごとク悪像•経卷•僧侶である。だから®依し敬えば利益があり、信仰しな 
行を乎ム事を聞力ず。 いと罰を受けるのである。どんなにあきれるばかりひどいものでも、 
ポ禅師は木仏をたく、是レこそ惡事と見えた 仏•法•僧の三宝の形をとったものはつつしみ、うやまうべきであ 
れども、是レも一段ノ説^ MII なり。この師の行状の る。禅僧は、善を修めることも、功徳をつむことも必要ないと P っ 
記を昆るに、坐するに必ズ儀あり、立するに必ズ礼あ て、惡行を好むのは、とんだ問違いである。このように悪行を好ん 
り、 常に貴き S ? 秘に向ヵフがごとし。輕時の坐にも必だということは、先代からのきまりにも間いたことがない。 

命化し、七髮す。常住物を守る觀_のごとくす。 丹變然禅師は、寒さのひどぃ朝、木仏を焼ぃて暖を取ったとぃ 
辦ん.ゅするもの有れば必力，す。 W 善なれども是レを う話が伝わっている。これこそ悪少のように見えるけれども、これ 
重くす。常の面の行状) 1# T レたり。彼の記をとどめて今 も説法のためにとられた一つの平だてである。このかたの行状 HL を 
0出までも叢林/=記^〉とするなり。 見ると、すわるにつけ立つにつけ、必ず礼儀があり、常に高貴な賓 
しかのみならず、も M ハ有道の師、先規悟道の祖、見客に対しているようであった。ちょっとの間すわるのにも、必ず坐 
聞するに皆戒行を守影を Sr 。 たとひ/ h 2 善と云フ禅の時と同じく足を組んですわり、立つ時は型どおり胸の前に乎を 
とも是レを重くす。未ダ聞力ず、悟道の師の善根？: H 紙組んだ。寺の財産は， W 分の mi 玉のように大切にした。修行に励むも 
1^ する 事を。 のがあれば必ず力をそえてやった。小さな善事でも大切にした。平 
故に学人祖道に随ハんと思はば必ズ f ?« x をかろしめ常の行状が尖に立派であった。この禅師の行状を記しとどめて、い 
ざれ。！！!教を専ラにすべし。仏祖の行道は必ズ艇善の までも禅林の m 鑑としている。 

集まる所なり。!1法皆仏法なりと体達しつる上は、惡 それだけではない、道を得た多くの -LL 師たちや、先代のお乎本と 
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11定悪にて仏祖の道に遠ざかり、善は決定善にて仏 もなり、仏道を悟った祖師たぢとを見聞きすると、皆戒行を守 
道の縁となる。知ルベシ、若シ是ノごとクならば何ぞ り、行住坐臥をおろそかに鲁靈している。たとえ小善であって 
三宝の境界を重くせざらんや。 もこれを大切にしている。 3 ¢ を悟+た祖師が善根をゆるがせにした 
また云ク、今仏祖(の道)を行ぜんと思はば、所期 ということは、聞いたことがない。 

も無く所求も無く、所得も無くして無利に先聖の道を だから仏道を学ぶ人が、祖師の道に従おうと思うならば、必ず善 
行じ、祖々の行履を行ずべきなり。所求を断じ、仏果 根を軽んじてはならない。専一に仏の教えを信じなくてはいけない。 
をのぞむべからず。さればとて修行をとどめ、本の悪 仏祖が道を行ぜられるところは、必ず多くの善のあつまるところで 
行にとどまらば、還ッて是レ所求に堕し、窠臼にとど ある。諸法はすべて仏法であるということが、身に親しくわかった 
まるなり。全く一分の所期を存ゼずして、ただ人天の 上は、悪はどこまでも悪であって仏祖の道に遠ざかり、善はどこま 
福分とならんとて、僧の威儀を守り、済度利生の行儀 でも善であって仏道の縁となる。わかるであろう、もしその通りな 
を思ひ、衆善を好み修して、本の悪をすて、今の善に らば、仏•法•僧の三宝の形をとるものを重んじないわけにはいか 
とどこほらずして一期行じもてゆけば、是レを古人 ないではないか。 

も漆桶ヲ打破スル底と云フなり。仏祖の行履是ノごと また、言われた。 

クなり。 今、仏祖の道を修行しょうと思うならば、期待するところもなく、 

求めるところもなく、得るところもなく、利を離れて、むかしさと 
:, りを開いた人々の道を行じ、代々の祖師の行なわれたところを行ず 

べきである。求める心を断ち、仏になることも望んではならない。 

一泥で こねた 仏像。木彫りの仏像。塑像は、粘土に わら だからといって、修行をやめ、 もとの 悪行にとどまっているならば、 
や雲母をまぜ、木骨を1して作る像。金銅 Qf どとかえってこれは求める心におち V 、落ちこんだ穴から出られない 

一一仏教経典のこと。仏教経典は黄色い紙に香くのが普通ことになるのである。まったく少しの期待もなく、ただ人間大上の 
であった。「これすなはち黄卷朱軸な り」 (正法眼蔵三昧しあわせの^^となろうとして、僧としての身のふるまい方を守り、 
王三昧巻)。 衆生を救い利益する行ないを心がけ、もろもろの善をとりあげて修 
三「三宝に三種の功徳有り、いは ゆる 一体三宝、現前三 め、今までの悪を捨て、今善を行なったからと安心しないで、一生 
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宝、住持三宝なり」(教授戒文)。ここはこのうち、仏像、行じつづけてゆけば、これを古人も漆桶を打ち破ることだと言うの 
経巻、僧侶の住持三宝に当たる。境界は対象として認識 である。仏祖の 一. 了ないとはこういうことで ある。 

される111:界。 

四知通大師 Q 三九—八二四)。石頭希遷の法嗣。ある年、慧 

林^において、天の大寒なるに遇った。丹霞天然が木仏 • 

を取ってこれを焚いたので、人がこれをそしった。天然 
は、「焼いてお舎利を取ろうと思うのだ。」と言った。人 
が、「木仏を焼いてお舎利の取れるはずはない。」と言う 
と、師は、「そんなら、わたしを貴めることはないだろ 
う。」と言った話。(景徳伝灯録卷第十四にょる。) 

五安立の異名。(成唯識論述義)。かりにもうける手だて。 

「此の中に諸法の生滅無しといへども、而も戒蘊、定蘊、 

慧蘊、解脱蘊、知見蘊の施設可得有り」(正法眼蔵摩訶 
般若波羅密)。施設、原文は施説。 

六也禅の時の足の組み方。 

七叉手当胸。立っている時、両手を胸のところで組む儀 
礼。手をたれて立つのは無礼である。 

八目のたま。 

九修行にせいを出す。 

一〇 くわえる。力を添えてやったこと。「袈裟も無所従来 
なり、……所持のところに現住し、受持の人に加す」 

(正法眼蔵伝衣巻)。 

一一 m は吉凶を うらなう もの、鏡は物を照らすもの、 とも 
にてほんとすべきもの。 

111行住坐臥の四。立ち居ふるまい。 

1=ゆるがせにする。 
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|四教えを信じること。 

垩「作善の正当恁麼時、きたらざる衆善なし」(正法眼蔵 
諸惡莫作}。 

1六「一切法即是仏法」(金剛般若経)。「諸法の仏法なる時 
節」(正法眼蔵現成公按)。すべてのものが仏法でないも 
のはないと身をもってさとること。 

一七 m は鳥の巣、臼はぅす、いずれも落ちこんで落ち着く 
あながある。一つのところに落ちついてしまっては、い 
けないのである。 

一八漆桶は底知れぬ無明にたとえる。これを打破するのが 
了悟の時である。 

校訂 

1原文、荒にソのかなあり。今、漢字に従ぅ。 

2原文、少善。 

3原文、忽緖。 

4原文、窠旧。 


九の ㈠ 学道の人は先づすべからく貧 
なるべし 

一日 曽来ノて学道 之 用心を問フ扣 12示二云ク、学道 ある 日、一人の僧が来て仏道を学ぶ心がけをたずねた時に、教え 
の人は先づすべからく貧なるべし。財多ければ必ズそ て言われた。 

ノ志^在家学道の者、なほ財宝にまとは り、居 仏道を 学ぶ 人は、 まず 必ず貧乏でなければいけない。財宝が多い 
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所を食り、眷属に交ハれば、直饒その志ありと云へど とその志がくじける。在家で仏道を学ぶものでも、やはり財宝を気 
も障道の縁多し。古来俗人の参ずる多けれども、そノ にかけ、住居をむさぼり、一族縁者とつきあっていると、たといそ 
中によしと云へども、なほ僧には及パず。僧は一衣一 の志はあっても、道のさわりとなることが多い。昔から在家の人で 
鉢の州は財宝を持夕ず、居所を思ハず、衣食を食ラざ 参学する人は多いけれども、その人々の中ではすぐれていても、や 
る間、 YI ： に学道す。是レはダ々皆得^ T 有ルなり。そ はり僧には及ばない。というのも、僧はお鉍裟一枚と、応量器一個 
ノ故は、 M ▽なるが道に親シきなり。 のほかは財宝を持たず、住居を考えず、衣食をむさぼらないから、 
'龐公は俗人なれども僧におとらず禅席に名を留めた ひとむきに仏道を学ぶ。こうした人はそれぞれ分に応じてみな益を 
るは、彼の人参禅の初め、家ノ財宝を以ちて出でて海 得ることがある。そのわけは、貧乏なことが仏道に親しいのである。 
にしづめんとす。人之レを諫めて云ク、「人にも与へ、 龎居士は俗人であったが、僧に劣らず禅席に名を残したのは、次 
仏事にも用フべし。」 のようなわけがあったからである。龐居士が参禅し初めた時■家の 
他に_へて云ク、「我レ EI に妒たなりと思ゥて是レ 財宝を持ち出して海に沈めようとした。人がこれを見て、「人に与 
をすつ。！！ンぞ.人に与フべき。財は身心を愁じむるあ えるなり、仏事にでも使われるがよかろう。」と言って意見した。 
たなり0」と。 t に海に入レ了リぬ。 彼はその人にこたえて、「わたし自身すでに身のためにならないと 
而シテ後、く船%のためにはいかきをつくりて売つて 思って捨てるのである。どうして他人に与えることができよう。財 
過ぎ i ?〉 G 俗なれども是ノごとク財をすててこそ禅人と 宝は身心を苦しめるあだかたきである L _° と：；目った。そして、とう 
も云はれけれ。何二况ンや一向に僧はすつべきなり。 とう全部海に捨ててしまった。 

僧の云ク、唐土には寺院定まり、僧祇物あり、常住 その上で、生活のためには、ざるを作って売ってその日を過ごし 
物等あッて僧のために行道の縁となる。その煩無シ。た。俗人であったが、 こうして M {土を捨てたからこそ禅を修行する 
こノ 国はそノ儀無ケれば、一向棄置せられても、中々 人と も 言われた のである。ましてや 僧においては、ただただ財宝は 
行道の違乱とやならん。是ノごとク、衣食ノ资縁を思 捨てるべきである。 

ひあててあらばよしと覚ゆ、如何。 僧が言った。 

示二云ク、然ラず。中々唐土よりこノ国の人は無理 「中国では裨僧のおるべき寺院もきまっており、僧団の所布物もあ 
に人を供養じ、無分に人に物を与フる事有ルなり。 り、その寺院に備わった財産もありますから、僧のため修行生活の 


/ 
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注 


先づ入はしらず、我レはこノ事を行じて道理を得たる 
なり。一切一物も思ひあてがふ事もなくて、十年余 
過ぎ送リぬ。一分も財をたくはへんと思フこそ大事な 
1 OH 〈僅 W 命を送るほどの事は、何とも思ひ畜へねども、 
天然として有ルなり。人皆生分有り。天地之レを授 
く。我レ走リ求メざれども必ズ有ルなり。况ンや仏子 
は、姑来遺属の福分あり。求メざレドモ自ラ得ルなり。 
ただ一向に道を行ぜぱ是レ天然なるべし。是レ現証な 


一三衣一鉢であるが、衣鉢を強めて言ったのであろぅ。 

一一めいめいその人なりに。 

三名は蘊、ちは道玄。儒家の人。初め石頭希遷卻師に参 
じ、後、馬祖道一禅師に参じてその法を嗣ぐ。詩偈三百 
余篇あり。「龐居士蘊公は祖席の偉人なり。江西、石頭 
の両席に参学せるのみにあらず、有道の宗師におほく相 
見し相逢しきたる。」(正法眼蒇神通巻)。 

四自分に対して害をなすもの。 

五ざる。：畿内にていかき、江戸にてざる」(物類称呼)。 
六僧祇は衆、すなわち比丘•比丘尼の大衆。涂僧の共有 
にかかる物。 

七「キチステオク」(日葡辞書)。 


たすけとなって、生活の心配もございません。ところがわが国では 
そうした こと もありませんから、経済的なことを一切棄ておかれて 
も、かえって仏道修行の乱れとなりましょう。ですから、 このよう 
に、後援者をさがして、衣食をたすけてもらうあてを作っておいた 
らいいと思いますが、いかがでございましょう。」 

教えて言われた。 

そうではない。中国の人より、かえってわが国の人は、わけもな 
く僧を供養し、分不相応に人に物を与えることがある。まず、ほか 
の人はどうか知らないが、わたしはこの事を実際に行なって、道理 
を得たのである。全くあてにするものは一物もなくて、十年余り過 
ごして来た。少しでも財物を貯えようと思うことこそ大問題である。 
わずかの命を送る間のことは、どう思いめぐらして貯えなくても、 
天然自然にあるものである。人皆めいめい持って生まれた食分、命 
分がある。天地がこれを授けてくれる。自分が走り回って求めなく 
ても、必ずあるものである。ましてや仏弟子は、如来が遗してくだ 
さった福分がある。求めなくても自然に得られるのである。ただひ 
たすら仏道を行じたなら、これが天然にあるべき生き方であろう。 
これが目の前に見られる証拠である。 
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八かえって。 

九法に違い、秩序が乱れること。 

0外側から仏道修行をたすける縁となるもの* 

I あてにするところを作っておく。 

II 分不相応に。 

三「緬ハッヵニ」(類聚名義抄)。 

四生得の命分。その人の一生に備わっているもの。 

五如来が、後世の仏弟子に残してくださったしあわせの 
もと。一〇ぺージ注一〇•一一 参照。 

九の ㈡ 学道の人多分云く 

また言われた。 

仏道を 学ぶ人はよく、もしこれこれの 事を したら世間の人がこれ 
をそしりは しないかと 言ぅ。 これはたいへん間違っている。世間の 
入が何とそしっても、それが仏祖の迫された行ないであり、仏の教 
えの道理でありさえすれば、それによって修行すべきである。世間 
の人がこぞってほめても、仏の説かれた道理でなく、祖師も行じな 
かったことであるならば、それによってはならない。 

そのわけは、世の中の、自分に親しい入やら親しくない人やらが、 
ほめたり、そしったりするからといって、その人の心に随っても、 
自分が死ぬ間ぎわ、悪業にひかれて、地獄•餓鬼等の悪道へ落ちよ 
うとする時•それらの人が自分を救ってはくれないのである。 

かりにすベての入にそしられ、にくまれても、仏祖の道にしたが 


また云ク、学道の人、多分云ク、若シその事をなさ 
ば世人是レを謗ぜんかと。この条甚だ非なり。世間の 
人何とも謗ズとも、仏祖の行： g 、 兜教の道理にてだに 
もあらば侬行すべし。世人举ツて褒るとも、聖教ノ道 
理にアラず、祖師も行ゼざらん事ならば依行すベから 
ず。 

そノ 故は、11!:人親疎我レをほめそしればとて、彼の 
入の心に随ひた りと:^、 我が命終の時、悪業にも ひか 
れ惡道へ趣力ん時、何にも救フべヵラず0 
喩へば皆人に謗られ惡るとも、仏祖の道にしたがぅ 
て依行せば、その冥実に我レをばたすけんずれば、 
人のそしれば とて、 道を行ぜざるべからず。 
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また是のごとク謗讃する人、必ズしも仏道に通達し、って、行じていれば、その目に見えない加護こそ、ほんとうに自分 
証得せるにあらず。何としてか仏祖の道を善悪をもて を助けてくれるであろうから、人がそしるからといって道を行じな 
判ずべき。然も世ノ人情には順フべカラず。ただ仏道 いことがあってはならない。 

に依行すべき道理あらば、一向に依行すべきなり。 またこのようにそしったりほめたりする人が、必ずしも仏道に通 

達し、 さとりを 得ているのではない。仏祖の道を、 どうして 世間の 
:」 善悪の標準で判断することができようか。しかも流転の世界の人情 
f に順ってはならないのである。ただ仏道によって行ずべき道理があ 
一人はその人のした行為(業)にひかれて六道(天上.るならば、ひたすらそれによって行じなくてはならない。 

人間•修羅•地獄•餓鬼•畜生)に.ゆく。このうち、修 
羅以下は惡業によってつれてゆかれる惡道である。「お 
ほよそ無常たちまちにいたるときは、国王•大臣•親 
暱•従僕•妻子•珍宝たすくるなし。ただひとり黄，址に 
おもむくのみなり。おのれにしたがひゆくは、ただこれ 
善悪業等のみなり。」(正法眼蔵出家功徳)。 

1一目に見えないところのもの。 

111 そしったりほめたりする 人。 

十某甲老母現在せり 

また 僧云ク、某甲老母現在せり。我レハ即チー子な また、ある 僧が言った。 

り。ひとへに某甲持にて度世す。恩愛もことに深 「わたくしには年老いた母がおります。わたくしはその一人子でご 
し。孝順の志 も 深し〇是レに依ッて聊か世に順ヒ人に ざいます。わたくしの仕送りで生活しております。母が わたくしを 
随ッて、他の恩 力を もて母の衣糧にあづかる。若シ遁 思う情は特別深いものがございます。わたくしも何とか孝行をいた 
世籠居せば一日の活命も存じ難し。是レニ依ッて世間 したいものと考えております。そのため、少しばかり俗世にもした 
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に在リ。一向仏道に入ラざらん事も難治なり。若シな がい、人の思わくにも従って、人々のおかげでもって、母の着る物. 
ほただすてて道に入ルべき道理有らば、そノ旨何ナる 食べるものも得るような次第でございます。もしわたくしが、 俗：： y 
べきぞ。 の交わりを断ち、仏道修行に専心して、世間からひきこもってしま 
示二云ク、この事難治なり。他人のはからひにあら いますと、一日も生きてゆくことができないと思われます。これに 
1。ただ我れ能く思惟して、誠に仏道に志 i らば、 よって俗世の中で暮らしております。かといって、ひたすら仏道に 
何なる支度方便をも案じて、母儀の安堵〉活命をも支度 入らないのも、心のおさまらぬことでございます。もしこうした境 
して仏道に入ラば、両方俱によき事なり。 こは き敵.〉 遇のわたくしでも、やはりこの母を捨てて仏道に入るのがよいとい 
ふかき色、おもき宝なれども、切に思ふ心ふかければ、う道理がございますならば、それはどんな事でございましょう0」 
必ズ方便も出来ルやうもあるべし。是レ天地善神のみ冥 道元禅師が教えて言われた。 

疗有ッて必ズ成るなり。 この事はむずかしいことである。他人からさしずすべき事ではな 
曹渓の六祖は新州の樵人、たき木を売ッて母を養ヒ い。ただ、自分でよくよく考えて、ほんとうに仏道に入ろうと V っ 
き。一日市にして客の金剛経を誦ずるを聞ィて発心し、志さえあるならば、なんとか準備もし、てだても考えて、齡，の財 
母を辞して黄梅二参ズ。銀三十両を得て母儀の衣糧に 産を確保するなり、生活の手段を用意するなりして、その上で仏謹 
あてたりと見えたり。是レも切に思ひける故に天の与 に入るなら、母子、両方ともに結構なことである。どんなに手ごわ 
へたりけるかと覚ゆ。能々思惟すべし。是レーの道理 い相手でも、どんな深窓の美人でも、どんなに大切にされている宝 
なり。 ぃちご しゃ ぅげ 物でも、なんとかして思い通りにしようと III 心う心が痛切に深いとき 
母儀の一期を待ッて、そノ後障碍無ク仏道二入ラバ、は、必ず手だても出てくるであろう。そこには天にも地にもみちて 
次第本意のごとくして神妙なり。知ラず、老少は不定 いる護法の善神の目に見えない加護もあって、必ず成就するのであ 
な—ば、若し老母は久シく止まつて我レは前に去ル事 る。 

も出来らん時は、支度!11せぱ、我レは仏道に入ラざ 夏の六祖、 & II 禅師は、嶺南新州の 木こりであった。毎日、 た 
る 事をくやみ、老母は許さざる罪に沈 ミて、 両人共に き 木を売って母を養っておられた。 ある日、たき 木を 売りに 市へ 出 
益な<は 5 1:ヒに罪を得ん時如何。 たところ、客が金剛般若経をよむのを聞いて道心をおこし、母にい 
若シ今生ヲ捨テ仏道に入ッたらば、老母直饒餓死す とまを告げて黄梅山の五祖のもとに身を投じた。その寺は、銀三十 
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とも、一子を放して道に入れしむる功徳' 豈得道の良 
縁にあらざらんや。我レも広劫多生にも捨テ雞き恩愛 
を、今生人身を受ケて仏教に遇へる時捨てたらば、真 
実報恩者の道理、何ぞ仏意に叶ハざラン哉。一子出家 
すれば七世の〈親〉得道すと見えたり。何ゾー世の浮 
生の身を思つて永劫安楽の因を空シく過ゴさんやと云 
フ道理もあり。是レを能々自ラはからふべし。 


I 生活の資をもってたすけること。 

一一親子の間の情であるが、ここは、親が子を愛する情。 
次の「孝順」に対する。「オンアィ、オンナィ」(日葡辞 
書)。 

111おさまりにくいこと。むずかしいこと。「かたがた難 
治のやぅに党え候」(平家物語、御輿振)「ナンヂヲサ 
メガタシ」(日葡辞書)。 

四堵の内に安んずることが本義であるが、鎌倉、室町時 
代には土地の領有を公認せられる ことを 言った。生活の 
根拠を得ること。 

五強敵。 

六天にも地にもいる護法の善神。 

七大鑑慧能(六三八—- tr 二一一)。俗姓は盧氏。五祖弘忍の法嗣 
得法ののち十六年間山林にかくれ、のち曹溪山定林寺に 
住し三十八年間説法した。六祖の伝は正法眼蔵行抟巻に 


両を恵んでくれる人があって、母御の今後の衣食にあてた という こ 
とである。これも真実深く出家を望んだので、天が与えて くださっ 
たかと思われる。よくよく考えなさい。これが一つの道理である。 

また次に、母御が天寿を全うされるのを待って、その後、さわり 
もなく仏道に入れば、順序もよく、思いどおりになってたいそう結 
構なことである。しかし、老少不定であるから、年老いた母は あと 
に残って、自分が先に死ぬような事もないではなかろう。もしそう 
なった時には、手はずが違って、自分はついに仏道に入らない こと 
をくやみ、老母はわが子の出家を許さない罪におち、両人ともに利 
益はなく、二人とも罪を得ることになったらどうであるか。 

もし、この一生を捨てて仏道に入ったならば、老母はよしんば蛾 
え死にしても、 ひとり 子をゆるして仏道に入らせる功徳は、将来 M 
を得るすぐれた因縁ではないか。また自分も、今までの長い長い間- 
生れかわり死にかわりしても、捨てることのできなかった恩愛の情 
を、今この世に人として生をうけ、難値難遇の仏の教えにあった時 
に捨てたならば、これこそ真実の報恩者というべき道理である。ど 
うして仏の心にかなわないことがあろうか。子供が一人出家す ると、 
七生前の親までが道を得ると、経文にも書いてある。たったこの 
世限りの、空に浮かんでいるようなはかない一身のことを考えて、 

米来永遠安楽となる因縁があるのを、どうしてむだにすごすことが 
できようか、という道理 も ある。これを自分でよくよく考えめ ぐら 
すがよい。 
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も「六祖は新州の樵夫なり。いとけなくして父を喪す、 
老母に養育せられて長ぜり。樵夫の業を養母の活計と す。 
十字の街頭にして一句の聞経ょりのち、たちまちに老母 
をすてて大法をたづぬ。これ希代の大器なり、抜群の辦 
道なり。断臂たとひ容易なりと も、 この割愛は大難なる 
べし」と讃嘆している。なお、六祖の伝を知る資料と し 
ては、『六祖壇経』、『祖堂集』(巻二)、『宋高僧伝』(巻 
八)、『景徳伝灯録』(巻五)、『 I 会語録』などがある。 

八金剛般若波羅密経一巻。般若の空を説く。禅門でょく 
読まれる経で ある。 

九五祖大満弘忍(六01丄七四)。四祖道信の法嗣。黄梅憑 
茂山に住した。 

10順序。 

II 霊妙不可思議。ここは、理想的だの意。 

一一一老人が先に死に、若い者が あとに 残る ときまったもの 
でないこと。 

一_||「流転三界中、恩愛不能断、棄恩入無為、真実報恩者」 
(淸信士度人経)。親子の情をすてて出家することが、結 
局、寅ハに親の恩に報いるゆえんで あると いぅこと。 

校訂 

1濁音原文。 
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正法眼蔵随聞記五 


一学道の人自解を執する事なかれ 

一日#-学の齡 V 示二云ク、学道の人、印解を執する ある日、一同あつまって法を聞いていた おり、 教えて言われた。 
事なかれ。艇;>=一所穿有リとも、若シまた!^よからざ 仏道を学ぶ人は、 s 分の見解を固執してはならない。たといわか 
る事 も あらん、また是 レよりもよき 義もや有ラんと思 ったと思うことがあっても、もしやまた、たしかによくない事が あ 
ゥて、ひろく知識をも訪ひ、先人の言をも尋ヌべきな るのではないか、また、 これよりも すぐれた意味もあるのではなか 
り。また先人の言なれ ども 堅く執スル事なかれ"若シ ろうかと考えて、広くその道の指導者をたずね、昔の人の言ってい 
是レもあしくもや有ラん、匿ずるにつけてもと思ゥて、る言葉も調べてみるべきである。また昔の人の言葉ではあっても、 

勝レたる事あらば次第につくべきなり。 それに l / r ! 執してはいけない。これも、もしかしたら正しくないので 
晋忠国師の会に、有ル供奉来れりしに、国師問ゥテ はなかろうか、信頼するにつけてもなお念を入れてと考えて、それ 
云ク、「南方の草の色如何。」 よりすぐれた点があれば、順次すぐれた方に従うべきである。 

奉云ク、「黄色なり。」 昔、屢の慧忠国師の道場に、ある供奉僧がやって来た。 

また、国(師)の童子の有りけるに問へば、同ジく 国師が問う C 言った。「南方の草の色はどんな色か。」 

童子も「黄色な り。」 と答へしかば、 供奉が答えて言った。「黄色でございます。」 

国師、供奉に云ク、「汝が見，童子にこえず。汝も また国師は、国師に仕えている童子に同じことを問うた。すると、 
黄色なりと云フ。童子も黄色なりと云フ。是レ同見な その童子も同じく「黄色でございます0」と答えた。 

るべし。然レば、童子、国皇の師として真色を答へし、 そこで国師は供奉に向かって、「おまえの見解は童子の見解を超 
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汝が見所常途にこえず。」卜。 

後来、有ル人云ク、「供奉が常途一一こえざる、何の 
とがか有ラん。童子と同ジく真色を説ク。是レこそ真 
の知識たらめ。」と云ツて、国師の義をもちゐず。 

故に知ンぬ、古人の言をもちゐず、ただ誠の道理を 
存ずべきなり。疑心はあしき事なれども、また信ずま 
じき事をかたく執して、尋ヌべき義をもとぶらはざる 
はあしきなり。 


注 


|参はあつまる。一同集まって法を聞いていた時。 

11会得したところ0 

〇一南陽慧忠国師 ( IW 五)。六袓惹能の法嗣。南陽白崖山 
に住して四十年門を出なかった。後、召されて唐の粛 
宗•代宗の仏法の師となり、西京光宅寺に住す。大証禅 
師と おくり 名された。 

四供奉は内供奉の略。内供とも。宮中の道場に奉仕する 
僧の役名。景徳伝灯録には紫璘供奉(天子に侍するため 
特に紫衣を賜わった璘 といぅ 供奉の僧) といぅ 人が見ぇ 
る。慶安本、流布本ともに紫璘供奉とする。景徳伝灯録 
ではこの供奉は慧忠国師に論戦をかけているが、 もちろ 
ん国師の足 もとに も及ばない。 ここ も一応は供奉の高慢 
を押える話であるが、 さらに それ以上の意味を追及して 


えていない。おまえも草の色は黄色だと言い、童子も同じく黄色だ 
と答えた。これは同じ見解である。してみれば、この童子も国皇の 
師としてほんとうの色を答えることができる。おまえの見るところ 
は、あたりまえ以上ではない。」と言った。 

後になってある人が、「供奉の答えがあたりまえ以上でないのが 
何がわるい。少年が見るのと同じように、草の真実の色を説いてい 
る。これこそほんとうの指導者であろう0」と言って、国師の言葉 
に賛成しなかった。 

これによっても、昔の人の言葉にはよらず、ただほんとうの道理 
をわきまえればよいことがわかる。疑心を抱くのはよくないことで 
あるけれども、また信じるべきでないことを固執して、追及すべき 
意味をもよく考えてみないのはよくない。 



i<y 正法眼戗随聞 ii 己 i ： 


いるのである。 

玄寺院に入ってまだ剃髮せず、もっぱら仏典の読み方な 
どを 習ぅ者。年は七歳から十五歳の間。 

校訂 

1原文、無シ。「無レ」と見て、かなに改めた。 

2この条、慶安本、流布本と大差ぁり、次に掲ぐ。「南陽 
忠国師、紫璘供奉二問、甚レノ処ョリカ来ル。奉云、城 
南ヨリ来ル〇師云、城南草何レノ色ヲカ作ス、奉云、黄 
色ヲ作ス。師乃童子二問、城南ノ草何色ヲカ作ス。子云、 
黄色ヲ作ス。師云、祇這童子モ亦簾前二紫ヲ賜テ御二対 
シテ玄ヲ談スヘシ。」(慶安本。原文、句読点なし。)流布 
本はこれを全部漢文体とす。 

3 原文、又問。問は不用と見て省く。 

4 原文、二か所とも右傍に「草イ-1」とあり。 


二学人第一の用心は先づ我見を離る 
べし 

また、教えて言われた。 

仏道を学ぶ者の第一の心がけは、まず我見を離れることである。 

我見を離れる というのは、 この身に執着して はならないということ 
である。よしんば昔の人の語録、法話の奥底まで さぐり、 常に坐禅 
して鉄石のように不動であっても、この身に執着して離れなければ、 


また示二日ク、学人第一の用心は、先ブ我見ヲ離ル 
ペシ。我見ヲ離ると者、この身を執スべカラず。縦ひ 
古人の語話を窮め、常坐鉄石ノごとクなりと雖モ、こ 
ノ身に著して離レざラン者、万却千生仏祖ノ道を得 
ベカラず。 



i 二况ン - V - 一の'教法、顕密の聖教を悟得す卜雖も、無限の長い時の間を、いくたび生まれ代わり死に代わりしても、仏 
S こノ身を執スルが心を離.レず皆、 C 徒 k に他ノ宝を数へ 祖の道を得ることはできない。 

T -1^ 半銭之分無し。 ましてや、真実の教えやかりの教えや、天台真言の教理がどんな 
ただ請フらくは学入 s ゾて道理を以てこノ身之始 によくよくわかっても、この身に執着する心が捨てられなければ、 
終を尋ヌペシ〇身妹髪/»8^8父母之二滴、一息！11と駐?^ぬ むなしく他人の宝を数えて、自分には半銭のわりまえもないのと同 
れば山野に離散して終二泥土と作る。何ヲ以テノ故に じである。 

■か身を執セんや。 ただ、どうか仏道を学ぶ者は、静かに坐して、道理をもってこの 
况ンャ配を以デ之レを見れば^-八界之聚散、抓れの法 身の始めと終わりを考えてほしいものである。身体髮膚はもと父母 
をか定メて/龄がとがん。&内辦が別レり卜雖モ、歡が の二滴にすぎず、一つ呼吸がとまれば、ただちに生のないものとな 
.之始終!!可得なる事、之レを以て行道之用(心)と^| り、四大は山野に離散して、ついに泥土となるばかりである。どう 
る事、是レ同じ。先づこノ道理を達する、実二仏道顕 いう わけで身に執着できようか。 

法ナル者なり。 まして、法の立場からこの身を見れば、十八界が集まったり散っ 

たりするばかりで、どの部分を とって、 これがわが身ときめられよ 
うか。教内と言い教外と言い、宗旨は別になっては いるが、 この身 
、•注 の始めも終り もとらえ ようがないという、この iE 理をもって仏道を 
I 実% かあると 執す る あやまった見解。五見の一。五見 行ずる心得とすることは、まったく同じである。まずこの道理>£殊 
は、我見 S ありと考える)•辺見(断常二見のいずれ く通ずるのが、ほんとうに仏迠がはっきりすることである。 

'かにかたよる)•邪見(因果を信じない > r 見取見(一つ 
- の見解を最上のものと固執する)•戒禁取見(さまざま 
'■の制約をてこれを最上とする)。いずれも惡慧であ 
る0 

i !| 天台の教判によれば唯一真実の実教は法華涅槃時のみ 
'で、それ以前はすべて権教(かりの教え、方便の教え) 

-->;」ある。 
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正法眼蔵随聞記五 


三「日夜他の室を数へて自ら半銭の分無し」(学道用心 
集)。「譬へば貧窮の人、日夜に他の宝を数へて半銭の分 
無き がごとく、 多聞 もまた 是のご とし」 (華厳経、菩薩 
明雖品第六)。 、 

四「若し我見起るの時は静坐観察せよ。今我が身体一 f 
の所有、何を以て本とせんや。身体髮膚は父母に稟く、 
赤白の二滴は始終是れ空なり。所以に我れ にあらず。」 
(学道用心集)。 

五「をしむにた とひ 百計千方をもてす といふとも、 つ ひ 
にこれ塚中一堆の塵と化するものなり.0」(正法眼蔵行持 
巻)。 

六理法。一切万有のあり方。 

セ六根(眼耳，#舌身意の六つの感觉機関)、六境(色声 
香味触法の対象の世界)、六識(眼耳鼻舌身意の認識作 
用)を合わせて十八となる。一切の ものはすべてこの十 
八の組み合わせに よるにすぎない。 

八我が本来固定した実体のないものであるから、その我 
の身も実体はない。 

九教内は経典による教家の教え。教外は教外別伝、すな 
わち禅門の教え。 

10不可得(空)であるから、教えに従って、仏道を行ず 
る こと もで きる0 
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三古人云く、霧の中を行けば覚えざ 
るに衣しめる 

ある 日、教えて言われた。 

昔の人は、「霧の中を歩くと、知らないまに、着物がしっとりす 
る0」と言っている。すぐれた人に親しんでいると、気がつかない 
うちに、自分もすぐれた人になるというのである。 

昔、 俱胝和尚につかえていた一人の童子などは、いつ仏法を学び、. 
いつ修行したとも見えず、自分でも気がつかなかったが、久しく仏 
道を学んだ人の身近にいたので、道を悟った。 

坐禅も、自然に長い間やっていると、ひょっこりと悟りが開けて、 
坐禅が；4法の正しい入り方であることがわかる時もあるであろう。 

注 

一「善者に®^ X すれば霧露の中に行くがごとし0衣を湿 
さずといへども、時々に潤有り」(潙山瞥策)。 

一 I 俱胝は大梅法常の法嗣天竜和尚に嗣す。供胝和尚は、 

人が法をたずねるとただ指一本を立てるのみであった。 

門下に一人の童子があ* P た。外で人から、「和尚はどん 
な法を説かれるか」とたずねられた時、指一本立てて見 
せた。俱胝はこの話を聞くと、童子が得々として立てて 
見せた指を即座に斬ってしまった。童子は痛さに泣きさ 
けんで逃げ出した。俱胝はこれを呼びとめ、童子がふり 


一日示一一云ク、古人云ク、「霧の中を行けば覚えざ 
るに衣しめる。」卜。ょき人に近'/けば、覚エざるに 
ょき 人となるなり。 

12、愿航献に％へし一人の童子のごときは、いつ 
学し、いつ修したりとも見えず、覚エざれども、久参 
に^ T ついしに悟道す。 

坐禅も g c 燃に久シくせば、紙燃としてガ事を発明し 
て把禅の正門なる事を知る時も有ルべし。 



18.3 


正法眼蔵随聞:!己五 


返った瞬間、指一本立てて見せた。童子は忽然として領 
衍した。俱胝和尚、滅にのぞんで門下の人々に向かって 
言った。「吾れ天竜一指頭の禅を得て一生受用不尽。会 
せんと要すや。」指一本立てて遷化した(正法眼蔵三百 
則にょる)。この話は、景徳伝灯録、無門関などにもあ 
って有名である。俱胝の詳伝は不明。 

111「仕へし」に同じ。 

四久しく仏道に参学した入。 

五「近づきし」の音便。 tikazukisiitikazuisi . ( k の脱 
落) 

六一生#学 Q 大事を明らかにする。 

七「仏法におほくの門あり。なにをもてかひとへに坐禅 
をすすむるや。しめしていはく、これ仏法の正門なるを 
もてなり。」(正法眼蔵弁道話)。 


四嘉禎二年臘月除夜 

嘉摘二年十二月三十日夜、道元禅師ははじめて懐弗を興聖寺の首 
座に請ぜられた。すなわち禅師は小参の説法にひきつづき、懐姅に 
松 デをとって 大衆に説法す るょぅにと 頼まれた。 こぅして はじめて 
首座に任ぜられた。これがすなわち興聖寺最初の首座である。 

その時の道元禅師の説法は、次の通りであった。 

わが宗門の仏法伝来の次第は、そもそも、初祖達磨大師が天竺か 
ら西来して祟山の少林寺にとどまり、時機到来を待って壁にむかつ 


k 禎二ち i 月除夜、始メテ懐羿を興聖寺の首座に請 
ず。即ち小参の次'•秉払を請ふ。初メて首座に任ず。 
即チ興聖寺最初 V 首座なり。 

小参に云ク、宗門の仏法伝来の事、初祖西来して少 
林に居して機を まち 時を期して面壁して坐せしに、そ 
ノ年の M 臘に神光來参しき。初祖、最上乗の器なり 
と知ッて k 得す^衣法ともに相祇伝来して児孫天下に 
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流布し、正法今日に弘通す。 て坐禅をしていたところ、その年の十二月、二祖慧可大師神光が来 
初メて首座を請じ、今日初メて秉払をおこなはしむ。て弟子となった〇初祖は、慧可大師がこの上ないすぐれた器で ある 
衆のすくなきにはばかる事なかれ。身、初心なるを顧 ことを知って、親しく教え導いた。爾来仏法は、得法の証としての 
ミル事なかれ。汾陽は纔に六七人、薬山は不満十衆な 裝裝とともにうけつぎ伝えられて、達磨の子孫は天下に流布し、正 
り。然れども仏祖の道を行 じて 是 レを 叢林の さかりな 法が今日にひろく行なわれるにいたった。 

ると云ヒき。見ずヤ、竹の声に道を悟り、桃の花に心 さて今日、この興聖寺において、はじめて首座を任じ、払子をと 
を明ラめし、竹豈利鈍有り、迷悟有ラんや。花何ぞ って説法をしてもらうこととなった。新首座は、参学者の少ないこ 
浅深有り、賢愚有ラん。花は年々に開くれども皆得悟 とを気にしてはならない。経験の浅いことも心配してはならない。 
するにあらず。竹は時々に響けども聴ク物ことごとく 汾陽の門下はわずかに六、七人、薬山の門下は十-^こ®たなかった P 
証道するにあらず。ただ久参修持の功にこたへ、弁道 しかし、いずれも仏祖の道を行じて、これこそ叢林の盛んな寺であ 
勤労の縁を得て悟道明心するなり。是レ竹の声の独り ると言ったものである。かの、竹に石のあたる音を聞いて道を悟っ 
利なるにあらず、また花の色のことに深きにあらず。た#!齡徵献禅師、桃の花を見て心を明らめた1龜|心 © X 禅師のことを： 
竹の響き妙なりと云へども_ラの縁を待ッて声を発 考えよ。なんで竹に利鈍があり迷悟があろうか。花に浅深があり、 
す。花の色美なりと云へども独リ開クるにあらず。春 賢愚があるだろうか。花は年々に開くが、見る者がみな 荇る わけで 
の時を得て光を見ひ。 はない。竹はいつも音を発しているが、聴く者がことごとくさとり 
学道の縁もまた是ノごとし。人々皆道を得ル事は衆 を得るわけでもない。ただ長い間の参禪修行の功にむくい、弁道に 
縁による。人々自ラ利なれども道を行ずる事は衆力を 苦労を重ねた縁があって道を®り心を明めるのである。竹の声が特 
以てするが故に、今心を一つにして参究！$覔すべし。 別に、するどいはたらきがあるのではない、また花の色が特別に美 
玉^によりて器となる。人は練磨によりて仁とな しかったのでもない。竹の響きがすぐれていても、それはそれなり 
る。何の玉かはじめより光有ル。誰人か初心より利な の因縁があって音を発するので あり、 花の色が美しいといっても券 
る。必ずみがくべし、すべからく練ルベシ。 自ら 卑下 手に開くのではなく、春という季節になる と、 美しく開花するので 
して学道をゆるくする事なかれ。 ある。 

古人： K ク、「光陰虛シくわたる事なかれ0 」卜 。今問 仏道参学における因縁もまた同様である。学道の人がみな道を得 



185 


芷法服蔵随聞記五 


フ、時光はをしむによりてとどまるか、をしめどもと 

〈わたら〉 

どまらざるか。また問フ、時光虛シク度、す、人虚シく 
渡る力。時光をいたづらに過ゴす事なく学道せよと云 
フなり。 

是ノごとク参、同心にすべし。我レ独リ挙揚1んに 
容易にするにあらざれども、仏祖行道の儀、皆是ノご 
とクなり。如来にしたがツて得道するもの多けれども、 
また阿難によりて悟道する人もありき。新首座非器な 
りと卑下する事なく、洞山の麻三斤を挙揚して同衆に 
示すべしと云ツて、座をおりて、再ビ鼓を鳴ラして、 
首座秉払す。是レ興聖最初の秉払なり。羿公三十九の 
年なり。 


注 


一西紀一二三六年。前年以来の僧堂の勧進もおわって道 
場が完備し、この年の十月十五日に、興聖寺開堂の式が 
ぁった。 

一一陰暦十二月の異称。 

三くわしくは観音導利院興聖宝林寺。道元禅師が山城国 
深草極楽寺跡に天福元年(三皇)春に建てられた。 

四禅林の第一座。一衆をひきい、住持人にかわって説法 
もする大切な役。 

五参は、大衆を集めて法を説くこと。正式の説法(上 


る ことは、同学同参のみんなの縁によるのである。人はめいめい自 
らするどい心のはたらきがあるのであるが、仏道を行ずることは同 
学同参のみんなの力によるのであるから、今、心を一つにして、坐 
禅に坐禅を重ねて、仏道を尋ねもとめよ。玉はみがかれてはじめて 
器と なり、 人は練磨してはじめて真の人となる。はじめから光のあ 
る玉もなければ、はじめからすぐれたはたらきのある人もあるわけ 
ではない。必ず切磋せよ、ぜひとも練磨せよ。自ら卑下して学道を 
手ぬ るく してはならない。 

石頭希遷禅師は『参同契』で、「光陰虚しくわたることなかれ」 
と言っている。そこで諸君にたずねるが、そもそも光陰は惜しんだ 
らとどまるものであるか、それとも惜しんでもとどめられないもの 
か。また、こうもたずねよう、光陰が虚しくすぎるのではなく人が. 
虚しくすごすのであるか。参同契のこの言葉は、光陰をむなしくす 
ごさず、仏道を学べというのである。 

このように参学は一同心をあわせて行なうように。わたしがひと 
りで 仏法を説き示そうとしても容易な ことではない が、 ここに 新し 
く 首座を得て、ともに諸君の指導に当たってもらう ことと なった。 
仏祖が道を行ずる時には、みなこうして首座を請ずるのである。釈 
迦如来にしたがって得道する者も多かったが、また侍者の阿難によ 
って道を悟った入もあった。新首座は力量がないと卑下する ことな 
く、 洞山守初禅師の麻三斤の話をとりあげて、同学の人々 に 説き示 
すように。 

禅師はこう言って法座をおり、再び鼓を鳴らして、首座が払子を 
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堂)に対して、日の暮れ方に所を定めず、あるいは寝堂、とって説法を行なった。これが興聖寺最初の秉払である。ときに懐 
tr は法堂において法座にのぼって説法するのを小参 羿禅師は三十九歳であった。 

とい3:?特に四節の終りには頭首(首座.書記.蔵主* 

知客»|知殿•知浴)を請じて秉払せしめることがあると、 

百丈淸規に見える。 

六首座が住持人に代わって払子を取り、法座にのぼって 
説法すること。「永平三祖行業記」にょれば、道元禅師 
は、懐姅禅師以外は決して秉払を許されなかったといぅ。 

七達磨直伝の宗門。 

八菩提達磨大師。中国に仏法の実物を伝えた第一の祖師。 

南天竺香至国の第三王子と言われる。 

九中国河南省岽山の少林寺。梁の普通八年(五ーーづ)、達磨 
大師が南海を経て中国に来り、この寺で九年間面壁坐禅 
して弟子四人を接得した。 

一〇機は法を聞いてさとるべき人。弟子。 

11おしつまった年の暮れ。 

1 1一達磨の仏法を受け伝えた第二祖。慧可大師 Q 八了 

SD 。 

一三学人を親しく指導すること。 

一四この袈裟は代々相伝えて六祖に至り、曹溪山にとどめ 
られた。 

I 五汾陽善昭(蝨セ—一〇一西)。首山省念の法嗣。俗姓は愈氏。 

太原の人。得法の後、汾陽の太子院に住し、門を出ない 
こと三十年であった。 

=薬山惟儼 Q 四五^<天)。石頭希遷、馬祖道一に参じ、石 
頭の法を嗣ぐ。得法の後、戬州薬山に住す。『知事清規』 
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にも「薬山はすなはち古仏なり、不満十衆の衆を衆とす。 
趙州もまた古仏なり、不満二十衆の衆を衆とす。汾陽は 
ili 七八衆なるのみ。……今より後、有道有徳は薬山の 
下なり、汾陽の後なり。薬山の家風を貴ぶべし、汾陽の 
勝躅を慕ふべし」と言って讚嘆している。また、 ■'■! 薬山 
の不満十衆、こ tt . TET 艇がり。汾陽の七八衆、これ正命の 
かかれるところなり。」(正法眼蔵三十七品菩提分法)。 

|七香厳15?0<話。一五0ぺージ注六参照。 

I 八霊雲見桃花の話。一五〇ぺージ注五参照。 

一九者と同じ。 

一一〇衆は共に修行する僧衆。 

一二 たずねもとめる。 

1三玉をみがき石をみがくように、たゆまず努力すること。 

11三『參同契』の語。ニーべージ注一四参照。 

一一四石頭希遷撰の『参同契』の意をこのように説いて閗か 
されたのであろう。「参」はあつまって学道すること。 

一一五古則、公案をとりあげ、衆に示して仏法の真髄を説く 
こと。 

= p > lnanda の音訳。義訳は慶喜。釈尊の従弟。出家して 
仏に侍すること二十余年、仏説をすべて記憶し、多聞第 
一と 言われる。 ここは 懐辟禅師を阿雖に比している。 

11七懐群禅師をさす。 

一一八洞山守初。雲門文偃の法嗣。崇慧大師。 

11九「洞山に僧有つて問ふ、いかなるかこれ仏。山云く、 
麻三斤。僧、悟ること有って便礼拝す。」(金沢文庫本 
正法眼蔵三百則中巻)。「洞山の麻三斤も典座の時なり。」 
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(典座教訓)。 

1110法座。 

1111「小参には鼓を鳴らすこと一通して衆集まる」(百丈清 
規)。改めて小参の式をとったのである。 

一一三公の敬称をつけたのは、懐非禅師の弟子たちによって 
この書が編鉍された時であろう。 

校訂 

1原文、「不ぃ満|一十衆1」。と訓点があるが、「知事淸規」、 

正法眼蔵等の例により、訓読せず。 

五俗人の云く何人か厚衣を欲せざら 
ん 

ある日、教えて言われた。 

世俗の人が言っている。「立派な造物を- v -: 7r-l たくない人があろうか、> 
おいしい物を食べたがらない人があろうか。けれども、道にしたが. 
って生きようと思う人は、人'11遠い山水の境に分け入り、寒さにも. 
耐え、餓えをもしのぶのである。むかしの人が苦しみがなかったの 
ではない、苦しみにたえて近を守ったから、後世の人も、話を聞い 
て自分もまたその人の逍を慕い、その徳を慕うのである0」と。 

俗人でも、すぐれた人はやはりこの通りである。仏道においても、 
こうなくてなんとしよう。古人もみな骨が黄金でできていたのでも 
ない。仏在世の弟子たちが皆々生まれつきすぐれていたのでもない力 


一日示二云ク、俗人の云ク、「何人か厚衣を欲せざ 
らん、誰人か重味を食^*ざらん。然レども、みちを存 
ぜんと思ふ人は、山に入リ水にあき、さむきを忍び餓 
ヱをも忍ぶ。先人くるしみ無きにあらず、是レを忍ビ 
てみちを守れば、後人是レを聞ィてみちをしたひ、徳 
を こふるな り0」卜。 

俗の贤なる、なほ是ノごとシ。仏道豈然ラざラン 
や。古人も皆金骨にあらず、在世もことごとく上器に 
あらず。大小ノ律蔵にょりて諸比丘をかんがふるに、 
不可思議の不当の心を起すも有リき。然レども、後に 
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ば皆得道シ羅漢となれり。しかあれば、我等も悪くつ 大小の律をしるした書によって出家の仏弟子たちのことをしらべて 
たなしと云へども、発心修行せば得道すべしと知ッて、みると、思いもよらない道にはずれた心をおこす者もあった。それ 
即ち発心するなり。 でも、みな、後には道を得て、学仏者の極果を得た。してみれば、 
古へも皆苦をしのび寒をたへて、愁ながら修道せし 自分たちも、悪い人間であり、すぐれたところのない者ではあるけ 
なり。今の学者、くるしく愁フるとも、ただ強て学道 れども、発心して修行すれば、道を得ることができるのだというこ 
すべきなり。 とを知って、直ちに発心するのである。 

昔の人もみな、苦しいのをがまんし、寒さにたえて、つらい思い 
.K をしながら道を修行したのである。今の仏道を学ぶ人も、苦しく、 

つらいと思っても、ただ無理にも仏道を学ぶべきである。 

一人里遠い山水の境に深く分け入るのを言う。 

11律は比丘、比丘尼がたもつべき仏の制戒。律の最初の 
おこりは、みな仏弟子たちの非行をいましめられたこと 
に始まっている。 

.一 1 一 arhat 阿羅漢の上略語。応具と訳す。.‘諸漏すでに尽き 
でまた煩悩なく、己利を逮得し、諸の有結を尽くして心 
自在を得たり。これ大阿羅漢なり。学仏者の極果なり」 

というのが正法眼蔵阿羅漢巻に道元禅師が説かれている 
定義である。大乗仏教がおこってから、その以前の部派 
の仏教を小乗としておとしめ、阿羅漢をも「小乗の極 
果」と説くようになったが、道元禅師においてはそのよ 
うな区別をしてはいないようである。 

校訂 

1原文、羅難。 



注 
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六学道の人悟りを得ざる事は 

学道の人、■悟リを得ざる事は、即ち古見を存ずる故 仏道を学ぶ人が悟りを得ないのは、つまり、むかしからの見解を 
なり。本ょり誰教へたりとも知らざれども、心と 云へ 持ち続けるからである。もともと、だれが教えたともわからないの 
ば念慮知見なりと思ひ、草木なりと云へば信ぜず。仏 だが、「心」といえば、さまざまな心のはたらきや 知識 見解のこと 
と云へば相好光明あらんずると思ゥて、瓦礫と説けば だと思い、「心とは草木だ」と言うと信じない。「仏」といえば、 
耳を m かす。即チこノ見父も相伝せず、母も教授せず。 「三十 二相、 八十 種好をそなえ、光明をはなっているだろう」と思 
ただ無理に久シく人の言ふにつきて信じ来れるなり。 って、「仏とは瓦や石ころだ」と説くと聞いてびっくりする。つま 
然れぱ、今も仏祖決定の説なれば、心を改めて、草木 り、このむかしから持っている見解というものは、父が伝えたので 
と云へば草木を心としり、瓦礫を仏と云へば即ち本執 もなく、母が教えたのでもない。ただ道理もなく長い間、人が言う 
をあらため去ば、真二道を得べきなり。 ことをそのままに、信じ込んできたのである。であるから、今も同 
古人云ク、「日月明ラカなれども浮雲之レを掩ふ、 様に、仏祖のまちがいのない教えであるから、心を改めて、「心は 
叢蘭茂せんとするとも秋風之レを吹キ破る。」卜。貞 草木だ」と言ったら、草木を心と理解し、「瓦や石ころ」を「仏で 
観政要に之レヲ引ィテ賢王と惡臣とに喩ふ。今は云く、ある」と言ったら、直ちに以前からもっている執着をあらためてゆ 
浮雲掩へども久シからず、秋風やぶるともひらくべし。くと、真に仏道を得ることができるのである。 

臣わ ろくと も王の賢久シ くは 転ぜらるべからず。今仏 古人は、「日も月も明らかに光を放っているが、浮雲がこれをお 
道ヲ存ぜんも是ノ ごとクな るべし。何に悪を しばらく おう。かんばしい叢蘭は茂ろうとするが、秋風がこれを吹き破る」 
を かすと も、堅く守り、久シ くたもた ば、浮雲 もき え、と 言っている。『貞観政要』にこの言葉を引用して、 賢 王と、 その 
秋風もと どまるべきな り。 明をおおう悪臣とに喩えてある。が、今これを言い直してみれば、 

「浮雲はおおってもいつまでもあるものではない、いずれは晴れる。 
秋風が吹き破っても、やがてはかおり高い 花をひらく。」 である。 
たとえ 臣が惡 くと も、王が常に賢明で あれば、 悪い方へ ひき 入れら 


も 
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一古くから持っている見解。 

一一念慮は心のはたらきとおもんぱかり、知見は知識、見 
军〇 

一一一あらんとする。あるはずと考える。 

四「ある時僧ありて(大証)国師に問ふ、いかにあらん 
かこれ古仏心。国師いはく、牆壁瓦礫」(正法眼蔵心不 
可得、また身心学道卷にもあり。) 

五「日月明ならんと欲すれども浮雲之れを蓋ふ、蘭芝脩 
まらんと欲すれども秋風之れを敗る」(淮南子、説林訓)。 

六「叢蘭茂せんと欲すれども秋風之れを敗り、王者明な 
らんと欲すれども讒人之れを蔽ふ」(帝範、去讒第六。 

また貞観政要卷第六、讒佞を杜づる第二十三にあり。) 

『帝範』は唐の太宗が、人君の道を説いて太子に授けた 
書であり、『貞観政要』は約五十年を経て、玄宗の時代 
の臣呉棘が、太宗と諸臣との問答をしるしたものである。 

ここは、『帝範』の太宗の言葉を『貞観政要』に引いた 
といぅ意。 

校訂 

1原文、存ゼシ。 

七の ㈠ 学人初心の時 

一日示二云ク、学人初心の時、道心有ッても無クて ある日、教えて言われた。 

、経 論聖教等 よくよく見るべく、学ぶべし。 仏道を学ぶ人は、初心の時には、道心の有無にかかわらず、経 


れることはない。今、仏道を心に持ち統けることも、 この illj りでな 
ければならない。しばしの間どんなに悪をおかすことがあっても、 
心に堅く仏道を守り、久しく保ち続けるなれば、浮雲も消え、秋風 
もやむょぅに、悪もやむのである。 
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我レ初めてまさに無常によりて聊か道心を発し、あ 論.聖教などをよくよく読み、また学ぶように。 

まねく諸方をとぶらひ、^ S に 0 J 2 門を辞して学道を修せ わたしは、幼少の時、親の死にあって、いささか道心を起し、あ 
しに、建仁寺に寓せしに、中間に正 eE にあはず、善友 まねく方々の寺に師をたずね、ついにはいったん入門した比叙山を 
なきによりて、迷ッて邪念をおこしき。 下って、仏道を学び、建仁寺に身をよせるに至ったが、それまでの 
教道の師も先づ、学問先 as にひとしくよき入なり、 間には、正法を説く師匠にめぐりあうことができず、修行 il の善い 
国家に知ラれ、天下に名誉せん事を教訓す。よッて教 友だちもなかったので、迷って邪念を起した。 

法等を学するにも、先ブこノ国の上古の賢者にひとし わたしを教え導いてくれた師匠も、学問はその道の先輩と等しい 
からん事を思ひ、ガ師等にも同ジからんと思ゥて、因 立派な人であったが、第一に、国家に名が知られ、天下に名声があ 
ミー5-僧伝、総高僧伝等を® 0 患せしに、允国の高僧、 がるようにと教訓された。それで教義法文などを学ぶにも、まず、 
仏法者のやうを見しに、今の師の教へのごとクにはあ わが国の上古のすぐれた人と同じようになりたいと思い、大師号を 
らず。また我がおこせる心は、皆経論伝記等にはへ-ヾひ 受けた人々と同じようになりたいと思った。それで『高僧伝』『続 
駆<ケきらへる心にて有りけりと思フより、* T く心つき 高僧伝』などをひもといて、大国の高僧や仏法者と言われる人のあ 
て思フに、道理をかんがふれば、松聞を思フとも当代 りさまを見たところが、今の師匠の教えとは違っていた。また、自 
下劣の人によしと思はれんよりも、上古の賢者 ■'- e 向後 分が起した心は皆、経論や伝記などには、にくみきらっている心で 
の善人を耻ブペシ。ひとしからん事を思フとも、こノ あったのだと思い至ってからやっと気がついて、道理を考えてみれ 
国の人よりも15 土天竺の先達高僧を耻ブべシ。かれに ば、たとえ名聞を思うにしても、当代の下劣の人に立派だと思われ 
ひとしからんと思フべし。乃至諸天冥衆、諸仏菩薩等 るよりも、上古の賢者や、将来の善人を恥じるべきである。肩をな 
を耻ヂ、かれにひとしからんとこそ思フぺきに、道理 らべようと思うなら、わが！！の人よりも、中国やィンドの先達高僧 
を得て後には、こノ国の大師等は、土〈瓦〉のごとく と比べて、自分の劣っている点を恥じるべきであり、この人々と等 
觉エて、従来の身心皆改メぬ。 しくなろうと思わなくてはならない。ひいては諸天の神々や目に見 
化の1ち,の行儀を見れば、王位を捨てて山林に入リ、えない世界にいる神や、諸仏、菩薩などを恥じ、彼らに等しくなろ 
学道を成じて後も一期乞食すと見ヱたり。 うとこそ思うべきであった。この道理がわかってからは、わが国の 
律に云ク、「家、家二あらず卜知リて捨家出家ス。」 大師号を受けた人々などは土瓦のように思われて、いままでの身心 
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ふるく云く、「誇リて上賢にひとしからんと思ふ事 
なかれ。いやしぅして下賤にひとしからんと思ふ事な 
かれ。」と云フは、俱に慢心なり。高ウしても下らん 
事を わするる 事なかれ。安んじても あや ふからん事を 
忘るる事なかれ。今日存ズれども明日モと思フ事なか 
れ。死に至りあやふき事、脚下に有り。 


I 経は経典。論は教法の注釈おょびその深い意味を説い 
た^. 

11道元禅師は三歳の時、父久 f 縱■の死にぁい、八歳の 
時母(松殿関白基房の女}の死にぁっている。建暦二年 
(二三)十三歳の春、元服を前に外叔良顕法服について 
出家を求め、叙山の横川般若谷の千光房の室に入った。 

建保元年(三一一|一)天台座主公円について剃髮受戒した。 

=1山門は比叡山延暦寺のこと。禅師はここでの教学に疑 
問を持ち、三井寺に公胤をたずねな どして いたが、建保 
五年(三一七)十八歳の時叡山を下り、建仁寺に入って明 
全に随侍した(天文本翅撕記に よる)。 

四伝教、慈覚、智証大師や弘法大師など。 

五十四巻。梁の慧皎の著。梁高僧伝、また梁伝ともいう0 
後浼の明帝永平元年(六セ〕 から 梁の天監十八年(五一九) 


を全部かえてしまった。 

釈尊一代のなさったあとを見ると、王位をすてて山林に入り、仏 
道を成就して後も、一生、乞食をなさったと書いてある。摩訶僧祇 
律には、「家が真の家でないことを知り、家を捨てて出家す る」 と 
一言っている。 

むかしの言葉に、 r 得意になって上古のすぐれた人に等しかろぅ 
と 思ってはならない。また卑屈になって下賤に等しかろぅ と 思って 
はならない。」 と 言っているが、得意になるのも卑屈になるの も、 
ともに 慢心で ある。 高い所にいても、 自らへりくだることを 忘れて 
はいけない。安全と思っていても危険のある ことを 忘れてはなら な 
い。今日は生きているけれども、明日も命が あると 思ってはなら な 
い。死や危険は、今すぐにもやってくるのである。 
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までの四五三年間の高僧の事歴を述べた書。 

六四〇ぺージ注一参照。 

七「キャゥコゥ、ユクスエ」(日葡辞書)。 

八釈尊一代の生き方。次の「王位を捨てて山林に入り、 
学道を成じて後も一期乞食す」をさす。 

九 摩訶僧祇律。四十巻。東晋仏陀跋陀羅•法顕共訳。大 
衆部系の律。 

S 原漢文は「知家非家」。摩訶僧祇律第一四波羅夷法を 
明す第一の本文は「信家非家」。 

校訂 

1原文、 ヲコメ0 

2 原文、知家非家。家非家は AgJOIrplnagplra で、摩訶 
僧祗律の本文では、「家と非家とを信じて」という読み 
方もある。 


七の ㈡ 愚癡なる人は 

また云ク、なる人はそノ 11なき事を思ひ云フな また、言われた。 

り。 Itkt につか i るる老尼公、当時いやしげにして有る おろかな人という ものは、 かいもないことを考えて 言うもので あ 
を此、 ' ッる かにて、ともすれば人に向ッては〈日し〉一 Kt ゃ般 る。この 寺に仕えている年老いた尼君は、現在いやしい身分でいる 
にて有リし由をかたる。■へば今の人にさありけりと のが恥ずかしいと見えて、何かといえば、人に対しては、昔身分の 
S はれたりとも、何の用とも覚えず。®ダ無用なりと ある 婦人であったことを話す。ょしんば、このあたりの人に、昔は 
覽ユるなり。 そうであったのかと思われたとしても、何の役に立つとも思われな 
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い M 八 L くい、 りない ことだと III 心われる。 

しかし、たいていの人の考えには、皆こうした気持があるのでは 
ないかと思われる。その道心の なさ 加減もわかる。こうした心を改 
めたら、少しは人ら しくなる であろう。 

また、あるいは、きわめて道心のない入道で、知らん顔もできな 
い知人がいる。道心がおこるように仏や神にお祈りしなさいと忠告 
しようと思うが、そんな ことを したら、その人はきっと)®を立てて 
仲たがいするかもしれない。しかし、道心をおこさないことには、 
友だちであってもお互いにかいのないことであろう。 

一上菔に同じ。身分ある婦人。 

11俗家にいるままで、剃髪して袈裟をつけ、僧の形をし 
ている人。 

三「ブッジン、ホトケ、カミ」(日葡辞寄) 0 

四「フクリウ、ハラヲタツル、フクリウスル」(日葡辞 

30 

五親しい友だち「もとよりのとくいに侍りければ」(躬 

恒集}。 

校訂 

1原文、思ヒ。 

2原文、全。 


—「-- l ■ , " , M (:'-、は、こノ A-fJ るかし-: V ,./,/,'り. jn 
心無きほども知らる。此らの心を改メて、少し人には 
似べきなり。 

またあるィは入道の極メて無道心なる、去リ難き知 
音にて冇ルに、道心おこらんと仏神に祈禱せょと云ハ 
んと思ふ。定めて彼腹立して中たがふ事有ラん。然 
レども道心をおこさざらんには、得意にてもたがひに 
詮なかるべし。 



196 


八の ㈠ 三覆して後に云へ 

示 S ク、31一* I いて後に云へ。 1 _と云フ心は、お 教えて言われた。 
i よそ物を云ハんとする時も、事を tml ± fI んとする時も、「三度考え直してのち言え。」という裏があるが、その息味は、 
必ズ三■して後に - ts ひ行フべし。先儒多くは三たび思すベて物を言おうとする時も、事を行なおうとする時も、必ず三度 
ひかへり—に、三夕びながら善ならぱ言ひおこなへ考え直して後—ったり、行なったりすベ——というのである。 
と云フ1。 *= 土の賢人等 Q 心は、一一一覆をば V たび昔 s 儒者は多くは、3一度考え直して、三度とも善で—ならば言 
•^?|せよと？なり。=一韵5 5 りさきに思ひ、*衍ひよりさきいもし、行ないもせよ。」と解釈している。しかし中国の賢人の気 
こ—、 I 時 U 必ズたび11ば、言行すベ持では、屋考え直せという S は、幾度も考え直せとい—とであ 
し— り。 內子もまたかならずしかあるべし。我レなる。言葉に出す前に考え、行為に移す前に考え、考えるたびごとに 
がら— 事も云フ事も、 C も知られずあしき事も有善であるなら言ったり行なったりすべきであるというので ある。 達 
るべき故に、先づ仏道にかなふやいなやとかへりみ、磨門下の禅僧もまた必ず ft べきで—。自分で、思う事も、 
自也のために益有りやいなやと一一ょ々く思ひかへりみて後言う事も、自分でも気がつかないところで、悪い事もあるものだか 
こ、善なるベければ、 〈17? r > s もし言ひもすべきなり。行ら、まず仏道にかなっているかどうかを反省し、また自他のために 
者若シ,を守らば、 仏 意にそむかざる べし。 利益があるかど•っかを、よくよく反省して後に、善であるようなら 
擊仁寺に初めて入リし時は、僧衆随分に H s 業行ない もし、 言いもす.1る。仏道の修行者がもしこの気持を 
を守ッて、仏道 Q ため利他®ためなら S 事をば言はじ、守るならば、一生 仏 S 心にそむかないであろう。 

せじと fl 々の心を立てしなり。！5正队監有リしほどは 以前、わたしが建仁寺に始めてはいった当時は、修行僧たちは分 
デごとシ。'今年今月はそ Q «' 無し。 にしたが！'て身と pas 義を守り、仏道 e た®、人 e ため利益 
今の学者 知ルベシ、決定して自他 s ため仏道 Q ためにならない二とは、言うまい、しまいとめいめい 志を 立てたもので 
に 11〉有ル.ヘキ事ならば、身を 忘 レても言 ひもし 行ヒも—。 栄西禅師が なくなって後 も、 その徳のなごりが—間はこの 
すべきなり。そノ f 基をば言行すべからず。 通りであった。し t 今日ただ今では、もうそ®風儀は 見られない。 
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WKr ; ll { l : - の•：||1]-1る時は、れ亂にて«1|$: , 交フべか 
らず。仏制なり、能々これを忍ぶべし。 

身を忘レてみちを思ふ事は俗なほこの心なり。 

昔、趙の蘭相如と云ヒし者は、下賤の人なりしかど 
も、賢にょりて趙王にめしつかはれて、天下を行ひ 
#0 

趙王の使として趙璧と云フ玉を秦国へつかはされし 
に、かの壁を十五城にかへんと秦王云ヒし故に、相如 
に〈持〉たしめてつかはすに、余の臣下譲して云く、 
「これほどの宝を相如ほどのいやしき人にもたせてつ 
かはす事、国に人なきに似たり。余臣の slh ' l なり。後代 
のそしりなるべし。路にして こノ相 如を殺して玉を奪 
ヒ取れ。」と議しけるを、時の人、相如にかたりて、 
「こノ使を辞して命を守るべし0」と云ヒければ、 

相如云ク、「某甲敢て辞すべからず。相如、 fn の 使 
として 玉を もち 秦に向 カフ ニ、倭臣のために ころさる 
と 後代に聞エん、我ガ ために 悦ビなり。我ガ身は死す 
とも、賢ノ名はのこるべし。」と云ツて、！! に 向カヒ 
ぬ。 

佘臣この言を聞イて、「我等この人をうちえん事有 
ルべからず。」とて留まりぬ。 

相如、終に秦王にまみえて、璧を秦王に与へしに、 
秦王十五城を与へまじき気色を見て、はかり事を以て 


今：！：仏 - jl ' is - J --- ぶ入はぜひ知；ておいてもらいたい：|'|仙 »/• め、 
仏道のために、間違いなく役に立つことならば、身を顧みず、-：:-11い 
もし、行ないもすべきである。反対に、そうした効果のないことは、 ■ 
言ったり行なったりしてはならない。年とった先輩の僧が物を言っ 
たり行なったりしている時には、後輩の僧は 口を さしはさんではい 
けない。これは仏が制止せられたところである。 よくよく これをお 
かさないように。 

自分の身を顧みず道を思うことは、俗人でもやは りこうした 気持 • 
がある。 

昔、趙の藺相如と言った人は、身分のいやしい人であったが、思 
慮のすぐれた人だったので、趙王に召し使われて、後には天下の政 
治をとり行なった。 

ある 時、 趙王の使いとして、趙璧という玉を持って秦の国へつか. 
わされた。それは、秦王がこの趙璧を、秦の十五の都市と交換しよ 
うと言ったので、相如に持たせてやったのである。その時、他の臣 
下が相談して、 

「これほどの重宝を相如のような賤しい者に持たせて やる のは、趙. 
に人物がないようである。ほかの臣下の恥である。後世の人がそし 
るであろう。途中で相如を殺して玉を奪い取れ。」と相談していた。 
それをその 時 聞いた人が相如に告げて、「この使いを断わって命を 
守るべきです。」と言った。 

すると、相如は、 「わたくしはどうしてもやめるわけにはいきま 
せん。なぜなら、 この 相 如が王の使いと して 玉を持って秦の国に向. 
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秦王に語ッて云ク、「そノ玉、きず有り。我レ是レを かうところを、自国の臣に殺されたと後世に知られるのは、わたく 
示サん〇」と云ッて、玉を t 乙ヒ，て後相如云く、「王の しにとって喜ばしいことです。わたくしの身は死んでも、 Ei 人の名 
気色を見るに、十五城を ft 3 シめる気色あり。然れば我 は残るでしょう0」と言って、ついに秦へ向けて出発した。 
が離ぺこの玉をもて銅柱にがててうちわりてん0」と云 暗殺をくわだてた他の臣下らは、相如のこの言葉を聞いて、 「わ 
ツて、怒れる眼を以て王をみて、銅柱のもとによる気 れわれはこの人を討ち取ることはできまい。」と言って、暗殺をと 
色、まことに玉をも犯しつベかりし。 りやめた。 

時に秦王 云ク、 玉を わる 事なかれ。十五城与ふ 相如はついに秦に着き、秦王にお目にかかって、玉を秦王に与え 
べし。相±からはんほど、汝璧をもつべし。」と云ヒ た。ところが、秦王に十五の都市を渡さない様子が見えたので、相 
しかば、相如ひそかに人をして璧を本国にかへしぬ。 如は、一計を案じ「その玉にはきずがございます。わたくしがそれ 
にして趙王と秦王と共にあそびしに、趙王 をお教えしましょう。」と言って、玉を手に入れた上で、相如は言 
1«1比琶の上手なり。秦王命じて弾ぜしむ。趙王相如に った。 

も云ひあはせずして即チ琵琶を弾ぜし時に、相如、命 「あなたの御様子を見ると、十五の都市を惜しんでおられる様子が 
にしたがへる事をいかりて、我レ行きて秦王一 k 紧をふ ある。それでは、わたしの頭をこの玉といっしょに銅柱にぶっつけ 
かしめんとて、秦王に告ゲて云ク、「王は簫の上手な て、 打ち割ってしまいますぞ〇」こう言って、怒りの眼で王を見な 
り。趙王聞かんとねがふ。王、ふき給フべし。」と云 がら、銅柱のもとにさしよった様子は、本気で玉をこわしてしまい 
ヒしかば、秦王是レを辞せしかば、 そうな勢いがあった。 

相如云ク、「若シ辞せば王をうつべし。」と云ッて近 それで、秦王は、「お前、玉を割るではない。十五の都市は与え 
づく。時に秦の将 ¥ a を以てちかづきよる。相如これ よう。その手配をする|1'.]、玉はお前が持っているがよい。」と言っ 
をにらむ。丽：：1のほころびさけにけり。将軍激をぬか た。そこで、相如はひそかに人をやって、玉を本国の趙にかえして 
ずしてかへりしかば、秦王終に簫を吹くと云へり。 しまった。 

また後一 一、 だ 臣として天下を 行ヒし 時に、たはら また河南の澠池 という 所で、趙王と秦王とが会盟して音楽の遊び 
の大臣我レに/^ I さむ事をそねみて打夕んとす。時に相 をしたことがあった。趙王は琵琶の名手だった。それで、秦王が無 
如、所々ににげかくれ、わざと#!§の時は参会せず、 礼にも趙王に命じて琵琶をひかせた。趙王は相如に相談もせず、す 
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i ぢおそれたる気色なり。 ぐに琵琶をひいた。その時和如は、趙王が泰王の一： ri うなりにな”た 
時に相如一が家人、「かの大臣を打夕ん事、やすき事 ことを怒って、それでは自分は行って秦王に蕭を吹かせようという 
なり。何の故にかおぢかくれ給ふ。」 わけで、秦王に告げて、「あなたは簫の名手でいらっしゃいます。 

相如云ク、「我れ彼れをおづるにあらず。我れ目を 趙王がお聞きになりたいそうでございます。 どうぞ お吹きく ださ 
もて秦の(将)軍をも退け、秦の玉をも奪ヒき。彼ノ い。」と言った。秦王がこれを断わったので、相如は、「もしお断わ 
大臣打ッべき事、云フにもたらず。然れども、軍をお りになるなら、あなたの命をいただきますぞ。」と言って、近づい 
こし、つはものをあつむる事、敵国のためなり。今、 て行った。秦の将軍も剣を持って相如に迫った。相如がこれをにら 
左右の大将として国を守る、若シーー人中をたがひて軍 みつけると相如のまなじりがぱっと裂けた。将軍はその勢いに恐れ、 
を興さば、一人死せば隣国の一方かけぬる事をよろこ 剣を抜かずに引き返したので、秦王はついに蕭を吹いたという。 

びて、軍を興すべし。故に二人ともに全くして国を守 また後に、相如が趙の大臣として、天下の政治をとっていた時に、 
ラんと思ふによッて、かれと軍を興さず。」卜。 同僚の大臣は、相如が自分より勢いの強くなる事をねたんで、相如 
彼の大臣、この言をか'へり聞ィて耻ヂて来リ拝して、を討とうとした。その時相如は方々逃げかくれ、宮中に行かなけれ 
二人和シテ国を治む。 ばならない時は顔を合わせないようにして、おじ恐れている様子で 
和如、身を忘れ道を存ズる事是ノごとシ。今仏道を あった。 

存ぜん事も、かの相如が心のごとくなるべし。 r 若シ その時、相如の家臣がたずねた。「あの大臣を討ち取るのはたや 
みち有りては死すとも、み(ち)なうしていくる事な すい事でございます。どういうわけでそんなにおじ恐れて逃げかく 
かれ。」と云7なり。 れなさいますか。」 

相如が言った。「わたしはあの大臣をこわがっているのではない。 

わたしはかつて秦の将軍をも一にらみで退け、秦王に取られた玉も 
注 まんまと奪い返した。あの大臣を討ち取るぐらいは言うにも足りな 
I 名義抄、|複.返.«」にこの訓あり。「諸雲、—の い。しかし、軍を起し兵を集めるのは敵国と戦うためである。わた 
文を-:--'' a ' い P . U 利利他同じく正覚を成ぜよ」(禅苑淸規 しは今彼と左右の大将としてこの国を守る任にある。もし二入が仲 
Mm<y たがいして軍をおこしたら、どっちか一人が死ぬであろう。すると、 
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一一ここは中国をさす。 

三自分自身。 

四「妞仁寺に始めて入りし時」を、明全の弟子として正式 
に建仁寺に入った時と見れば、「余残有りしほど」は同時 
代となる。また、栄西入滅前とすれば「僧正の余残有り 
しほど」と「今年今月」と、三段階の説明となる。 

五身に行なうこと、口に言うこと、心に思うこと。この 
三つで一切の生活活動が尽くされる。 

六栄 W 禅師。遁世者として僧正となったことについては、 
「遁世の身ながら、僧正になり給ひける事は、遁世の人 
をば非人とて、言ふかひなく名僧の思ひゐたる故に、仏 
法のためと思ひ給ひて、名聞にはあらず、遁世の光を消 
さじとなり 0」と、沙石集の著者が述べている。 

七 r ョザン」(日葡辞書)。なごり。 

八臘(藤)は出家受戒後の年数。僧は階級なく、ただ受 
戒後の年数にょって前後の順序とする。法臈の若いこと。 
九相如は戦国時代趙の名将。この話は史記卷八十一、廉 
願、蘭相如列伝に出る。 

才智がすぐれ、思慮に富んでいること。 

恵文王。姓は贏、字は何。武靈王の子*〇 
趙の恵文王が楚の&氏から得た璧。卞和の璧とも言う。 
一秦の昭王。 

一この相如喑殺の話は史記には見えない。 

一はじめ趙の宦者令繆賢の舎人であった。秦から和氏の 
璧を乞われた時、はじめてその賢により推举された。 

一六「わ国」(わが国)「わ産」(わが国の産物)等、「わ」 


隣国は、二人のうち一人が欠けたことを喜んで、軍をおこして攻め 
て来るにいない。だから、二人そろって、わが国を守ろうと思う 
から、それであの大臣と軍をおこすょうなことはしないのだ。」 
相手の大臣はこの相如の言葉を人づてに聞いて、自分の考えを恥 
じ、相如のもとに来て謝罪の拝をし、二/相和して国を治めた。 

相如が自分の身を顧みず道を守ったことはこのとおりである。今、 
心に仏道を忘れない事も、あの相如の心のょうにあるべきである。 
「道を守って死のうとも、道無くして生きていてはならない0.一と 
も言われる。 



201 


正法服蔵随聞 it 己五 


は- I わが」 cnA ^ であるから、ここは自国の臣" 

l - tr 河南 f ? 河南府にある。いわゆる澠池の会。前段のよう 
に璧を完うして帰り、国の体面を保った功により、相如 
は陪臣から•一躍上大夫となった。しかし、秦の勢いは強 
く、趙は耵城を抜かれ、二万の兵をうしなった。この敗 
色濃い時の秦からの誘いである。相如は王に従い、将軍 
廉頗はもし三十日にして王の一行が：： g らなかったら太子 
を立てて趙の存続をはかる手はずを決め、悲愴な決意で 
出かけた。 

一八絃楽器の一種。史記では瑟。 

一九管楽器の一種。史記では盆畆。龆は滔を入れる土器、 
たたいて音を出す。 

110両方のまなじり。史記「目を張つて之れを叱す」。 

111澠池の会の功により、上卿となる。 

1111廉頗。攻城野戦の功ある自分をさしおき、相如は口舌 
の労により自分の上に位することを不満に思った。 

11111かさ高くなる。他をしのぐ勢いとなる。「もつての外 
の過分なり、頼朝にかさみて見 ゆ」 (源平盛衰記、頼朝、 
義経中違)。 

11四武家時代の家の子、郎党。武家の臣下。 

二五史記では「両虎ともに關はば俱には生きじ」と言った 
という。 

11六伝え聞く。まわりまわって耳に入る。 

11七史記によれば「肉袒(衣をはだぬぎ肉をあらわす)荆 
を負う(荆は卯人を打つむち)」とある。自らを罪人に 
なぞらえてその罪を謝したのである。 
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11八いわゆる刎頸の交わりの故事がこれである。 

一一九「寧ろ法有って死すとも、法無くして生きざれ」(禅苑 
淸規護戒章}。 

校訂 

1原文、義。 

2原文、玉。 

3原文、惜ヌル。 

4 原文、アテの右に朱で々とあり。 

5原文、王。ここは、史記にも、 r 秦王、その璧を破ら 
んことを恐れ、乃ち辞謝して日く」とあり、問題は玉に 
集中していたよぅであるから玉とする。 

6原文、揺池。 

7原文、「フカセシメン」セは余分と見て削る。 

8原文、シテは朱書。 


また言われた。 

善悪といぅことは定められないものである。世間の人は、あや. 
うすもの•にしき•ぬいとりなどの高価な着物を着たのをよいと言 
い、そまつな布、人が捨てた布で作った着物を悪いと言う。しかし、 
仏法ではかえってこの麁布、糞掃の衣をよいとし、清いとする。そ 
して、金銀綾錦をよくないとし、けがれているとする。このように、 


八の ㈡ 善悪と云ふ事定め難し 

また云ク、#恧と云フ事定メ雛し。世間の綾羅錦繡 
をきたるをょしと云ヒ、麁布糞掃をわるしと云フ、仏 
法には是レをょしとし清シとす。金銀錦綾をわ(る) 
しとし穢れたりとす。是ノごとクー切の事にわたりて 
皆然り，— 
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正法眼跋随聞; iii 五 


注 


予がごときは聊か韵声をととのへ、文字をかきまぐ すべてのことについて同様である。 

るを、俗人等は尋常なる事に云フも有り。またある人 わたしなども、多少は平仄をととのえて詩も作り、まがりなりに 
は、出家学道の身として是ノごとキ事知れると、そし も文字を書くのだが、在家の人などは、それをたいしたものだと言 
る 人も有り。何れを定メて善ととり悪とすつべきぞ。 うものもある。またある人は、出家学道の者がそのようなたしなみ 
文に云ク、「ほめて白品の中に有るを善と云ふ。そ があると言ってそしる人もある。どちらをはたして善いとして取り、 
しりて黒品の中におくを悪と云フ。」卜。 悪いとして捨てたらよかろうか。 

また云ク、「苦をうくべきを惡と云ヒ、楽を招くベ 経文には、「人がほめて清らかな仲間に入れることを善と言う0 
きを 善と云フ〇 」 卜。 人がそしって汚れた仲間に入れることを悪と言う。」と言っている。 

是ノご とク 子細に分別して、真実の善を と ッて行じ、 また、「果報として苦を受けるべきことを悪と言い、楽を招くベ 
抒ハ実の惡を見てすつべきなり。僧は清浄の中より来れ きこと を善と言う。」とも言っている。 

ば、物も人の欲をうご(か)すまじき物をもてよしと このように、綿密に判断して、真実の善を取って行ない、真実の 
し、きよしとするなり。 悪を見て捨てればよいのである。僧は欲を離れた世界から来たもの 

であるから、人の欲を動かさないような物をよいとし、清いとする 
のである。 

ィンドでは、不用の布を屋外にすてた。これを糞掃と 
言い、人の欲心が少しも残っていないので仏教では清浄 
の衣とし、これをよく洗い、つづり合わせて袈裟を作る。 

「いは ゆる 十種の糞掃、一者牛嚼衣、二者鼠嚙衣、三者 
火焼衣、四者月水衣、五者産婦衣、六者神廟衣、七者塚 
問衣、八者求願衣、九者王職衣、十者往還衣。この十種 
を、 ことに 清浄の衣 財とせるな り。世俗には拋捨す、仏 
道にはもち ゐる。」 (正法眼蔵伝衣巻)。 

一白は善、黒は悪をあらわす。善の類、悪の類。 
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自性淸浄の本体は人間の執着を一切離れている。 


校訂 


原文、マゲル。 


八の ㈢ 世間の人多分云， 


また云ク、世間の人多分云ク、「学道の志あれども 
世のす袅なり、人くだれり。我ガ根劣なり。一如法の修 
行に堪ふべカラず。ただ随分にやすきにつきて結縁を 
思ひ、他生に開悟を期すべし。」と。 

今ハ云ク、この言フ事は、全ク非なり。仏法に正像 
末を立ツ事、しばらく一途の方便なり。真実の教道は 

えぎやぅ 

しかあらず。依行せん、皆ぅべきなり。在世の比丘必 
ズしも皆勝レたるにあらず。不可思議に希有に浅増し 
き心〈根〉、下根なるもあり。仏、種々の戒法等をわ 
け給フ事、皆わるき衆生、下根のためなり。人々皆仏 
法の機なり。非器なりと思ふ事なかれ。侬行せば必ず 
得べキなり。 

既に心あれば善悪を分別しつべし。手足あり、合掌 
行歩にかけたる事ぁるべからず。仏法を行ずるに紀を 
えらぶべきにあらず。人界の生は皆是レ器量なり。余 
の畜生等の性にては叶フべカラず。学道の人はただ明 


また言われた。 

世間の人は多く、「仏道を学ぼうという気持はあるのですが、 世 
は末世であり、人も質が劣っております。わたくしも生まれつきが 
劣っております。かた通りの修行には堪えられそうもありません。 
ただ分に応じて、たやすくできることをして仏縁を結び、こんど生 
まれ代わった時に悟りの開けるのを待ちましょう0」と言う。 

しかし、今言いたいのは、この言葉は全く間違いである。仏教で 
正法•像法•末法の三時期を立てるのは、一応のてだてにすぎない Q 
真実の仏教仏道はそうではない。教えに従って行ずれば皆悟りが得 
られるのである。釈尊在世の時の俏が必ずしも皆すぐれていたので 
はない。思いもつかない、世にもまれな、あきれるばかりひどい気. 
持や素質をもった人もあった。釈尊が種々の戒法を分けて立てられ 
たのは、みな、よくない人々や、生まれつきの劣った人々のためな 
のである。人はめいめい皆仏法を聞いて悟る資格がある。その資格 
がないと思ってはならない。教えにしたがって行ずれば、必ず得る 
ことができるのである。 
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正法眼蔵随聞記五 


日を期する事な かれ。 今日今時ばかり、仏に随ッて行 心が あるから には、善悪を分別す ることができよう。 手足が ある 
じゆくべきな り。 からには 合掌したり歩いたりに不足は あるまい。 仏法を行ずるには、 

それだけで充分で、素質の上下は問題ではない。人間界に生をうけ 
たものは皆仏道を行ずる資格を具えている。他の畜生などの生命で 
注 はできないのである。仏道を学ぶ人は、ただ明日をあてにしてはな 
|仏の教えのとおり修行する 二と。 らな い。 今日ただ今だけと思って、仏の教えにしたがって行じて ゆ 
一一次に生まれかわった世以後の生。今生に対する。 くべきである。 

111およそ仏が出世されると、その仏について、法の行な 
われ方が三時代に分かれる。第一は、正法。仏滅後なお 
教と行と証(さとり)のある時代。第二像法。教と行の 
みあって証のない時代。第三末法。教のみあって行もな 
く証もない時代。仏により正像末の年数の差がある。釈 
迦牟尼仏についても諸経において一定していないが、わ 
が中古以来の仏教者の間では正法五百年、像法千年、末 
法万年という説が多く信じられていた。これに対し、 

「しばらく一途の方便な り」と 言ったのは道元禅師の卓 
見である。 

四四分律、十誦律等、後世律蔵に集大成された戒律は、 

最初は一定の組織はなく、比丘に不都合な行ないが あっ 
た時、それに対して仏が制止せられたことがもとででき 
た。一々の戒律にあげてある因縁を見ると、さまざまの 
悪行があったことが知られる。 

五条項を分けて説く。 

六教法に激発されて活動する心の働き。人めいめいに備 
わっている。 
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等級。部類分け。 

地獄、餓鬼、童、修羅、人間、天上、声 聞、緑覚、 
背薩、仏の十界のうち、人間界。 

生命。 


九俗人の云く、城を 傾く る 事は 

一示二云ク、俗人の云ク、「城を傾クる事は、 ぅちに 
ささやき事出来るにょる0」 

また云ク、「家に両言有ル時は針をもかふ事な し。 
家に両言無キ私か金5 J もかふべ し。」卜〇 
俗人なほ家をもち城を守るに同心ならでは^こ 〈lyG 
と云へり。况ンャ : s 豕 〈3 A は、一師にして 7 ic = 乳の 和合せ 
= | ごとし。こ ||」5和槪の法ぁり。舞|^を構へて 
、も身を隔て、心々に学道®用心する事な かれ。一 船 
に乗ツて海を渡る％ごとし。心を 同ジク し、 Ms « ? を 同 
ジくし、互ヒに非をあげ是を とりて、 同ジく学道す ベ 
きなり。是レ仏(在)世より行じ；^れる 儀式な り。 


注 


I ひそひそ話。内結ごと。 

一一 「堂中の衆は、乳水の ごとく 和合して、 たがひこ置業 
を一興すべし」(正法眼蔵重雲堂式)。 「たとひ澆風の叢 


教ぇて言われた。 

世俗の人も「城が傾くのは、味方の中に内証事が出てくる ことに 
よる。」と言う。 

また、 「一家のうちで意見が対立している時は、針を賀うこと も 
できない。一家のうちで意見の対立がない時には、黄金で も 買. っ こ 
とができる0」とも言う。 

世俗の人でさぇ、家を保ち、城を守るのに、心を一つに しな、と、 
ついには亡びてしまうと言って いる。 ましてや、出家の 仏 弟子±、 
一人の師匠®もとで、水と乳がとけ合ったようなも® である。 また、 
六和敬という法も ある。 めいめいが個人の部屋を持っ て、心もから 
だも互いにへだてて、各 C 忍い思いに仏道を学ぼうと心がけて はな 
ら ない。一師 Q もとで®盖は、一つ船に乗って海を 渡る ようなも 
ので ある。、也を M じくし、行.住.坐.臥を同じくし、互いに悪い 
ところは注意しあい、よいところは とりあっ て、同じように' ム a を 
学ぶべきである。これが仏在世の壽から行なっ てきた やり方であ 
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正法眼蔵随問記五 


林なりとも、なほこれ铿蔔の林なるべし。 . また合水 

の乳のごとし0」(正法眼蒇出家功徳)0 

三僧は和合を義とする。和合に理和合と事和合の二種が 
ある。そのぅち事和合すな わち 形に あらわして する和合 
の六つの形式。「瓔珞経」に「いはゆる六和敬は、三業、 
R 戒、同見、同行」とあり、身、口、意の三業を同じく 
し、戒法を同じくし、空等の見解を同じくし、行道を同 
じくす る こと 0 

四—典座教訓」に「前資勧旧独寮等；^幾僧」とあり、法 
臈の高い人や特に役のある僧は独立の建物に住んでいた 
ことが知られる。 

五身心は一つであるから、身が隔たると心が隔たる。 


教えて言われた。 

楊岐山の方会禅師が住持入となった時、寺の建物は古くなって破 
損し、困っていた。 

その時、寺の事務に当たる役僧が言った. 0 「修繕して いただきと 
ぅ存じます0一 

方会禅師が言った。「建物がこわれていても、露天や木の下にい 
るよりは よいであろう。一方がこわれて雨 もりがしたら、 もう 一方 
のもらない所にいて坐禅を したら よい。お堂の立派さで僧たちが悟 
りを得られるのなら、黄金珠玉を使ってでもつくろう。しかし、 tz [ 
りは 住まいのよしあしによるものではない。ただ、坐裨をしたか L 


十楊岐山の会禅師 

示一一云ク、 « TIS 此のヂ術，、住持の時ゝ寺院岍撒し 
てわづらひ有リし時に、知事申して云ク、「修理有る 
べし。」 

会云ク、「堂閣やぶれたりとも露地樹下には lift れた 
るべ し。 一方やぶれてもらば一方のもらぬ所に居して 
坐禅すべし。堂宇造作にょッて僧衆得悟スべク▽、金 
玉をもてもつくるべし。悟リは居所の善悪にょらず。 
ただ坐禅の功の多少に有るべし。」卜。 

翌日の上堂に云ク、 「 i 岐はじめて住するに屋壁 
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疎なり。満床にことごとくちらす雪の珍珠。くびを ないかにかかっている。」 

縮却してそらに嗟噓す。かへッて思ふ古人の樹下に居 方会禅師は、翌日の説法に言われた。「楊岐の道場に住持人とな 
せし事を。」卜。 ってみると、建物の壁はすきまだらけで、床一面に雪の珠玉をちら 
ただ仏道のみにあらず。政道も是ノごとシ。大宗は している。坐禅の僧は寒さのためくびをちぢめ、ひそかにため息を 
〈居家〉をつくらず。 ついている。これにょって、樹下に坐して修行した古人のあとが、 
竜牙云ク、「学道は先づすべからく貧を学スべし。 ひとしおしのばれる。」と。 

貧を学して貧なる後に道まさにしたし. 0 と云へり。 しかしこれは、仏道ばかりのことではない。政道でもこの通りで 
昔釈筇ょり今に至ルまで、真実学道の人、一人も宝 ある。唐の大宗は住まいを新造せず、古い御殿に住まれた。 

に饒なりとは、聞力ず見ざる処なり。 竜牙居遁禅師は、「仏道を学ぶには、まずぜひとも、貧乏を学ば 

なければならない。貧乏を学んでほんとぅに貧乏してはじめて、真 
に道に親しくなる。」と言われた。 

注 昔、釈尊が王位を捨てて乞食せられてから今に至るまで、真実に 

I 楊岐？ (§丄雪。石霜楚円の法嗣。俗姓は冷氏。仏道を学んだ人は、一人として、財宝に豊かであったと V っことは、 
袁州宜春の人。この話は、「正法眼蔵行持巻」「知事清親」 聞いたことも見たこともないのである。 

にも見える。「五祖法演禅師いはく、師翁(楊岐方会)は 
じめて楊岐に住せしとき、老屋敗椽して風雨の敝はなは 
，だ：し。 ときに 冬暮なり。殿堂 ことごとく 旧損せり。 その 

なかに僧堂ことにやぶれ、 . 衆僧やすく坐禅すること 

なし。」(行持巻)。 

一一:行持巻」「知事清規」に乘せる偈は、「楊岐、乍住 
屋壁練■満床尽撒雪珍珠、縮 U 却項|暗嗟噓、翻憶古 
人樹下居」。「乍住」は住したばかり。 

1一 I なげいてため息をつくこと。 

四唐の太宗。 
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正法眼藏随聞記五 


五日常住む家。「居屋ばかりをかまへて、はかばかしく 
屋を つくる に及ばず」(方丈記)0 
六窀牙居遁(八三五—九二三)。洞山良价の法嗣。俗姓は郭氏、 

撫州南城の人。翠微•香厳•徳山に歴参す。得法の後、 

窀牙山妙済禅院に住す。 

校訂 

1原文、大宗。 

2原文、貪。 

十一ある客僧の云く、近代の遁世の. 

法 

一日ある客僧の云ク、「近代の遁世の法、各々時料 ある日、さる客僧が問うて言った。 

等の事、かまへて、後、わづらひなきやうに支度す。 「近ごろの遁世のやり方は、めいめいに寒暑を防ぐ用意などして、 
これ小事なりと云へども学道の資縁なり。かけぬれば できるだけ、あとで困らないように準備をします。これらのことは、 
事の違乱出来ル。今こノ御様を承り及ブに、一切その 小さいことではございますが、仏道を学ぶ助けとなるものでござい 
支度無く、ただ天運にまかす 卜 。こと実なら ば、 後 時 ます。これが不足しますと、修行に乱れもおこってまいります。と 
の違乱あらん。如何。」 ころが、今、こちら様のご様子を承りますと、いっさいそのような 
示二云ク、事皆先証あり。敢て私曲を存するにあら 準備はなく、ただ天運にまかせていらっしゃるとのことでございま 
ず。西天東地の仏祖皆是ノごとシ。私に活計を至サん、す。それがほんとうなら、あとあと、うまくいかない ことも 起こり 
尽クル期有ルべカラず。またいかにすべしとも定相な ましょう。いかがなもので0」 

し。この様は、仏祖皆行じ来れるところ、私なし。 道元禅師が教えて言われた。 

若し事闕如し絶食せば、そノ時こそ退しもし、方便を それについては、みな昔の人の実例がある。わたしがあえて自分 
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もめぐらさめ。 かねて思ふべきにあらず。 


注 

行のために旅をしている僧。また、招かれた僧。 

一一季節にょって必要な品物。 

一一一興聖寺での道元禅師の日常。 

四個人的である ことが 同時に正しくないことになる。 
r 監院の職は為公是れ務む。いはゆる為公とは、私曲無 
きなり」(知事清規)。 

五一たん至った位から退転すること。 

校訂 

1原文、少事。 

十二伝へ聞きき、実否を知らざれど 


一こナの 考えでやっているのではない。ィンド、中国の仏祖はみな、 
この51りである。自分のはからいで暮らしを立てよぅとしたらきり 
があるまい。またどの程度ならいいといぅきまつた標準もない。わ 
たしの今のやり方は、仏祖がみな実行してこられたところで、わた 
しの 固 人的な考えではない。もしその日の生活に事欠き、いよいよ 
&ベ勿もな くな つたら、その時には、この勇ましいやり方を引つこ 
めもし、対策も講じましょう。前もって考えるべき事ではありませ 
ん。 


示 一一 云ク、伝へ聞きき、^5"を知らざれども、故持 
_齡んの？ ilA 道、ぁる磬 s の莽をぬすまれたり 
けるに、 V ふらひの中 ilMAIC 有りけるを、余のさぶら 
レハ„し邮シてがゐらせたりしに、入道の云ク、「是 
レは我が 〈± f 刀〉にあらず、ひが事なり。」とてかへ 
したり。 


教えて言われた。 

云え聞いたことで、ほんとぅかどぅかは知らないが、なくなった 

持明院の中納言人道(一義—が、あると墓蔵してハた太刀を 

盗まれたことがあった。ところが仕えている武士の中に、その犯人 
があったので、他の武士が證讅して、太刀をお返し申し上げた。と 
ころが中納言入道は、「これはわたしの太刀ではない。間違いだ。」 
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正法服 0 随聞 W 五 


注 


決定その太刀なれども、さぶらひの耻辱を思ウてか と言って、その太刀を、お返しになった。 

へされたりと、人皆是レを知りけれども、そノ時は無 まぎれもなく盗まれたその太刀ではあったのだが、盗んだ武士の 
為にて過ギし。故に子孫も繁昌せり。俗なほ心あるは 恥になることを思いやって、そのまま返されたのだと、ほかの人も 
是ノごとシ。况ンや出家人ハ、必ずこノ心有ルべし。 みな知ってはいたが、その時は何事もなくてすんだ。だから、その 
出家人は財物なければ智恵功徳をもて宝とす。他の 家は子孫までも繁昌している。世俗の人でもなお、心ある人はこの 
無道心なるひが事なんどを直に面にあらはし、非にお 通りである。ましてや出家人は、必ずこうした心を持たなくてはな 
と(す)ベからず。方便を以てかれ腹立つまじきやう らない。 

に云フべきなり。「暴悪なるはそノ法久しからず。」と 出家人はもともと財物は持たないのであるから、知恵や功徳を宝 
S フ。たとひ法をもて呵噴すれども、あらき言なるは とする。他人の無道心な間違いなどを、すぐさま顔にあらわし、間 
法も久しからざるなり。小人と云フは、いささか人の 違いときめつけてはならない。てだてをめぐらして、相手が腹を立 
あらき 言に即ち腹立して、耻辱を思フなり。大人はし てないように言ってやるべきである。「あらくれてわるいと、その 
かあらず。たとひ打ッた りと も報を思はず。国に小人 法は長続きがしない。」という。よしんば、法にしたがって貴めさ 
多し。つつしまずはあるべからず。 いなんでも、あらい言葉を使うと、その法も畏続きがしないのであ 

る。小人というものは、ちょっとした荒い言葉にも、すぐ腹を立て、 
恥をかかされたと思うのである。大人は、そういうことはない。た 
とい、打たれても、しかえしなどは考えない。この国には小人が多 
「 ジッブ、マ n トヤ ィナヤ 0 n トノ ジッブガ シ い。気を つナな くて± ならな、。 

レヌ」 (日葡辞書)。 

一条基家 ( ilT 三一四)。建仁元年(三01)に出家入 
道。法名真智、持明院はその号。一条通基の子。 

三「ヒサウ、モノヲヒサウスル」(日葡辞書)。 

四公家に侍い仕える者。武家はこの階級から出た。 

五「ボンニン、ヲカスヒト j (日葡辞書)。 

六公の処置をとる。ここは詮議する。 





七さし上げる。 

校訂 

1原文、少人。 
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正法眼蔵随聞記六 


一仏法のためには身命ををしむ事な 
かれ 

一日示二云ク、仏法のためには身命ををしむ事なか ある日、教えて言われた。 

れ。俗なほみちを思へば、身命をすて親族をかへりみ 仏法のためには身命を惜しんではならない。世俗の人でも、道耷 
ず忠節をつくす。是レを忠臣とも賢者とも云フなり。 思う時には、身命をすて、親族をかえりみず、忠節を尽くす。この 
昔、漢の高祖、隣国と軍を興す。時一一有る臣下の母、ような人を忠臣とも賢者とも言うのである。 

敵国に有リき。官軍も二心有ラんかと疑ヒき。高祖 昔、漢の高祖が隣国と戦いを始めた。その時、ある臣下の母が敵. 
も若シ母を思ゥて敵国へ〈去〉る事もや有らんずらん、国にいた。高祖の軍もこの臣下に二心がありはしないかと疑った。 
若シ〈去〉るならば軍やぶるべしとあやぶむ。 高祖も、彼がもし母を思って敵国につくようなことがありはしない. 

ここに母も、我ガ子若シ我レ故に二心もや有ランず か、もし彼が敵方につけば、戦は敗けるだろうと心配していた。 
らんと思ゥて、いましめて云ク、「我れによりて我ガ その時、母も、わが子がもしや自分のために二心を抱きでもし^ 
国に来ル事なかれ。我レによりて軍の忠をゆるくする らと思い、いましめて、「わたしのためにこの国へ来てはいけない。 
事なかれ。我レ若シ〈生〉きたらば汝若シニ心もこ わたしのために軍に対する忠節にゆるみがあってはいけない。もし- 
そ有ラん L _° と云ッ て、 剣に身をなげてうせし かば、 わたしが生きていたら、お前が、二心を持つかもしれないから。」 
その子、もとより二心なかりしかば、その軍に忠節を と言って、剣に身を投げて死んでしまった。その子も、はじめから 
至す志深かりけると云フ。 二心はなかったので、いっそうその軍に忠節を尽くす志が深かった- 



况ンや衲子の仏道を行ずる、必ず二心なき時、真に 
2/4 仏道にかなふべし。仏道には、慈悲智恵もとよりそな 
はれる入もあり。たとひ無けれども、学すれ '(£ ぅるな 
り。ただ身心を俱に放下して、三宝の海に廻向して、 
仏法の教へに任せて私曲を存ずる事なかれ。 

漢ノ高祖の時、ある賢臣の云ク、「政道の理乱は繩 
把‘ UI 2^れるを解クがごとし。急にすべからず。能々結 
び 目を みて解クべし。」卜。 

仏道も是ノごとシ。能々道理を心得て行ずべきなり。 
配門をよく心得る人は、必ず道心ある人のよく心得る 
なり。いかに利智聡明なる人も、無道心にして吾我を 
も離レず、名利をも捨テ得ざル人は、道者ともならず、 
正理をも心得ぬなり。 

注 

一前濃第一世。姓は劉氏、名は祁、字は季。沛の : A 。秦 
王子齡を降し、秦を滅ぼしたのち、楚の項羽を该下に破 
つて天下を統一した(在位、前 S 二—一九0)。 

一一三宝は仏法僧。三宝の世界の広大無辺なことを海にた 
とえた。 

三おのれの修めた功徳を他にめぐらしむけること。 

四文字はおさまるとみだれるとであるが、主意はおさま 
ること〇 


という0 

ましてや、禅僧が仏道を行ずるには、絶対に二心がない時に、ほ- 
んとうに仏道にかなうであろう。 仏道修行には、 慈悲や智恵がはじ 
めからそなわっている人もある。しかし、たとえそなわっていなく 
ても、修行すれば身につけることができる C ただ身心をともになげ 
すてて、仏法僧の願海にふりむけ、仏法の教えに任せて、自分だけ 
の間違った考えを持ってはならない。 

漢の高祖の時、ある賢臣が、「政道の乱れを正すのは、繩がから 
み合って固くなったのを解くようなものでございます。急いではい 
けません。よくよく結び目を見て解くべきでございます。」と言っ 
た。 

仏道もこの通りである。よくよく道理を理解して行ずべきである〇. 
教えの説いているところをよく理解する人は、必ず道心ある人で、 
それでこそよく理解するのである。どんなに智恵•分別があって頭 
のよい人でも、道心がなくて、自分を捨てることができず、名誉や 
利益もすてることのできない人は、仏道者ともならず、ほんとうの 
道浬も理解することができないのである。 



ムス / It 

五 M 文、結ヲレル〇 musuboforuimusubooru rf の脱 
落)。「春くれば柳のいともとけにけりむすぼほれたるわ 
が心かな」(拾遗集)。 

六諸仏の教法。 

七利智は智恵が明らかで、是非の分別がするどいこと。 
聪明は耳さとく、目のよく見えること。 

八釈氏要覧に智度論を引いて言ぅ。「得道の者を名づけ 
て道人となす。余の出家者の未得道の者、また道人と名 
づく。道者またこの説に同じ。」 

二学道の人は吾我のために仏法を学 
する事なかれ 

示二云ク、学道の人は吾我のために仏法を学する事 
なかれ。ただ仏法のために仏法を学すべきなり。その 
故実は、我ガ身心を一物ものこさず放下して、仏法の 
大海に廻向すべきなり。そノ後は一切の是非を管ずる 
六事無く、我ガ心を存ずる事なく、成し難き事なりとも 
' g 仏法につかはれて強ひて是レをなし、我ガ心になした 
I き事なりとも、仏法の道理になすべからざる事ならば 
|放下すべきなり。あなかしこ、仏道修行の功をもて代 
りに蕃果を得んと思ふ事なかれ。ただ一たび仏道に廻 
75 向しつる上は、二たび自己をかへりみず、仏法のおき 
てに任せて行じゆきて、私曲を存ずる事なかれ。先証 


教えて言われた。 

仏道を学ぶ人は自分のために仏法を学んではならない。ただ仏法 
のために仏法を学ぶべきである。その秘訣は、自分の身も心も一物 
のこさずすて去って、それを仏法の大海の中にさし向けるべきであ 
る。その後は、一切の是非にかかわることなく、自分の心をもつこ 
となく、できないことでも、仏法に使われて無理にもこれをやり、 
自分としてはやりたいと思ぅことでも、仏法の道理にてらして、し 
てはならないことならぱすて去るべきである。決して決して、仏道 
修行の功によって、代わりによい果報を得よぅと思ってはならない。 
ただひとたび仏道にすべてをさし向けた上は、二度と自分をかえり 
みることなく、仏法のきまりどおりに行じていって、自分だけの考 
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皆是ノごとシ。心にががひてもとむる事無ければ即ち えをもってはならない。むかしからの実例はすべてこの通りである0 
大安楽なり。 心にねがい求めることがなければ、とりもなおさず大安楽である。 

世間の人にまじはらず、ハ己れ f 家ばかりにて生長した 他人の中に出たことがなく、自分の家だけで成長した人は、思い 
る人は、心のままにふるまひ、おのれが心を先として のままにふるまって、自分の気持を第一として、人から見てどうで 
人目を知ラず、人の心をかねざる人、必ずあしきなり。あるか、人がどう思うかを考えない。このような人は必ずよくない。 
学道の用心も是ノごとシ〇衆にまじはり、師に随ひて 学道の心がけもこれと同じである。同行の僧衆と生活を共にし、師 
我見を立せず、心をあらため行けば、たやすく道者と にしたがって自分というものを考えず、心を新しくしていけば、容 
なるなり。 易に道者となるのである。 

学道は先づすべから く 貧を学すべし。なほ利をすて 仏道を学ぶには、まず第一に貧を学ばなくてはならない。その上 
て一切へつらふ事なく、万事なげすつれば、必ずよき に利益を捨てて、一切人にへつらわず、万事をなげすてれば、必ず 
僧となるなり。大宋によき僧と人にも知られたる人は、立派な僧となる。大宋国でも、立派な僧と人にも知られた人は、皆 
道なり。衣服も f つれ、1 g 縁ともしきなり。 貧しい人であった。衣服も見すぼらしく、その他の生活用具も乏し 
挺的 k 童山の r 記道如±^座と云ヒし人は、官人宰相かった0 
の子なり(し)かども、親族にもむつびず、世利をも 以前、わたしが天童山にいた時、かの寺の書記で道如上座といっ 
むさぼらざりしかば、衣服のやつれ、破壊したる、目た人は、大臣の子であったが、親族ともつきあわず、世俗の利益を 
もあてられざりしかども、道徳人に知ラれて、大寺の もむさぼらなかったから、衣服が見すぼらしく、破れていて、目も 
書記ともなりしなり。 あてられなかった。それでも仏道の徳は人に知られて、大寺院の書 
予、かの人に問ゥテ云ク、「和尚は官人の子息、冨記にもなったのである。 

¢1；の孫なり。何ぞ身に近づくるもの皆下品一一して貧道 わたしはこの人にたずねたことがあった。「あなたは官人の子息 
なる。」 であり、 - il 貝の家柄のかたです。どうして身のまわりのものが皆そ 
一これ答へテ云ク、「像となれればなり。」 まつで、貧乏していらっしゃるのですか。」 

道如上座が答えて言った。「僧となったからだご 
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一禁止の意を強めることば。「あなかしこ、わきざし i 
ち、いづ方をもみつぎ給ふな。」(徒然草)0 
一一望みを持つ間は人の心は 休まらない。 

三「貧に二種有り。一には財貧、二には 功徳法貧。」 (弋 
智度論)。ここは財貧。 

四「やつる」とは、その人が普通にあるべき姿ょりもみ 
すぼらしいこと。「ただ舎人二人めしつぎとして、 いと 
いたぅやつれ給へれど」(竹取物語)。 

五いろいろの生活を助ける物資。 

六寺院の公私の文書をつかさどる役。古清規 には 書 犬と 

ぃぅ。六® Jr 。 

七上席に坐する人の意。禅院の先輩で、法 位の上の人に 
対する敬称。 

八天子をたすけて国政を行なぅ最高の官職。わが国平安 
時代には、参議の異名。 

九品は等級をあらわす。 

10人称代名詞。 

II 下の「れ」は完了の助動詞「り」の已然形。 

校訂 

1原文、穴賢。 



218 


三俗人の云く財はよく身を害す 

一日示二云ク、 «- 人の云ク、「財はよく身を害す。 ある日、教えて言わ•れた。 

昔も之レ曾リ、今も之レ有リ〇」と。 世俗の人が、「財宝は身をそこなうもので'める。昔もそういうこ 
言フココろは、昔一人の俗入あり。一人の美女をも とがあったし、今も現にある。」と言った。 

てり。威勢ある人これを<|阴> ふ。かの夫、是レを惜 この意味は、次のようなことがあったのである。昔一人の俗人が 
シむ。齡に取？: 5 興してかこめり。® t のいへ既にうばひ あった。一人の美女をもっていた。権勢ある人がこの女をよこせと 
とられんとする m き、〉かの夫(云く)、「なんぢがために 言って来たが、かの夫は惜しんで聞き入れなかった。相手はとうと 
命をうしなふべし。」 う兵をくり出して彼の家を囲んだ。この家もすでに奪い取られそう 
かの女云く、「我れために命をうしなはん。」と になった時、かの夫が女にむかって言った。「おれはお前のために 
云ッて、高楼よりおちて死二ぬ。 命を失うことになった0.1 

そノ後、かの夫うちもらされて、命、一れし時いひし 女は、「わたくしはあなたのために命を捨てましょう0」と言って、 
• ills ばかり0 高楼から身を投げて死んでしまった。はじめにあげた言葉は、その 
昔、賢人、把吏として国を行なふ。時に息男あり、 後、かの夫が、討手をのがれて生きのびた時に、言った言葉である。 
父を拝してさる時、一疋 ( D = 一一一!あたふ0 昔、ある賢人が、州の長官として国政を行なっていた。時にその 
息の云ク、「君、！！亮なり。こノ縑いづくよりか得 忠子がいて、父を見舞って都に帰る時、父は一疋の嫌の絹を与えた。 
たる0」 息子が言った。「あなたは節操高いかたです。この絹はどこから 
父云ク、「#!»<のあまり有り。」 手に入れられたのですか。」 

息かへり皇帝に f 1 フす。(帝)はなはだその賢を感ず。 父が言った。「俸禄の余りがあったのだ。」 

かの息男申さく、「父なほ名をかくす。我レはなほ 息子は都に帰り、皇帝のもとにこの絹を奉った。皇帝はふかく父 
名をあらはす。父の賢すぐれたり。」卜。 の賢人であることに心を動かされた。 

こノ心は、一疋の縑は是レ少分なれど賢人は私用せ しかし息子は言った。「父はなお名をかくしておりますのに、わ 
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ざる 事、聞えたり。また、 まことの 賢人はなほ賢の名 たくしは名をあらわしました。父の賢はわたくしよりすぐれて おり. 
をかくして、俸禄なれば使用す るよ しを云フ。 ます。」と。 

俗人なほ然り。学道の衲子、私を存ずる事なかれ。 この話の意味は、一疋の絹はわずかなものであるが、賢人は決し. 
またまことの道を好まば、道者の名をかくすべきなり。て公のものを私に用いないことがわかる。しかし真の賢人は、自分- 
また云ク、仙人ありき。 が賢人であるようなことは言わないで、俸禄だから使用するとだけ 
有る入問ゥテ云く、 r 何ンがして仙をえん0」 言ったというのである。 

仙の云ク、「仙を得んと思はば道をこのむべし0」卜。 俗人でさえこうである。仏道を学ぶ修行僧は、私心があってはな 
然あれば、学人仏祖を得んと思はば、すべからく祖 らない。また、真実の道を好むならば、仏道者という名をもかくす 
道を好むべし。 べきである。 

また、禅師が言われた。 

仙人があった。 

ある人が彼にたずねて言った。「どうしたら仙人になることがで 
きますか。」 

仙人が言った。「仙人になろうと思うなら、何をさしおいても仙 
入の道をすてずに行ないなさい。」と。 

こういうわけだから、仏道を学ぶ人が仏祖の道を得ようと思うな 
ら、何はおいても仏祖の道をすてずに行なうべきである。 

■{父丁 
右言 

1原文、参ズ。今、意味を考えて改めた。 


注 

_この話は、晋書第三十三卷石崇伝に見える。 

11州録事。中国を九州に分かった一つの地方の長官。 

1_|「縑4リ絹。」(類聚名義抄)。かとりは細糸で、目 
を細かく織った絹織物。貢物に用いられる。 

四節を持すること高く明らかなこと。「節を秉りて高亮、 
身を正して朝に在り」(羊祜、開府を譲る表)。 

五仙は山に入って不老不死の術を得た人、またその術。 
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四昔、国皇有り 


示ニームク、昔、国皇有り。国ヲをさめて後、諸臣下 
に告グ。「我レよく国を治む。賢なり。」 

諸臣皆云ク、「帝は甚ダよくをさむ。」 

一りノ臣ありて云ク、「帝、賢ならず。」 

帝云ク、「故如何。」 

臣云ク、「国を打チ取リし時、帝の弟にあたへずし 
て息にあたふ。」 

帝の心にかなはずしておひたてられて後、 

またーリノ臣に問フ、「朕よく心帝なりや。」 

臣云ク、「甚ダよく仁なり。」 

帝云ク、「ソノ故如何。」 

云ク、「仁君には忠臣有り、忠臣は直言あるなり。 
前ノ臣、はなはだ直言なり。是れ忠臣なり。仁君にあ 
らずはえじ0」 

即ち帝、こレを感じて前ノ臣をめしかへされぬ。 
また云ク、秦の始皇の時、太子、花園をひろげんと 
す。 

臣の云ク、「尤モナリ。もし花園ひろうして鳥類多 
くは、鳥類をもて隣国の軍をふせいつべし。」 

よツてそノ事とどまりぬ。 


教えて言われた。 

昔、国王があった。国を治めて後、諸臣に告げて言った。「わレ 
はよく国を治めた。賢明な天子で ある。」 

諸臣は皆言った。「帝はたいへんよく国をお治めなされました。」 
ところが一人の臣があって言った。「帝は賢明な天子ではござい. 
ません。」 

帝が言った。 「どういう 理由か0 」 

その臣が言った。「あなた様は天下を手中におさめられた時、領 
土を弟様に与えられず、皇子たちにお与えになりました。」 

これが帝の気に入らなかった。で、この臣は追放されてしまった。- 
その後、また一人の臣に帝がたずねた。 

「朕は帝として立派なむを持っているかな。」 

問われた臣が言った。「まことに仁徳あつくいらっしゃいます。」 
帝が言う。「どういう理由によるか。」 

で、その臣が言った。「仁君には忠臣があるものでございます。 
忠臣は直言をするものでございます。以前追放された臣 は、 思い切- 
•った直言を申し上げました。つまりかの者は忠臣でございます。こ 
のよう な直言の臣は、君が仁君でなければ得られないでございま一 〆 
よう0」 

帝はこの言葉に感じて、直ちに先に追放した臣を召し返された〇、 
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また宮殿をつくり、〈階〉をぬらんとす。 

臣の云ク、「もッとも然るべし。〈階〉をぬりたらば 
U 敵はとどまらん。」よツてそノ事もとどまりぬ。 

云フ心は、儒教の心是ノごとシ。たくみに言を以て 
惡事をとどめ、善事をすすめしなり。納子の人を化す 
•る善巧としてその心あるべし。 


注 


|正しいことをはばからず言ぅこと、またその言葉。 

一一始皇帝 (—— 前三0)。秦第一代の帝。姓は贏、名は政、 
荘襲王の子。春秋以来分裂していた趙•韓•魏•楚 • 
斉•燕の六国を滅ぼして天下を統一し、周代の封建制を 
改め、集権的、官僚主義的封述制を確立した。北方匈奴 
の侵入を防ぐため万里の長城を築いた。天子の力は絶大 
であるから、これに直言するには勇気や知恵がいる。 

三「ふせぎつべし」の音便。 fusegitubesiifuseitubesi . 
( g の脱落) 

四はしは、きざはし。宮殿にのぼる階段。宮殿の入口で 
あるから、そこで敵がとどまれば好都合である。 

3 B : 孔子を中心とする学派の教え。 

K 善事のために、じようずに手だてをめぐらすこと。善 
巧方便とも言う。 


また、禅師は言われた。 

秦の始皇帝の時、太子が花園を拡張しようとした。 

臣が言った。「まことに結構でございます。花園が広く、鳥類が 
多くなりましたら、烏類でもって隣国の軍勢を防ぐことができまし 
よう0」 

この言葉によって、花園拡張のことは中止になった。 

また、宮殿を造営し、きざはしを塗ろうとした。 

臣が言った。「たいへん結構でございます。きざはしを塗ってお 
きましたら、敵がそこから先へは攻め入らないでございましよう0」 
それで、このことも中止となった。 

この話の意味は、儒教の教えるところは、このようなものである。 
言葉を上手に使って、悪事をやめさせ、善事を勧めたのである。禅 
僧が人を教化する手だてとしても、この心得がなくてはならない。 


校5 



注 
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1 


原文、モチ。チはテの古体であったか。 

五僧問うて云く、智者の無道心なる 


一 R 僧問ゥテ云ク、「智者の無道心なると、無智の ある日、僧が質問した。「知恵があって道心がない人と、知恵は 
有道心なると、始終如何0」 なくても 道心が ある 人と、結局 どちらがものになりましょう か。」 

示一一云ク、無智の道心、始終退する事多し。智恵有 教えて言われた。 

る人、無道心なれどもつひに道心をおこすなり。当世 知恵のない者の道心は、結局はあともどりする場合が多い。知恵 
現証是レ多し。しかあれば、先づ道心の有無をいはず、のある人は、はじめ道心がなくても、しまいには、道心をおこすも 
学道勤労すべきなり。 のである。今の世にも、その実例はたくさんある。それだから、ま 
また云ク、内外の書籍に、まづしうして居所なく、 ず、道心のあるなしは問題にせず、仏道を学ぶことに力をつくすベ 
あるィは熗浪の水にうかび、あるィは首陽の山にかく きである。 

れ、あるィは樹下露地に端坐し、あるィは塚間深山に また言われた。 

草瓶する人あり。また富貴にして財多ク、朱漆をぬり、 仏教や儒教その他の書物を見ると、貧しくて住むべき家もなく、 
金玉をみがき、宮殿等をつくるもあり。俱に典籍にの あるいは、屈原のように滄浪の水にうかんでさすらい、あるいは、 
せたりと云へども、褒めて後代をすすむるには皆貧に 伯夷•叔斉のように首陽山にかくれてわらびを食べ、あるいは、木 
して無財なるを以て本とす。そしりて来業をいましむ の下や屋根もない地面に坐禅し、あるいは、墓の間や、深山に草庵 
るには、財多キをば驕奢のものと云ッてそしるなり。 を結んで過ごした人もある。また、富貴で財宝が多く、住む家には 

朱や漆を塗り、金玉をみがき立てて、宮殿等を造った人もある。い 
ずれ もともに 書物にのっている けれども、 ほめたたえて、後の世の 
人をはげますには、皆、貧しくて財宝のない ことをもとと している0 
結局のと ころ。 そしって、未来にむくいを引きおこす行為をやめさせるには、財宝 
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一一すでに至り得た地位を保ち続けられず、後退する。 を多く持っているのを、11奢の者と言って非雛するのである。 

三現在見られる証拠。 

四内典、外典。仏教と、それ以外の教えの教典。 

1楚の屈原の故事。屈原、滄浪については一四二•一四 
三べージ注一•三参照。 

六伯夷叔斉の故事。伯夷叔斉は周の人、孤竹君の二子。 

伯夷は、父が弟の叔斉に国を譲る気持があるのを察し、 

父の没後、国を弟に譲って国をのがれ、弟の叔奔 もまた 
受けずに国を出た。のち、周の武王が殷を討とうとした 
時、兄弟と もに いさめたがきかれなかった ので、 周の穀 
物を食べるのを恥じ、首陽山にかくれ、わらびを食べて 
ついに餓死したという。(史記伯夷列伝)。 

七塚間は人を葬った所。墓場。樹下、露地、塚間の端坐、 

みな十二頭陀行の内にある。摩訶迦葉尊者はその代表で 
あろう。 

八大梅山の法常禅師、潙山霊祐禅師、香厳智閑禅師等、 

正法眼蔵行持巻に多くの例が見える。 

九未来の果報を招くべき業。業は、結果を ひきおこ t 行 
為。 

|〇ぜいたく。おごり。 

校訂 

1原文、塚の左に墨で ツカとあり。 



六学人、人の施をぅけて悦ぶ事なか 

れ 

示二云ク、学人、人の貧をぅけて1ジ事なかれ。ま 
たぅけざる事なかれ。 

故僧正云ク、「人の供養を得て悦ぶは t ' J " にたがふ。 
悦ばざるは檀那の心にたがふ0」卜。 

是の故実は、我レに供養ずるにあらず、三宝に供ず 
るなり。故に彼の返リ事に云フべし〇 r こノ供養、三 
宝定メて納受あるらん。申シけがす。」と云フべきな 


注 


布施。 

栄西禅師。 

仏制。 

dplnapati . 施主。 

伝えることを謙遜して言う。 


教えて言われた。 

仏道を学ぶ人は、人から布施をいただいてよろこんではいけない0 
また辞退してもいけない。 

なくなった栄西禅師は、「人の供養を受けてよろこぶのは仏制に 
そむく。かといって、よろこばなければ施主の気持にそむく 0 」と 
言われた。 

これに対する心得はこうである。この施物は、自分に供養された 
のではない、三宝に供養されたのである。そこで、施主に対する返 
事には、「この御供養は、三宝もさだめし御受納あることでござい 
ましょう。はばかりながらお取り次ぎ申します。」 と、こう 言うベ 
きなのである。 
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七ふるく云く、君子の力牛に勝れた 


示二云ク、ふるく云ク、「君子 ( D - ち加ら〉牛に » T れたり。 
しかあれども、牛とあらそはず0」卜〇 
今の学人、我レ智恵を学人にすぐれて存ずとも、人 
と諍論を好む事なかれ。また Mt 口をもて人を云ヒ、怒 
目をもて人を見る事なかれ。 

今の世の人、多く財をあたへ恩をほどこせども、-一歐 
恚を現じ、悪口を以て謗言すれば必ず！ j 心を起すなり。 


注 


I 我を張って、互いに言い あらそぅこと。 「嫩 11、靜論 
の処、多く諸の煩悩を起こす。智者は まさに 遠 離すべし、 
まさに百由旬を去るべし。」(宝積経)0 
一一いかりの 心。貪、癡とともに三毒と言われる。 

三「ハウゲン、ソシル n トバ J (日葡辞書) 0 
四反逆する気持。 


教えて言われた。 

昔の言葉に、「君子の力は 牛ょりすぐれている。しかし、君子は 
牛と 力争いな どしない。」とある。 

今、仏道を学ぶ人も、自分が、仲間の学人に比べて すぐれた知恵 
を持っていても、議論や言い争いを好んではいけない。また、口ぎ 
たなく人をののしり、おこった目つきで人を見ては、，けない。 

今の世の人はたいてい、財宝をたくさん与え、恩を施してあって 
も、怒りを顔にあらわし、口ぎたない言葉で非難すると、必ず手む 
かう心をおこすのである。 


八真浄の文和尚 
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示二云ク、真浄の文和尚、衆に示シテ云ク、「我れ 教えて言われた。 

昔雪峰とちぎりを瀨ヂて掉1せし時、雪峰同学と法 真浄禅師克文和尚が、参学の衆僧に教えて言われた。 

門を論じて、衆^^^^声に諍談す。つひにたがひに惡 「わたしが昔、雪峰道円と親友の約束をして、心を合わせて仏道を 
口に及ぶ。よッ y ん snt 嗬す。事散じて、峰、真浄にかた学んでいた時、かの雪峰が修行仲間の ひとりと、 教えについて議論 
りて云ク、『我れ汝と同心同学なり。契約あさからず。して、衆寮の中で、大声で口論を始めた。しまいには、たが、，に相 
何一微<^^>れ人とあらそふに口入レセざル。』浄、揖手の悪口を言い合って、けんかになってしまった。事が終わってか 
して恐惶せるのみなり。 ら、雪峰はわたし(真浄)に向かってさんざ言った。 

そノ後、か 8 tt も一方ノ善知識たり、我レも今住持た 『わたしとあなたとは心を一つにし、同じく仏法を学んで いる 仲で 
り。そのかみ“ U んへ f く、法門論談すらじて無用ある。かたい約束もしてある。どうしてまた、わたしが人と言い争 
が1。况ンや諍論は定メテ僻事なるべし。我れ#|ヂて っている時に何とか言ってくれなかったのだ0』 

何の用ぞと思%しかば、響にして止りぬ。」卜。 そう言われてわたしは、一言もなく、頭を下げて恐縮するばかり 
今の学人も門徒も、その跡を思ふべし。学道觀%の であった。 

志有 ラ ば、時光を惜しンで学すべし。何^^か人と その後、かれ(雪峰) も 一方のすぐれた指導者となった。わたし 
靜談すべき。畢竟じて自他ともに無益なり。何-一况ン も今この寺に住持人となった。しかし、あの時わたしは思ったの，.こ c 
や世間^^おいては、無益の論をすべからず。 仏の教えについて議論す るの さえ結局は無用のことだ。 まして や 口 
君子の力は牛にもすぐれたり。しかれ ども 牛と相ひ争いな どは、 絶対に間違いで ある。 わたしまで がいっしよになっ て 
争はず我れ法を知れり、彼れにすぐれたりと思ふと 言い争って何になろうと、 こう m 3 ったので、何も言わ x 、で b 、た 
も、論じて彼を難じ負かすべからず。 のだ0」と。 

若シ真実に霊の人有りて法を問はば、惜シむべか 今日仏道を修業している者も、信者の人も、この克文和尚がなさ 
ら ず。 た 開示すべし。 然れども、なほ其れも三度っ たと ころをよく考えてみるように。仏道を学んで骨身を昔しまぬ 
問は冰 て一度答ふべ^書 ^ m る事なかるべし。素あるならば、時を惜しんで学ぶがよい。 人と 言い争うひまの あ 
この咎は身に有り。是レ我レを諫ら るると 思 匕 し4ば、ろうはずがない。幽分 にと っても、相手にとっても、結局無益であ 
そノ後人と法門を諍論せず。 る。ましてや、仏教以外の世間のことについて、無益の議論を して 
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はならない。 

君子の力は、牛よりもすぐれている。しかし君子は牛と力争いな 
どはしない。自分は法をよく知っている、あの人よりすぐれている 
と思っても、議論して相手を言い敗かしてはならない。 

しかし、 もし 真実に仏道を学ぼぅとする人があって、法をたずね 
るならば、法を惜しんではならない。その人のために説いて聞かせ 
なさい。しかしながら、なおそれさえ、三度問われて一度答えるほ 
どにするがよい。多くしやベってむだを言うことのないように。た 
だしこの欠点は、実はわたしがもっている。それでこの話は、自分 
をいましめているのだと思ったので、その後、人と教えについての 
議論をしないのである。 


校訂 

1流布本以来、雪峰は雲峰(文悦、免二— SK 11 D の誤り 
とされてきたが、雪峰道円と見れば改める必要は認めら 
れない。慶安本も雪峰。 

2 原文、オシラク。 

3 原文、必竟。 

4 テの濁点、原文のまま。 


注 

一励潭克文禅師(101宝—一一0一一)。黄竜慧南の法嗣。陕府 
の人、俗姓は鄭氏。初め大僞山に学び、のち慧南に得法。 
報-¥、帰宗、泐潭に歴住。爲净禅師の号を賜ぅ。 

1一雪峰道円。真浄禅師克文と同じく黄竜慧南の法嗣であ 
る。ともに稂翠に学び、のち雪峰山に住した(嘉泰普灯 
録 にょる )0 

111もとの意味は、やかましく言い立てる。 

四「口 入る」は物事に 口出しする、また 間には いってと 
りもちを する。名詞形は 「クチィレ」または「クニユー」0 
原本左側に訓読のしるしの傍線がある。 

五両手を胸の前で組み合わせてする礼法。会釈。 

六まちがいなく。 

セ信者。「先師門徒の中、此の邪見を起こす類有り」(永 
平室中聞書)。 



228 


九古人多くは云く光陰虚しく度る事 
なかれ 

示一一云ク、古人多クは云ク、「光陰虚シク度る事なか 教えて言われた。 

れ〇」と0あるィは云ク、「時過ゴス事なかれ。」と。 古人は多く、「光陰をむだに過ごしてはならない。」と言っている。 

学道の人、すべから く寸 陰を惜シむべし。®"命消え あるいは、「時光をなすことなく過ごしてはならない0」と言ってい 
やすし、時光すみやかに移る。 W . く存ずる間に余事を る。 

管ずる事無く、ただすベからく道を学スペシ。 仏道を学ぶ者は、必ずわずかの時間も惜しまなくてはならない。 

今の時の人、あるィは父母の恩すてがたしと云ヒ、 露のょうにはかない命は消えやすい、時はいち早く移ってゆく。生 
あるィは主君の命そむきがたしと云ヒ、あるィは妻子 きているわずかな間に、ほかのことにかかわらず、ただ仏道を学ぶ 
の情愛離れがたしと云ヒ、あるィは眷 K 等の活命我 べきである。 

れを#じがたしと云ヒ、あるィハ世人1ッつべしと云 今の世の人は、あるいは父母の恩を思えばすてて出家もできない 
ヒ、あるィハ貧シゥして道具調のへがたしと云ヒ、ある と言い、あるいは主君の言いつけにはそむけないと言い、あるいは 
ィハ、非器にして学道にたへじと云フ。足ノごとキ等 妻子の情愛は離れられないと言い、あるいは一家一族の生活を考え 
の世情をめぐらして、主君父母をもはなれず、妻子眷 れぱ自分のことばかり言ってもいられないと言い、あるいは出家な 
属をもすてず、世情にしたがひ、 W H 色を 食る ほどに、 どしたら世間の人が悪く言うだろうと言い、あるいは貧乏で、出家 
一生！!シく過ゴシて、まさしく命の尽くる時にあたッ するにも道具がそろわないと言い、あるいは力がないから仏道を学 
て後悔すべし。 ぶにはたえられないなどと言って、出家学道をしない。こうしたさ 
すべから坐して道理を案じて、0齡にうち立夕 まざまな世間的な分別を働かせて、主君や父母をも離れず、妻子や 
ん道を 思 ひ定むべ し。 主君 父母も我 レに悟りを 与 ふべ 一族を も 捨てず、世間的な分別にしたがっ て、 財をむさぼり色情を 
きにあらず。1 心 愛妻 子 も 我が くるしみをすくふべから むさぼっているうちに、一生はむだに過ぎて、いざ命が終わろうと 
ず。財宝も死をすくはず。世人終に我レをたすくる事 いう時に臨んで、後悔するであろう。 


229 


正法眼蔵随聞記六 


なし。非器なりと云ツて修せずは、悚が劫にか得道せ 
ん。ただすベからク万事を放下して、一向に学道すベ 
し。後時を存ずる事なかるべし。 


I 「謹んで参玄の 人に白す、 光陰 虚しく度ることなか 
れ。」(参同契)。光は 日、 陰は月。 日月、時日。 

11 r 露命を無常の かぜにまかすることなかれ」(正法眼^ 
出家功徳巻)。 

|_1財貨と女色と。 

四ぅ ち立つは出発する。いでたつ。ついには ゆくべき 死 
出の旅。 

五親子、妻子等の間の愛情。 

六「お ほよ そ無常たちまちに至る ときは、 国王大臣紀1 
従僕妻子珍宝たすくるなし。ただ ひとり 黄泉におもむく 
のみなり」(正法眼蔵出家功徳巻)。 


ぜひとも静かに坐して道理を考ぇ、最後にいで立つ死 出の旅路の 
覚悟をするがょい。主君や父母も自分に悟りを与ぇることはできな 
い。 父母 妻子の 愛情 も自分の苦しみを救ぅことはできない。財室も 
死をのがれさせてはくれない。世間の人は、結局、自分を助けてく 
れることはない。力がないと言って修行しなかったら、いつになっ 
たら仏道を得ることができようか。未来永劫その時はない。ただ、 
必ず 万事をなげすてて、ひたすらに仏道を学ぶべきである。ハず X . 
後にと考えてはならない。 


学道はすべからく吾我をはなる、、/ 
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一日示二云ク、学道はすべからく吾我をはなるべし。 ある日、教えて言われた。 

たとひ4■経万論を学し得たりとも、我執をはなれずは 仏道を学ぶには、必ず自分というものを離れなくてはいけない。 

つひに M 坑におつ。古人云ク、「仏法の身心なくは、 よしんば千万の経論を学び得ても、自分に対する執着がとれなけれ 
117\ぞ仏となり祖とならん0」卜。 ば、しまいには悪魔の世界に落ちてしまう。古人も、「自分という 
於をはなると云フは、我が身心をすてて、我がため ものをすてて仏法の身心となるのでなければ、どうして仏となり袓 
に仏法を学する事無きなり。ただ道のために学すベ となることができようか0」と言っている。 

し。 我を離れるというのは、自分の身心をすてて、自分のために仏法 
身心を仏法に放下しつれば、くるしく愁ふれども、 を学ぶことがないのである。ただただ道のために仏道を学ばなくて 
仏法にしたがつて行じゆくなり。乞食をせば人是レを はならない。 

がるしと i 心はんずるなんど、^<ノごとク思ふほどに、 すでに身心を仏法の中になげすてた上は、苦しくつらいことがあ 
R ; にも仏法に入り得ざるなり。世情の見をすべて忘レ っても、仏法にしたがって修行してゆくのである。托鉢をしたら人 
て、ただ道理に任セて学道すべきなり。我ガ身の器量 がみっともないと思うだろうなどと、こんな考えを持っているから、 
をかへりみ、仏法にもかなふまじきなんど思フも、我 どうしても仏法に入ることができないのである。世間的な分別です 
執をもてる故なり。人目をかへりみ、人情をはばかる、る考えをすべて忘れて、ただ道理にしたがって学道すべきである。 
即チ我執の本なり〇ただすべからく仏法を学すべし、 自分の力量を考えてみて、とても仏法にもかなうまいなどと思うの 
世情に随ふ事なかれ。 も、我執があるからである。人からどう見られるかを気にし、世間 

の入の批判に遠慮するのは、とりもなおさず我執のもとである。た 
だ必ず仏法を学ぶべきである。世間的な分別にしたがってはならな 
注 ぃ。 

I 非常に多くの経論。 

一 I 悪魔のすむ世界。「魔に四種あり、一に煩悩魔、二に 
艽衆魔(色、受、想、行、識による迷い)、三に死魔、 

四に天子魔(世間の楽に執着し、所得ありとおもって邪 
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見をおこし、一切賢聖の涅槃の道法を憎み嫉む)。」「魔 
は是れ天竺の語、秦(中国)には能奪命者といふ。ただ 
死魔のみ実によく奪命す。余はまたよく奪命の因縁をな 
しまた智慧の命を奪ふ。是の故に殺者と名づく」(正法 
眼蔵発菩提心巻)。 

111 自己を捨てないと、それはわたくしの身心で、仏法の 
身心にならないから。 

四つらく思う。 

五ここは「わろし」と同じ意。みっともない。 

六「んずる」は r ん、と、する」の.つまった形。 

七世間的な莕惡による情量分別。 

十一 #問うて云く、叢林の勤^の行 
履と 云ふは 

一日羿問ゥテ云ク、「叢林の勤学の行脱と云フは如 ある日、わたし(懐弊)がおたずねした。 

11。」 修行の道場で、骨身おしまず仏道を学ぶ行ないとは、どのような 
示二云ク、只 W 打坐なり。あるィは閣上、あるィハ ことでございますか。 

楼下にして常坐をいとなむ。人に交ハり物語をせず、 禅師が教えて言われた。 

贤各のごとく呢纪のごとくにして常に独坐を好むな り。 ひたすら坐禅することである。あるいは閣上あるいは楼下におい 

て、常に坐禅をするのである。人といっしょにいておしゃべりをせ 
ず、つんぼのように、おしのようになって、常にひとり坐禅を捨て 
ないのである。 

一閣は二階立ての建物、楼は何層にもなったたかどの。 
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み-: Rs 姐物の適当な所をえらんで坐禅すること 0 「雲堂 
公界の來禅のほか、あるひは閣上、あるひは prMX を もと 
めて、独子ゆきて穏便のところに坐禅す。」(正法眼蔵行 
持巻下、天童如浄禅師の草)。 

一一’某中，未住院 ょりこの かた、郷人 とものがたりせず、 

光陰をしきにょりてなり。」(同行持巻下、天童如浄禅師 
の章)。 

校訂 

1原本、座。 

2原本、瘂者。 

十二泉大道の云く 

ある日、修行僧があつまって法を聞いていた時、教えて言われた Q 
大道谷泉が、「風に向かって坐り、日に向かって眠る。このわた 
しの日常は、時の人が錦の着物を着かざったのにもまさる0」と言 

っている。 

この言葉は、古人の言葉ではあるが、少し疑いがある。時の人と 
いうのは世間で利を貪っている人を言うのか。もし、そうなら、そ 
んな人を相手とすることは実に低級である。言うにも足りない。も 
し仏道を学ぶ人を言うのか。それならばどうして錦を着ると言うこ 
とがあろうか。こうしたことを言う気持を察するに、やはり、衣服 
を重視する気持があるのではないかと思われる。さとりを得た人は 


一日参ノ次に示二云ク、泉大道の云ク、「風に向ッ 
て坐し、日に向ッて眠る。時の A ? か11«るに まされ 
り0」卜。 

このことば、古人の語なれどもすこし疑ひ有り。時 
の人と云フは、世間食利の人を云フか。若シ然ラば、 
敵対尤もくだれり。何ぞ云フにたらん。若シ学道の A 
を云フか。然ラば何ぞ錦?^ると云ハん。この心をさ 
ぐるに、なほ被を重くする心有リやと聞ゆ。人はし 
からず。金玉と瓦練とひとしくす。 fu する事なし。故 
に釈迦如来、«ヤ女が乳の黻を得ても食し\||釕を得 
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注 


ても食す。何も(ひ)としくす。 こんなではない。金玉と、瓦や石ころとを等しく見る。執着する事 
法に軽重なし。情愛二浅深あり。今の世に金玉を重 がない。だから釈迦如来は、牛飼い女のさしあげた乳の粥も召しあ 
しとて人の与フれども取ラず、木石をば軽しとて是レ がり、馬の飼いばにする麦の供養を受けても召しあがった。いずれ 
を愛するも有り。思フべし、金玉も本来土中より得た も差別なく見られた。 

り、木石も大地より得たり。何ぞ一つをば重しとて取 仏法においては物に軽重はない。ただ人間の分別判断と、好きき 
ラず、ーッをば軽しとて愛せん。こノ心を案ずるに、 らいに深い浅いがある。今の世に、金玉は貴重なものとして人が与 
重キを得て執すべき心有らんか。軽キを得て愛する えても受け取らず、木石は軽いものとして喜んでだいじにする者も 
心有らば、とがひとしかるべし。是れ学人の用心すベ ある。しかし考えてもみよ、金玉も本来土の中から得たものである、 
き事なり。 木石も大地から得たものである。なんで一方を重いとして取らず、 

一方を軽いとして愛することがあろうか。この気持を察するに、貴 
重なものを持つと執着する気持があるのではなかろうか。軽小なも 
のでも、手に入れて愛着する心があるなら、罪は同じであろう。こ 

南—麗実馨泉。汾馨昭の法嗣。 れは仏道を学ぶ人が、レすベ—る。 

一一相手として張り合う。 

111 さとりを 得た人0 

四釈尊は六年苦行の後、尼連禅河に浴し、ブッダガャに 
行く途中、ゥルビーラ村長の娘スジャタのたてまつった 
乳粥を受けた。 

五八三ぺージ注四一參照。 

六「経(維摩経)に日く、若しよく食において等なれ ば、 

諸法もまた等なり」(赴粥飯法〕。 

七分別判断と好ききらいの執着。 
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十三先師全和尚入宋せんとせし時 

示一一云ク、先師全和尚入宋せんとせし時，本師△叙 教えて言われた。 

山の明融阿闍梨、重病に沈み、すでに死なんとす。 なくなった師匠の明全和尚が宋に渡ろうとされた時、その育ての 
そノ時この師云ク、「我レ既に老病に沈み' 死去せ 師匠である比叙山の明融阿闇梨が大病にかかり、危篤におちいって 
ん とする 事近キに あり。 汝一人老病をたすけて、冥 おられた。 

路を とぶら ふべし。今度の入唐暫く止ッて、死去の後 その時、明融阿闍梨が、「わたしはもう老病で、息を引き取るの 
そノ本意をとげらるべし。」卜。 もまもないことである。お前一人にだけは、どうかこの老病をみと 
時に先師、弟子及ビ同朋等をあつめて商議して云 ク、り、 死出の旅路を見送ってもらいたい。今度の入宋はしばらく中止 
「我レ幼少の時双親の家を出でて後、こノ師の M 育を して、わたしが死んでから、入宋の望みを果たしてもらいたい。」 
蒙ッて今成長せり。世間養育の恩尤も重し。また^3 と言われた。 

世ノ法門の事、大小権実ノ教文、囚果をわきまへ是非 その時明全和尚は、自分の弟子や、兄弟弟子たちを集めて相談し 
を知ッて、等輩にもこえ、名? f を^たる事も、また仏 て言われた。 

•& の道理を知ッて、今入宋求法の志をおこすまでも、 「わたしは幼少の時、両親の家を出て以来、この師匠に育てられ、 
彼の恩にあらずと云フ事無し。然るに今年すでに筋老 おかげで今これまでに成長した。世間的にいっても育ての恩は特に 
して、重病の床に臥し給へり。余命存じがたし 0 r 後会 重い。また出家者の立場からいっても、生滅の世間を出離する仏の 
P すべきにあらず。 ょッて あながちに是レ をと どむ。 教えの事や、大乗•小乗、権教.実教などの教えの文言を習い、因 
彼の命もそむき難し。今身命を顧ミず入宋求法するも、果の理を心得、是非の区別をわきまえ、同輩にもすぐれ、名誉を得 
菩薩の大悲利生のためなり。彼の命をそむき、宋土に た事も、 また 仏法の道理をわきまえて、今こうして宋に渡って法を 
ゆかん道理如何り各々存知をのべらるべし。」 求めょうという 志をおこすに至るまでも、 一つと してこの師匠の御 
時に人々皆云ク、「今年の入宋止るべし。老病□に 恩でないものはない。しかるに師匠は今年、全く老い衰え、重病の 
窮れり、死去定なり。今年ばか P 止 ッて 、明年の入唐 床に臥しておられる。余命があるとは考えられない。今別れては二 
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尤モ然ルべシ。彼の命をもそむかず、重恩をも忘れず、度とお目にはかかれまい。だから師匠も、無理にもわたしをひきと 
今一年半年の入唐ノ遅々、何のさまたげか有ラん。師 めようとなさる。師匠の仰せにそむくこともできない。がまた、今 
弟の本意も相違せず、入宋の本意も如意なるべし。」 こうして身命をかえりみず宋に渡って法を求めるのも、菩薩の大き 
時に我れ、末臘にて云ク、「仏法の悟り、今はさて な慈悲からであり、衆生のためになろうとしてである。師匠の仰せ 
冇りなんとおぼしめさるる義ならば、御とどまり然る にそむいて宋国に出かける道理はどうであるか。めいめい思うとこ 
べし。」 , ろを述べられよ0」 

先師の云ク、一「然 〆 なり。仏法修行のみち、是レほ その時、人々はみな言った。「今年の入宋は御中止なさるように。 
どに てさても 有りなんと存ず。始終是 ノごとク ならば、老病もここまで来ては、先が見えております。今年だけこの国にと 
さりとも 出 離、などかと存ず〇 」 どまって、来年になって入宋なさるのがいちばんよろしいで しょう 0 
我レ云く、「その義ならば御とどまり有るべし0 J 師匠の仰せにもそむかず、重恩も忘れないことになります。あと 一 
時に先師、皆の議をはりて云ク、「各々の議定、皆 年や半年入宋がおくれても、何のさわりがありましょう。師弟の情 
とどまるべき道理なり。我が所存は然らず。今度止り 誼にももとらず、入宋の望みもかなうわけです。」 

たりとも、決定死ぬべき人ならば、其レによりて命の その時、わたしは末席にあって言った。「仏法の悟りが、もうこ 
ぶべからず。また、我レとどまりて看病外護せんによ のままでよいのだとお思いでしたら、おとどまりなさるのがよろし 
りて、苦痛もやむべからず。また最後に我があつかひ ゅうございましょう0」 

勧めんによりて決定生死を離ルべキ道理にもなし。た 明全和尚が言われた。「そうである。仏法修行の道は、ここまで 
だ一旦命に随ひたるうれしさばかりか。是レによりて くれば、このままでもよかろうと思う。一生このようにして修行し 
出離#道のために一切無用なり。誤ッて求法の志を てゆけば、迷いを離れることも、よもやできないことはあるまいと 
〈障〉へて、罪業の因縁となるべし。然ルに、若シ入 思う。」 

0-求法の志を遂ゲて、一分の悟リをもひらきたらば、 わたしは言った。「そういうことでございましたら、おとどまり 
一人有漏の迷情にこそたがふとも、多人得道の縁とな なさいませ0」 

るべし。功徳若シ勝れば、また師の恩報じつべし。た かくて明全和尚は、皆の論じ終わるのを待って言われた。 

とひまた渡海の間に死一一て本意をとげずとも、求法の 「ごめいめいの評議では、いずれも行かない道理と承りました。し 
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志をもて死せば、玄奘三蔵のあとをも思ふべし。一人 かし、わたしの考えはちがう。このたび行くのをやめても、どの道 
のためにうしなひやすき時を空シくすぐさん事、仏意 死ぬにきまつた人ならば、それによつて命がのびるわけでもない。 
にかなふべからず。よッて今度の入唐、一向に思ひき また、わたしがとどまつて看痫して、ごめんどうを見たからといつ 
りをはりぬ。」とて、終に入宋しき。 て、苦痛がなくなるはずもない。また、臨終にわたしがお世話をし 
先師にとりて H ハ実の道心と存ぜし事、是等の心なり。て、冥路のさわりのないようにとお勧めしたところで、それで必ず 
然れば、今の学人も、あるィは父母のため、あるィは 生死輪廻の苦が離れられるという道理でもない。ただ師匠としては、 
獅匠のために、無益の事を行じて、徒ラに時を失ひ、 一応、自分の V つことをきいてくれたといつて喜ぶまでのことでは 
勝れたる道を指おきて、光陰をすぐす事なかれ。 なかろうか。こういうわけで、今、入宋を思いとどまるのは、迷い 
時に羿公云ク、真実求法のためには、有漏の父母師 を離れ道を得るためには一切無用である。そんなことをすれば、師 
僧の障縁をすつべき道理、然るべし。但し、父母恩愛 匠としてはまちがつて弟子の求法の志をさまたげ、罪業の因緑とな 
等のかたをば一向に捨離すとも、また菩薩の行を存ぜ るであろう。反対に、もしわたしが入宋求法の志を遂げ、わたしな 
ん時、自利をさしおきて、利他をさきとすべきか。然 りの悟りをも開いたならば、師匠一人の煩悩による迷いの情にはそ 
ルに老病にしてまた他人のたすくべきもなく、我レー むいても、多くの人が道を得る縁となるであろう。もしその功徳が 
人その人にあたりたるを、自ラの修行を思ッて彼をた すぐれていたら、これによつてもまた師匠に恩返しができるであろ 
すけずは、菩薩の行にそむくか。また大士の善行を嫌 う。よしんばまた、海を渡る間に死んで、入宋求法の望みが遂げら 
フべカラず。縁に対し事に随ツて、仏法を存ズべきか。れなかつたとしても、(求法の志をいだいて死ぬのであるから、仏 
若シ是レらの道理によらば、またゆいてたすくべきか、家のほとりに生じ、来生にまた志を遂げることもできよう〇)玄弈 
如何。 三蔵のあの雄大な旅行のあとも考えてみるがよい。一人の人のため 
示二云ク、利他の行も自行の道も、劣なるをすてて、に、とりにがしやすい時をむだに過ごすことは、仏の心にかなうは 
すぐれたるを取るは大士 A 善行なり。老瘀をたすけん ずがない。これによつて、今度の入宋のことはきつぱり決 fi がつき 
とて水菽の孝を至すは、今生暫時の妄愛迷情の悦びば ましたぞ。」こう言つて、ついに入宋された。 

かりなり。 背きて無為の 道を 学せんは、 たと ひ遗恨は わたしが、 なき 師、明全和尚について、真実道心とお見受けした. 
ありと も、出世の縁となるべし。是 レを 思へ、是 レを のは、 こうした お気持である。だから、今の 仏道を 学ぶ人も、ある 
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思へ ( 


注 


I 道元禅肺が先師と言われるのは、如浄禅師とこの明全 
師のみである。 

11仏樹坊明全(二八三—三一宝)。姓は蘇我氏、伊賀の人。 
横川首楞厳院の僧。椹井房明融阿閣梨の弟子であったが、 
迪仁寺栄西禅師に参じてその上足となる。「弁道話」に 
「ちなみに建仁の全公を みる、 あひしたがふ霜華すみや 
かに九廻をへたり。いささか臨済の家風をきく。全公は 
祖師西和尚の上足として、ひとり無上の仏法を正伝せり、 
あへて余輩のならぶべきにあらず。」とあり、逍元禅師は 
明全を師として九年を経たことがわかる。明全は貞応二 
年(三一一三)、この段に見られる事情の中で道元禅師とと 
もに入宋し、天童山景徳寺に入り、無際了派、ひきつづ 
き長翁如浄禅師のもとに修行したが、宝慶元年(三二五) 
五月二十五日、天童山了然寮において四十二歳で入寂し 
た。入宋前、後高倉太上皇に菩薩戒をお授けしたことも 
ある。 

三元来は釈迦牟尼仏を言ぅが、また得度の後、僧として 
必要な作法•知識•学問などを授けてくれる師匠をもい 
う。「舎利相伝記」(道元禅師が、宋から明全師の遗骨か 
ら得た舎利を持ち帰られた事情を記した書) によると、 

明全は「八歳にして親をはなれ、叙山にのぼりてすむ、 


いは父母のため、あるいは師匠のために、益のない ことを して、む 
だに時を失い、何にもすぐれた仏道をさしおいて、時日を過ごして 
はならない。 

その時、わたし(懐弊)は言った。 

真実法を求めるためには、迷いの世界にある父母•師僧について 
の絆を捨てるべき道理は、まことにその通りでございましょう。た 
だ、父母の恩愛の情については全く捨て去るにいたしましても、ま 
た菩薩の慈悲の行を思いますと、自利をさしおいて利他を先とすべ 
きではございますまいか。それだのに、老病でほかに看购のし手も 
なく、自分ひとりが着^すべき人であるのに、自分の修行の ことを 
考えて、濒死の病人の世話をしないのは、菩薩の行にそむくのでは 
ございますまいか。また、菩薩は善行に差別をしないものでござい 
ます。縁につれ、事にしたがって、その時々に仏法を考えるべきで 
もございましょうか。もし、こうした道理によれば、また行って沿 
病すべきでございましょうか、いかがでございましょう。 

道元禅師が教えて言われた。 

他のためにする行も、自分の修行の道も、劣った方をすてて-.す 
ぐれた方をとるのが菩薩の善行である。親の老病をたすけようと、 
貧しい食事の世話などをするのは、生きているこの世でのわずかな 
間、迷った心で喜ぶにすぎない。それにそむいて、無為の仏.逍を学 
んだら、たとえ死に目に会えない恨みは残っても、長く迷いを離れ 
る縁となるであろう。これを よく 考えよ、 よく 考えよ。 
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十六にして僧となり、(具足戒を受けたこと)学海をわ 
たり ゆく」 とあるから、その幼時から明融阿閱梨に育て 
られたことがわかる。 

四ぎ^^^の音訳語。軌範、正行と訳す。弟子の行為を 
正し、他の軌範となるべき高僧の敬称。わが国では、天 
台、真言の高徳の僧が朝廷から補せられる僧職の名。 
五叨融阿閣梨。 

六外国人の ことを 長く唐人と称したように、平安時代以 
来、中国に行く ことを 一般に入唐と言ったのであろう。 

七相談。話し合い。商は商量の商。はかる。 

八前記「舎利相伝記」によれば、八歳の時からである。 
九天地が万物をおおい育てる意から、父母の恩沢をいう。 
S 流転の世間を出離すること。 

11老いをきわめ、天寿をおわらんとしている。 

111こののち会うこと。 

jlll bodhlva の音訳略語。覚有情、大士等と訳す。仏 
果を成ぜんがために四弘誓願を発し、六度の行を修して 
上求菩提下化衆生する人をいう。出家、在家を問わず、 
仏道を行ずる人をやう。 

一四たしかなこと。「定おこしおるまいか」(狂 一一一ー ロ記柿山 

伏 )0 

I 五 思い どおりになる。 

|六僧の順位は、出家以後安居の数の多少によって定まる。 
この時道元禅師は法臈が若く、末席にあったことをい 
30 

一七 このままでよかろう。 
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一八「しかあるなり」の音便であろう。 

I 九戒法を保ち、身口意の非を護るのを内護というに 対し、 
親族や檀那が衣服•飲食を供養するのを外護という 。こ 
こは生活のめんどうを見ること。 

110漏は煩悩の異名。煩悩具足の迷いのこころ。 

一二 唐 大慈恩寺の玄姅三蔵 (六 8—六六四)。洛州餱氏県の人。 
姓は 陳 氏。十二歳の時出家し、太宗の貞観三年(六一一九)、 
二十九歳の時単身ィンドに渡り、ナーランダ寺のシーラ 
バドラ(戒賢論師)について唯識の教えを受け、留まる 
こと十年、 サンスクリット 経典六百5:-十七部を携えて貞 
観 十九年 (六堊) 京師に帰り、以後その翻訳に従う。後 
秦の鳩摩羅什訳を旧訳と言うに対して新訳と称する。 三 
蔵は、経•律•論の三蔵に通達した高僧の意で、敬称。 
ただし玄姅三蔵は志を遂げたのであるから、「求法の 志 
を以て死せば」の次に「結縁な り」などという 言葉が あ 
ったのでは なかろう か。 

1111 決意を固めた。 

11111 道：兀禅師と同行した。 

11四「伝光録」の記事と合わせ考えると、この時懐姅禅師 
の老母が他に世話す る 人もな く 老病に沈んで なくなった 
らしい。当時興聖寺の制として「一月両度、一出三日」 
であったが、懐姅禅師は母の臨終の時もこの制を守り、 
同門の人の勧めにもかかわらず、ついに寺を出られなか 
った。この段の示教は、老母の死と仏制の間にあって迷 
わざるを得ない懐姅禅師に対する道元禅師の慈誨である。 

11111 おそらく、この母の一人子であったのであろう。 
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I 11六 mahp ' sattva の音訳。磨薩大士と続け、-菩薩の尊称、 

また菩薩をもさす。 

_^.明融阿閣梨のことなら、-入宋をやめて(「と，どまりて」 

助け^のであ—る—が、当面の問題は老母—臨終の場へ/ゆ 

— く」>こ.4 : “ n 

—- JK 寂ば豆類の総称。豆，を食い水を—飲むょうな貧しい暮ら 
しの中で親に孝行すること。「水菽の歓」(礼、檀弓)0 
= P 最後の望みにそむく。 

11101無為は、生滅•因果の営みの全くないところ。すなわ 

ち仏 (さとり) の道。 . 

校訂 ALI ... ハ：：：， • V ッネ. 

1. : 原本、 義。！ 

w ドモ〇 

3 — .原本，、存セン。 

十四世間の人自ら云く 

一日示一一云ク、世間の人、自ラ云ク、「某甲▽師の言 ある日、教えて言われた。 

を聞クに、我が心にかなはず。」卜。 世間の人は自分から、「わたしは、師の教えを聞いても、どうも 
我レ思フに、こノ言非なり。そノ心如何。若シ聖教 わたしの考えと合いません0」と言う。 

等の道理を心得をし、すべてその心に違する、非なり わたしが思うのに、この言葉は間違っている。そう言うその人の 
と思フか。若シ然らば、何ぞ師に問ふ。またひごろの 気持を察してみると、聖教などの道理を自分で理解し、もし、その 
情見をもて云フか。若シ然らば、無始ょり以来の妄念 理解したところと合わないのはすベて間違いだと思うのであろうか" 
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户り もしそうなら、なんで師にたずねるのか。また、平生の自分の分別 
こと3^道の用心と云フは、我ガ心にたがへども、師の 判断に基づいて言うのであろうか 〇 もしそうなら、自分の分別 判断 
言、聖教のことばならば、暫く其レに随ッて、本の などというものは、それこそ無限の過去以来の根拠のな(思(にす 
我見をすてて改め ゆく、 この心、学道の故実なり。 ぎない。 

我れ努年傍輩の中に我見を執シて知識を とぶらひし、 仏道を学ぶ心がけというのは、自分の気持に 合わなくても、 師の 
我ガ心に違スルれば、心得ずと云ッて、我見に相叶フ 言葉、聖教の言葉ならば、一応それにしたがって、 もとからの自分 
を執シて、一生虚シく仏法を会せざりしを見て、知発 の見解をすてて改めてい くこと である。この心が、仏道を学ぶ秘 Ift 
して、学道は然ルべカラずと思ゥて、師の言に [® ッて、である。 

将く道理を得き。そノ後看経の次に、ある経に云ク、 わたしは、修業時代、仲間の中に、自己の見解を固執して、指導 
r 仏法を学せんとおもはば、一'二世の心を相続する事な 者を訪ねても、自分の考えに合わない教えは納得がいかないと言い、 
かれ。」と。知りぬ、先の念を記持せずして、次第に 自分の見解にかなうものだけにとりついて、一生むだに、仏法がっ 
改^'ゆくべきなり。 からずに終わった者があったのを見て、気がついて、仏道を学ぶに 
書に云ク、「忠言は耳にさかふ0」と。我がために忠 はそれではいけないと思って、師の言葉にしたがって、 (ささ か 31 
なるべき言、耳に違するなり。違すれども強て随はば、理をさとった。その後、経を読んでいたおりに、ある経こ、「仏、去 
畢竟じて益あるべきなり。 を学ぼうと思ったら、過去•現在•未来と時間的に移りゆく心を同 

じ ものと してひきついではならない。」 という 言葉があった。 それ 
でわかったのだが、以前の思いをいつまでも覚えていず、順々に新 
注 しくしてゆくのである。 

|思 jfi : 分別の心。 これは ^実のものではない。情見よ、 子^家語に、「忠 Ei は耳にさからう。」と言っている。自分のため 
そのはじまり も 知れない過去からの無明によっておこる。 に真心をつくして言ってくれる言葉は、耳に気持よくはいってこな 
11根拠もなく起る真実でない思い。 いのである。聞いていい気持がしなくても、無理にもしたがうと、 
三！：一の師につき、 あるいは 同一の主君に 仕える友だち。 結局は益があるのである。 

仲間。 
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四知ることによって心が開けること。 

五経文を看読すること。声をあげて読む儀式ではない。 
六過去、現在、未来。 

七覚えている。 

八孔子家語。 

校訂 

1原文、得テ。 


十五人の心元より善悪なし 

ある 日、いろいろの話の おりに 言われた。 

人の心は もともと 善悪はない。善悪は縁にしたがっておこるので 
ある。かりに、人が菩提心をおこして山林に入る時は、山林の住ま 
いはいい、人の世はよくないと思われる。また反対に、気がくじけ 
て山林を出る時は、山林はよくないと思われる。これがとりもなお 
さず、心には一定の形があるわけではなく、縁にひかれて善くも悪 
くもなることである。だから、善縁にあえば心も善くなり、悪縁に 
近づけば心も悪くなるのである。自分の心が元来悪いのだと思って 
はならない。ただ善縁にしたがうべきなのである。 

また 言われた。 

人の、レは、どこまでも、入の言葉にょって左右されるものだと思 

30 


一日 Ml 11のが「に云ク、人の心容り善悪なし。善悪 

けりやぅ ほつしん せんりん 

ハ縁に随ッておこる。仮令、人発心して山林に入る時 
は、術 t 豕はよし、 A - 間はわるしと党ユ。また退心して 
山林を M る時は、山林はわるしと党ゆ。是レ即ち決定 
して心に定相なくして、縁にひかれてともかくもなる 
なり。故に善縁にあへばよくなり、惡縁に近づけばわ 
るくなるなり。我が心本よりわるしと思ふことなかれ。 
ただ善縁に随ふべきなり。 

また云ク、人ノ心は決定人の® 口に随ふと存ず。 

-^ ii に云ク、「麟へば愚人の手に摩尼を以てるがご 
とし〇是レを見て、『汝下劣なり、自ラ手に物をもて 
り。』と云フを翊ィて思はく、『珠は惜しし、名聞は有 
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り。我レは下劣ならじ。』と思ふ。思ひわづらひて、 
なほ名聞に引力れて、人の言について珠をおいて、後 
に下人に取らしめんと思ふほどに珠を失フ。」と云フ。 

人の心は是ノ ごと シ。一定此ノ事我がためによし 
と思へども、人の語につく事あり。されば、何に本よ 
り あしき 心なりとも、善知識にしたがひ、良キ人ノ久 
シク語ルを聞ケば、自然に心もよくなるなり。悪人に 
ちかづけば、我が心にわるしと思へども、人の心に暫 
く随ふほどに、やがて真実にわるくなるなり。 

また、人の心、決定してものをこの人にとらせ じと 
思へども、あながちにしひて切に重ねて云へば、にく 
しと思ひながら与フルなり。決定して与へんと思へど 
も、便宜あしくて時すぎぬれば、さてやむ事も有り。 

然らば、学人道心なくとも、良キ人に近づき、善縁 
にあふて、同じ事をいくたびも聞き見ルべきなり。こ 
ノ言一度聞き見れば、今は見聞かずともと思フ事なか 
れ。道心一度発したる人も、同じ事なれども、聞くた 
びにみがかれて、いよいよよきなり。况ンや無道心の 
人も、一度二度こそつれなくとも、度々重なれば、 I 務 
の中を行く人の、いつぬるるとおぼえざれども、自然 
に耻る心もおこり、真の道心も起るなり。 

故に、知りたる上にも聖教をまたまた見るべし、聞 
くべ し。師の言も、聞キたる上にも聞きたる上にも重 


大智度論に、「たとえばおろかな人が手に宝珠を持っているよう 
なものである。ほかの人がこれを見て、『お前は下劣なやつだ。自 
分で手に物を持っているではないか』と言うのを聞いて考える。珠 
は惜しいが、世間ていもある、自分は下劣な人間になりたくはない 
と思う。思いなやんだあげく、やはり世間ていにひかれて、人の言 
葉に随って珠を下に置き、あとで召し使いに拾わせようと思ってい 
るうちに、珠を失って しまう」 という話がある。 

人の心はこのようなものである。このことは間違いなく自分のた 
めによいことだと思っていても、人の批評が気になって、それにひ 
かれる事がある。だから、どんなにもともと悪い心でも、立派な指 
導者にしたがい、立派な人が長い間にわたって説く事を聞いている 
と、自然に自分の心もよくなるのである。悪人に近づいていると、 
自分の気持でも初めは悪いと思っていても、一応その人の気持にし 
たがっているうちに、そのままほんとうに悪くなるのである。 

また人の心は、物を、この人には絶対にやるまいと思っていても、 
むりやりにどうしてもと何回も何回も言われると、いやなやつ だと 
思いながらもやってしまうものである。また、必ずあの人にあげよ 
うと思っていても、機会がなくて時がたってしまうと、あげないで 
しまうこともある。 

だから、仏道を学ぶ人は、たとい道心がなくても、立派な人に近 
づき、善縁にあって、同じことを幾度も聞いたり見たりすべきであ 
る。このことは一度聞いたし、見もしたから、もう見ないでも聞か 
ないでもいいと思ってはならない。一度道心をおこした人も、同じ 
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ネ重ネ聞くべし o " 撕〈ょ〉深むがろ〉有るなり。道のために ことであっても、聞くたびにみがきがかかって、ますますょいので 
さはり となりぬべき事をば、 K ねて是レに^^くべか ある。まして無道心の人も、一度二度聞いているうちは心をひかれ 
らず 0 r 一 1にはくるしくわびしくとも近づきて、行道 ることがなくても、たびたび重ねて聞いていると、霧の中を歩く人 
すべきなり。 が、いつ11れたとも気がつかないうちに着物がしめるょうに、おの 

ずから、自分の無道心を恥ずかしく思う心もおこり、ほんとうの道 
心 もおこる ので ある。 

だから、知っている上にも、教えの書物を重ね重ね見なさい、聞 
きなさい。師の言葉も、聞いた上にもそのまた上にも、重ね重ねて 
聞きなさい。ますます深い内容があるのである。仏道のために障害 
となりそう なことには、前もって近づいてはならない。善友には苦 
しくつらくても近づいて、仏道を行ずべきである。 


八そのまま。 

九「つれなし」は相手にしない。無関心なこと。 

J 0 嘏队替策の語。「善者に親近すれば霧露の中に行くが 
ごとし。衣を湿さずといへども、時々に潤あり。」 

二前もって。 

| |一 kalyp '- samitra . 我れにしたがって、善行をおこす者。 

校訂 

1原文、言。次の「事二」と、混乱したのではないか。 
2原文、人ノ事二語二。「事二」を余分と見て省いた。 


注 

一人のすむ所。世の中。 

土大智度論。百卷。ィンドの fuf 樹菩薩の著。羅什三蔵訳。 
大品般若経の注釈書。 

一|一 mani の音訳語。珠の総名。また宝、如意とも訳す。 

四自分で物を持つことは下賤のしわざだと非難した。 

生すべてにわたってすぐれた人。理想的な入。 

六道理にたがってまでも。 

七 「ビンギ」(日葡辞書)0 
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十六大恵禅師ある時 

示二云ク、恵禅師、ある時尻に腿物を出す。 教えて言われた。 

医師是 レを 見て、「大事の物な り。」 と云フ。 大恵禅師が、ある時、尻にはれ物をでかした。 

恵云ク、「大事の物ならば死すべしや。」 医者がこれを見て、「悪性のものです0」と言った。 

医云ク、「ほとんどあやふかるべし。」 大恵が言った。「悪性というと死ぬかもしれませんか0」 

恵云ク、「若シ死ぬベくは弥坐禅すべし。」と云ッ 医者が言った。「かなり危険です。」 

て、なほ強盛に坐したりしかば、かの M 物うみつぶれ 大恵は、「死ぬかもしれないのなら、ますます坐禅を しよう 0 」と. 
て、別の事なかりき。 言って、いっそう、猛烈に坐禅したので、そのはれ物はうみつぶれ 
古人の心是ノごとシ。病を受ヶては弥坐禅せしな て、何事もなくすんでしまった。 

り。今の人の病なからん、坐禅ゆるくすべからず。 古人の気持はこの通りである。病気になったらますます坐禅した 
病は心に随ッて転ずるかと党ユ。世間にしやくりす のである。今の人で病気のない者が、坐禅を手ぬるくしてはならな 
る人、虚言をもし、わびつべき事をも云ひつけつれば、い。 

其れをわびしき事に思ひ、心に入れて、陳ぜんとする 病気というものは、気の持ちようで変わるかと思われる。世間で 
ほどに、忘ッてその病止るなり。我レも当時入宋の時、 も、 しゃっくりをしている人に、うそを言って、 よほど へこたれる 
船中にして痢病をせしに、悪風出来ッて船中さわぎし ような ことを言って やる と、それをつらい事に思い、本気になって 
時、病忘レて止まりぬ。 言い訳をしようとするのにまぎれて、 しやっ くり もとまっ てし まう。* 
是レを以つて思ふに、学道勤学して他事を忘れば、 わたしも以前、宋に渡る時、船の中で下痢をわずらったが、暴風が 
病もおこる まじき かと觉ユるなり。 おこって船 じゅう 大さわぎした時、病気は忘れて、そのままなおっ 

てしまった。 

i これによって考えると、力をつくして仏道を学び、ほかのことを' 

忘れてしまうと、病気もおこらないのではないかと思われる。 
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一大恵禅師(大慧禅師)の号を贈られた入は二人ある。 

一ほ南岳懐譲禅師(六^|甚1六祖大鑑慧能の法嗣)、 
r は宋の径山の大慧宗杲(一〇八九—一一六〇である。この条、 
天文本記にも引かれてあり、「大唐ノ祖師大恵禅帥」 
とある。二四七べージ十八段の大慧禅師の話が、「大慧 
語録」に見えるので、ここも大慧宗杲であろう。 

一1 勢い強く盛んに。易林本節用集「か」の部に「強盛」 

とあり。 

111普通と違ったこと。かわった事。「汝、別の事なかり 
けるうれしさよ」(盛衰記)0 

四 力をおとすようなこと。「わぶ」は元来、つらい事、 
悲しいことに会って力を落とすこと。あやまる意味の 
「わぶ」も、相手に迷惑をかけたことに対して、自ら力 
を落としていることを表明するのが原義である。 

五 つらい事、悲しい事に出会うとがっかりして力を落と 
す。その状態が「わびし」である。 

六 申し開きをしようと。 

七道 元禅師は貞応一一年 ail ) 二月二十一日京都を発し 
て瀬戸内海を航し、三月中旬博多に着き、その下旬、商 
:船に便乗して宋に向かった。 

十七 俗の野諺に云く 

示-|云ク、俗«_&1|に云ク、「啞せず聾せざれば家 
公とならず。」卜。云フ心は、人の毀謗をきかず、人 


教えて言われた。 

世俗のことわざに、「おしになり、つんぼにならなければ、 


率 
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正法眼蔵随間記六 


の不可を云はざればょく我が事を成ずるなり。是ノご 
とクな る人を、家の大人とす。 

是レ即チ俗^^1|^りと云へども、取って衲僧 
の行履としつべし。他のそしりにあはず、他のうらみ 
にあはず、いかでか我が道を行ぜん。徹得困の者、是 
レを得べし。 


注 


一世俗の間に行なわれることわざ。 

一一一家のあるじ。 ： 

一-一力のありったけをつくすこと。 r 大僞陛党の次、僧有 
り、出でて云く、請ふ、和尚衆のために説法せんことを。 
師云く、我れ傾がために徹困なることを得たり。僧、作 
礼す。」(正法眼蒇三百則上巻)。 


のあるじにはなれない0」と言っている。 

この意味は、人が自分をそしっても耳にも入れず、その代わり自 
分も人の惡いところを言い立てなくなれば、自分の思うところをな 
しとげることができるというのである。こういう人を一家の大人と 
するのである。 

これはただ世俗の人が言う身近なことわざであるが、とり用いて 
禅僧の行ないとしてもよい。ひとからそしりも受けず、また恨みも 
受けないような生き方をしていて、どうして自分の道を行なってい 
けようか。力のありったけを出しつくした者のみが、はじめて自分 
の道を貫ぬくことができるのである。 


十八大恵禅師の云， 


示一一云ク、大恵禅師の云ク、「学道はすべからく人 
の千万貫銭を r へらんが、一文をももたざらん時、せ 
めら(れ)ん時の心のごとくすべし。若しこの心有 
らば、道を得ル事易し。」と云へり。 
f 銘一一云ク、「謹かたき事なし、三1 r を繼ふ。」 


教えて言われた。 

大恵禅師が、「仏道を学ぶには、千万貫の借金を背負った人が、 
一文の銭もない時に、返債を迫られた時の気持になってせょ。もし、 
こぅした 気持があれば、道を得ることはたやすい。」と言われた。 
三祖大師の『信心銘』には、「無上の大道はむずかしいことはな 
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卜。揀択の心を放下しつれば、直下に承当するなり。 い。ただえりきらいする心がいけない。」と言っている。すなわち、 
揀択ノ心を放下すと云フは、我を離るるなり。所謂我 是をとり、非をすて、善をとり惡をきらうという差別の、：： b をやめ I 
ガ身仏道をならんために仏法を学する事なかれ。ただ ば、ただちに真実をそのままに受け取ることができるのである。え 
仏沒のために rJA ^ を行じゆくなり。たとひ千経万論を りきらいする心をやめるというのは、自分を離れることである。つ 
学し得、坐禅〈床〉をやぶるとも、こノ心無くは、仏 まり、自分の身で仏道を成就するために仏法を学んではならない。 
祖の道を学し得べカラず。ただ^ t ベからく身心を仏法 ただ、仏法のために仏法を行じてゆくのである。たとい千万の経論 
の中に放下して、他に随うて旧見なければ、即ち直下を学びとり、床が抜けるほど坐禅しても、この気持がなければ、厶 
に 7 f 当するなり。 祖の道を学びとることはできない。ただぜひとも仏法の中に身心を 

なげすて、師の言葉にしたがって、以前からの見解を持たなければ、 
直ちに真実が受け取れるのである。 

注 

|「おふ」は負侦があること。その已然形から、完了の 
助動詞「り」の未然形に続いた形。「ヒャクメヲオゥ」 

(日葡辞書)。 

11三袓鑑智僧璨 (—— 六20の若。六二四字の小詩篇で 
あるが、仏法の I ? t ハ伽を逍憾なく表现し たものとして、 禅 
門で広く愛誦された。その冒頭の句が「譜1«避 
揀択」である。 

三 「若し人、永平に作麼生か唯嫌揀択底の逍理と問はば、 

ただ他に向かって道はん、金翅辦 slitiilli あらざれば 
食せず、補処の菩薩は兜^にあらざれば生ぜず。」(永平 
広録卷七)。 

四真実をその通りにうけとること。「此の身心を以て直 
に仏を証す、是れ承当なり」(学道用心集)。 
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正法眼藏随卩 1] 記六 


五坐禅する設けの場所。僧党内は長速床。また、個人で 

もくし J : うじよう L よ5 

は木床、繩床の上にも幽する。 


十九春秋に云ノ 


示二云ク、春秋に云く、「石の堅き、是レをわれど 
もその堅きヲ楚フベからず。丹のあかき、是レをわれ 
どもそノ あかき事を奪フベからず0 J 卜。 

玄沙因に僧問フ、「如何ナルカ是レ堅固法身。」沙云 
ク、「膿滴々地。」卜。けだし同じ心なるべきか。 


一この春秋は、『呂氏春秋』。二十六巻、秦の呂不鞏が寶 
客を集めて撰した。道、儒、兵、^、刑名の諸家の説お 
ょび春秋、戦国時代の時事にも及ぶ。なお道元禅師は、 
宋から『呂氏春秋』を持ち帰られ たと 伝える。 

一一「石は破るべきなり、而も骼を奪ふべからず。丹は磨 
くべきなり。而も赤を藜ふべからず。」(呂氏春秋卷第十 
二、清廉)。 

111 朱砂、辰砂等の赤色の鉱物。あか色の絵の具を作る。 
四玄沙志備(八三五—九〇八)。雪峰義存の法嗣。俗姓は謝氏。 
福州閩 M の人。この話は、大慧の正法眼蒇卷一に出る。 

五何ものにも破壊されることのない與実の木体。 


教えて言われた。 

『春秋』に言っている。「石の^い性質は、たとえそれを割ってみ 
ても堅さにかわりはない。丹土のあかい性質は、それをほぐしても 
かわるものではない。」 

玄沙の志備和尚が、服薬を誤って、からだじゅう赤くただれたこ 
とがあった。その時、ある僧がたずねた。 

「堅固法身とはどのょうなものでございますか。」 

志備和尚が答えた。「薬にあたってただれると、からだじゅうう 
みがポタポタたれる、これが堅固法身の姿である。」 

おそらく同じ意味であろう。 
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校訂 

1この一段は、慶安本、流布本ともになく、長円寺本に 
のみ存する。「けだし同じ心なるべきか」は、後人の書 
き入れではあるまいか。 

二十古人云く知因識果の知事に属し 
て 

示二云ク、古人云ク、「知囚識果の知事に属して、 教えて言われた。 

K 門の事すベて管ぜず。」卜。言フ心は、寺院の大小 古人は、「寺院の事務は、因果の理に明らかな役僧にまかせて、 
/事、すべからク管ぜ ず、 ただ 工夫打 坐すべしとなり。いっさいかかわらない0」と言っている。その意味は、寺院の大小 
また云ク、「良田万頃よりも薄 f 分にしたがふるに の事は、知事にまかせて手出しをせず、自分はただ力を つくして 坐 
は如力ず。」 禅せよというのである。 

「施恩は報をのぞまず、人に与へておうて悔ユる事な また、「みのりの多い田を何万町も持っているよりも、わずかな 
かれ。」 芸でも身につけている方がよい。」 

「口を守ル事鼻のごとクすれば、万禍及バず0」と云 「人に恩を施すには、相手の恩返しを期待してはならない。人に与 
へり。 えておいて、あとで、やらなければよかったと思ってはいけない0し 
「行堅き人は自ラ重んぜらる。才高き人は自ラ伏せ 「口を鼻と同じようにして沈黙を守れば、どん』撇“やってこな 
らる。」 い。」と言っている。 

「深ク耕して浅く種ゥる、なほ天災あり。自ラ利して r 行の堅固な人は、しぜんに人から重んぜられる。しかし学才高い 
人を損ずる、3、丑果報なからんや。」 人は、やがて人に追いこされる。」 

学道の人、話頭を見る時、目を近ヅけ力をつくして 「深く耕して浅く植え、人事をつくしてもなお天災を受けることも 
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正法眼蔵随問記六 


能々是レを看ルベシ。 

注 

|因果の道理をよく知っていること。、 、 

二僧院事務を司どる僧の総名。都寺、監寺、副寺、維那、 

姬41、直歳の六知事がぁる。 

三寺院経営の方面。 

四頃は田百畝の称。田の広く多いことをいう。 

五過去の業因によって感得する報い。善にも悪にもいう 
が、 ここは 悪い場合。 

六古人の語や古則公案にかかげられた話。 

校訂 

:原文、必ズ。 

二十一古人の云く百尺の竿頭に更に 
一歩を進むべし 

示 二云ク 、古人の 云ク 、「百尺の竿頭に更二一歩を進 教えて言われた。 

むべし0」卜。この心は、十丈のさをのさきにのぼり 古人は、「百尺の竿の先にあってなお一歩を進めよ0」と言ってい 
て、なほ手足をはなちて即ち身心を放下せんがごとし。る。その意味は、十丈の竿の先にのぼってさらに手足を放して、身. 
是レについて重々の事あり。 心を投げ出すようなものである。 

今ノ世の人、世を撤れ家を！5たるに似れども、 ft ： 履 これについては段階がある。 


ある。まして己れを利して他人をそこなう者に、どうして報いがな 
かろうか。」 

仏道を学ぶ人は、古則公案を読む時は、一層深い意味を見落さな 
、，ように、あらゆる力をふりしぼって、よくよく読み取るべきであ. 
る0 
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をかんがふれば、なほ真の出家にては無きも有り。所 今の世の人は、遁世し出家もしているように見えても、やってい 
謂出家と云フは、先づ吾我名利をはなるべきなり。是 ることを調べてみると、やはりほんとうの出家でない者もある。い 
レをはなれずしては、行道頭燃をはらひ、精進手足を わゆる出家というのは、まず自分とか、名誉とか、利益とかを離れ 
きれども、ただ無理ノ勤苦のみにて、出離にあらざる るべきものである。これらを離れなくては、たとい仏道を行ずるこ 
も有り。大宋国にも離レ難き恩愛をはなれ、捨テ難キ と頭についた火を払うように寸刻を惜しみ、手足を切るほど精進努 
世財をすてて、叢林に交ハり、祖席を〈経〉れども、 力しても、ただすじの通らない苦労をするばかりで、迷いを離れた 
審細にこの故実を知らずして行じゆくによりて、道を ことになっていない者もある〇大宋一!においても、離れがたい父母 
4さとらず、心をも明らめずしていたづらに一期をす 妻子を離れ、捨てがたい世間の財産を捨てて、修行の道場に入り、 
ぐすも有り。 諸方の禅門をたずね歩いても、事こまかにこの秘訣を知らないで修 
そノ故は、人の心のありさま、初めは道心をおこし 行してゆくために、道を得ることもなく、心も明らかにせず、むだ 
て、 僧にもなり知識に随へ ども、 仏とならん事をば思 に一生を過ごす者もある。 

ハずして、身の貴く、我が寺の貴き由を施主檀那にも その理由は、人の心の様子は、はじめは道心をおこして僧にもな 
知られ、* r 類境界にも云ひ聞かせ、何にもして人に り、指導者にもつくのであるが、仏となることを思わないで、自分 
貴がられ、供養ぜられんと思ひ、あまつさへ僧ども の位が高いこと、自分の寺が位が高いことを施主•檀家に知らせ、 
不当不善なれども我れ独り道心も有り、善人なるやう 親類縁者にも言って聞かせ、どうかして人からありがたがられ供養 
を、方便して云ひ聞力せ、思ひ知らせんとするやうも されようと思い、おまけに、ほかの僧たちはだらしない悪人である 
あり。是レは言フニ足ラざルの人、五 g 提等の在世の が、自分だけは道心もあり善人である様子を、てだてをめぐらして 
悪比丘のごとく、決定地獄の心ばへなり。是レを物も-=*口って聞かせ、わかってもらおうとすることもある。これらは言う 
しらぬ在家人は、道心者、貴き人、なんど思フもあり。にも足りない人である。断善根といわれた仏在世の五人の惡比丘の 
このきはをすこしたち出でて、施主檀那をも食ラず、ようなもので、間違いなく地獄に堕ちる心のありさまである。また 
親類恩愛をもすてはてて、叢林に交ハり行道するも有 こういう僧を、何も知らない在家の人たちは、道心潸だ、ありがた 
れども、本性懶惰懈怠なる者は、ありのままに懈怠な いおかただなどと思う人もある。 C 
らん事もはづかしきかして、長老首座等の見る時は相 この程度から少しあがって、施主•檀家をも食らず、親類も恩鸷 


® へて 行道する由を して、 見ざル時は事にふれてやす 
み、一たづらならんとするも有り。是レは在家に して 
さのみ不当ならんよりはよけれども、なほ吾我名利の 
すてられぬ心ばへ V ,り。 

またすベて師のがをもかねず、酋座兄弟の見不見を 
も思はず、つねに思はく、仏道は人の ためなら ず、身 
のためな りと 云ッて、我ガ身心にて仏に なさんと 真実 
にいと なむ人も有り。是レは以前の人々よりは真の道 
.者 かと 觉ユれ ども、 是レ もな ほ吾我を思ッて、我ガ身 
よくなさんと 思へる故に、なほ吾我を離レず。 また 諸 
仏菩薩に随喜せられんと思ひ、仏果菩提を成就せんと 
思へ る 故に、名利の心なほ捨てられざるなり。 

足 レまではいまだ百尺の竿頭をはなれず、とりつき 
たるごとし。 ただ身心を仏法になげすてて、更に悟道 
竹法までものぞむ事なく修行しゆく、是レを不染汚の 
行人と云フなり" pfi 5 似の処に もと どまらず、無仏の 
: 処をも すみやかにはしりすぐ。」と云フ、この心なる 
一べ し。 

■i;ll 

J£? 

一頭髮に火がついたのをはらぅほど急を要する気持。 

11二祖が逹磨に至って許されず、臂を断って決意を示し 


の情もす てきって、修行の道場にはいって修行す る 者 もめる が、生 
来 ものぐさで 怠け根性の者は、正直に怠けているのも恥ずかしいと 
見えて、住持人や首座などの見ているところでは、せいぜい修行し 
ているふりをし、見ていないときは、何かにつけて休み、遊んでい 
ようとす る者 も ある。 これは在家人でその通りだらしないことばか 
りしているより はまし だが、やはり自分や名誉利益がすてられない 
心の ありさま である。 

また、いっさい師匠に気がねもせず、首座や兄弟弟子が見ていよ 
うとい るまいとかかわりなく、いつも「仏道は人のためではない、 
自分の身のためである」と言って、0分の身心でもって自分を仏に 
しようと、本気でやっている人もある。これは前にあげた人々に 比 
ベればほんとうの仏道修行者 かと 思われる が、 これもやはり自分の 
ことを 考えて、自分の身をよくしようと思っているために、やはり 
自分というものを離れていない。また諸仏菩薩に喜ばれようと思い、 
ムとなり t を完成しようと思っているために、依然として名な利益 
を 求める気持がすてられないのである。 

ここまでの ところは、 いずれも W 尺の竿頭にのぼってそこを離れ 
ず、 しがみついているようなものである。ただ身心を仏法になげす 
てて、その上、道を悟り法を得る こと さえ望まず修行してゆくこと- 
これをけがれのない修行者というのである。 

「仏が あると ころにもとどまらず、仏のないところも速やかに定り 
すぎて ゆく。」という 趙州の言葉は、この意味であろう。 
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たこともある。 

三親類おょび自己の勢力の及ぶ範囲をいう。 

四無法なこと。心にしまりがないこと。 

五昔、五人の悪比丘がぁつたが、なまけ者で経も読まず、 
従つて人も供義しなかつた。それで命をつなぐために 内 
心は邪思に満ちていながら、繩床を求めて坐禅の形を示 
した。人々はこれを見て聖者と思つて供養した。しかし 
ついに福尽き、命終わつて地獄に堕し、八千劫の間その 
施を償い、また人間に生まれたが男女の根なき石女と生 
まれたという(止観輔行)。闡提は一闡提 ( icchplntika ) 
の略。信不具•断善根と訳す。仏法を信ぜず、成仏しな 
いこと。 

六住持人のこと。「今、禅宗住持の者、必ず長老と呼ぶ」 
(袓庭事苑)。 

七なす事なくしていること。 

八心をかねるとは、他の人の気持になつて、その思わく 
を考えること 。 「nn ロヲ カヌル」「日葡辞書 )0 

九染汚は煩悩の異名。悟つたとか、法を得たとか思うこ 
とも本来曇りなき心田をけがすことになる。「南岳山観 
音院大慧禅師、因みに六祖問ふ、還つて修証を仮るや® 
や。大慧云く、修証は無きにぁらず、染汚即不得。六祖 
云く、ただ是の不染汚、諸仏の所護念。」(正法眼蔵洗 
浄)。「染汚」は古くはゼムヮ•ゼンマでぁるが、今並：！通 
にはゼンナと読まれる。 

10「趙州因みに僧辞を告ぐ。師、問ふ、^^処に去るや。 
僧云く、諸方に仏法を学し去る。師、払子を齡起して云 
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止法眼跷随如記六 


く、有仏の処にも住すること得ず、無仏の処も急にすべ 
からく走過すべし。」(正法眼蔵三百則)。 

校訂 

1原文、何ンド。 

2 原文、此ノキワノキワヲ。「ノキワ」の三字削る。 

3原文、懶随。 


二十二衣食の事兼ねてより思ひあて 
がふ事なかれ 

示二云ク、衣食の事、兼ネてより思ひあてがふ事な 教えて言われた。 

かれ0 衣食の事は、前々からあてを作っておいてはならない。 

たとひ乞食の処なりとも、失食絶煙の時、そノ処に よしんば乞食する場所についても、もしも食べる物がなくなった 
して乞食せん、 Jv ノ人に用事云はんなんど思ひたるも、時には、あすこで托鉢をしよう、あの人に頼んで布施をしてもらお 
即ち物をたくはへ、邪食にて有るなり。衲子は雲のご うなどと思っているのも、とりもなおさず物を貯えているのと同じ 
とく定マれる住処もなく、水のごとく流れゆきて よる で、正しい生き方でなくなる。禅僧は雲のように定まった住所もな 
所もなきを、僧とは云フなり。直饒衣食の外に一物も く、水のように流れていってよるべもないのを僧と V っのである。 
もたずとも、一人の檀那をもたの み、 一類の親族をも たとえ、衣食のほかに何一つ持たなくても、一人の施主を頼りとし、 
思ひたらんは、即ち自他ともに結縛の事にて、不浄食 一軒の親族でも考えに入れているのは、とりも直さず、頼む方も頼 
にてあるなり。 まれる方も、両方ともそれにしばられることになって、正しい生き 
rL 疋ノご とキ 不浄食等をもてやしなひもちたる身心に 方ではなくなる。 

て、諸 仏の 清浄の大法を悟らん、心得んと思フとも、 このような正しくない生計によって 養った 身心でもって、諸 仏の 



注 


2S6 


何にもか t なふまじきなり。たとへば藍にそめたる物は 清浄な大法を悟ろう、わかろうと思っても、とても望みはない。 た 
あをく、蘖にそめたるものは〈黄〉なるがごと ク に、 とえば、藍で染めたものはあおく、艦 f そめたものは黄であるよう 
邪命企をもてそめたる身心; ( i 即ち邪命身なり。こノ身 に、服奶食によってつくられた身心はとりもなおさず邪命身である0 
心をもて仏法をのぞまば、沙をおして油をもとむるが この身心で仏法を得ようと望むのは、砂を 61 して油を求めるような 
ごとし。ただ時にのぞみて、、ともかくも道理にかなふ ものである。ただ時に臨んでいかようにも道理にかなうようにはか 
やうにはからふべきなり。兼ネて思ひたくはふるは皆 らうべきである。前もって心づもりをしておくことは、みな、 抒一 1! 
たがふ事なり。能々思量すべきなり。 にたがうことである。よくよく考えめぐらすべきである。 


I これこれの人。特定の人をあてにするのを 言う。 

一一邪命食。比丘が、乞贪施によらず、田畑を耕作し 
たり、天文•数学等の術を用いたり、常蔹の庇護を うけ 
たり、その他 うらないなどをして 生計を たてるのを言う。 

三 M 悩の異名。身心を縛りつけて、解脱の妨げとなる。 

四 藍の水にひたして染めること。 

五 ヘンルゥダ科の落葉喬木。幹の皮の内側が黄色く、薬 
用、 染料等にする。黄檗、黄柏。 

六前もって。 

二十三学人各々知るべし 

示二 S ク、学人各々知るべし、人々一のすぁり°5|| 教えて a われた。 

奢是レ第一の非なり。内外の典籍に IrfJ ジく是レをいま 仏道を学ぶ人は、めいめい次のことをよく心得ておくように。人 
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正法眼蔵随聞記六 


しむ。 はそれぞれ、一つの欠点がある。おごり高ぶる心、これが第一の欠 
外典に云ク、「貧シくしてへつらはざるは有れども、 点である。仏教でもほかの教えの書物でも、同じようにこれをいま 
冨ミておごらざるは無し。」と云ツて、なほとみを制 しめている。 、 

しておごらざる事を思ふなり。こノ事大事なり。能々 儒教の経典には、「貧しくてへつらわない人はあるが、富んで気 
足レを思ふべし。 の大きくならない者はない0」と言って、やはり、富んだ時の気持 
我ガ身下賤にして人におとらじと思ひ、入にすぐれ をおさえて、おごり高ぶらないように注意している。この事はだい 
んと思はば II 慢のはなはだしきものなり。是レはいま じなことである。よくよく考えなければならない。 

しめやすし。仮令世間に財宝にゆたかに、福力もある 自分が下賤でありながら、人に負けまい、人よりすぐれようと思 
人、# M も囲繞し、人もゆるす、かたはらの人のいや うなら、11慢もはなはだしいものである。しかし、これはまだ注怠 
しきが、此 レを 見て卑下する、このかたはらの人の卑 してやめることもしやすい。ところが、たとえば俗世間で、財宝ゆ 
下をつつしみて、自鉢福力の人、いかやうにかすべき。たかに、現世の勢力も備わり、つき従う者が取り囲み、世間の人も 
懦心なけれども、ありのままにふるまへば、傍らの賤 これを認めているというような人があるとする。それを、近くにい 
シ き、 此 レを いたむ。すべての大事なり。是 レを よく る身分のいやしい者が見て、劣等感を起こす。こういった、近くに 
つつしむを、！！辔をつつしむと云フなり。我ガ身(富) いる者に劣等感を起こさせないようにするには、自ら富も勢力もめ 
めれば、果報にまかせて、貧賤の見うらやむをはばか る人はどうしたらよいであろうか。本人は高ぶる心はないのたが、 
らざ るを！ 一人と云フなり。 何の心もなくふるまうと、近くにいる下賤の人の心を傷つける。こ 
古人の云ク、「贫家の前を車に乗ッて過ダる事なか ういうことが万事につけてのだいじな点である。このところをよく 
れごと云へり。然レば、我ガ身車にのるべくとも、 つつしむのを、真に！ I 奢をつつしむというのである。自分が富んで 
貧人の前をば憚るべしと云へり。外典に是ノごとシ、 いると、そのしあわせにまかせて、貧賤な人が見てうらやむのも気 
内典 もまた n 疋ノごとシ。 にかけないのを、高ぶった人というのである。 

然るに、今の学人僧侶は、知恵法文を もて 宝とす。 古人も、「貧しい家の前を車に乗って通ってはならない。」と言っ 
足レを以ておごる事なかれ。我れ よりお とれる人、先 ている。してみると、自分が当然車に乗る身分であっても、貧乏人 
人傍纸の非義をそしり非するは、是れ11奢のはなはだ の 前では遠慮したほうがいい というの である。儒教で もこの 通りで 
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しきなり。 

古人云ク、「智者の辺にしてはまくるとも、愚人の 
辺にしてかつべからず。」卜。 

我ガ身ょく知りたる事を、人の あしく 知りたりとも、 
他の非を云フはまた是レ我が非なり。法文を云フとも、 
先人の愚をそしらず、また愚癡、未発心の人のぅらや 
み卑下しつべき所にては、能々是レを思フべし。 

建仁寺に寓せしとき、人々多く法文を問ヒき。非も 
咎も有りしかども、この儀を深く存じて、ただ ありの 
ままに法の徳をかたりて、他の非を云ハず、無為にて 
やみき。愚者ノ執見深きは、我が先徳の非を云へば、 
嗔恚をおこすなり。智恵ある人の真実なるは、法のま 
ことの義をだにも心得つれば、云ハずとも、我ガ非及 
ビ 我が先徳の非を思ひ知り、あらたむ るな り。 是ノご 
とキ事、能々思ひ知るべし。 


注 


わるいこと。欠点。 
おごりたかぶること。 

内典、外典。 

果報よく権勢のあること。 
「ナイデン」(日葡辞書)0 
仏法を説いた文言。 


ある。仏教でも同じである。 

ところが、今の仏道を学ぶ人や僧侶は、知恵や、仏法を説いた文 
言を宝とする。その点で自分がすぐれているからと言って人に対し 
ておごり高ぶってはいけない。自分より下の人、また先輩や同輩の 
誤りを言い立て、非難するのは、おごりの心もはなはだしいもので 
ある。 

古人は、「智者の見る前で敗けるのはよろしいが、愚かな人の見 
る前で勝ってはいけない。」と言っている。 

自分が正しく知っていることを、人が間違って理解していても、 
その人の間違いを言い立てると、それは自分の間違いとなる。法の 
文言についての論議でも、先人の愚かな点を悪く言わず、また、愚 
かで未発心の人が聞いて うらやんだり、 劣等感を起こしそうな所で 
は よくよく これに気をつけなければいけない。 

わたしがしばらく建仁寺にいた時、人々が多く法の文言について 
た V ' ねた。その言うところには、間違いも欠点もあったが、このこ 
とを深く考えて、ただありのままに、仏法の徳を話して、相手の間 
違いは言わず、何事もなくてすませた。愚かで自分の考えを固執す 
る人は、自分の師匠筋の間違いを言われると腹を立てる。知恵があ 
り、真実の心のある人は、法の真実の意味さえ理解がいけば、自分 
の間違いも師匠筋の間違いも胸にこたえて、改めるものである。こ 
うした ことは、 よくよく、 レ得て おくべき である。 
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七これは帰朝後しばらく、建仁#におられた時のこと。 

八仏法の上からは、事件のない方が望ましい。「一生安 
穏にて弁道無為にあらむと、ねがふべし」(重雲堂式)。 

校訂 

1原文、先人ノ傍愚。傍は、今、不用と見て削る。傍は 
謗であったか。 

2 原文、儀。 


二十四学道の最要は坐禅これ第一な 


教えて言われた。 

仏道を学ぶ肝心かなめは、坐禅が第一である。大宋国の人が、多 
く悟りを得るのは皆、坐禅の力である。文字一つ知らず、学問のな 
い、愚鈍な人でも、坐禅を専一にすると、長年の間参学した聡明の 
人にもまさってしでかすものである。であるから、仏道を学ぶ人は、 
ひたすら坐禅して、他のことにかかわってはならない。仏祖の道は 
ただ坐禅である。他の事に従ってはならない。 

わたし(懐葬)がおたずねした。 

坐禅と、語録公案などの研究とをあわせて学んでおりますと、語 
録や公案などを見ている時には、百千に一つぐらいは、少しばかり、 
心得られはしないかと思われることも出てまいります。しかし坐禅 


示二云ク、学道の最要は坐禅是レ第一なり。大宋の 
人多く得道する事、皆坐禅の力らかり。一对不通にて^- 
才愚鈍の人も、坐禅を専らにすれば、多年の久学聡明 
の人にも勝れて出来する。然レば、学人氣歡打坐して 
他を管ずる事なかれ。仏祖の道はただ坐禅なり。他事 
に順ずベからず。 

羿問ゥて云ク、打坐と#"語とならべて是レを学する 
に、語録公案等を見ルには、百千に一つハいささか心 
得られざるかと覚ユる事も出来る。坐禅は其レほどの 
事もなし。然レどもなほ坐禅を好むべきか。 

示-一云ク、公案話頭を見て聊か知覚あるやぅなりと 
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も、 其レは仏祖の道に と ほざかる因縁なり。無所得、ではそれほど のこと もございません。それでもやはり坐禅1 
無所悟にて端坐して時を移さば、即チ祖道なるべし。 げてなすべきでございましょうか。 

古 A も看語、祇管坐禅ともに進めたれども、なほ坐を 教えて言われた。 

4ら進めしなり。また霞を以て悟リをひらきたる 公案話頭を見て、いくらか理解がいくようであっても、それは仏 
人有リとも、其 レ も 坐の 功によりて悟リの開く る 麗祖の道に遠ざかる因縁である。所得もなく、悟りもなく、ただ®坐 
なり。 して時を過ごすならば、それがただちに仏祖の道である。古 A も、 
まさしき 功は坐にあるべし。 看語も馨坐禅もともにすすめてはいるが、やはり坐禅を専ら勧め 

たのである。また、話頭でもって悟りを開いた人もあるけれども、 
それとても坐禅の功によって悟りの開ける因縁ができたのである。 
注 ほんとうのてがらは坐禅にあるであろう。 

I 学問の素養がないこと。次の愚鈍は生まれつきおろか 
な事。 

11語録公案を見て考えること。 

三處知念覚。思慮分別の範囲にはいってくること。 

校訂 

1原文、「ナラ，へべテ言」。パを削る。 


先師永平奘和に在リシ日、学道の至要聞クに この書は、亡くなつた師匠、永平寺二世の懷笄和尚が、修行時代 
frB 置す。题に随聞と謂フ。&門室中 e 玄記ノに、仏道修行1要を、道元禅師から聞く—"て記録したもので 
r : f と气永 平の f 記ノごとシ 。今六冊を譏して卷 ある。 だから「随聞」といぅのである。これは雲門室中の畜や、 
ヲ記シ磬正法眼 蔵拾逍 分の内に人ル。-!ハ冊俯-一〖霞道元禅師が如浄禅師 から 聞いたきろを書§しるしておかれた宝慶 


201 正法服0随聞，了 d 六 


記の ような 書である。今、六冊にまとめ、巻数をつけ、伽^;'；☆の 
正法眼蔵の拾遺のうちに編入した。六冊ともに、嘉摘年中の記録で、 
ある。 

康暦二年五月初三日、宝慶寺浴主寮で書す。 

三州施頭郡中島山長円寺二世暉堂宋恵の写しである。、 

寛永二十一甲申歳八月吉祥日 

|さらに 学ぶべき ことのある 境界。未得悟の時。学ぶベ 
きことのなくなった 境界を「無学」という。 

|1雲門は雲門文偃(八ーハ四|益0。雪峰義存の法嗣。俗姓 
は張氏、呉越、蘇州、嘉興の人。匡真禅師。門人守堅の 
編集した広録は、上巻対機、十二時歌、偈頌、中巻室中 
語要(祖庭事苑に引くところの名は雲門室中録)、垂示 
代 語、 下巻勘弁その他という構成で ある。 禅師の私室内 
において聞き得た奥深い言葉の意。‘ 

=1道元禅師が、末の理宗の宝慶元年(三二五)七月二日か 
ら、同三年(三ニセ)までの間、天童山如浄禅師から親し 
く教えを 受けた ことを書きとめて おかれた書。禅師生前 
には発表されず、滅後、遗物の中から発見され、懷姅禅 
師が建長五年(三蓋)十二月十日に書写され て 後世に伝 
わった。懐姅禅師書写の原本は、豊橋の全久院に現存す 
る0 

四漢字の正法眼蔵三百則に対して、仮名まじりで書かれ 
た正法眼蔵をさす。 

五嘉禎は文暦二年(三一一 S 九月十九日改元、四年(三三八) 


年中ノ記録なり。 

康暦•一年五月初三日宝慶寺浴主寮一一於テ書ス焉。 

三州旙頭郡中島山長円二世暉堂ガ写シなり。 
宽永二十 一歳八月吉祥日 

注 
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十一月二十 三日を もって 暦 仁元年と なる までの間。道元 
禅師三十五歳から三十八歳まで、懐绅禅師三十七歳から 
四十歳までの期間。 

六天授六年(一三八0)。康暦は北朝の年号。懐羿裨師滅後 
百年に当たる。 

七福井県大野市にある。懐辟禅師の法嗣寂円(三0セ— 
一 i た寺。寂円は宋义、も美童如浄禅師の 
弟子であったが、如浄禅師の滅後、道元禅師を慕って日 
本に来た。その弟子に永平五代をついだ義雲(三蓋— 
一一1 ) がある。 

八 禅門で、浴室をつかさどる役目の人が平常いる所。 
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解 題 


解題 水野弥穂子 


一正法眼蔵随聞記 

十三世紀の前半に、わが国に出現した偉大な宗教家、道元禅師(一二001一二五三)は、中国から帰って数年を経て、 
独立の道場を得、弟子の養成を始めた。その当初に、親しく禅師に随侍し、のちに永平二世を嗣いだ孤雲懐弗禅師(二 
九八 —— 一二八〇)が、その四年間の教えを、聞くにしたがって書きとめたのが、この正法眼蔵随聞記である。 

道元禅師には、別に「正法眼蔵」九十五卷という大部の書がある。それは、仏教の真髄を真正面から説き明かした雄大 
な 京 教書で ある。その 説く ところは、 仏法そのもので あり、 「説く」その態度も、 また 真の仏法の具現で、道元禅師の到 
達した境地を、文章の上に表現した ものと 言ってょい。そのため「正法眼蔵」は、いわゆる相対の世界に生きている者に 
とってはきわめて 難解な書となっている。そこには、仏法だけが生きていて、道元禅師の姿を見る こと さえむずかしい。 

これに対して、随聞記は、道元禅師に全幅の倍頼を倚せ、生々世々にわたる随侍を願った孤雲懐弗という人が、文暦元 
年 (一二三四、 道元禅師；一一十五歳、懐姅三十七歳)始めて禅師の教えを受けてから、 自らも# 法の人となって後進の指導に当る 
ょうになる 四年間、禅師の教えを全身で受け取った時期のことが、もとになってできた書物である。衣食という生活の基 
本的なところから 始めて、懇切に、仏法者としての あり方を説く 道元禅師、その教えを一句 もらさじと 聞き入る懐弗禅師 
の姿も彷彿と浮かぶ思いのする書である。 



二随聞記の流布と長円寺本の出現 

従来、随聞記といえば、明和七年(一七七〇)に面山瑞方(一六八三——一七六九〕 の 名において刊行されたものが最もひろ 
く行なわれ、明治以後最近に至るまで、その本文がほとんど唯一の ものと して広く世に流布してきた。しかし、随|«1記の 
最も古い板本は慶安四年(一六五一)に出ており、さらに、十八年後の宽文九年、十年の二回にわたり、同じ本文を板木を 
改めて刷り直したものが世に行なわれていた。 

しかし、これら初期の刊本には序も跋もなく、のちに明和本の校訂をした面山瑞方によれば、教家(天台、真言などの宗 
旨)の僧が、古寺から見つけ出し、理がすぐれていたので刊行するに至ったものであるという。 

したがって禅宗独特の読み方などにも合わず、永平を祖師と仰ぐ者にとっては不満の多いものであった。 

面山は二十七歳の時、この書の古写本が永平寺あるいは大乗寺にあったらしいことを知り、何とかして正しい本文を見 
たいという願いを持って、長年探索を続けたが、四十七歳の時、若狭の空印寺に入るに及んで、はからずもその前住者か 
ら、古写の善本を手に入れた。これによって寛文本の誤りを正そうとし、ようやく宝暦八年七十六歳の時逐行較正をすま 
せ、出版のための序および詳しい凡例を書いたらしい。しかし、何かの事情でその年には出版されず、さらに十二年後の 
明和七年、面山示寂の翌年に至って板本として世に出るに至った。この明和本においてはじめて、現在見るような跋を得、 
随聞記が嘉禎年中の永平二代の記録であることが明らかになった。 

この 明和本の面山の序および凡例によると、面山は寛文の本文はきわめて惡いものであるが、自分が手に入れた古写本 
ははなはだすぐれたもので、これによった自らの校定は完全を得たと書いてある。慶安本の本文が不完全であることを知 
っているだけで、他に拠るべき古写本を知らない間は、われわれは、それに従って、面山校定の本を現在見うる最善の随 
聞記としなければならなかった。 

しかるに、昭和十七年に至って、大久保道舟博士が、愛知県長円寺に、江戸初期書写の随聞記を発見され、発表された。 
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これが、この本の底本となった長円寺本である。 

長円寺本は、寛永二十一年(一六四四)長円寺二世暉堂和尚が写したものであるが、そのもとになった本は、康暦二年 
(一三八〇)宝慶寺浴主寮において写されたものであることが明らかになっている。宝慶寺は、懷样禅師の法嗣寂円禅師の 
開いた寺である。寂円はもと宋の人で、一説に天童如浄禅師の俗姪とも言われる。天童山で道元禅師を知り、禅師の徳を 
慕って、如浄禅師滅後日本に渡来し、永平の宗風をよく受け継いだ。家風峻烈枯淡で弟子は多くなかったが、のちに永平 
寺に入って五世を IP ぐ義雲を出した。宝慶寺には永平寺荒廃の後も宗門の重要な宝物を多く蔵し、もって永平寺の法器を 
補ったと伝える。従って宝慶寺に由緒正しい書物が伝わったであろう ことは、 きわめて自然に考えられる。 

長円寺は、京都所司代として有名な板倉勝重の開基の寺である。長円寺本随聞記を写した二世暉堂宋慧和尚は、七年前 
の寬永十四年には本光寺住職として、伝光録を書写しており、寛永二十一年五十八歳の時この随聞記を書写し、引き続き、 
約一年三か月かかって、八十四巻の正法眼蔵全巻の書写を終えた人である。その本文を検討すると、筆写の態度は綿密で 
ある。よい古写本の涕を、正確に伝えてくれる筆者としての条件を備えている人と言えよう。 

この本文によって、はじめて、鎌倉、室町時代の言葉によって書かれた随聞記に接し得た ことを 知り得る。 

三長円寺本と流布本との相違 

このように して出現した長円寺本と、従来の流布本ないし慶安本とは、 どのような 相違があるか。 

⑴卷序の相違 

全六卷であることは同じであるが、従来の卷六が長円寺本では巻一となり、従来の卷一が長円寺本では卷二となり、以 
下順に一巻ずつ移動して従来の巻五が巻六となって終っている。これは、新しく発見-発表された『天文本翅撕記』が引 
用している巻序とも一致するものであり、随聞記全体の内容の構造を研究してみると、長円寺本の巻序の方がもとの形に 
近いと思われる。 



S 章の出入 ' 

流布本•慶安本巻一(長円寺本では巻！一)の第二段目に、仏照禅師の会下の肉食僧の話が載っているが、長円寺本にはな 
い。内容を検討してみると、これは後人の書き込みが本文に入ったものではないかと思われる。 

また、長円寺本卷六(流布本•慶安本では巻五)の十九段に、「春秋に云く、石の堅き、是れをわれどもその堅きを奪ふべ 
からず云々」の一段がある。慶安本.流布本にはない。この前後は、比較的短い古人の語などを多、記してある所で、手 
控えの性格を持つ随聞記中でも最も手控え的な部分である。そのため、慶安本ないし流布本の祖本において、書き落され 
たと見てよさそうである。 

S 表記形式の相違 

慶安本.流布本は、片かな漢字まじりの書き下し文である。それに対して、長円寺本は、ところどころに和化漢文の俤 
を 残し、返り点 •一二点に よって 読む ように 書いた部分が相当ある。全段漢字ばかりの所もある(卷五®二段など)。面山 
は、自分が見た古写本に、慶安本の「如、メ、也」等が仮名になっていることをあげて古写本のすぐれた点とし、自らも 
本文中「然バ J 「然レパ」等の表記をすべて「しかあれば」と「あ」を補った書き方に改めている。しかし、正法眼蔵の 
ように はじめから和文と して 書かれたものと、随聞記とを混同してはならない。道元禅師の正法眼蔵とか、慈円の愚管抄 
とかは、和漢両方面にわたるすぐれた知識人が特別の見識に立ってはじめから和文として書いたものであるが、当時の一 
舣の傾向として、記録体の普通の形で ある 和化漢文の要素の残っている方が、より古い形と言いうるであろう。 

四長円寺本の本文の特色 

長円寺本の本文は、前項にあげたように、和化漢文の形式をまじえた記録体の文章であるが、その中にはいくつかの特 
色を持っている。 

まずその用語の中には、慶安本•流布本などで書き改められてしまった語が古い形のまま残っているように見える所が 


267 


m 題 


ある。これは、後世の人に理解されなくなったため書き改められたもので、これを日葡辞書などの古い文献によると、長 
円寺本の本文は、たしかに、鎌倉、室町時代に生きていた言葉であることが確かめられる。ここに一例をあげれば、 

一向棄 it セラ レテモ(長円寺本卷四 ノ九ノ ㈠ ) 

度安本は r 捨置」、流布本は r 捨置」でふりがながない。ところが、日葡辞書には「キチ、ステオク」と見られて、この 
言葉が生きていたことが知られる。 

僧ノ損スル事ハ多ク冨家ョリヲコレリ……学道ノ人ナニトシテ冨家ナルべキ。(卷一の五) 

この「冨家」はフヶと読み、冨裕な家のことである。鎌倉時代には関白藤原忠実(一〇八一 —— 二六二)を世の人が富 
家取と呼んだ例もある。しかし、フヶという言葉はこの後、耳慣れない言葉となったらしい。慶安本では初めの方の「富 
家」を「富貴」に直した。次に、流布本では二つとも「富貴」に直してしまっている。このようなことは、本文のみなら 
ず、ふりがなについても同様な性質をもっていると見られる。 

次に、長円寺本の用語には漢字を表音的に用いている点が多い。これはこの書が、元来聞き書きであった事実を示すも 
のである。 

故用祥僧正の弟子也(卷ニノー) 

栄西の房号である葉上は、神泉苑で雨を祈った時、たちまち雨が降り、葉ごとに露が宿って栄西の姿を宿したことに由 
来すると言われるから、「葉上」が正しいのであるが、用祥の字は知事清規にも見え、『溪嵐拾葉集』にも「用上」、「用浄」 
と > i える。また、懐宑禅師のことも、古い記録に r 慧 上」などと 書いてあるように、当時は固有名詞でも表音を目的とし 
た用字法が行なわれるのは珍しいことではない。流布本がわざわざ「葉上」としたのは一種の規範意識と注釈を兼ねたも 
のと 見てもよい。 

灸治一所瀉薬一種ナンド(卷ーノ六) 

慶安本は「瀉薬」、流布本は「煎薬」としてある。流布本が煎薬と直したように、窮薬では下し薬で、いきなり下し薬 
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を 用いるのは少し合わないように思う。しかし、炎薬という言葉はあって、病状にあわせてあぶって用いる薬だそうであ 
る。センヤクとシャヤクとを誤ったと 見る のは、 常識に過ぎて根拠が薄い と 思われる。 

我幼少ノ昔、記典等ヲ好ミ学メ (# 三ノ九) 

この「記典」は、慶安本「外典」、流布本も「外典」として ある。 まことに「記典」とは見なれない 字である。 しかし、 
どんなに写し誤るといっても、外と記とはそう簡単に混同され るものでは ない。これを、「キテン」と読んでは意味が取 
れないが、典は、宝町時代には内典.外典ともにデンと読む 字である。 r キデン」ならば、平安時代以来、貴族の学問の 
最も正統な学問として r 紀伝道」がある。従って、記典は紀伝の音写であり、紀伝と書くのが正しい。元来、片かな、漢 
字 まじりの 記録体の文という ものは、 草書とひらがなの多いかな草子.物語などの伝写よりは誤りの少ない ものである。 
しかるにここに紀伝を記典とするような誤りが あるのは かえって、長円寺本が、目慣れない言葉をその通り、私意を交え 
ずに 書き写したことを示す ものである0 

長円寺本の本文のもう一つの特色に、濁昔表記と促音表記がある。 

濁音表記としては、一点の声点が加えられている。慶安本.流布本でも、また赤松月船旧蔵本でも、みな濁音表記が見 
えるので、随聞記はよほど古くから挪音表記を持っていたのではないかと考えられる。その中でも、慶安本•流布本は、 
江戸時代の手が加わったかと思われるが、長円寺本に見える濁音表記は、濁音の語にすべてついているのではないが、つ 
けられている限りではほとんど正しいものである。 

促音表記は「ッ」を書く場合もあり、また「道心アテ」のように、促音に当るかなを書かずに促音を表わす場合もある。 
いずれにしても、記録体の文としては、音便形の方が普通であったので、しいても との 活用形にもどさない長円寺本は、 
古い 形を存していると 見られる。 

また、長円寺本の読解によって、『伝光録』に伝えられる、懷弗禅師がその母の死に際しても、僧堂の外出制限を越え 
ては見舞に行かれなかった話が、 この 随聞記の筆録期間 中、 巻六の十三段の記事と相表裏するものである こと も知られる. 
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に至った0 

これらに ついてはなお、雑誌『文学』昭和三十六年六月号、拙稿「長円寺本正法眼蔵随聞記の本文について」、また筑摩書房古典 
日本文学全集第十四巻所収正法眼蔵随聞記の解説(拙稿)をも合わせ見られたい。 

五流布本の本文の性格 

このようにして、室町時代の俤を伝える長円寺本が見られるようになってみると、従来ほとんど完全と思われていた面 
山校訂の流布本と、あまりに違いすぎることに疑問を持たれるのは当然であろう。 

しかし、長円寺本•慶安本•流布本の本文を一々比較してみると次のことがわかる。 

慶安本は長円寺 本と i:b ベると、写しもよくなく、後人の解釈により改めた点もかなり見えるがなお、古い随聞記の俤を 
存しているものである。 

而山校訂の流布本は、きわめて多く慶安本の本文を受けつぎ、その中の誤りと思われる文字を訂正し、かつ、所々に、 
あまり 多くはないが長円寺本と一致する本文を有している。そのほかに、面山の流布本にのみ見える字句を持っている。 
その独自の字旬よ、話の意味を取りやすくするため、または文の形式をととのえるための接続詞•助詞や、主語を補った 
ものなどが大部分である。 

このように見てくると、面山が校訂した仕事は、次のようなものではなか- P たかと想像される。 

而山の手もとには、慶安本と同じ本文である寛文九年の板本があった。宗門の碩学であった面山としては、その明らか 
な誤りと か、公案などの引用については常識的に直ちに正しい形に一民すことができた。そのうち、いわゆる古写の善本と 
思われる書物が手に入った。これと比べ合わせて、慶安本の本文のよくないところを書き改め、脱落した所は補った。そ 
の ヒ でもう 一度、宗門の人々が読んで道のためになるように、わかりやすく文章を整えた。これをもって面山は祖師の意 
図を正しく伝える事業の完成と見たのである。 
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この面山の態度が、当時としては普通に取られる校訂の態度であったことは、卍山が刊行した永平広録のある部分と、 
のちに発見された慶長五年写の門鶴本永平広録とを比べるとき、また面山校訂の宝慶記.建撕記と、のちに発見された懐 
葬親筆の宝慶記や天文本建撕記と比べてみるとき、明らかに認められるところである。 

そして随聞記の場合、面山が、自分の見た古写の善本の長所を、慶安本と比較して、あげている箇条は、かえって、い 
わゆるその古写本が、古い随聞記の俤から離れていたのではないかと思われる点が多い。 

六随聞記本文の系統と随聞記の性格 

面山校訂の流布本において、慶安本•長円寺本による部分以外の独自の本文は面山の見識と親切心による書き入れをも 
含むと考えてよいとすれば、随聞記の系統は大きくは二つあったことになる。一つは長円寺本の系統であり、一つは慶安 
本の系統である。慶安本は前にも述べた通り、後人の手も加わっており、一般的に言ってあまりよい本文を持っていると 
は言えないが、天文本建撕記の中のごくわずかな引用に見ても、本文は慶安本に近い。また、現在見られる随聞記の写本 
は駒沢図書館蔵、赤松旧蔵本正法眼蔵随聞記(寬文十年写)と、長野県大昌寺蔵の正法眼蔵随聞記(寛政七年写)の二本の 
みであるが、いずれも、慶安本とほとんど同じ本文を持っている。してみると、慶安本の祖本も、かなり古い伝統を持つ 
ことが推測される。 

私は、この随聞記が、元来懐弗禅師の手控えの書であったことから、このよぅな大きな二つの流れが、かなり早い時代 
に起ったのではないかと考えている。 

そこで、随聞記に大きな二つの系統が残されるに至った経路を推測するためにも、まず、この書の性格を吟味しておか 
なければならない。 

前にも述べた通り、この書が慶安四年、寛文九年、十年の三回にわたり刊行された時には、序も跋もないので、この書 
の性格を決定する手がかりは何もなかった。それが面山校訂の流布本に至って始めて次の跋を得た。 
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跋語 

先師永平弊和尚在 si . 子地-之日、学道至要随レ聞記録、所3以謂>一随聞 I 者、如雲門室中玄記、永平宝慶記、今録 n 集六册 T 
調ぃ卷入 >i 仮字正法眼蔵拾遺分内 —■» 六冊俱嘉禎年中記録。 

これによって、孤雲懐弊禅師がはじめて道元禅肺の教えを受けた時の記録で、嘉禎年中の記録であることが明らかにな 
った。面山の流布本の一つの大きな功績である。 

長円寺本の出現によってもこの跋はほとんど同じであったが、二字違っている。(本文二六〇ぺ-ジ参照) 

流布本は「所以謂随聞記和」の者がない。したがって、読み方も「ゆ*に随聞記と謂ふ」と切って読むことになる。 
「卿—巻」が 「 IB° レ巻」となっている。前者は巻を整頓した意になり、後者は、はじめて卷数を書きこんだ意にとることが 
できる。いずれも長円寺本に従っておいてよいであろう。 

ここで、「雲門室中の玄記」と、「永平宝慶記」とをあげているのは注意を要する。 

雲門録は、今見られるところ上中下三巻に分かれ、上巻は対機、十二時歌、偈頌、中巻室中語要(祖庭事苑では室中録〕、 
垂乐代語、下巻は勘弁その他になっている。室中とは禅師の方丈の室内において親しく聞いた教えということで、公の説 
法とは違った親密な教えということである。 

次に宝慶記は、よく知られているように、道元禅師が宋の天童山で、如浄禅帥に会い、特にお願いして随時直接教えを 
受けられた。その時の親しい教えを書きしるした書で、しかも道元禅師自らは公表の意志がなかった。禅師がなくなった 
時.、 f 3物の中から見いだされ、懐弗禅師が清書をしてはじめて世に出た書である。 

このように見てくると、雲門室中記、宝慶記に比せられる随聞記もまた、道元禅師の丈室内における親しい教えの記録 
であり、かつ、筆録者懐弗禅師においてかつて公表の意志なく筐底に秘められていたものが、懐非神師入滅により、その 
遗物を整理した弟子によってはじめて世に出た書であると見ることができる。 

「先師永平弊和尚」(なくなった師匠の孤雲懷»禅師 ) と言っているその人は、懐弊禅師の遺物整理に当り、この随聞記を発 
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見書写した親しい弟子である ことが 知られる。 

このように、随聞記はもと手控えの書であったから、これが世に伝わる時に、二つの運命を たどり 得ることが考えられ 
る0 

一つは、できるだけ、本文を忠実に伝えておくことであり、一つは、手控えであるから、多少手 - dr 入れて後の世の、よ 
り多くの読者にわかりやすくしておくのである。前者は宝慶寺に伝えられて長円寺本の祖となり、後者は慶安本の祖とな 
ったと考えてよいであろう。 

七随聞記の内容 

随聞記をこのように考えると、特に注意すべきことは次の点である。 

跋にもある通り、 r 学道の用心」を主としたものであることは申すまでもなく、いろいろな人に向かって、仏道篸行音 
の覚悟ともいうべきものを説いている。しかし、いつの場合に も、 侍者として影の形に添う ごとく 側についていた懐弈禅 
師の存在と切り離しては考えられないことである。 

懷弈 W 師は、道元禅師よりは二歳の年長であり、法相•天台の学はもとより、小坂の証空上人をたずねて念仏を学び、 
多武峯の覚晏をたずねて日本達磨宗という禅宗の一派の印可をも受けた人である。それが、道元帰朝の報を聞いて建仁寺 
にたずね、数日を资やして問答商 is を経た結果、自己のこれまでの学問の一切をなげうって、道元禅師に師事する ことを 
願った。時に道元禅師はまだ建仁寺仮捣中であったから、独立の住居の定まるまで師事の時期を延ばして別れたという。 
その約束が数年後に実現されて、懐葬禅師は文暦二年のおそらく十二月に、深草のほとりの庵居に道元禅師をたずね、改 
めて 侍者として随侍する ことになった のである。 このように、 すでに学行ともに苦しい遍歴を経たのち初めてた どり つい 
た正師のもとで、改めて修行を始めたのが懐群禅師である。道元禅師の確実な嗣法の弟子はこの懐弊禅師ただ一人とも言 
われている。そして、事実この嘉禎年中に、懐弈禅師は 自ら 得法している。のちに、懐群禅師は、「自分は、道元禅師の 



273 


解 題 


方丈の室にあって、人が聞かないことを聞いたことはあっても、人の聞いたことで自分が聞かないことはなかった」と言 
われたという。もとより道元禅師の仏法は遍界不曾蔵で、秘伝•奥儀などあろうはずはないが、しかし、相手によって法 
を説くのは当然である。特に、徹通義介の書いた『永平室中聞書』の中に、次のような記事がある。 

「先師(道元禅師)常に示して日く、若し我れ、仏法に於て内外を存ぜば、諸天聖衆定んで聞召し、必ず又虚妄の罪に堕せ 
んか。ただ秘事、口訣有りて未だ他の為に説かざる者は、所謂住持の心術、寺院の作法、乃至嗣書相伝の次第、授菩薩戒 
作法、是の如き事なり。是等は伝法の人に非ずは、輙く伝へず云々。然れども、是の如き事、某甲(懐绅 ) 一人之れを伝 
ふ。」 

この中で、仏法を人によって分けへだてて説くことはないが、住持の心術、寺院の作法については、誰にでも教えるも 
のではない、と言っているのはもっともなことである。これを随聞記にあてはめれば、「知因識果の知事に属して、院門 
の事すベて管ぜず」(巻六ノニ十)などは、その一つと見てよいであろう。また、秦の始皇帝の太子を諫めた故事を引いて、 
「衲子の人を化する善巧」をすすめる(巻六ノ四)のも、指導的立場に立つ人の心得として、ゆきとどいた教えである。 

このような点から、随問記は単に入門の書ではなく、得法の弟子が聞き取った永平室中の親密な教えを含んでいること 
を忘れてはならないであろう。 

八懐#禅師略伝 

最後に、懐群禅師の略伝を、主として伝光録により、三祖行業記、および天文本建撕記等をも合わせ考えて簡単にまと 

めておこう。 

孤^禅師、諱は懐弊。俗姓は藤氏、九条大相国為通の曾孫、鳥養中納言為実の孫(三祖行業記•天文本建撕記)と伝える。 
十八歳の時、横川の円能法印について落髪し、天台•法相の学問を修めたが、名利の学問の益のないことを知ってひそか 
に^提心を起した。 
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ある時、母の所へ行った。母が言った。「わたしがお前を出家させたのは、僧としての位が上がって公卿づきあいをし 
てもらうためではない。ただ、名利の学をやめて、黒^;( I の求道者)として、背に笠をかけ、わらじがけで歩く 
人であってほしいと思うばかりである。」懐葬はこれを聞いて直ちに承諾し、遁世の僧となって再び比叡山にのぼらなか 
った。その後、小坂光明寺の開祖証空上人(二七七—一二四七)について浄土門の教えを聞き、に上って仏地房 
覚晏の門をもたたいた。覚晏は、宋の拙庵徳光から書信による印可を得て日本達磨宗を立てた大日能忍の上足である。の 
ちに興聖寺に帰投して僧団の有力な構成員となる懐鑑•義介•義尹•義演等はみなこの覚晏の門下である。 

ここで懐辟は、覚晏の印可を得るまでに至る。 

安貞二年(一二二八)、道元禅師帰洛の報が伝わった。懐群は、宋から直接伝えた仏法はいかなるものか知ろうとして、 
妞仁寺に仮寓中の道元禅師をたずねて問答商量に及んだ。伝光録によると、はじめ二、三日の間は、懐 葬の 言うところと 
意旨合致した〇懐姅はひそかに、自分の到達した境地も、入宋して得た仏法も同じものだと思って喜んでいた。ところが、 
日を経るにつれて、道元禅師の説かれる仏法 S 義は、実は全く別のところにあることがわかってきた。 懐弊は直ちに 自 
らの非をさとり、改めて発<"して道元禅師に師事することを求めた。道元禅師は、自ら建仁寺仮寓の身であるから、別に 
独立の居所を得た時、たずねて来るようにと約束して、いったん懐群を帰した という。 

その後道元禅師は叡山の圧迫 も あって建仁寺を離れ、深草の極楽寺の ほとりに草庵を結んで住むようになった。訪れる 
人もなく約二年を経た文暦元年(一二三四、 十一月 五日改元)、懐群はここに参随して 侍者となり、約三年の間に 得 法した。 
以後、建長五年(一二五三)道元禅師の入滅に至るまで、常に侍者として仕え、二十年間に、病気の ため 師の 顔を見なかっ 
たのは 十日 間だけであったという。 

憎弊杂卽に名利の学問を投げ捨てて真の求道者と なること をすすめた母君は、嘉摘年間に なくなったらしい。 その臨終 
の報を受けても、懐奘禅師は、僧堂の外出の制限を過ぎてはついに見舞にゆかず、仏祖の規範を重んじて人情に したが b 
なかった0 
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永平寺に移ってから、道元禅師はすべて始めての仏事は懐弗に行なわせた。懐非が不審に思ってその理由をたずねると、 
道元禅師は、「自分は、あなたより年は若いが、長生きしそうにもない。あなたはわたしより長く生きて、わが仏法を末 
ながく広めてもらおうと思うからだ」と言われたという。平常の待遇も、師匠のように大切にされたという。 

建長五年七月十四日、道元禅師が病のため永平寺を退かれたあとを受けて永平寺二世となる。 

逍元禅師滅後も方丈のかたわらに先師の遺影を置き、朝夕のあいさつも生きている人に仕えるのと変わりなかった。 

文永四年(一二六七)まで十五年間永平寺に住持し、病により三世徹通義介に譲った。そのあと、義介が一時住持職を 
退く事件がおこり、文永九年(一二七二)、七十五歳の老軀を押して再び住持の任につくなどの苦難をなめた。 

弘安三年(一二八〇)四月病おこり、六月まで持つまいと言われたが、永平寺で自分のため特別に法要を営むことのな 
いように、道元禅師の忌日のために行なう八日間の仏事の中の一日の回向にあずかろうと願い、望み通り八月二十四日に 
入滅されたという。 

天文本建撕記によれば、永平寺では遺言によって、二十四日の懐弊忌にも、香華を供え、お経を読むことなどは、道元 
禅師の真前に向かってする。それは、常に道元禅師の側に随侍していられるからであるという。遺骨もまた道元禅師の墓 
の侍者の位置に納め、別に墓を立てさせなかった。 

道元禅師の主著、正法眼蔵を浄書して後世に伝え、永平広録の卷二以下を編み、宝慶記を清書し、また、自ら公表の意 
志はなかったが随聞記を残し、道元禅師の宗風を世に久しく伝えた。弘安元年(一一一七八)八十一歳の時、『光明蔵三昧』 
一巻を著わしている。 

〔付記〕 

この書は先に、筑摩書房の現代版古典日本文学全集第十四巻の中に収録されたものであるが、このたび筑摩叢書の一冊 
に加えられるに当り、多少の修正を施し、新たに解題を書いた。これひとえに長円寺本研究の機会を与えてくださった前 
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国立国語研究所長西尾実先生の学恩にょるもので、ここに誌してあつく御礼を申し上げる次第である。 

なお、卷六の八段に見える「雪峰」が雪峰道円のことであることなど、多くの御教示を賜わった駒沢大学教授鏡島元隆 
先生はじめ、学友その他の方々から多くのお力添えをいただいたところが少なくない。また仏教おょび道元禅の基礎知識 
については、駒沢大学教授酒井得元先生のお教えをいただいた。深く感謝の意を表したい。 

また、前版に引き続き、古写本の閲覧、翻刻を御快諾くださった長円寺住職成河仙洲師、駒沢大学図書館当局に厚く感 
謝の意を表したい。 

また、大本山永平寺前後堂、宝慶寺住職橋本恵光老師からは、終始あたたかいお励ましをいただいた。あつく御礼を申 
し上げたい。 

前版に引き続き、古写本の閲覧、翻刻を御快諾くださった長円寺住職成河仙洲肺、駒沢大学図書館当局に厚く感謝の意 
を表したい。 

筑摩書房の竹之内静雄氏、大野干枝子さんに非常にお世話になった。あわせてここに謝意を表したい。 
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道元•その人と思想 増谷文雄 


1道元の人となり 

人の顔貌はその性格とはなれて存してない。その性格をはなれてその思想は考えられない。しかるに、幸いなことに、 
わたしどもは、第十三世紀のこの国の祖師たちについて、その顔貌と性格とを伺うことのできるいくつかの画像を有する。 
法然こついては、知恩院に藏する伝隆信の肖像画がある。親鸞については、西本願寺の所蔵にかかるいわゆる「鏡の御 
影」がある。道元については、越前の宝慶寺に蔵する「道元禅師画像」がそれである。その画像は、「自讃」にょれば、 

建長元年(一二四九)の作であって、道元が四十九歳のころの面目を写したものと知られる。その当時は、「似絵」すなわ 
ち大和絵風の肖像画の流行していた時代であって、どの祖師がたの肖像画も、現実をはなれて理想化したものではないが、 
殊に、道元の画像は、はなはだ異色ある面目を描きだして、ありし日の風貌を佩ばしめられる思いがある。その面貌には、 
気骨稜々たるものが漂っている。鋭気があふれて、一切の妥協をこばんでいる。柔和とか、円満とかいう要素はとぼしい。 
わたしどもは、 いま 道元と七百年をへだててこの国に生を享けているが、彼の述作や語録をひもどく時、そこにも、この 
闽象4みるょうな強烈な性格が、七百年の歳月をこえて相見るがごとき鮮かさをもって迫ってくる。 

道元は、第十二世紀の最後の年、正治二年(一二〇〇)一月二日に生まれた。久我家の出であるという。建暦二年(一二 
一二)十三歳で叙山に入った。彼の教師たちは、まず学問をして人に知られ、天下に名誉あまねかれ、と教えた。だが、 



『高僧伝』や『続高僧伝』1んで— と 二© —奮たち S 子は、 UQ 教師たち f と二ろとは違って、 
る。また、経典をひもどいてみると、—した心はまず厭い離るべきもののように説かれている。考えてみると、どう^ 
ら 、この 国の仏教者はまだ本当の仏教を つかんで いない t い。そのことに気がついた時、道元は まだ 十五 歳の少年であ 
ったが、その稜々たる気骨と—協な性格は、もはや〈〈この国の大師などと呼ばれる人々を轰©"ごとく》;;しか考えな 
いようになった。それ以後、彼 Qt いた道は、ただ一筋に「正伝®仏法」にむ t てつづいている。 

十五歳—下ってから足かけ四年、十八歳にして、彼ははじめて—することので！師にめぐり合1とが— 
た栄西 (一 一四一丄一二五)の法嗣明全(二八四丄一三五)がそれであった。その 時、 正伝の仏法®追求する道元よ、 
はじめて、仏祖正伝の仏法を主張する禅のながれに触れることを得た。彼が明全によっ くこ f (了 
は、しばしば、若くして求道にも—彼の心を，っった。そのいくつかは、のちに道元によって「またその”「 
ふかい感銘とともに語られたことが、『随聞記』にもみえる〇その一つに、こんな話しが—。 

栄西が建仁寺にいた時 Q 二とである。ひとり®貧しい男 f て、慈悲を も, て 救い 給えと いう。 聞ナ f 、 親子 三人が、 
も—日か、なんに—ベるものがなく、 f 死にし言で—という。そのころの建仁寺は、なにし言貧乏寺で、栄 
H の,弟子 f 、 時—す d が— '匕い。今日も、考えてみると、何—るも着い。思案のすえ、' 

1.，つ I た®は、薬師の像の光 W ' をつくるために、うちのベた銅がすこしとって—ことであった。彼はそれを避 
けまるめて、《これを食べものに代—がよい》と、その男に与えた。あとで、弟子たちが、そのことを難じて、「緩げ 
用」の罪をいかがなさる所存でござるかといっ.た。「仏物己用」とは、仏に篇されたも®を—に用いることをいい、 
その罪は1にひとしいとされる。その時、—のいったことは、《たといわたしは 地獄へ お！うとも 
えを救わねばならぬ。それが本当の仏のこころである。》ということであった。 

それまで。仏教ずにとっては、仏像の光背をとって貧人に与えるなど、とんでもないことであった。彼らが意としたこ 
とは、堂塔を建てる、仏像を造る、経を読み、篇をいとなむこと。そして、僧たるものは、学問をして人に知られ、国 
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に重んぜられることが、究極の目標で あると いう。そのような仏教者のなかで、伝えきく栄西の言行は、道元に とって 大 
きな驚きであり、なにか淸純なものがあふれていた。どうやら、本当の仏教というものは、この人の指している方向に あ 
るよう に思われる。 

だが、本当の仏教の詳細については、なお、すべてが栄西において朗然というわけにはいかない。その方向は彼の指す 
かたにあるとしても、細かいところは、解らないことばかりである。『典座教訓』は道元が宋から帰ってから十年目、三 
十八歳のころの労作であるが、その中には、はじめて彼の地の仏教にふれた時の事情と感銘を記して、はなはだ興味ふか 
いものがある。その一節につぎのような^がみえる。 

「しかあるに、いまわが日本国、仏法の名字聞き来ることすでに久し。しかあれども、僧食如法作の言、先人記せず、 

先徳教へず。況んゃ僧食九拝の礼、未だ夢にも見ざるあり。」 

彼がいっているのは僧の食作法のことである。だが、解らないことは食作法のことばかりではなかった。旧来の仏教者 
はまるで見当はずれの方向にむかっているらしい。本当の仏教の片鱗は栄西によって瞥見することを得た。では、その全 
貌は どうで あるか。 それを飽くまで も追求せずにはおけないのが、道元の人となりである。かくて、彼は、おなじ思いの 
師の明全を促して、直往して宋に渡る。時に貞応二年(一ニニ三)、道元は二十三歳、明全は四十歳であった。 

2 宋における道元 

彼らを乗せた船は、貞応二年の三月下旬に博多を出て、四月初旬に慶元府に着いた。いまの寧波である。明全は不幸に 
してその翌々年の五月、天童山にあって病歿した。道元は在宋ほぼ五年、天童山の如净禅師にまみえて、ついに大事を成 
就し、安貞元年(一ニニ七)の八月に帰国した。その間における彼の行動は、従来の留学僧のそれと、 いささか 異なる も 
のがあった。 

その第一に、まず語学のことを举げておかねばならない。私見をもっていえば、古来から海を渡ってかの国に学んだ留 
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学僧は、かなりの数にのぼるであろうが、その中にあっても、かの国のことばを自由に駆使することをえた者は、けっし 
て多くなかった。そして道元は、その第一に指を屈せらるべき練達の人であったようである。そのことは、彼のおおくの 
労作にも、あきらかに観取される。たとえば、さきにあげた『典座教訓』には、しばしば、かの地の僧との会話が記して 
とどめられているが、それらは、けっして和風の漢文ではなくて、純乎たる中国語の生きた会話である。このことは、か 
の地における彼の所得が何であったかを考えるにあたって、かなり重要な意味をもつ。さいわい中国と日本は同文の国で 
ある。筆談をもってしても、ある程度の用は弁ずることができるであろう。しかし、心中の機微にふれることをキャッチ 
するには、それでは用をなすまい。 

道元は、四月初旬に慶元府に着くと、なお船にとどまって、そこで三ヶ月あまりを暮した。おそらく中国語の会話をな 
らうためであったろうと思われる。そのころ、ひとりの老いた僧が、船に椎茸を買いにやってきた。道元にとっては、は 
じめて見るかの国の僧であったのであろう。自室に請じて、お茶をふるまい、聞いてみると、阿育王山で典座の職にある 
ものだということであった。典座とは、つまり食事係であって、禅院の六知事の一つである。とうぜん、この国の若き仏 
者とかの国の老いたる僧のあいだには、典座の職を中心として会話がはじめられた。その内容は、詮ずるところ、道元の 
仏教の理解が、なお本当の仏教の理解から、はなはだ遠いものであることを露呈していた。 

かの典座はことし六十一歳であるという。故郷を出て、この道に入ってから、すでに四十年になるが、やっと去年の夏 
安居あけに、阿育王山の典座の職についた。ついては、あすの五月五日には、一山の大衆に御馳走をしたいと思って、こ 
の 船まで日本の椎茸を もとめにきたと いう ことで ある。 

「阿育王山というと、ここからどの位の道のりですか。」 

「三十四五 里 (日本の里程にして五六 里) もありましょう か。」 

「いつ寺にお帰りか。」 

「椎茸が買えたらすぐ帰ります。」 
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る 


「今日はからずもお会いできて、お話しできるのは、まことに奇縁というもの。ひとつわたしが御馳走しましょう。」 
「それは頂いてはおれない。明日の供養はどうしてもわたしが司らねばならん。」 

「寺には、あなた以外にも裔粥(食事)のことの解るものもあろう。典座ひとりいなくとも、なんの差支えもあるま 

ぃ。」 

「わたしはこの老年にしてこの職につくことを得た。老いの修行というものである。なんでこの仕事をひとに譲りまし 

よ3〇 I 

ここにいたって、会話はあきらかに食いちがいを露呈した。道元は、食事を司る役目など iK いものだと考えている。そ 
れが常識である。だが、典座の方では、いかにもその仕事が大事であるような口ぶりである。そこで若い道元は、ずばり 
と遠 Ji : のない問いをこころみる。 

「あなたはもうお年である。それなのに、どうして坐禅弁道なり、古人の語録を読むことなりに専念なさらない のか。 
わずらわしい食事係などをして'、何のよいことがありますか。」 

それまでの道元の仏教の理解、もしくは、従来のわが国の仏教の理解からするなれば、それは至極もっともな質問であ 
。ところが、かの老いたる典座は、それを聞いて呵々大笑していった。 

「外国の好人、いまだ弁道を了得せず、いまだ文字を知得せざるあり。」 

あなたはまだ、仏道の修行がなんであるやら、経典の文字がなにを意味するものなのやら、ご存じないとみえるという 
のである。道元はか、っとした。心の転倒するばかりの驚きにかられ、全身に汗するほどの恥しい思いをした。彼は本当の 
仏教を追求してここまでやってきた。しかるに、はじめて会ったかの国の老僧は、あなたはまだ仏道も仏教もご存じない 
らしいという。道元はもう必死になって問うていった。 
r 财11があらんかこれ文字。如何があらんかこれ弁道。」 

だが、そのとき、その老典座が、 
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「もし問処を蹉過せずんば、徵その人にあらざらんや0」 

と 答ぇてくれた言葉の意味す ると—も、 道元にはよく解らなか-た。その S — 通りしてはいけないというのであ 
る。そこで じっくり 取組んで、 はじめて物になる の だと V っのである 0 
k が、もしそれでも解けな t たら、いつかまた—王 山に おいで。 ひとつ、 t くりと そ® 1— し合い ましよ 

彼はそ、っいって座を起つ と、 

「日晏れ了ん。忙ぎ去なん。」 

と帰って行った。 

L "て、 f — li た。そ11、は$4は、塵年11んだ。 

«1$ らん i れ文字。いかがあらんかこれ弁道》。それは、本当®仏教はなにかと いう、 彼が日本を出る 時 こ、だ、 

gr い—たる譽、重絞 if .1 し11。そして、そ！111を ill ;; て± 1. 

1 す H 11 は、 まことに 幸いで あ-たといわねば ならない。けだし、真®聾をつかむことは、こ S の半ば 
3 空手にして郷に帰る 

では、道元は、そ®麗とど G ように取組み、いか—解答 f 二とを 得たであろ.っか。そ®二とをずばり—っ 

たものは、 St 年(一二三六)冬十月の十五 日、 宇治の興聖禅寺に住する にあた っての 語録で あろうと f 。 

す^■林を歴るこ-£虞ちず。只これ等閑墨里先師に忠ぇて、事に眼横鼻直なることを認得して、こ紀せられず。 

IHgnurstL °所以に 一 f 仏' fi ドく、藍しばらく時を延ぶ。 f 日は束より出で、 fr 西 S 
む r 収つて山 iim は.れ、 PF 過きて四山低し：畢竟して如何。」 
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すでに言うがごとく、道元は在宋ほぼ五年にして大事を了得し、安貞元年(一ニニ七)八月に故国に帰ってきた。二十 
八歳の時のことである。それからほぼ十年にして、彼のために宇治興聖寺の専門道場がととのい、開堂の法会が行なわれ 
た。ここに引用したものは、その法会において表白した彼のことばの冒頭であって、そこには、彼の参学の過程がのべら 
れ、その所得が語られていて、道元の仏教把握の肝要は、そこに見事に打ち出されている。だが、いささか難解のふしも 
存するので、すこしく注釈をこころみ、文字の表裏をうかがってみると、つぎのようである。 

山僧とは、禅僧が自分をゆびさしていうことばであって、道元自身のこと。叢林とは、これまた禅僧が寺院もしくは11 
伽をいうことばである。道元の在宋五年の修行は、天童山最徳禅寺ならびに阿育王山広利禅寺を中心とし、諸山遍歴の旅 
にも、おおよそ浙江の寺々を訪れたくらいで、結局す ると ころ、天童山の如浄によって大事を成就した。では、そこで把 
握し f .} たものはなにか。それを道元はここに、「当下に眼横鼻直なることを認得して人に瞞せられず」と、まことに異様 
な表現をもって提示している。それは、単にその表現が異様なだけではなく、また、その内包するところも、まったく従 
来この国の仏教者の常識とするところの意表に出で る ものであった。 

これまでにも、海を渡ってかの国に学んだ仏教者はすくなくない。その中にはこの国の仏教者の第一級にくらいする人 
人もある。その時彼らがかの国から齎らしたものは、いまだこの国に知られていない経卷であり、仏像であった。それに 
よって、この国の人々は、仏教の新しい一面に接することを得た。また彼らはしばしば、新しい道具や技術をも併せ齎ら 
し、それらによって、この国の文化はゆたかにせられた。さらには、たとえば、茶の実をもたらして、その栽培と喫茶の 
法を伝えるというようなこともあった。それら新奇なものの招来は、人々の眼をそばだたしめ、心をおどらせるに足りた。 
ではいま、道元が在宋五年にして新らたにもたらしたものは何か。それはただ「眼横 B 直なることの認得」であるという。 
それは一体なにを意味するのであるか。 

眼横とは、読んで字のごとく、眼は横むきについているということ。鼻直とは、鼻はたてむきに顔の真中にあるという 
こと=つまり眼横鼻直の四つの文字は、人間のあたりまえのあり方を表現するものに他ならないのであって、道元は、そ 
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のこ—判然とし 5 得しえ て、 もは—ど わしに瞞着せられざるも©となっ たという。 それは 一体、 いかなる意味 

『随聞記』の一節に—と、道元はかの地の禅院にあったころ、つぎのような gg にあったことがあるという。そ 
道元は—の一室で古人の語録を披見していた。すると、西川 S の地 S から来たと いう 一人の—、 彼に問いかけて 

I った 

「語録を見てなにの用ぞ。」 

「古人の行李を知らん0」 

行李とは ふつう 行履と t 。 古人先徳 Q あるい—た跡を知りたい®だと答えた®である。 だが、か®曽こ追求 
して 問うた。 ！、 

「なにの用ぞ 。 J 

「郷里にかへりて人を化せん0」 

日本に帰っ てからの 教化に 資するのだ、というのである。だが、かの僧の追求はなお止まま、。 

「なにの用ぞ。」 V 

「利生のためなり。」 

衆生を利益したいというのだ。だが、かの僧はさらにいっ io 
「畢竟してなにの用ぞ 。 J (長円寺本、三、 七、 参照) 

その時、道元はついに絶句するより他はなかったであろう。だが、その生涯をかけて仏教—せん—、当残、そ 
のように追求してみなけれ—い f ある。そして、そ®よ.っ I 求しい—る—、ごたい、—とは可の 
ために修す|であ|。二れ—学僧はすべて、なに論し V ® を t て帰ってきた。それらが人々®眼を P 
らせ廿た。たが、それら e - 馨が仏教で—かといわば、否といわねばならない。では、 それら®仏像が仏教 
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であるかといわば、それも否である。道元のことばをもっていえば、「仏像舎利は如来の遗骨なれば恭敬すべしといへど 
も、またひとへに是れを仰ぎて得悟すべしと思はば、還つて邪見なり」ということである。詮じてみれば、それらは結 JM 1 
人の瞞わしというもので、この人生のあるがまま、喫茶喫飯、行住坐臥をほかにして仏教というものはない。そこに到り 
ついた時、それを道元は「眼横鼻直なることを認得した」と表現しているのである。 

そのことを、もっと具体的に理解しようとなれば、もう一度、道元が入宋のみぎり、慶元府の船のなかで会った老いた 
る 典座との会話を思い出してみるがよい。彼はその時まだ、仏教とはなにか特別のものでもあるかの ように 予想していた。 
だから彼は、ひたすら食事の世話のために奔走している典座にむかって、 r 何ぞ坐禅弁道し、古人の話頭を看ぜずして、 
煩はしく典座に充てて只管に作務す。なんの好事かある。」と詰問した。それを聞いて、かの典座は呵々大笑、「外国の好 
人、未だ弁道を了得せず、未だ文字を知得せざるあり」といったが、いまにして思えば、その大笑ももっともなことであ 

った。 

その典座は、さらに、道元が天童山にいるころ訪ねてきてくれたという。道元は、感慨もひとしお、あれからずっと、 
彼によって与えられた課題と、必死にとり組んできたことを語った。その時、道元のために語った彼のことばは、一歩を 
すすめて道元を導くものであった。 

逬元「如何があらんかこれ文字。」 

典座「一二三四五。」 

道元「如何があらんかこれ弁道。」 

典座「偏界曾つて蔵さず。」 

人_をこえ、迷妄を破って、到りついてみると、 そこに あるものは、もう一度、柳は みどり、 花はくれないなる世界が 
あり、眼は横むきに、鼻はたて向きの人間がある、とでもいえばよいであろうか。彼は そのこと を教えているのである。 
その名は一人の老いたる典座としてしか記されていないが、彼こそは道元にとって生涯の大善知識であった。 gw を与え 
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て くれたのは 如浄であるが、仏教 Q なんたるかを 教えて くれたのは二の老いた る 典 座であったからである0 

さて、仏教とはそ QUI もの、弁道とは二のような二とと解ってくると、二の人生のいとなみそのものを離れて、ど 
こに仏教—とめよう術もない。なにかそのほかに別の仏教があるように思うのは、つまり人の— わしに f れご、る 
のである。その人瞞をすっと脱ぎ去ってみると、やはり、あしたに日は東より出で、夜の月は 西に^,むのである。 

まことに、この国に仏教という名が伝え聞かれてから既に久しい。だが、仏教をかかる ものとして把握しえた ものは、 
道元を もっ て最初の人となす。しかして、かかる ものと して把握された仏教は、もはや特別の仏教というものではな、。 
そのゆえに、もし汝が在宋五年にして得来ったものはなにかと問われるならば、「わたしは空手 i って 来た」 とい、っ」 
り他はないのであった。 

4 わが身心を放下して 

道元は建長五年(一二五三)五十四歳で病殘した。その生涯は高僧としてむしろ短いものであった。 だが、 その生涯こ 
おいて書きのこしたも®は決してすくなくない。その中でも、も,とも大部であり、かつ震なものは、ほかならぬ『正 
法眼蔵』九十五卷である。その九十五卷のうち、最初に書かれたものは「弁道話」であって、その時、道 76 ±京都深草の 
安養院にあり、なお三十二歳の若さであった。やがて、彼が宇治の興聖寺に入って、そこに坐禅の専門道場をひらくと、 
その清新潑束たる仏教 U 心ひかれて、来り投ずるも Q が尠くなか P た。それらの人々をむかえて道元は、 鋭気に この新し 
い仏教 e 眼—説く u とに力め、そ q 間に制作された『正法眼蔵』は、すくなくも四十余卷におよぶ。だが、宇治にある 
こと約千年、寛元元年 (一 一一 I )七月、彼は越前の1心藍* 5 る僻地に移-て、その擊まで、ほぼ十年間そこにとどま 
ったそ Q 問、また衆に示し、書写しのこされた『再法眼蔵』もまた、およそ四十巻におよぶ。それに年時未詳のものを 
加えて九十五卷となるが、その最後のも®は、そ Q _ Q 病中においての制作である。 まさに そ® ラィフ•ヮ ふで ある。 

その内容はいずれも難解であるといわれる。そのうらみは否定することができない。だが、 よくよく案じてみると、道 


2 ft 7 


道元.その人と思想 


元 i なお、レして人々に理解しやすからしめようと力めていることが知られる。あの時代にあって、仮名文をもって書いた 
ということが、すでに何よりもその努力を語っている。それにも拘らずなおかの巻々が難解であるということは、一つに 
は、筆者のたつ世界と読者のいる世界とがとおく懸絶しているからであることを思わなければならない。たとえをもって 
言ってみるならば、遙かなる山頂にたって、見はるかす風景を語る人があるとする。それを平地にある者が如実に理解し 
ようとしても、とうてい理解し：がたい。だが、彼もまた山頂にむかって進むならば、すでにその半ばにして、山頂の人の 
いうところをいささか理解しうるにちがいない。さらに、ついに山頂に到りつくにおよんでは、そのまったく真なること 
を知るにいたる。そのことを『正法眼蔵』第九十一巻「唯仏与仏」の草には、 

r ム去■は、人のしるべきにはあらず、ひとり仏にさとらるるゆ袅に、唯仏与仏、乃能究尽といふ。」 

とも 喝波している。そのような巻々がこの『正法眼蔵』である。とするならば、自己の境地をそのままにして、ただ文 
字の論理をのみを追うて理解しようとしても、『正法眼蔵』はいつまでも難解の書としてとどまるであろう。それにつけ 
て、わたしは、法然や親鸞のえらんだ道と、この道元のえらんだ道が、まったく対照的に相異なるものであったことを思 
わざるを得ない。 

それは、仏教の術語をもっていえば、法と機の問題である。もっと平たくいえば、仏法と人間の問題である。この二つ 
のものの関わり方において、法然と親鸞の撰んだ道は、まず、機すなわち人間の側の吟味から出発する。彼らは、涙をさ 
んぜんとわが機のうえに注ぎながら、その歎かわしい姿を見究める。そこに見出されるものは、煩悩具足の凡夫のすがた 
であって、それは到底、出離解脱ののぞみもない。ではいったい、かかる煩悩具足の凡夫にもふさわしい教えは何か。か 
くして、機によって法の撰択なされ、専修念仏の道がえらびとられる。それが法然の道であり、また親@の道であった。 
したがって、たとえば『歎異抄』に読みいたるものは、その常識を絶した論理にもかかわらず、わが身のあさましさに身 
ぶるいしつつも、納得せしめられざるを得ない思いにいたる。 

し〜ハるに、道元のまつしぐらにまず赴いたところは、機の問題ではなくして、法の問題であった◦本当の仏教とはどの 
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ようなものであろうか。それがまず彼の問題であった。機の問題はあとまわしである。機をもって法をえらぶな どとハう 
のは、彼にとっては、とんでもないことであった。『随聞記』のなかには、つぎのような一節がみえる。 

「学人第一の用心は、先ず我見を離るべし。我見を離るとは、 この 身を執すべからず。 たとひ 古人の語話を 究め、常坐 
鉄石の如くな りと も、此の身に著して離れずんば、万劫千生にも仏祖の道を得べからず0 」 (長円^ 本、六、 一〇) 

またある時には、あきらかに念仏門の諸師の主張を指して、 このように 批判した こともあった。 

「世間の人多分云く、学道の志あれども、世のす袅なり、人くだれり。我が根劣なり。如法の修行に堪ふベからず。た 
だ随分にやすきにつきて結縁を思ひ、他生に開悟を期すべしと。今は云く、此の言ふ事は全く非なり。仏法に正像末を 
立つ事、しばらく一途の方便なり。依行せん。皆うべきなり。在世の比丘必ずしも皆勝れたるにあらず。不可思議に希 
有に浅増しき心、下根なるもあり。仏種々の戒法等をわけ給ふ事、皆わるき衆生、下根のためなり、乂<皆仏法の機な 
り。非器なりと思う事なかれ。依行せば必ず得べきなり。」(同、五、八の ㈢ ) 

では、 末法の歴史観をも否定し、凡夫の自党をも却けて、道元はいかにして必得の道をあるけというのであるか。それ 
は詮ずるところと、わが身に仏法をひきつけるのではなくて、仏法にわが身を投げかけてゆくことであった。 

「学逍の人は吾我のために仏法を学する事なかれ。ただ仏法のために仏法を学すべきなり。その故実は、わが 身、 レを一 
物ものこさず放下して、仏法の大海に廻向すべきなり〇その後は一切の是非を! j ずる 事無く、 我が心を存する事な く、 
成し難基なりとも仏法につかはれて強ひて是れをなし、我が心になしたき事なりとも、仏法の道理になすべからざる 
事ならば放下すべし。」(同、六、二) 

ある学者は、宗教とは隋円形に似ていると言った。なんとなれば、隋円形はその中に二つの中心点をもっているが、宗 
教にもいつも 二つ の中心があるからである。キリスト教風にいえば、神と人間とがそれである 。仏教の 術語をもっていえ 
は、 法と機とがそれなのである。その二つの中心のうち、いずれに重きをおいて考えるかは、人それぞれの 考え方であっ 
て、 それがその人の宗教観の性格をさだめる。すでに述べたように、法然や親蠻は機に重点をおいて、 かの凡夫 往生の仏 
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教を形成した。しかるに、いま道元は法に重点をおいて仏教を把握して、この直指単伝の家風をこの国にもたらした。彼 
が『正法眼蔵』九十五巻をもって綿々として綴るところのものは、その法の風光に他ならない。唯仏与仏のよく究尽する 
ところ s 境涯である。『正法眼蔵』の難解の所以は、第一義的にはそこにある。ただ、よく吾我の見をすてて、親しみ読 
んでゆくうちには、この難解の書もまた次第にその秘密を露わしてくるのであろう。 

S 学道の人のために 

それに反して、『正法眼蔵随聞記』六巻は、はるかに親しみ深く、また解りやすい。私事をいえば、この書は、わたし 
にとって愛惜おくあたわざる愛読書 T * あって、そこから受けた影響もまた計り知れないものがある。私事をこえていわば、 
この- S はいまや、かの『歎異抄』とならんで、日本民族が有する宗教的文献のうち、もっとも広汎なる影響をもつもので 
あろう。 

この書の編者は懷姅(一一九八—一二八〇〕である。彼は、道元の殘後、その教団をひきいて第二祖となった人である。 
その年齢は道元よりも二歳うえであって、その学問、教養は、あるいは道元以上であったかも知れない。この『随聞記』 

の流布本を編んだ面山もそのことに触れて、 

「後に光明蔵=味を述せられしを拝読すれば、顕密の学も祖師に劣るまじ。 m 仏祖正伝の訣分明ならぬゆ袅に祖師に依 

随せらるなるべし。」 

と記している。わたしは最近ようやく『光明蔵三味』を入手して読むことを得たが、それには及ばずとも、この『随聞 
記』そのものの文だけで、彼がどれほどの人物であったかは、充分にうかがえる。 

一休、聴いて受けとることは、説いて教えることに劣らず、容易ならぬことである。教えるものが何を説いて与えよう 
とも、受けとる側にその準備がなかったならば、金玉の説もまた瓦礫にひとしいものとなるであろう。しかるに、いまこ 
の書において相対坐するものは、説くは道元、聞くは懷笄。そこに、この『随聞記』が、かの『正法眼蔵』にも劣らない 
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宗教的文献としてある所以がある。 

懷羿がこの師のもとに投じたのは、文暦元年(一二三四)の冬のこと。その時、道元はなお三十五歳、懷奘は三十七歳 
であった。それより以後、懐弈はずっとこの師のもとにあり、越前の隠棲にも同行して随侍ほとんど二十年にわたった。 
だが、この『随聞記』の内容は、彼が道元に投じてから、ほぼ四年のあいだに、聞くにしたがいて記しとどめたものと知 
られる。したがって、説く者も、聞く者も、なお気鋭にして、油の乗りきった時期のものであった。 

そこに道元の語り、懷葬の聞いて記した事がらは、むろんさまざまであった。さきにも記したように、明全から云え聞 
いた栄西の言行なども、そこに感銘ふかく語り出されている。かの国にあったころ知見し体験した こと も、しばしば、な 
つかしげに語り出されている。さらには、『続高僧伝』などで読んだ古仏先徳の衍履も、随処に語り説かれている〇その 
ように、そこに S りかつ記されていることはさまざまであるが、それにも拘らず、この書の全六巻は、渾然として一つの 
見事な統一をなしているように、私には思われる。その理由はほかでもあるまい。そこに語り記されているものが、すべ 
てただ一点、正伝の仏法にむかって集中し、そこに見事な焦点を結んでいるからであろう。 

ただし、そこで語られている正伝の仏法は、さきの『正法眼蔵』において説かれているものと、いささかその説き方を 
異にしていることを感ずるのは、わたしだけであろうか。端的にいえば、ここに道元によって語られているところの正】ム 
の仏法とは、つまるところ学道の人そのものである。いかなる態度をもって仏教に向うか。いかなる、レ^をもって道を求 
めるか。それがそのまま、道元における正伝の仏法の追求にほかならない。さる文学評論家のことばを借りて、求道&と 
観察者にわかつならば、道元の仏教は求道者の仏教であって、観察者の仏教などというものは、彼には考えられない。か 
くて、この『随聞記』においては、いつも「学道の人」が問題の中央に位置をしめているのである。 

「学道の人、衣糧を煩ふこと莫れ。」(長円寺本、二、一三) 

とも 語られている。 

「学道の人は、人情を棄つべきなり。人情をすつると云は、仏法に随がひ行くなり0 」( M 、三、四) 



その人と思 , ffi 


とも語られている。 

「学道の人、世間の人に智者、もの知りとしられては無用なり。」(長円寺本、三、九) 

とも 語られている。その言葉は、学者として生きるわたしどもには、はなはだ耳の痛いことである。 

「学道の人は最も貧なるべし。贫しふして道を思ふは、先賢古聖の仰ぐところ、諸仏諸祖の喜ぶ所なり。」(同、四、四、 
参照) 

と語った ことも あった。その心とするところは、すべて専門の道をあゆむ者一般に通ず るであろう。 

「学道の人、たとひ悟り得ても、今は至極と思ふて行道をやむることなかれ。道は無窮なり。」(同、 一、 五) 

と g 口った ことも あった。 逍は無窮の一句は、学問の道を ゆく わたしどもにも、感銘ふかく受納しうるところである。 
ひるがえってみると、道元はこの他にも、しばしば学道の人の用心について記している。『学道用心集』もそれである。 
『弁道話』もそれである。そのほか、「語録」にせょ、「澈規」にせょ、彼はたえず学道の人のために書いてきた。だが、 
いま、この『随聞記』にしるすところは、もっとも具体的にして、生きた言葉をもって綴られている。その教団の立場か 
らいうなれば、この師のすくなからぬ著作のなかにおいて、もっとも重き位置を占めるものは、いうまでもなく、『正法 
R 成』九十五巻である。だが、世のおおくの人々は、道元の仏教にふれるにあたり、まずこの『随聞記』にいたる。それ 
も 決して偶然のことではあるまい。 
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灵吳 M 竞 帚吴畐產三 SE 三石 S 二八六五 


正法眼蔵随聞記内容細目 


正法眼蔵随聞記一 

一はづべくんば明眼の人をはづべし . 

一一我れ病者なり、非器なり . 

一一一学道の人、衣食を贪ることなかれ . 

四学道の人、衣食に労することなかれ . 

五古人云く、聞くべし見るべし . 

六学道の人は後日を待って行道せんと思ふ事なかれ ■ 

七海中に竜門と云ふ処あり . 

八人法門を問ふ . 

九当世学道する人 . 

十唐の大宗の時 . 

十一学道の人、参師聞法の時 . 

十一一道者の用心 . 

十三仏々祖々、皆本は凡夫なり . 

十四俗の帝道の故実を言ふに . 

正法眼蔵随聞記二 

一の ㈠ 続高僧伝の中に . 

一の ㈡ 戒行持斎を守護すベければとて . 

一一人その家に生まれ、その道に入らば . 

一一一広学博覧はかなふべからざる事なり . 


四の ㈠ 如何なるか是れ不味因果底の道理 . 四九 

四の ㈡ 犯戒と言ふは受戒以後の所犯を道ふか . 五四 

五悪口をもて僧を呵嘖し . 五九 

六故鎌倉の右大将 . 六一一 

七の ㈠ 昔、魯の仲連 . 六四 

セの ㈡ 直饒我れ道理を以て道ふに . ^ 

八無常迅速なり、生死事大なり . 六- t ? 

九 昔、智覚禅師と云ひし人 . 六八 

十祖席に禅話を覚り得る故実 . セー 

十一人は世間の人も衆事を兼ね学して . 七三 

十二人は思ひ切つて命をも捨て . セ六 

十三学道の人、衣粮を煩はす事なかれ . 老 

十四世間の男女老少 . 八五 

十五世人多く善事を成す時は . 八 - tr 

十六若し人来つて用事を云ふ中に . 九 Q 

十- tj 今の世出世間の人 . 九四 

十八学道の入、世情を捨つべきに就いて . 九八 

正法眼蔵随聞記三 

I 行者先づ心を調伏しつれば . 一8 

一一 故僧正建仁寺に御せし時 . 10一 

一一一唐の太宗の時 . 一〇四 

四学道の人は人情をすつべきなり . 一〇六 

五故建仁赤の僧正の伝をば . 10八 

六故僧正云く、衆各々用ふる所の衣粮等 . 二0 

七我れ在宋の時禅院にして古人の語録を見し時 . 二六 















































294 


茺老啻蓋至 


四四四四三三三. 

九 三二—■ノ、.じ UM 


用 


〇 S 


八 


九の ㈠ 学逍の人は先づすベからく貧なるべし： 

九の ㈡ 学道の人多分云く . 

十某甲老母現在せり . 


•i 

■ 七：；一 


正法眼蔵随聞記五 


I 学道の人自解を執する事なかれ . 

一一学入第一の用心は先づ我見を離るべし . 

三古人云く、霧の中を行けば覚えざるに衣しめる.. 

四嘉禎二年臘月除夜 . 

五俗人の云く何人か厚衣を欲せざらん . 

六学道の人悟りを得ざる事は . 

七の ㈠ 学人初心の時 . 

セの ㈡ 愚擬なる人は . 

八の ㈠ 三履して後に云へ . 

八の ㈡ 善惡と云ふ事定め難し . 

八の ㈢ 世間の人多分云く . 

九俗人の云く、城を傾くる事は . 

十极岐山の会禅師 . 


■ 七九 
.一八二 
•一八三 


•一九〇 
.一九- 

二九 3 


. i 

. 一 g 

. S 

. 8 -tr 

十一ある客僧の云く、近代の遁世の法 . 二 Q 九 

十二伝へ聞きき、実否を知らざれども . ニー 〇 

正法眼蔵随聞記六 


仏法のためには身命ををしむ事なかれ . 三三 

学道の人は吾我のために仏法を学する事なかれ . 三五 

俗人の云く財はよく身を害す . 三八 


八真実内徳無ぅして人に貴びらるべからず . 

九学道の人、世間の人に知者もの知りとしられては1 

なり . 

十今この国の人は . 

十一学人問ふて云く某甲なほ学道心に繫けて . 

十二人多く遁世せざる事は . 

十三古人云く朝に道を聞かば夕に死すとも可なり：… 

十四学人は必ずしも死ぬべき事を思ふべし . 

十五衲子の行 Mlrd 拟の衲衣等を . 

十六父母の報恩等の事 . 

十- tr 人の鈍根と云ふは、志の到らざる時の事なり：… 

十八大宋の禅院に麦米等をそろへて . 

十九近代の僧侶 . 

一一十の ㈠ 治世の法は上天子ょり . 

一一十の ㈡ 我れ大宋天童禅院：に唐せし時 . 

二十一得道の亊は、心をもて得るか . 

正法眼蔵随聞記四 

一学道の人身心を放下して . 

一一世間の女房なんどだにも . 

一一一世人を見るに果報もょく . 

四学道の人は尤も貧なるべし . 

五宋土の海門禅師 . 

六唐の大宗即位の後 . 

七衲子の用心仏祖の行履を守るべし . 

八人は必ず陰徳を修すべし . 
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正法 HR 蔵随聞記内容細目 


四昔、国皇有り . 二一一〇 

五僧問うて云く、智者の無道心なると . 一一一一一一 

六学人、人の施をうけて悦ぶ事なかれ . 一一二四 

七ふるく云く、君子の力牛に勝れたり . 一ーニ五 

八真浄の文和尚 . 一ーニ五 

九古人多くは云く光陰虚しく度る事なかれ . 一一一一八 

十学道はすべからく吾我をはなるべし . 二一一九 

十一姅問うて云く、叢林の勤学の行脱と云ふは . 一一三一 

十一一泉大道の云く . 二三一一 

十；；一先師全和尚入宋せんとせし時 . 一一三四 

十四世間の人自ら云く . 二四 Q 

十五人の心元ょり善悪なし . 一一四一一 

十六大恵禅師ある時 . 一一四五 

十七俗の野諺に云く . 二四六 

十八大恵禅師の云く . 一一四 -tr 

十九春秋に云く . 一一四九 

一一十古人云く知因識果の知事に属して . 一一五0 

一一十一古人の云く百尺の竿頭に更に一歩を進むべし . 一一五一 

一一十二衣食の事兼ねてょり思ひあてがふ事なかれ . 一一五五 

二十三学人各々知るべし . 二五六 

一一十四学道の最要は坐禅これ第一なり . 二五九 
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